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Panasonic 

操作マニュアル 

パーソナルコンピユーター 

品番 CF-W4 シリーズ 


( 上手に使って上手に節電 ） 


このたびはパナソニックパーソナルコンピューターをお買い上げ 
いたださ、まことにありびとラございました。 

付属の取扱説明書と本マニュアルをよくお読みのラえ、正しくお使 
い < ださい。 


拡大表示する方法 

• 操作マニュアルの画面 

♦ 画面全体のアイコン 
など 

• 画面の一部 


n こちらを 
ク IJ ツク 

こちらを^ 

乃クリック I 

^こちらを^ 
クリック I 
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表記 

表記の意味 

[ Enter ] 

キーボードの Enter キーを押すこと。 

时】 + 【防】 

キーボードの Fn キーを巧しなびら、 F 5 キーを巧ずこと。 

tn 】 と 【 Ctrl 】 （左側）の機能を入れ換えてお使いの場合 （今 246 

ぺージ） は、 【 fn 】 と 【 Ctrl 】 を置き換えてご覧ください。 

[スタート]-[検索] 

画面上の [ スタート]をクリックした後、[検索 ] をクリックすること。 

今 または=> 

参照先 

今： 今を クリックすると、参照ぺージにジャンプします。 

^ :コンピューター本体に付属の『取扱説明書』や『困ったとさの 
Q & A 』、 『ご使用の前に』などを参照してください。 

を！ 

画面で見るマニュアルのこと。 

0000*1 

’ 1 をクリックずると、関連している説明（注釈）にジャンプしまず。 


• 本書では、コンピューターの管理者の権限で□グオンした場合の手順や画面表おで説明 
していまず。制限付さアカウントのユーザーや Guest アカウントで実行でをない機能び 
あったり、画面表おび本書と違ったりする場合は、コンピューターの管理ちの権限で □ 
グオンして、操作してください。 

• 本書では、 「 Microsoft ® Windows®XP Professional Service Pack 2 セキュリティ強化機能 
搭載」を 「 Windows 」 または [Windows XPj と表記します。 

• 本書では、内蔵の「スーパーマルチドライブ」を rCD / DVD ドライブ」と表記しまず。 

• 本書では、次のソフトウェアを省略して表記します。 

• rWinDVD™ 5 (OEM 版)」 を 「 WinDVD 」 

•「 B's Recorder GOLDS BASIC 」 を 「 B's Recorder 」 

•「 B ' sCLiPe 」 を 「 B ' sCLiP 」 

• rDVD-MovieAlbum SE 4」 を 「 MovieAlbum 」 

• 本書のイラストや画面は一部実際と異なる場合びあります。 
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クリック 



E 过* •夕を ♦てが 


本書で説明しているアイコンび表示されていない場合は、 @ をクリックして表示させ 
て < ださい。 

(本書で使用しているアイコンは、さ種機能の設定や接続している機器などの環境によつ 
て、種類や順序び実際の表示と異なる場合びあります。） 


別売りの商品について 

本書で使用している商品品番は変更になることびありまず。最新のカタ□グまたはご相 
談窓□で確認してください。 


ディスプレイ （表示 モード）について 


内部 LCD 
(ノートブック） 

本機のディスプレイ 

か部ディスプレイ 
(PC モニタ） 

本機と接続したか部ディスプレイ 

同時表示 

( intel ( R ) Dual Display Clone ) 

内部 LCD と外部ディスプレイの両方に同じ画面を表示ず 
ること。 

拡張デスクトップ 

内部 LCD とが部ディスプレイを連続した表ち領域として 
使ラこと。 

内部 LCD とか部ディスプレイとの間で、ウィンドウのド 
ラッグ移動などびでをます。 


0内は、 [Mobile Intel ( R ) 915 GM / GMS . 910 GML Express Chipset Family のプ□パテイ]画 
面’ 1 で使用している用語でず。 

画面をまおするには： 

[ スタート]-[コント□-ルパネル]をク U ックして、左側の [ 関連項目 ] の[コント□-ルパネル 
のその他のオプシ ヨン]- [Intel(R) GMA Driver for Mobile] をク U ックします。 














操作マニュアルの見かた 


4 r BACK 4 NEXT 卡 


操作マニュアルは、次のよラにして目的のページを表をしたり、文字で検索して見たいぺ一 
ジを探したりでさます。（画面は一例です。） 


検索 - 

正しく検索でさない場合は、文字 
列の一部を入力してみて < ださい。 
例： 「 Fn キー」で検索でさない 
場合は、 「 Fn 」 や「キー」で 
検索する。 


I Adobe Reader -[巧化マニュアル] 


拡大表示 

表示サイズ変更 

拡大/縮ル表示 


ページ移動 


r 


1 


表お部分の移動 —— 
[第〇章]をクリック 
すると、章の最初の- 
項目 6!) トップページ 
化表 7] T します。 
クリックすると、 一 
項目タトップページ 
を表示します。 


一口 巧を 


を ファイルの漏集の 
を 。コトを ほ巧 


まモな） 义き如 ツづレのウイシ阳地） へす? お> 


8* オブシ ヨン， 


白をクリックすると 
田に変わり、その下 
位にある項目び隠れ 
ます。 

田をクリックすると 
曰に変わ0、隠れて 
いる項目び表示され 
ます。 


应 操作マニュアル(表撤 ' 
^去 第1章操巧7こユアル 
駐 表記について 
曰应 操作マニュアルのを' 
应 拡大表示する 
-睽 印!刷ずる 


3 I 


左ちにドラッグ- 
すると、 しおりの幅 
を調整でをます。 


霉 

の幅 I 

。 [ 


日 階 萬2章巧ってみる（基： 
田随 ホイールバッドを巧う 
S 随キ -ポ-ドを巧う 
處 がお表示ラン：？ 
- Ufe バッテリ-パッゥ 

階 バッテリ-バッウに f 
隨パッ テリ-駆酣寺 I 
I パプテリ-のが齡 
应 バッテリ-の巧彰 
应 パッテリ-残量を I 
应パッ テリ-の長寿 i 
階 パッテリ-バッウを！ 
な ミ肖畳電力を節約す r 
B 處 巧回、ず化測乍を 
应 巧用上のお照い 
应 スタンバイ•化止も 
リジュームずる（ス' 
駐バ スワ-ド卽-ドデ- 
田 防 ぎ3き CD の VD ホがう 


曰应第 4章力—ドや周迈お 


(•{ jH 巧巧 I 則か恩巧み’ い I !_•」 [0 险 


巧， id ヘルブ’ 


曰 


バッテリーバック 


令 BACK 


マ%夕, 


リーの巧巧を確認ずる 



パプテリ ー tt»g 
巧ランフ 

バッ テリー 

渐 

バツテリー"ブクが记〇巧け6れていません，まには.巧 t が巧 on 
てし > ません. 

オレンジを点打 
巧 a’n 

バツテ y - の巧■巧です n 

• セットアツフユーテイリティの r メイン J メニユーで[巧■中バツ 
お 1 ホ 卜.点 rr««/i 巧う っ 

にりかしなくなったり（巧 «) しま tJ (- )1 

»をが L | 

P 

/てツテリーの巧^ 了です— 1 

跪舰 


/t ブテり一の W びかな<なっています..【3■り 9 |klU 下） 

AC アプフター巧 SR し口 f ツテリー扶»きをランプ ||« オレンジ芭に S 
〇った 5. そのままお*い<ださい，がアタフター トな し巧合は，す 
ぐにデータを毎存し、》了してくだごい.その後. +W にち■された 
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巧色な g 


K ッァリーバックまたは巧 
データを fi 存しを切つ7 
本がびら巧 0 W し、 ®0 RI 

クリックすると、 

許献の裝昭ぺ一ぐ J 


している説明（注釈）に 
ジャンプしまず。 


ジャンプします。 
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でまで.そのままち皮い<ださい. 
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' オレンジ W 示には 、 a 


、 mm. ながあ 0 ミす,. JS 打と巧滅では.な打け■が iWD ます- 


37 / 348 f 


JlTI H 


ぺージ移動 I 

ページ移動の履歴に従って、戻る/進む 
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拡大表示する 


操作マニュアルに表示される夕字やアイコンがル 
さくて見えにくいとさは、次の方法で拡大表示する 
ことがでさます。 


1 をクリックしてズームインツールが使える 
ようにする。 _ 


が Adobe Reader - [巧巧 マ:！ユ アル] 


ち) ファイル(り庶集の表示な）文き(己） ツールの ウィンドウ地）ヘルプお）_ 
这 圓北 -が綿 .； 件#!ぉま巧 1 卜遥巧お |1^| J 

^2 表示を拡大したい部分にカーソルを合わせて 

クリックし、見やすい大きさにする。 

♦大さくしすざたら、 【 ctrt 】 を押しながらクリックする 
と、縮ルでをます。 

3 必要に応じてかをクリックし、画面上でド 
ラッグして、見たい部分を表示させる。 












操作マニュアルの見かた 
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操作マニュアルは 、 Adobe Reader というアプリケーシヨンソフトを使って表をしていまず。 
Adobe Reader には次の拡大/縮ル方法びありまず。 



• 拡大/縮ルびでさるツール 

A . ズームインツール：クリックすると、クリックした位置の周辺を中むに拡大表を 
されまず。ドラッグずると、囲んだ部分び拡大表示されまず。 

B . ズームアウト-- クリックするごとに、縮ル表ちされます。 

C . 拡大/縮ルの値を％で入力し、 tnter 】 を巧ずと指定したサイズで表ちされま 
す。（▼をクリックして表をされる値か5選ぶことらでさます。） 

D . ズームイン：クリックずるごとに、 } 広大表示されます。 


• 選択した倍率で表ちでさるツール 

E . 全体表示：クリックずると、1ページ分の内容び表ちされまず。 

F . 幅に合わせる：クリックすると、画面の幅に合わせて}広大/縮ル表示されまず。 





操作マニュアルの見かた 
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J) 

• プリンターによつては、イラストや画面サンプルびされいに印刷でさないことびあり 
ます。 



印刷するページを確認する。 

• 表をしているページのみを印刷ずる場合：そのページを表示したままにします。 
• ページを指定して印刷する場合：ページ番号を確認しておさます。 




をク U ックする。 



• 印刷ずるとさに左の画面（英語）び表示された場合、次の手順でプリンタード 
ライパーをインス I ルしてください。 

① [0 K ] をクリックし、画面を閉じる。 

② [スタート]-[プリンタと FAX ] をクリックする。 

③ [プリンタのインス!ル]をクリックする。 

L ソ降、画面の指をに従って<ださい。 


ス 


[プ U ンタ]や[印刷範囲]などを設定し、 [0 K ] をクリックする。 

• ページび回転して印刷されてしまラ場合： [ 自動回転と中央配置]か5チェック 
マークをかしまず。 
















ホイールパツドをほう 


A 
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マウスと同じよラに力ーソルを動かしたり、機能を還択したりするとさに使いまず。 
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お知らせ 

• ダブルクリックの速さやボタンを巧したとさの動作は、[スタート]-[コント□-ルパ 
ネル]-[プリンタとその他の八ードウエア]-[マウス]をクリックし、「マウスのプ□パ 
テイ」画面で変更でさます。 


♦カーソルび 思ラよラに動かないとき 

• ホイールパッドに触れたときの感度を調節することびでをまず。 （今20ページ） 

• か部マウスを接続していて、力ーソルび正しく動作しなくなった場合は、セットアップ 
ユーテイリテイの「メイン」メニューで[フラットパッド]を[無効]に設定し、ホイー 
ルパッドを無効にしてください。 再び、ホイールパッドを使用するときは、[有効]に設 
定してください。 （今246ぺーシ） 




ホイールパッドを使5 
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スク □ ールする 


ホイールパッドを使ったスク□-ルには、ホイールパッドユーティリティを使ラ方法と、 
ドライバーのバーチャルスク□ール機能を使ラ方法びありまず。同時に2つの機能を使ラ 
ことはでさません。 

工場出荷時はホイールパッドユーティリティび使えるよラに設定されています。 

• ホイールパッドユーティリティ （今11ぺージ） 

-ホイールパッド上で円を描くよラになぞることで連続的にスク□-ルでさます。 

-ホイールパッドの形状に合わせて使いやすく設計されています。 


縦スク□-ル 

工場出荷時の状態で使えます。 

横スク □ ール 

横スク□-ルを使ラための設定び必要でず。 


• パ‘ーチヤルスク□-ル機能 （今17ぺージ） 

-繰り返し縦方向（または横方向）になぞることで、スク□-ルできます。 

-他のコンピューターで使われている角型のフラットパッドのよラな操作性です。 


縦スク□-ル 
横スク □ —ル 


バーチャルスク□-ル機能を有効に設定ずる必要びあります。 


ホイールパッドユーティリティを使ラかパ‘ーチャルスク□-ル機能を使ラかは、ユーザーア 
カウントごとに設定することびでさまず。 










ホイールパッドを使5 
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ホイールパッドユーテイリテイを使う 

ホイールパッド上で円を描くよラになぞると、画面をスク□-ルずることびでをまず。 

お知5せ 

• 外部マウスに付属のドライバーは、ホイールパッドユーテイリテイと同時に使用ずる 
ことびでさません。か部マウスを使用するとさは、 r か部マウスを使ラとさ」をご覧 
ください。 （今158ぺーシ） 



横スクロールを使う場合は、次の設定を行ラ。 



一度設定ずれば、次回か 5 は設定ずる必要はありません。 

① 画面ち下のタスクトレイの「スク□-ル アイコン」^ をクリックし、[設定]を 
クリックする。 

^ び表おされていない場合： 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panason 间-[ホイールパッドユーティ U 
ティの設定]をクリックして < ださい。 

ホイールパッドユーティリティび起動していないことを知 5 せるメッセージび 
表示された場合は、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panason 句-[ホイール 

パッドユーティリティ ] をクリックして [jg を表示させてください。 

② [全般設定]で[横スク□-ル機能を使用ずる]にチェックマークを付け、 [0K] をク 
リックする。 
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スク□ールでさる画面を表示させる。 


可3 


スク□ールしたい領域にカーソルを合わせてタップ（クリック）する。 


可4 


指を離し、スク□ールを開始する範囲（下図）に指を置く。 

スク□-ルの方向や指を置く位置は、ホイールパッドユーテイリテイの設定で変更 
できまず。 （今14ベー ン） ここでは、工場出荷時の設定で説明しまず。 


内容 

縦スク□-ル’ 1 

横スク □ ール 

指を置< 

位置'2 

この部夕 

龍 

この部みクこミ\ 

幌） 

タスクトレイ 
のアイコン 

指を置くとアイコンび変わりまず。 

固^陸 

固^图 


[横スク□—ル機能を使用する]が設定されていない場合は、上図 （ A ) の部分も縦スク□-ルを開 
始する範囲に含まれます。 

スク□-ルを開始する範囲は変更でさます。 （今 16 ペー ン） 
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指を離さずにホイールパッドの周りの円にそってなぞる。 

スク□-ルの方向は、ホイールパッドユーティリティの[縦スク□-ルの方向を逆 
にする]または[横スク□-ルの方向を逆にずる]で変更でさます。 （今16ぺージ） こ 
こでは、工場出荷時の設定で説明します。 


内容 

縦スク□-ル 

横スク□-ル’ 1 

時計回りにな 
ぞる 

下方向へのスク□-ル 

Q 

ち方向へのスク□-ル 

© 

タスクトレイ 
のアイコン 

スク□-ル中はアイコンび時言1 

-回りに回転しまず。 

巧 ■►國 

四^ ■ 


内容 

縦スク□-ル 

横スク□-ル’ 1 

反時計回りに 
なぞる 

上方向へのスク□-ル 

© 

左方向へのスク□-ル 

〇) 

タスクトレイ 
のアイコン 

スク□-ル中はアイコンび反時計回りに回転します。 

H - 

む 

田- ► 

14 


[横スク□-ル機能を使用する]が設定されていない場合は縦スク□ールになります。 


























ホイールパッドを使5 


4^ BACK 14 NEXT ♦ 


• ホイールパッドの中央に向かってなぞると、スク□-ルしません。 

• デスクトップなどスク□-ルでさない画面で、スク□-ル操作を行ラと、画面 
をスク□ールしよラとしてカーソルび動かなくなることびありまず。その場合 
は、ホイールパッドか5指を離し、再度ホイールパッドの中央付近か5触るよ 
ラにして < ださい。 

• 横スク □ —ルバーびあり、縦スク □ —ルバーびない領域では縦スク □ —ルを 
行ってち横スク□-ルになる場合びありまず。 

スク□ールび始まった5、そのまま指を離さずにホイールパッド上 
で円を描くようになぞる。 

• ホイールパッドの周りの円にそってなぞ5なくてち、ホイールパッドのどの位 
置でち円を描くよラになぞればスク□-ルでをます。 

• ホイールパッドか5指を離さず逆方向に円を描くよラになぞると、逆方向にス 
ク□ールでさまず。 




スクロールを終了するとさは、ホイールパッドから指を離す。 



♦ホイール パッドユーテイリテイの設定を変更ずる 



画面ち下のタスクトレイの「スクロール アイコン」^ をク U ックし、 
[設定]をク U ックする。 

^ び表ちされていない場合： 今11ぺーシ 手順 ブの① 
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[ jg ホイ — ル"クドユ ー ティリティの設ミ 


をが記ミ 1 巧お巧因 I _ 

因 ホイール J b ド视度をほ用する 
囚 5スクトレ fl こアイコンをま示する 

囚 5スクトレ r のアイコンのアニ y- ション 
囚 ホイー _)Hti 巧中はアイコンを回す 
0 マウスカーVルの下のアイテムをスクロールする 
□ がスクロールの方向をぶこする 

回 艦翻窃 1*111 ずお 

□柏スクロールのち[司を逆こする 


この巧定由面を胡い T くだみ k 
スクロール逐度の iS ち 


-7 


r OK I I キ 




設定を変更する。 

• 全般設定 


ホイールパッド機能を 
使用する 


タスクトレイにアイコン 
を表术する 


タスクトレイのアイコン 
のアニメーション 


ホイール動作中はアイ 
コンを回す 


マウスカーソルの下の 
アイテムをスク□-ル 
する 


チェックマークを付けると、ホイールパッド機能（画面 
スク□-ル）を使用でさまず。 

チェックマークをかすと、ホイールパッド機能は無効に 


なり、タスクトレイに ち sj び表おされます。 


チェックマークを付けると、タスクトレイにアイコンび 
表术されます。 


チェックマークを付けると、スク□-ルを開始する範 
囲に g 虫れたとさおよびスク□-ル中に表をされるアイ 
コンび変わります。 

スク□-ルを開始する節囲に触れる 


E -控一 B 


スク□-ル中 


チェックマークを付けると、スク□-ル中にアイコン 
び回転します。 

スク□-ルを開始する節囲に触れる 


E 一 匿で 


♦ 


•スク□-ル中- 


1 


チェックマークを付けると、アクティブなウィンドウの 
中でマウスカーソルびある領域をスク□-ルします。 
チェックマークをかすと、アクティブなウィンドウの中 
の選択された領域をスク□ールします。 

いずれの場合ちアクティブなウィンドウのがにマウス 
カーソルびあると、選択された領域をスク□ールしま 
す。 
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縦スク□-ルの方向を 
逆にする 

スク□-ルを開始ずる節囲か5時計回りにホイール 
パッドをなぞったとさの、スク□-ルのち向を変更でを 
ます。 

• チェックマークを付けた場合：上方向 
• チェックマークをかした場合：下方向 

横スク□ール機能を使 
用する 

今 11ぺージ 

横スク□-ルの方向を 
逆にする 

スク□-ルを開始ずる節囲か5時計回りにホイール 
パッドをなぞったとさの、スク□-ルのち向を変更でを 
ます。 

• チェックマークを付けた場合：左方向 
• チェックマークをがした場合：ち方向 

スク□ール速度の設定 

スク□ールの速度を変更でをまず。 


• 開始範囲 



A . 開始範 H の幅 

開始節囲の内周をドラッグずると、開始範囲の幅 （ A ) 

を5段階に変更でをます。 

[ 開始範囲]のスライドバーをスライドさせてち変更で 
さます。 

B . 縦横スク □ ールの開 
始範囲 

縦横スク□ールの開始範囲の境界をドラッグすると、開 
始範囲 （ B ) を変更でさます。横スク□ールの開始範囲 
は最大で半周です。 


[0 K ] をク U ックする。 
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パ‘ーチヤルスク□-ル機能を使う 


次の設定を行って<ださい。 

ただし、ホイールパッドユーティリティは無効になりまず。 




画面ち下のタスクトレイの「スク□ール アイコン」^ をク U ックし、 
[設定]をク U ックする。 

び表示されていない場合： 今11ぺージ 手順 ブの① 




[全般設定]で、[ホイールパッド機能を使用する]のチェックマークを 
がし、 [0 K ] をク U ックする。 

タスクトレイの gg び^に 変わります。 


ス 


[スタート]-[コントロールパネル]-[プ U ンタとその他の八ードウエ 
ア]-[マウス]-[デバイス設定]をク U ックする。 



可4 


[デバイス]内のデバイス名（例 ： Synaptics TouchPad ) をクリックし 
て、[設定]をク U ックする。 
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可5 


[パ'-チヤルスクロール]をク U ツクし、使用するスクロールの機能を 
ク U ックしてチェックマークを付け、 [0 K ] をク U ックする。 




「マウスのプロパティ」画面で [0 K ] をク U ックする。 


お知5せ 



み 换化’艦',回顯《親-懸|駆留强恐が刷 ■ 

* つわ卜"がの□"テいな々«を口一直田じて巧な、 


! 雨巧 （[ …まが I 


• ホイールパッドユーティリティを再度使用ずるとさ 

① 前ページ手順 3 〜 4 を行ラ。 

② [バーチャルスク□-ル]をクリックし、[を直スク□-ルを使用ずる]と[水平スク 
□-ルを使用する]のチェックマークを外し、 [0 K ] をクリックする。 

③ 「マウスのプ□パティ」画面で [0 K ] をクリックする。 

④ [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[ホイールパッドユーティリティ 
の設定]をクリックする。 

⑥ [全般設定]をクリックし、[ホイールパッド機能を使用する]にチェックマークを付 
け、 [0 K ] をクリックする。 

• ホイールパッドユーティリティとバーチャルスク□-ル機能を同時に使用しよラとず 
ると、ホイールパッドユーティリティの利用を確認するメッセージび表ちされまず。 

-ホイールパッドユーティリティを使ラ場合 
[はい]をクリックしてください。バーチャルスク□-ル機能び無効になります。 

-パ‘ーチャルスク □- ル機能を使う場合 
[いいえ]をク U ックして< ださい。 
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次の手順で、ホイールパッドユーティ U ティをアンインス I ルずることちでさまず。 

① 画面ち下のタスクトレイの「スク□-ル アイコン」^ または^を クリックし、 
「終了」をクリックずる。 

② [スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削除]をクリックし、[ホ 
イールパッドユーティリティ ] をクリックした後、[変更と削除]をクリックしてプ 
□グラムを削除する。 


タップ機能を無効にする 


次の手順で、ホイールパッドのタップ機能を無効にして、キーボード操作中に誤ってホイー 
ルパッ ドをタップしてしまラことなどを防ぐことびでをます。 



[スター h - [コントロールパネル]-[プ U ンタとその他の八ードウエ 
ア]-[マウス]-[デバイス設定]をク U ックする。 






[デバイス]内のデバイス名（例： Synaptics TouchPad ) をク U ックし 
て、[設定]をク U ックする。 




[タップ]をク U ックして、[タップ機能を使用する]のチェックマーク 
をがす。 


▼4 


[0 K ] をク U ックする。 
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ホイールパッドに触れたときの感度を調節する 


次の手順で、 「 PalmCheck ™ (パームチェック）」と「タッチ感度」の2つの感度を調節し 
て、使いやすい設定にしてください。 



[スター h - [コントロールパネル]-[プ U ンタとその他の八ードウェ 
ア]-[マウス]-[デバイス設定]をク U ックする。 





[デバイス]内のデバイス名（例 ： Synaptics TouchPad ) をクリックし 
て、[設定]をク U ックする。 


-アイテムの谨巧- 


-恐度- 


+タップ 
田ポタン 

田バーチヤルスク□ール 

(•占ボイ、/々の ih 化 


PalmGheckO 、。- ムチ； r 州) 
タッテ 恐度ノ 


ス 


[感度]をダブルク U ツクして 、 [PalmCheck (パームチェック）恃た 
は[タッチ感度]をク U ックする。 


可4 


調節した後、 [ OK ] をク U ックする。 


Palm ひ eck い.-ム 号でゆ 

、 

房小1 

J ■財 


♦ PalmCheck ™ (パームチ：！：ツク） 

• キーボード操作時、ホイールパッドを操作するつらりびないのに手のひ5びホイール 
パッドに触れて力ーソルび動いてしまラ場合に調節します。 

-スライドパ'- ( A ) を[最大]側へドラッグすると、意図していないとをに力ーソルび 
動いてしまラことを防ぐことびでをます。 

-スライドバ ー( A ) を[最ル]側へドラッグすると、手のひ5びホイールパッドに軽く 
触れてち、カーソルび動くよラになりまず。 
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己 

, ^ .. 


♦タッ チ感度 

• ホイールパッドを操作するつもりびないのに指びホイールパッドに軽く触れただけで 
力ーソルび動いてしまラ場合、または、ホイールパッド上で指を動かしてち力ーソルび 
なかなか動かない場合に調節しまず。 

•スライドバ ー( B ) を[重く]側へドラッグすると、ホイールパッドに強く触れないと 
カーソルび 動かな<な0ます。 

•スライドバ ー( B ) を[軽く]側へドラッグすると、ホイールパッドに軽く触れただけ 
で力ーソルび動くよラになりまず。 


お知5せ 


• [デフオルト]をクリックすると、工場出荷時の設定に戻ずことびでさまず。 


ホイールパッドの取り扱い 


• ホイールパッドは、指で操作ずるよラに設計されていまず。操作面にものを置いたり、つ 
めなど先のとびったちの、硬いちの、鉛筆やボールペンのよラな跡の残るちので強く巧 
さえた0しないで< ださい。 

• 油などでホイールパッドを巧さないでください。カーソルび正常に動かなくなります。 

• ホイールパッドに巧れび付着した場合 

ガーゼなどの乾いた柔5かい巧か水で薄めた台所用洗剤冲性）を浸してかたく絞った 
柔5かいなでミちれを取り除いてください。ベンジンやシンナー、消養用アルコールは使 
ねないで < ださい。 

中性の台所用洗剤しソかの洗剤（弱アルカリ性洗剤など）を使用ずると、塗装びはげるな 
ど、塗装面に影響を与えることびあります。 
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Fn キーを 使ラ 


【 fn 】 を巧しなび5、文字や記号び枠で囲まれているキーを巧ずと、枠で囲まれている文字 
や記号の機能び働さます。 





戶5 


▼杜り 


因,>*〕 


など 


Fn を巧しながらこの枠の中に 
F 4 を押すと… 表示されている機能 

(音声出カオン/オフ） 
が働く。 


お願い 


• 繰り返し連続して巧さないでください。 

【 Fn 】 + 【 F 1】 を巧した後、 [ Fn ] + [ F 2] を巧すなど、別の組み合わせのキーを巧 
す場合でち連続して巧さないで<ださい。（組み合わせて巧した操作び反映されてか 
5次の操作を行って< ださい。） 

• ホイールパッドや外部マウスを操作しなび5巧さないでください。 

• [ Fn ] を巧しなび5 【 FI 】 と 【巧】、 または [ Fn ] を巧しなび5 【巧】 と 皆が を 
同時に巧さないで<ださい。 


お知5せ 


• Windows に□グオンしハードディスク状態表ちランプ旨び消灯するまでは、 【 Fn 】 と 
組み合わせたキー操作を行わないで< ださい。 

ただし、セットアップユーティリティ （今 241ぺージ） の画面では、ポップアップ 
ウィンドウは表ちされませんび [ Fn ] + 【 n 】、[ Fn ] +【巧】、 fn 】 + [ F 3] のキー 
操作び可能でず。 
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• 動作中のアプリケーシヨンソフトによっては、 【 fn 】 と組み合わせたキー操作び機能 
しない場合びあります。また、[コマンドプ□ンプト]を全画面表示しているときなど、 
アプリケーシヨンソフトの状態によって、ポップアップウインドウび表示されない場 
合びあります。 

•【 fn 】 と 【 Ctrl 】 （左側）の機能を入れ換えてお使いの場合： 今 246 ぺージ 


キー 

機能 

ポップアップウインドウ 
(Windows に□グオン後 
表を） 

【 fn 】 +【刊 
帅 + 【巧 

内部 LCD の明るさの調壁 
[ Fn ] + [ FI ] (下げる）/ [ Fn ] + 扣2】 （上げる） 
AC アダプターを接続しているとさと接続して 
いないとさの明るさを別々に保持でさます。エ 
場出荷時、 AC アダプターび接続されていない 
状態では暗く設定されています。 

お知 5 せ 


圓 

lai 



• 内部 LCD の明るさに合わせて電源状態 
表示ランプ （A 31 ページ） の明るさち 
変わります。 
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キー 

機能 

ポップアップウインドウ 
( Windows に□グオン後 
表を） 

【 fn 】 +【切 

画面の表の巧の切り曾え（外部了‘ィスプレイ接 
続時） 

外部ディスプレイ、内部 LCD または同時表ち 
び切り替え 5 れます。 （今150ぺージ） 

お願い 

— 


• 画面表示び完全に切り替わるまで他の 
キーを巧さないで<ださい。 

• 次の場合、このキー操作を行わないで< 
ださい。 

-か部ディスプレイび接続されていな 
いとき 

• DVD - Video や MPEG ファイルなどの 

動画再生中 

-拡張デスクトップモードの使用時 
-ピンボールなどのゲームを表示して 
いるとさ 



お知らせ 


• ユーザーの簡易切り曾え機能を使って 
別のユーザーに切り替えると、このキー 
操作び動作しな < なる場合びあります。 
その場合は、すべてのユーザーを□グオ 
フした後、コンピューターを再起動して 
<ださい。 

• か部ディスプレイを接続ずるとをは、 
r か部ディスプレイを接続する」の「お 
知 5 せ」もご覧ください。 （今151ぺ一 
ジ） 
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キー 

機能 

ポップアップウインドウ 
(Windows に□グオン後 
表を） 

【 Fn 】 + 【 F 4】 

音声出力のオン/オフ 

内蔵スピーカーとオーディオ出力端子か5の 
音声出力のオン/オフを切り替えます。 

お知らせ 


オフ 

(ミュート） 

オン 

• 音声出力をオフにすると、ビープ音ち鳴 

5な < なりまず。 

• USB コネクターに接続されているスピー 
力一などの才ーディオデバイスは、 この 
操作では5ュートでさません。 



肿】+【切 
肿】+【吼 

音量調壁 

【 fn 】 +【巧】（下げる）/ 【 Fn 】 +【1=6】（上げる） 
内蔵スピーカーとオーディオ出力端子か5の 
音量を調整します。 

お知 5 せ 

M 


• USB コネクターに接続されているスピー 
力一などのオーディオデバイスの音量 
調整はでさません。 



[ Fn ] + [ n ] 

スタンバイ状態に入る 

現在のコンピューターの状態びメモリーに保 
巧されてスタンバイ状態に入ります。 

(今 54ベー シ） 

— 

肿】+【切 

バッテリーの残量表示 

今39ぺージ 


























キーポードを ffi5 


4^ BACK 26 NEXT 卡 


キー 

機能 

ポップアップウインドウ 
( Windows に□グオン後 
表を） 

[Fn] + [F10] 

休止状態に入る 

現在のコンピューターの状態び八ードデイス 
クに保をされて休止状態に入ります。 

(今 54ぺージ） 

— 

[Fn] + [F11] 

使用ずるアプリケーシヨンソフトによって機 
能び異なりまず。 （ SysRq ) 

— 

[Fn] + 【 1=12 】 

画面をクリップボードにコピー ( PrtSc ) 

画面全体をクリップボードにコピーしまず。 
[Fn] + 【 Alt 】 + 【 FI2 】 を巧ずと、選択され 
ているウインドウのみコピーでをまず。 

— 

[Fn] + [NumLk] 
【 Fn 】 + 【 Ins 】 
【 Fn 】 + 【 Del 】 

使用するアプリケーシヨンソフトによって機 
能び異なります。 

[Fn] + 【 NumLk 】 ： ScrLk 
[Fn] + 【 Ins 】 ： Pause 
[Fn] + 【 Del 】 ： Break 


【 fn 】+ 【令】 

最初のぺージに移動またはカーソルを巧の巧 
勁こ移動 ( Home ) 

— 

【 fn 】+ 【今】 

最後のページに移動またはカーソルを巧の最 
後に移動 （ End ) 

— 

[Fn] + [t] 

前のぺージに移動 ( PgUp ) 

— 

时】 + 【*】 

巧のぺージに移動 ( PgDn ) 

— 
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Hotkey 設定 


Hotkey 設定では、次の2つの機能を設定することびでさます。 

• Fn キー□ック機能 

【 R 1 】 と組み合わせたキー操作を行ラとさ、 [Fn] を巧した後、他のキーを巧すまで [Fn] 
び押された状態（□ック状態）にずる機能。 

2つのキーを同時に巧すことび苦手な方に便利です。 

•ポップアップウインドウの表示/非表お 

お知5せ 


• Hotkey 設定は、ユーザーごとに設定でさまず。 



Hotkey 設定プログラムを起動する。 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panason 句- [ Hotkey 設定]をクリックしてくだ 
さい。 




各項目を設定する。 



-• Fn キ-を□がする(の 
赋协主 

P Fn キ-が巧されたときじ音を晴らす姐） 
W Fn キーの巧態を画面【こまモオる(ミ） 


厂ボッフアッフをま示しない似 - 


キサン t ル」 


A . Fn キーを□ックする 

チェックマークを付けると、 Fn キー□ック機能を使用することびでをまず。 

• 1回だけ [Fn] を使う場合 

① tn 】 を1回巧ず。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを巧ず。（□ック状態解除） 

• 連続して [Fn] を使う場合 

① tn 】 を2回巧ず。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを巧す。（再度 tn 】 を巧ずまで□ック状態は解除され 
ません。） 
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埋过 
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B . 通知方法 

[Fn キーを□ックずる]にチェックマークを付けたとさのみ設定でさまず。 

[Fn キーが巧されたとさに音を鳴5ず] 

• チェックマークを付けると、 【 Fn 】 を巧して□ック状態になったとを、または 
□ック状態び解除されたとさに、そのことを音で知5せます。 

ただし、 [ Fn ] + 【 M 】 を巧ずなどして、スピーカーをオフにしている場合、音 
は鳴りません。 【 R 1】 + 【 F 5】 を巧してスピーカーのボリュームをルさくして 
いる場合、音ちルさくなりまず。 

[Fn キーの状態を画面に表示する] 

チェックマークを付けると、 tn 】 の□ック状態び画面ち下のタスクトレイに表示 
されまず。 

C . ポップアップを表おしない 

チェックマークを付けると、ポップアップウインドウび表ちされなくなりまず。 
[コマンドプ□ンプト]や MPEG ファイルの再生画面を全画面表示にしていると 
さ、 【 fn 】 + 【 FI 】 〜 【 fn 】 + 【 FIO 】 のいずれかの組み合わせを巧すとウイン 
ドウ表示に切り替わることびありまず。これを防ぐにはチェックマークを付けて 
<ださい。 


[0 K ] をク U ックする。 
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テンキーモードで使う 


【 NumLk 】 （ NumLock / ナム□ック）を巧すと NumLk ランプのび点口し、キーボードの 

-部びテンキーとして機能ずるようになります。 NumLk ランプ因点打中はキーボード上の 

数字または演算記号び入力でさます。 [Enter] (^J) の機能は、アプリケーシヨンソフト 
により異なります。解除するには、もう一度 [NumLk] を巧します（ランプ消な)。 



了ンキーモート 




• テンキーモードにずると、 「 NumLock お知5せ」画面び表示されます。この画面を表 
示させたくない場合は、[今後このお知5せを表おしない]にチェックマークを付け、 
[閉じる]をクリックしてください。ただし、チェックマークを付けても、□グオン時 
の 「 NumLock お知5せ」画面は表ちされまず。 （今30ぺージ） 

•「 NumLock お知5せ」画面を再度表示ずるには： 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panason 句- [ NumLock お知5せ]をクリッ 
クする。 

感 [ NumLock 状態をお知5せずる]にチェックマークを付け、 [ OK ] をクリックする。 
- 「 NumLock お知5せ」画面の表示/非表ちは、ユーザーアカウントごとに設定でさ 
ます。 
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♦□グ オン時の 「 NumLock お知5せ」画面 



• テンキーモードになっていると、左の画面 （ Windows を起動したときなどのパスワー 
ド入力画面）で、□グオン時の 「 NumLock お知5せ」画面び表示されまず。パスワー 
ドび正しく入力できないときは、 [NumLk] を巧してテンキーモードを解除してく 
ださい。解除した後、 r 今後も□グオン時には、 NumLock をオフにしまずか？」と表 
示された場合は、「はい」または「いいえ」を選んでください。 

• □グオン時の 「 NumLock お知5せ」画面を表ちさせたくない場合は、 「 NumLock お知 
5せ」をアンインス!ルしてください。 

アンインストールずると、□グオン時だけでなく□グオン後も、テンキーモードにし 
たとさのお知5せ画面 （今29ページ） び表示されな<な0ます。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削除]をクリックする。 

② [ NumLock お知5せ]-[変更と削除]をクリックする。 

U ■(降、画面の指をに従って<ださい。 

• [□ックされたファイルの検出]のメッセージび表ちされた場合は、[再起動]をク 
リックしてください。 

再度、 「 NumLock お知5せ」画面を表示ずる場合は、次の手順でインス!ルしてく 
ださい。 

① [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

② rc :¥ util ¥ numlkntf ¥ setup . exej と入力して [ OK ] をクリックする。 

L ソ降、画面の指ちに従って<ださい。 
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ランプ 

ランプの名前 

状態 

c!) 

電源状態表お 
ランプ 

• 消な：電源オフまたは休止状態。 

• 点な：電源オン。 

• 点滅：スタンバイ状態。 

お知 5 せ 

• 内部 LCD の明るさに合わせて電源状態表示ラン 
プの明るさち変わりまず。 


ECO 

エコノ5-モード 
(ECO) ランプ 

今45ぺージ 

• 消な：バッテリーのエコノミーモード （ECO) 無効 
• 点な：バッテリーのエコノ 5-モード (ECO) 有効 
• 点滅：バッテリーのエコノミーモード (ECO) 有効 
(残量80%まで放電中） 

Q 

バッテリー状態 
表示ランプ 

今 37ぺージ 



Caps Lock フンプ 
(キャップス□ック） 

【 Shift 】 を巧しなび 5 【 CansLock 】 を巧すと点な： 

アルファべットび大文字で入力でさる状態。 

解除するには、ちラー度 【 Shift 】 を巧しなび 5 
【 CansLock 】 を巧します（ランプ消な)。 

巧 

NumLk ランプ 

(テンキーモード） 

今29ぺージ 

n 


ScrLk ランプ 
(スク □— ル□ック） 

tn 】 を巧しなび 5 [Numlk] (ScrLk) を巧すと点打： 
使用ずるアプリケーシヨンソフ ト によって機能び異な 
りまず。 
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ランプ 

ランプの名前 

状態 

旨 


八ードディスク 
状態表ちランプ 

点打： A - ドディスクへのアクセス中。 

左図の A 

CD / DVD ドラィブ状 
態表示ランプ 

• 消な 

ドライブの電源びオフの状態。 

• 点な 

ドライブの電源びオンで、 CD / DVD ドライブにアク 
セスしていない状態。 

• 点滅 

ドライブの電源びオンで、 CD / DVD ドライブへのア 
クセス中 （+ RW へのバックグラウンドフォーマッ 
卜 （ A 110ぺージ） を含む）またはディスクカバー 
び開 < 準備中。 

ドライブの電源のオン/オフを切り替える方法： 

今 68ぺージ 

SD 


SD メモリーカード 
状態表ちランプ 

点な ： SD メモリーカードへのアクセス中。 
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バッテリーパックに関するお願い 


♦取り扱い 

• バッテリーパックおよびコンピューターのコネクター部分に触れないようにしてくださ 
し、コネクターび巧れたり、損傷したりすると、接触び悪くなったり、十分に充電でき 
なかったりすることびあります。 

• バッテリーパックをめ5さないでください。 

• 万一、破損によって電解液び流出し、目に入った場合は、直ちに大量の水で洗い流して 
医師にご相談ください。 

♦巧電 /放電 

• 工場出荷時は、バッテリーパックは充電されていません。お使いになる前に、おず充電 
してください。 AC アダプターを接続ずると自動的に充電び始まりまず。 

充電時間は、使用条件によって異なります。 

• 本機では過充電を防ぐため、満充電後はバッテリー残量び95%’ 1 ULh の状態か5は、再充 
電びできないようになっていまず。再度充電ずるには、バッテリー残量び gs %’ 1 未満に 
なるまで放電してか5充電するよラにして<ださい。 

• 通常の充電/放電時にを少温か<なりますび、異常ではありません。 

‘1エコノミーモード （ ECO ) ち効の場合： 75% 

♦長期 間（約1か月上）使わない場合 

• バッテリーパックの性能維持のため、満充電（100%)の3〜4割程度の充電状態でバッテ 
リーパックをコンピューターか5取りがし、；ち暗巧に保管してください。 
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fi 

徑占識 


♦ ^ 『バッテリー等の上手な使い方』 


• バッテリーをでさるだけ長持ちさせる方法や駆動時間を長くずる方法などについて説明 
していまず。 

ご覧になるには次の方法びありまず。 

•デスクトップのをダブルクリックする。 

• [スタート]メニューか5見る 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] をクリックする。 


② [オンラインマニュアル]または[バッテリー]をクリックし、[バッテリー等の上手 
な使い方]をクリックする。 


画面ち下のタスクトレイの「ェコノミーモード ( ECO ) アイコン」 


または 


^COf 


をち 


クリックして[バッテリー等の上手な使い方 ] をクリックする。 

(『バッテリー等の上手な使い方』のファイルび削除されている場合は、表をされません。) 
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バッテリー駆動時間について 


バッテ U —駆動時間は、使い方や使用環境によって大さく変わります。 

例えば、次のよラな使い方をずると駆動時間び長<なりまず。 

• 省電力機能を設定する ■ 画面を暗<ずる 

• 負荷び大さいアプリケーシヨンソフト • 新しいバッテリーを使ラ 

は起動しない ■ 満充電されているバッテリーを使ラ 

• USB 機器や PC カードなどの周辺機器 • エコノミーモード （ ECO ) を無効にずる 
を取りがず ■ 通信しない 

温度び低いとバッテリーの駆動時間び短 < なります。 

♦バッ テリー駆動時間の測定方法 

カタ□グや『取扱説明書』などに記載のバッテリー駆動時間は、 JEITA バッテ U - 動作時間 
測定法 ( Ver .1.0) 似降、 JEITA 測定法と表記）にきづき測定された数値です。他のメーカー 
との比較のために共通の測定法と して JEITA 測定法を採用していまず。 

これは、次の2つの方法でバッテリーび動作ずる時間を測定し、その平均をとった値です。 

-負荷をかけた状態での測定方法（測定法 a ) 

内部 LCD の輝度（明るさ）を 20 cd / m に設定し、指定の動画ファイル （ MPEG 1 形式) 
を八ードディスクか5読み出しなび5再生し続ける。 

-負荷をかけない状態での測定ち法（測定法 b ) 

内部 LCD の輝度を最も暗い状態に設定し、デスクトップ画面を表示したまま放置する。 
輝度の設定方法 

-最も暗い状態： tn 】 + 【 n 】 を繰り返し巧し、それ ULh 暗くな5ない状態 
• 20 cd / m の状態：最も暗い状態か5 [Fn] + [F2] を4回巧した状態 

• 詳細な設定方法は、 JEITA のホームぺージ （ http :/ 川. jei ね. or . jp / mobile /) をご覧ください。 

J 曰 TA 測定法は画面を暗くするなど消費電力を抑えた状態で測定しているた 
め、画面を明るくして使っていたり、内蔵の CD / DVD ドライブを使ってい 
ると、 JEITA 測定法の約7〜6割の駆動時間になります。 

• 本機の省電力機能については、 r 消費電力を節約する」 （4 50ぺージ） をご覧ください。 
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♦Windows のバッテリーメーターに表示される残り時間 

バッテリー残量の確認方法のひとつとして、 Windows のバッテリーメーターがあります。 
バッテリーメーターを表示するには、 AC アダプターを外している状態で、画面ち下のタス 


クトレイの「バッテリーメーターアイコン」 i をダブルクリックします。 


□をバッテリの!維を 


バッテリーメーターは、その時点でのコンピューターの使用状況をちとに残量や残り時間を 
計算して表をします。 

例えば、次のよラに画面を明るくして使っているとさと暗くして使っているとさでは、残り 
時間の表示び違います。 


画面：明るい 
ソフトを 
たくさん起動 
している 




) r , 1 , い，'‘‘ I ' 、 , -1.1. 1，ぃ.、*\ 

負荷が大きいため、 
このまま使い続けると 
あと2時間ぐらいしか 
もたない計算 


画面を暗くするなどした後、 

巧度「バッテリーメーター」画面を 
表示すると... 


r 


画面：暗い 
ソフトを 
起動して 
いない 


ノ / 11 1.1.-1.い ’、 A 
// V',VO , 01 1 んヴ t^w 

負荷が減ったため、 
この 状態であれば 
あと4時間はもつ計算 


2時間とま示 


4時間と表示 


残り時間表示が長〈なっている 

Windows バッテリーメーターの残り時間は、目まとしてお使いください。 
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バッテリ ーの 状態を確認する 


バッテリー状態表 
示ランプ 

バッテ U - の状態 

消打 

バッテリーパックび取り付け5れていません。または、充電び行われ 
ていません。 

オレンジ色点な/ 
明滅* 1*2 

バッテリーの充電中です。 

• セットアップユーティリティの「メイン」メニューで[充電中バッ 
テリー状態表示]を [ 明滅]に設定すると、点な状態び明るくなっ 
たり少し暗くなったり（明滅）しまず。 （今247ぺージ） 

緑色点な'1 

バッテリーの充電完了です。 

赤色点な 

バッテリーの残量び少なくなっています。（残量約9% L ソ下） 

AC アダプターを接続してバッテリー状態表ちランプびオレンジ色に変 
わった5、そのままお使いください。 AC アダプターびない場合は、す 
ぐにデータを保存し、終了してください。その後、十分に充電された 
バッテリーパックに交換してか5電源を入れてください。 

赤色点滅 >1 

バッテ U —パックまたは充電回路が正し<動作していません。すぐに 
データを保存し電源を切った後、バッテ U - パックと AC アダプターを 
本体か5取り外し、取り付け直してください。 

それでもホ色に点滅する場合は、ご相談窓□にご相談ください。バッテ 
U —ノ（ックまたは充電回路の故障び考え5れます。 

オレンジ色点滅’ 1 ‘ 2 

• バッテリーック内部の温度び充電巧能な範囲外のため、一時的に 
充電でさない状態でず。温度び充電巧能な節囲内になると自動的に 
充電び始まります。そのままお使いください。 

• アプリケーションソフトびをくの電力を消費し電力不足になって 
いるため、充電でさない状態でず。起動しているアプリケーション 
ソフトび終了し、温度び充電可能な範囲内であれば自動的に充電び 
始まりまず。 


AC アダプター接続時 

オレンジ色まおには、点灯、明滅、点滅があります。明滅と点滅では、点な状態が異なります。 
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バッテリ ーの 残量を確認する 


バッテリー残量を確認するには、次の3つの方法びあります。 

• [Fn] + 扣 9 】 で確認する （ Windows に□グオンした後） （今39ぺージ） 

• Windows のバッテリーメーターで確認ずる ( Windows に□グオンした後） （今39ぺージ) 
• 状態表ちランプで確認ずる（電源オフ、スタンバイ•休止状態時） （今40ぺージ） 

お知5せ 

• 次のよラな場合、実際のバッテリー残量と表示されるバッテリー残量との間に差び生 
じていることび考え5れます。この場合、バッテリー残量表を巧正を行ってくださ 
し、 （今43ぺージ） 

•バッテリー状態表示ランプの赤色点打び長く続く。 

• バッテリー状態表ちランプのオレンジ色点打時に「99%」（エコノミーモード ( ECO ) 
有効の場合は「79%」）の表ちび長く続く。 

-使用時間び短いにちかかわ5ずバッテリー状態表ちランプび赤色に点なする。 

AC アダプターを接続せず、長時間スタンバイ状態にしているとこのよラな状態に 
なります。 

• Windows のバッテリーメーターで表示される残量や残時間は、その時点でのコン 
ピューターの利用状況をちとに計算しているため、明るさや動作しているソフト等 
の利用状況により残量や残時間表示び変化します。 （み 36ページ） 

また、 【 fn 】 + 【 F9 】 で表ちされる残量は計算方法び異なるため、それぞれの表ち 
びを少異なることびありますび、異苗ではありません。 
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[Fn] + [F9] を巧して画面上で残量を確認する （ Windows に□グオンした後） 


A 

バッテリーパック装着時（表ちは一例でず） 

a 

バッテリーパック未装創寺 

憂 

エコノミーモード （ ECO ) び有効の場合は、 
左図のように 「 ECO 」 と表おされます。 


Windows のバッテリーメーターでバッテリー①残量や残り時間を確認ずる 
(Wi ndows にログオンした後） 





AC アダプターを接続していない状態で、画面ち下のタスクトレイの「バッテ U - メーター 

アイコン」 (11 をダブルクリックずると表をされます。 

• 表ちされる残量や残り時間は、その時点でのコンピューターの利用状況をちとに計算 
しているため、利用状況により残量や残り時間の表をび変化しまず。（表示は目まで 
ず。） （今36ベー ジ） 
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状態表示ランプで確認ずる（電源オフ、スタンバイ•休止状態時） 



次の手順でバッテリー残量を確認することびでをまず。 

① ディスプレイを閉じ、ラッチび□ックされていることを確認する。 

② AC アダプターをかす。 

③ 電源スイッチ （ A ) をスライドさせ、バッテリー状態表示ランプ （ B ) の点な状 
態でバッテリー残量を確認ずる。 


バッテリー状態表をランプ （ B ) 

バッテリー残量 

ホ色点な 

0 % - 4 % 

オレンジ色点滅 

日％-19% 

オレンジ色点な 

20 % - 49 % 

緑色点滅 

50 % - 94 % 

緑色点な 

95 %-100 % 
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バッテリーの残量び少なくなつてからあわてないために 

バッテリー残量の確認方法 （今38ぺージ） や、バッテリー残量び少ないことを知5せるア 
ラームの設定内容をあ5かじめ確認しておくことをおずずめしまず。 

♦アラームの 設定 

工場出荷時の設定では次のよラになります。 


残量び10 %になったら 
([パ‘ッテリ低下アラーム]) 

残量び5%になった5 
([パ‘ッテリ切れアラーム]) 

• 残量がかないことを知らせるメッセージ 
を表示します。 

• 残量び少ないことを知5せるメッセージ 
を表示し、休止状態になりまず。 

本 

充電び必要です。 

次回、起動するとさは 

AC アダプターを接続して<ださい。 

• ずぐに AC アダプターを接続してくださ 
し、 AC アダプターびない場合は、動作中 
のプ□グラムを終了し、 Windows も終了 

して電源状態表示ランプむび消えてい 
ることを確認してください。 

• 充電してある予備のバッテリーパックび 
あれば、電源を切り、交換してか5電源 
を入れてください。 

• AC アダプターを接続して、バッテリー 
パックを充電して < ださい。 

• 充電してある予備のバッテリーパックび 
あれば、電源を切り、交換してか5電源 
を入れてください。 

バッテリー切れで休止状態になった場 
合、そのままリジュームずると 、 Windows 
び正常に起動しなかったり、じ U 驾、アラー 
ム機能び正常に動作 しない場合びありま 
す。 

スタンバイ状態のとさは、バッテリーパックの交換は行わないでください。 

保なしていないデータは失われまず。 
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' - ' かか 巧も Wi い 

□ヴラムのなし 

バプデ J 切れアラーム J 

囚 の？ レベル化が 这 化守卜 巧)巧れ巧-ム巧らせる松 


丄7!ご 顆 ぉち でぶぉ 

、 フ日クラムの s けなし 


アラームの勤な(凶)... 


バッテリ切れアラーム - 

囚 電源レベル抓おに邊したら 

0 % つ 

I アラームの助巧®… 


■A 


■A 


アラームの設定は次の設定で変更できます。 

① 「アラーム」画面を表おする。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源才 
プシヨン]-[アラーム]をク U ックして<ださい。 

② アラーム機能を動作させるバッテリー残量や警告動作の内容を設定ずる。 
tn 】 + 【 M 】 を巧ずなどしてスピーカーをオフにしている場合、アラームは 
鳴りません。 tn 】 + [ F 5] を巧してスピーカーのボリュームをルさくしてい 
る場合、アラームもルさくなります。 

A . アラー ムの動作 

[アラームの動作]をクリックして、[アラーム後のコンピュータの動作]にチェッ 
クマークを付けた場合、[プ□グラムび応答しない場合でち、スタンバイまたは 
シャットダウンする]にもチェックマークを付けておいてください。 

B . バッテリ切れアラーム 

5%じ Lb に設定してください。 

設定値びルさいと、バッテリー残量び少なくなったときにスタンバイ•休止状態 
機能び正常に働かな<なります。 
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バツテリー残■を正確に表示させるために（バツテリー残量表示補正 
ユーテイリテイ） 


本機のバッテリーパックには、バッテリー容量を計測し、記憶、学習ずるための機能びあり 
ます。バッテリー残量を正確に表ちさせるため、バッテリー残量表を補正機能を使ってバッ 
テリーをいったん満充電にした後、完全に放電させてください。この操作は、お買い上げ後、 
-度は行っておいてください。また、長くバッテリーパックをお使いの間には、バッテリー 
パックの劣化などにより、残量び正確に表示されなくなる場合びあります。その場合ち、再 
度この操作を行ってください。 

お知らせ 


• バッテリー残量表ち補正は10で〜30での温度環境で行つてください。 

• バッテリー残量表示補正を実行中にコンピューターの電源を切ると（停電や AC アダ 
プターまたはバッテリーパックを取りがすなど）、バッテリーの残量表ちは補正され 
ません。 

• バッテリー容量び大さいため、バッテリー残量表ち補正の実行に時間びかかりまず 
び、故障ではありません。 

-満充電にかかる時間：最大約5時間 
-完全放電にかかる時間：約5時間 

• バッテリー残量表示補正は、バッテリーの容量を増やずちのではありません。また、 
頻繁に行ラと、バッテリーパックの劣化の原因になるおそれびありまず。 

• !いテリー! くックを2個じ Lb お持ちの場合、バッテリーパックごとにバッテ U - 残量 
表ち補正を行って < ださい。 



バッテ U — パック装着後、 AC アダプターを接続する。 

バッテリーパックと AC アダプターを除くすべての周辺機器を取り外してください。 
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すべてのアプ U ケーシヨンソフトを終了する。 

「バッテリー残量表示補正」 

を実行する 

可3 

「パ’ッテ U — 残量表示補正」を実行する。 

▼充電が 始まる 
▼満 巧電になる 
▼放電が 始まる 
▼完全に 放電する 
♦電源が切れる 

▼ 


① [スター ト]- [ずべてのプ□グラム]- [Panason 句- [バッ テ U — ]- [パ' ッ テリー残 
量表ち巧正ユーティリティ ] をクリックする。 

② 確認のメッセージび表ちされた5[開始]をクリックする。 

前回の実行か5約1か月じ(内に実行すると、注意を促すメッセージび表ちされま 
す。この場合は、バッテリー残量表を補正を実行しないでください。 

AC ァダブターを接続した 
ままにしておく。 


感 Windows を終了するメッセージが表示された!5[はい]をクリックする。 

バッテリー残量表示補正が始まります。 

▼再び 巧電が始まる 


満充電状態になつた後、バッテリーの放電び始まりまず。放電び完了ずるとバッ 
テリー残量表示補正び終了し、自動的に電源び切れまず。 

そのまま充電して<ださい。 


お願い 


• バッテリー残量表示補正実行中は、 LCD パネルを閉じないでください。また、 AC ア 
ダプターを抜かないで<ださい。 


お知5せ 

• r バッテリー残量表示補正」は次の手順でち実行でさます。 

① コンピューターを再起動ずる。 

② コンピューターの起動後ずぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表ちされている間に 
扣9】を巧す。 

⑤ バッテリーの残量び表ちされた5 [Enter] を巧ず。 

U ■(降、画面の指をに従って<ださい。 
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バッ テリーの 長寿命/長時間駆動を切 り 替える （エコノミーモード 
(ECO) 切り替えユーティリティ） 


バッテリーパックは消耗品で、使用するごとに少しずつ努化しまず。 

特に次のよラな場合は、バッテリーパックの劣化び進みやずく耐义年数び短くなることびあ 
ります。 

• AC アダプターを長時間接続したまま繰り返し満充電にしている場合 
-温度び高くなる場所で使用する場合 

使い方に合わせてェコノミーモード ( ECO ) を切り替え、バッテリーを上手にお使いください。 



ェコノミ ー3 

三ード （ ECO ) 

無効 

ち効 

おすすめの 
使いか*た 

度;くィル!11^ 

1 デスク 派 圏 mi 

駆動時間 

し、 

短い 

短い 

耐久年数 

し、 


• エコノミーモード （ ECO ) 無効（お買い上げ時の設定）： 

バッテリーの充電を100% (満充電）まで行います。エコノミーモード （ ECO ) 有効に比 
ベ、バッテリー駆動時間は長くなります。 

次のよラな場合におずずめしまず。 

-本機をバッテリーパックで使ラことびをい 
-バッテリー駆動時間をできるだけ長くしたい 

• エコノミーモード ( ECO ) 有効： 

バッテリーの充電を満充電の80%までで停止します。100% (満充電）にしないことで 
バッテリーへの負担を軽減して努化を防ざ、バッテリーパックの耐义年数を長くしまず。 
エコノミーモード ( ECO 觸効に比べ、バッテリー駆動時間は短くなります。 

次のよラな場合におずずめしまず。 

- AC アダプターを接続して使用することびをい 
-バッテリーパックの劣化を防ざたい 
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ェコノミーモード ( ECO ) を切り替える 



画面ち下のタスクトレイの「エコノミーモード ( ECO ) アイコン」 
無効） または 胃罰 （有効） をちク U ック する。 

またはを^ び表ちされていない場合は、[スタート]-[すべてのプログラム]- 

[ Panason 句-[バッテリー]-[ェコノミーモード ( ECO ) 切り替えユーテイ U テイ]を 
クリックしてください。 


エコノミーモード ( ECO ) をかち) 
-1 コノミーモード ( ECO ) 巧か (0 
) わ刊一等の上手なほいかげ 
バ-ジョン店卽が 
が了が 


[エコノ三ーモード ( ECO ) 有効]または[エコノ三ーモード ( ECO ) 無効] 
をク U ックする。 

にコノミーモード ( ECO ) 有効1に設定した場合 

• バッテリー残量び81%じ(上のとを 

バッテリー残量び80%じ TF になるまでバッテリーを放電しまず。 

放電中はエコノミーモード （ ECO ) ランプび点滅しまず。 

① 放電開始の確認メッセージび表ちされまずので、画面の内容をよ<読み、 [ OK ] 
をクリックずる。 

② バッテリー残量び80%じ(下になるまで AC アダプターを抜いて放電ずる。 

バッテリー残量び 80% L ソ下になった5バッテリーの放電び終了し、エコノミー 
モー ド ( ECO ) ランプび点なしまず。 

AC アダプターを抜かな < てちバッテリー残量び80%になるまで放電されます 
び、バッテリー残量び80%になるまで約1曰かかる場合びあります。 

③ 放電終了の確認メッセージび表ちされまずので、画面の内容をよ<読み、 [ OK ] 
をクリックずる。 

④ AC アダプターを接続ずる。 

手順 ③で [ OK ] をクリックしなかった場合は、意図せずバッテリー残量び低下す 
るのを防ぐため約3分後に強制的にスタンバイ状態に入りまず。 
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-アプリケーションソフト使用中やデータ送信中、または八ードディスク 
へのアクセス中でち強制的にスタンバイ状態に入りまずので、必ず AC 
アダプターを接続して<ださい。 

• バッテリー残量び80%じ(下のとき 

エコノミーモード ( ECO ) ランプび点灯しまず。 

確認のメッセージび表おされますので、画面の内容をよ<読み、 [ OK ] をクリッ 
クして< ださい。 

[エコノミーモード ( ECO ) 無効1に設定した場合 

エコノミーモード ( ECO ) ランプび消なします。 

確認のメッセージび表をされまずので、画面の内容をよく読み、 [ OK ] をクリックし 
て < ださい。 

お知5せ 


• 「エコノミーモード （ ECO ) アイコン」 んまたはえ 上に力ーソルを移動させる 

と、エコノミーモード ( ECO ) の設定び表おされまず。 

• エコノミーモード ( ECO ) の設赶ま、コンピューターに取り付け5れたバッテリーパッ 
クにち引を継がれます。 

バッテリーパックを取りがした後、取り付け直したり、別のコンピューターに取り付 
けたりすると、次回、コンピューターの電源を入れるまでは、バッテリーパックの設 
定によつて充電/放電び行われます。 
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バッテリーパックを交換する 


バッテリーパックは消耗品です。充電してち、バッテリーによる駆動時間び著しく短い場合 
は、新しいちのと交換することをおすずめします。 

バッテリーパックの品温ま、付属の『ご使用の前に』の r 別売り商品」をご覧ください。 


お願い 


• ご使用にあたってバッテリーパックに関するお願いをよくお読みください。 （今33 
ペーシ、 =>『取扱説明書』 r 安全上のごま意」） 

• スタンバイ状態のとさ、バッテリーパックの取り付け/取りかしを行わないでくださ 
し、メモリーに保持されていたデータび失われたり、バッテリーパックび破損したり 
して、正常に動作しなくなります。 



コンピューターの電源を切る。 

(=> 『取扱説明書』「電源を入れる/切る」） 





本体を裏返し、バッテ U - パックを取り外す。 


① 左側のラッチ（手動： A ) を□ック解除のち向 W ) にスライドする。 

② ち 側のラッチ （ B ) を□ック解除の方向 （ rf ) にスライドした状態で、バッテ 
リーパックの中央付近を本体と平行に外側へ巧し出ず。 
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バッテ U —パックを取り付ける。 

① バッ テリーパックの左側のラッチ（手動： A ) を□ック解除の方向 （が にス 
ライドする。 

② バッテリーパックの向さにま意して、矢印の方向にスライドさせて取り付ける。 

③ 左側のラッチ（手動： A ) を□ックの方向 （ A ) にスライドし、しっかりと固定 
されていることを確認する。 

(ち側のラッチは、バッテリーパックび正しく取り付け5れると自動的に□ック 
されます。） 


お願い 


■ラッチび正しく □ックされていることを確認してください。ラッチび□ックされてい 
ない状態でコンピューターを持ち運ぶと、バッテリーパックびがれることびありま 
す。 

• ラッチび□ックされた状態で、無理にバッテリーパックを取りかさないでください。 

!又ッテリー) ックび破損するおそれびありまず。 

• バッテリーパックを取りかしているとさ、ディスプレイを閉じた上か5必要じ(上の力 
を加えないでください。液晶部分び破損ずるおそれびあります。 


鎮 

Li-ion 


不要になった充電式電池（バッテリーパック）は、貴重な資源を守るために、 
廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店にお持ちください。 

使用済み充電式電池（バッテリーパック）の届け先 
-最寄りの充電式電池リサイクル協力店へ。 

詳しくは、社団法人電池工業会にご確認ください。 

電話： 03-3434-0261 

ホームぺージ： http :// www . baj . or . jp / (2005 年12月1日現在） 
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工場出荷時は、 [ 電源設定 ] をい ':ナソニックの電源管理]に設定していまずび、次の方法で 
消費電力を節約でさます。 

バッテリーで使用する場合は、より長時間使ラことびでさます。 

AC アダプターを接続しているとさでち省電力の効果びありまず。 

♦[電源 設定]を変更ずる 

• [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ ォー マンスとメンテナンス]-[電源 オプション] を 
クリックして、 [ 電源設定 ] を[バッテリの最大利用]に設定しまず。 

さ5に、[モニタの電源を切る]時間を短くするなど、詳細に設定します。 


♦ [ Fn ] + 【 FI 】 で内部 LCD の明るさを暗くする （A 23ぺージ) 

♦使わない とさは電源を切る『取扱説明書』「電源を入れる 
/切る」） 

♦使って いない周辺機器 （ USB 機器、 PC カード、外部マウスな 
ど）は取りがず 


♦無線 LAN を使わないときは無線 LAN ①電源を切る （ A 203ぺ- 

ジ） 
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♦CD/DVD ドライブの消費電力を抑える 

• CD/DVD ドライブは、使用していなくてちドライブの電源び入っているだけで電力び消費 
されまず。次のいずれかの方法で CD/DVD ドライブの電源をオフにずると、その分の消 
費電力を抑えることびでをます。 

. セットアップユーティリティの「メイン」メニューの [CD/DVD ドライブ電源]を[才 
フ]にする。 （今247ぺージ） 

コンピューター起動時は、常にドライブの電源び切れた状態になりまず。 

([オフ]に設定していても、 Windows び起動していれば、ドライブ電源/才ープンス 
イッチでドライブの電源を入れて使ラことびでさます。） 

-ドライブ電源/才ープンスイッチで電源を切る。 （今70ぺージ） 

•オプティカルディスクドライブ省電カユーティリティを使う。 （今70ぺージ） 

♦スタン ノ（イ状態または休止状態にしてから席をがず 
(A 57ベー シ） 

• 長時間席をかずとさは、なるべくスタンバイ状態または休止状態にし、消費電力を抑え 
ることをおすすめしまず。 

♦バッテリー だけで使ラ場合： 

• CPU に大きな負荷のかかるアプリケーシヨンは使用しないことをおずずめしまず。 

スクリーンセーバーの種類によっては、コンピューターを操作していないときでも CPU 
に大をな負荷びかかるちのびありまず。 

スクリーンセーパ‘一は使用しないことをおすずめします。 

• あ 5 かじめ満充電にしておくことをおすすめしまず。 

お知らせ 

• コンピューターを持ち運んで使用する場合でち、 AC アダプターを常に携帯されるこ 
とをおすすめしまず。 
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♦省電力 設定ユーティリティを使ラ 

• 次の省電力機能を一度にまとめて設定することびでさまず。バッテリー駆動時間を長< 
したい場合は有効に設定してください。 

-画面表ちの省電力機能 

この機能をヴポートしていない機種の場合、グレー表ちとなり設定でをません。ヴ 
ポートしている機種でも、外部ディスプレイのみに表ちしているとさは、一時的に 
グレー表ちになります。 


バッテリーで使用している場合、内部 LCD の明るさを 20 cd/m 撮も暗い状態か5、 
[ Fn ] + [ F 2] を4回巧した状態）じ I 下に設定ずると、自動的に内部 LCD のリフレッ 
シュレートを 40 Hz に下げることにより、消費電力を抑えまずび、画面びち5つくこ 
とびありますので、状況に応じて設定してください。江場出荷時は 60 Hz に設定され 
ています。） 

.Intel ビデオドライバ省電力機能（インテル （ R ) ディスプレイ省電テクノ□ジ） 

画像のコントラストや色などを調整することにより、画質をある程度保った状態で内部 
LCD の消費電力を抑えまず。画像や色の微妙な表現力び必要な場合や画像編集用アプ 
リケーシヨンソフトで画像編集を行う場合は、無効に設定ずることをおずすめしまず。 

- SigmaTel サウンドドライバ省電力機能（この機能は制限ユーザーでは設定でをません。） 
サウンド機能を一定時間使わないでいると、自動的に節電モードに入り、消費電力を抑 
えます。節電モードに入るまでの時間を設定することびでさます。 


• 次の手順で有効に設定でさます。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[省電力設定ユーテイリテイ]を 
クリックする。 

② 設定したい各機能の[有効]をクリックする。 

確認画面び表をされた5、内容を確認して [ OK ] をクリックしてください。 

感 [ OK ] をクリックする。 

• [初期値に戻ず ] をクリックずると、工場出荷時の設定に戻すことびでをます。 
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お知らせ 



• [画面表ちの省電力機能]を有効にしているとさに、次のよラな現象び発生する場合び 
ありますび、故障ではありません。そのままお使いください。 

-内部 LCD の明るさを変化させたとさ、または AC アダプターを抜を挿ししたとを、画 
面び一瞬真っ黒になる。 

• WinDVD で動画び滑5かに再生でをない。 （4 100ぺージ） 

-スクリーンセーパ'-の起動中や「よラこそ」画面の使用中などに、リフレッシュ 
レートび変更されない。 

• か部ディスプレイを使用する場合は、[画面表示の省電力機能]を無効にして<ださい。 
• ゲームやベンチマークソフトを全画面表示にしている場合は、[画面表示の省電力機 
能]を無効にずることをおずずめしまず。 

• 省電力設定ユーティリティじ I かで内部 LCD のリフレッシュレートを 40 Hz に設定しな 
いで < ださい。 

• [ Intel ビデオドライバ省電力機能]は、次の方法でも設定できまず。 

① [スタート] - [コント□-ルパネル]をクリックして、左側の阀連項目]の[コント □- 
ルパネルのその他のオプション]- [ Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] をクリックず 
る。 

② [電源スキーム設定]をクリックする。 

③ [インテル ( R ) ディスプレイ省電テクノ□ジ]をクリックしてチェックマークを付け、 
スライドバー （ A ) を[バッテリー寿命最大]側に設定して [0 K ] をクリックする。 
[バッテリー寿命最大]か5[クオリテイ最高]まで5段階の調整び可能でず。 


A 










巧回、ずぐに操作を始めるために 

イ^ BACK 54 NEXT ， 

「スタンバイ」や r 休止状態」機能を使って終了すると、アプリケーションソフトを終了す 
ることなく、電源を切ることびでさまず。電源を入れると、電源を切る前に使用していた状 
態（アプリケーションソフトやファイル）び画面に表ちされるにれを「リジューム」とい 
います）ので、ずぐに操作を始めることびできます。 

スタンバイ機能と休止状態機能の違い 


機能 

状態の保存先 

U ジユーム 
するまでの 
時間 

AC アダプターまたはバッテリーパックの 
接続 

スタンバイ 

メモリー 

短い 

必要 

じ k タン、 くイ中に電力の供給びなくなると、 
保持されていたデータは失われまず。） 

休止状態 

八ードディスク 

やや長い 

不要 


休止状態ではデータ保持のために電力は必要ありません。しかし、本体は電力を消費します。 

お知5せ 


• 長時間スタンバイ機能を使ラ場合は AC アダプターを接続しておいてください。 AC ア 
ダプターび接続でさない場合は、データ保持のためスタンバイ状態の代わりに休止状 
態にしてお<ことをおすすめします。 

• [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプシヨ 
ン]-[電源設定]で[システム休止状態]の時間を[システムスタンバイ]よりち長く設定 
した場合、持ち運ぶ際はスタンバイ•休止状態機能を使わないで電源を切って<ださ 
い。 

スタンバイ後一定時間び経過して自動的に休止状態へ移行ずる際、一時的に電源び入 
りまず。 

(工場出荷時の設定では、[システム休止状態]は[なし]に設定されています。） 

• コンピューターの動作を安定させるため、定期的に （1 週間に1回程度)、スタンバイ • 
休止状態機能を使わないで Windows を終了してください。 










次回、すぐに操作を始めるために 


4^ BACK 55 NEXT す 


使用上のお願い 


♦スタンバイ- 休止げ態に入る前に 

• 保存していないデータや編集中のファイルを保存してください。 

• SD メモリーカード、か付けの CD ドライブ、 A - ドディスク、 ATA 力ードなどの外部装置 
のファイルを開いているとさは、ファイルを閉じてください。 

• リジューム時にはセットアップユーティリティで設定したパスワードの入力は要求され 
ません。 

セキュリティのため、パスワード入力画面を表示したい場合は、 Windows の□グオンパ 
スワードを設定し、 [ スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナン 
ス]- [ 電源オプション]の [ 詳細設定]で [ スタンバイか5回復ずるとをにパスワードの 
入力を求める]にチェックマークを付けてください。（工場出荷時の設定ではチェックマー 
クび付いています。）また、データの盗難防止や機密保護などセキュリティを重視される 
場合は、スタンバイ•休止状態を使用せずに電源を切ることをおすすめしまず。 

• 次の場合、スタンバイ•休止状態に入5ないでください。 

実行中のファイルやデータび壊れたり、これ5の機能や周辺機器および Windows び正常 
に動作しなくなることびありまず。 

-八ードディスクドライブ旨 、 SD メモリーカード画のランプ点な中や CD / DVD ドライブ 
のランプ点滅中（ドライブや力ードへのアクセス中） 

-オーディオの録音/再生中や MPEG ファイルの再生中 
• DVD - Video の再生中 

• ディスク （ CD - R / RW や DVD - R / RW など）への書き込み中 
-通信ソフトやネットワーク機能使用時 （LAN Wake Up 機能を使わない場合） 

リジュームした後、ネットワーク接続びできなかったり、コンピューターび正常に動作 
しな < なることびあります。 

-周辺機器を使っている場合 

スタンバイ•休止状態機能を使ってこれ5の機器び正常に動かなくなったときは、コン 
ピューターを再起動してください。 




巧回、すぐに操作を始めるために 


令 BACK 56 NEXT 卡 

• 工場出荷時の設定では、 B’s CUP でフォーマットしたディスクをセットした場合（タス 
クトレイに 「 B ’ sCLiP アイコン」び表をされているとき）は、スタンバイ•休止状 

態（システムスタンバイおよびシステム休止状態を含む）にすることびでさません。あ 
5かじめディスクを取0出しておいて<ださい。 

♦スタンバイ. 休止げ態処理中 

スタンバイの場合：電源状態表示ランプび点滅するまで 
休止状態の場合：電源状態表示ランプび消なするまで 
• 次のことを行わないでください。 

-キーボード、ホイールパッド、電源スイッチの操作 
-外部マウスなど、周辺機器の操作 
- AC アダプターの抜さ挿し 
-ディスプレイの開閉 
-ドライブ電源/オープンスイッチの操作 
-無線 LAN 切り替えスイッチの操作 
• SD メモリーカードの抜き挿し 

• スタンバイ•休止状態に入るとさ、1分〜2分程度かかる場合びありますび、そのままお 
待ちください。 

♦スタンバイ- 休止げ態のとさ 

• 周辺機器の取り付け/取りがしを行わないで < ださい。 

• スタンバイ状態のときは、電力び消費されています。特に、通信用の PC 力ードをセット 
したままの場合、消費電力び増えることびあります。電力の供給びなくなると保持され 
ていたデータび失われますので、 AC アダプターを接続しておいてください。 


次回、すぐに操作を始めるために 


か - BACK 57 NEXT 卡 


スタンバイ-休止状態機能を使って操作を終わる 


スタンバイ•休止状態機能を使って操作を終わるには、次の方法びあります。 

休止状態機能を使用するには、 r 休止状態を使用ずるための設定」（下記）び必要です。 

•【 Fn 】 +【口】を巧してスタンバイ状態 （今 25 ぺージ)、 [ Fn ] + 【 FIO 】 を巧して休止 
状態 （今％ぺーシ） にする 
• 電源スイッチを使う （■» 58 ぺージ） 

• ディスプレイを閉じる （今 60 ぺージ） 

• 終了画面を使ラ 

-スタンバイ機能の場合 

[ スタート]- [ 終了オプシ ヨン] をクリックして、 [ スタンバイ]をクリックする。 

-休止状態機能の場合 

[ スター ト]- [ 終了オプシ ヨン] をクリックして、 【 Shift 】 を巧しなび 5 [ 休止状態]を 
クリックする。 

休止状態を使用ずるための設定 



工場出荷時は休止状態び使用でをるよラに設定されています。 



[スタート]-[コントロールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス] 
-[電源オプシヨン]をク U ックする。 




[ 休止状態 ] をク U ックし、 [ 休止状態を有効にする]をク U ックして 
チェックマークを付け、 [ OK ] をク U ックする。 















巧回、すぐに操作を始めるために 


4r BACK 58 NEXT 节 


電源スイッチを使ラ 


工場出荷時はスタンバイ状態になるように設定されています。 

♦設定ず る 



[スター ト]-[コント □ー ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス] 
-[電源オプション]-[詳細設定]をク U ックする。 





[コンピュータの 電源ボタンを押したとき]を [スタンバイ] または[休止 
状態]に設定し、 [0 K ] をク U ックする。 


♦スタンバイ- 休止状態にずる 


電源スイッチ （ A ) をスライドし、ビープ音‘ 1 び鳴ったら手を離す。 
設定に従ってスタンバイ状態または休止状態に入ります。 






巧回、すぐに操作を始めるために 


か BACK 59 NEXT す 


お願い 


• 電源スイッチか5手を離した後、電源状態表ちランプび消なまたは点滅するまで電源 
スイッチを操作しないで < ださい。 

• ピッというビープぎ 1 び鳴った！5、ずぐに電源スイッチか5手を離してください。電 
源スイッチを4秒じ(上スライドしたままにすると、ピーという長いビープざ 1 の後、ス 
タンバイ•休止状態機能び働かず電源び切れます（強制終了）。この場合、保存して 
いない データは 失われます。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプシヨ 
ン]-[詳細設定]をクリックして、[コンピュータの電源ボタンを巧したとさ]を[シャッ 
トダウン]に設定していても、電源スイッチを4秒じ(上スライドしたままにずると、 
ピーといラ長いビープ音’ 1 び鳴って強制的に電源び切れる場合びあります（強制終 
了）。この場合ち、保巧していないデータは失われまず。 

[ Fn ] +【口 I 】を巧してスピーカーをオフにしている場合、ビープ音は鳴りません。 

[ Fn ] + [ F 5] を巧してスピーカーのボ U ュームをルさくしている場合、ビープ音もルさくなり 
ます。 


巧回、すぐに操作を始めるために 


4^ BACK 60 NEXT 卡 


ディスプレイを閉じる 


工場出荷時はスタンバイ状態になるように設定されています。 

♦設定ず る 



[スタート]-[コントロールパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス] 
-[電源オプション]-[詳細設定]をク U ックする。 




「ポータブルコンピュータを閉じたとき」を[スタンバイ]または[休止 
状態]に設定して、 [ OK ] をク U ックする。 


♦スタンバイ- 休止状態にずる 



ディスプレイを閉じる。 

設定に従ってスタンバイ状態または休止状態に入ります。 

• きちんとディスプレイを閉じてください。ディスプレイを閉じた後ずぐにディ 
スプレイを開けた場合など、スタンバイ•休止状態に入5ないことびありまず。 



次回、すぐに操作を始めるために 


4r BACK 61 NEXT 卡 


リジュームする（スタンバイ•休止状態か5の復帰) 


お願い 


• Windows の画面び完全に復帰して初期化などび完了するまで姻面び復帰して約15秒 
後/ネットワークに接続している場合は約60秒後)、次のことを行わないでください。 
-キーボード（パスワードの入力は除く）、ホイールパッド、電源スイッチの操作 
-外部マウスなど、周辺機器の操作 
- AC アダプターの抜さ挿し 
-ディスプレイの開閉 

• Windows の終了や再起動 

. スタンバイ-休止状態機能の使用 
-ドライブ電源/才ープンスイッチの操作 
-無線 LAN 切り曾えスイッチの操作 

• SD メモリーカードの抜さ挿し 


電源スイッチを使ラ 

スタンバイ•休止状態に入った場合は、次の手順でリジュームしてください。 


電源スイッチ （ A ) をスライドする。 
















巧回、すぐに操作を始めるために 


4^ BACK 62 NEXT 卡 


ディスプレイを開ける 


r ポータブルコンピユータを閉じたとを」を [ スタンバイ]または[休止状態]に設定してい 
る場合 （今60ぺージ） は、次の手順でリジュームでをます。 



ディスプレイを開ける。 

スタンバイ•休止状態に入ってか5ディスプレイを閉じた場合でち、ディスプレイ 
を開けるとリジュームしまず。ディスプレイを開けてもリジュームしない場合は、 
電源スイッチをスライドしてください。 


パスワードと八ードディスク巧護 

ホ BACK 63 NEXT で 


♦パスワードを 設定ずる 

パスワードを設定することで、データの盜難防止や機密を保護ずることびでさまず。 


こんなとさは 

この機能を使ラ 

• Windows を無断で使用されたくないとき 
• スタンバイ-休止状態か5無断でリジュー 
ムされた < なし)とさ 

• ユーザーアカウント/ Windows の□グ 
オンパスワード 

二 ^ 『セキュリティガイド』 
「ステップ5」 

• コンピューターを無断で使用されたくない 
とさ 

• 起動時のパスワード 

二 ^ 『セキュリティガイド』 
「ステップ10」 

• セットアップユーテイリテイの設定を無断 
で変更された<ないとさ 
• 変更でさる頂目を制限したいとさ 

• スーパーバイザーパスワード/ユー 
ザーパスワード 

二 ^ 『セキュリティガイド』 
「ステップ10」 



たキ叩側 


• 『セキュリティガイド』では、各種パスワードの設定じ(かに、インターネット接続時のセ 
キュリティやファイルの暗号化などち説明しています。 

デスクトップのをダブルクリックずると表示されまず。 

-デスクトップにびない場合 

[ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [ Panason 句- [ オンラインマニュアル ]- [セキュ 
リティガイド]をクリックしてください。 








パスワードと八ードディスク保護 


BACK 64 NEXT ホ 

♦パ スワード入力の代わりに SD メモリーカードを使う 

市販の SD メモリーカードに SD 力ード設定を行ラと、パスワード入力の代わりに、設定し 
た SD メモリーカードをセットすることでコンピューターを起動したり、 Windows に□グオ 
ンしたりすることびでをまず。 （今133ぺージ） 

♦ A - ドディスク保護を使う 

八ードディスク保護について詳しくは、 ^ 『セキュリティガイド』「ステップ11」をご 
覧< ださい。 


CD / DVD ドライブ 


令 BACK 65 NEXT ♦ 


使用上のお願い 


♦ ドライブをお使いになる前に 

• 油煙やたばこの煙のをいところでは使用しないでください。 

レンズの寿命び短< なることがあ0ます。 

♦ディスク カバーを開いているとさ 

• 次のことをお守りください。 

• 開けたままで放置したり、レンズの部分に手を触れたりしない。 

ゴミやほこりびレンズに付着し、データを読み取れなくなる場合びあります。また、使 
用環境によっても、ほこりびレンズに付着ずることびあります。 

-ディスプレイを閉じない。 

必ずデ ィスクカ) (一び閉じていることを確認してか5ディスプレイを閉じてください。 
液晶部分び傷つくことびありまず。 

-ドライブのすさ間部分にクリップなどの異物を入れない。 

故障の原因になります。 



♦ディスク カバーを閉じるとき 

• ドライブ電源/オープンスイッチの左上付近（矢印の位置）を巧して□ックされたこと 
を確認してください。 

• ディスクわ! (-を閉じた後、 CD / DVD ドライブ状態表ちランプび点滅か5点打に変わるま 
で、ドライブにアクセスしないで<ださい。 


♦メディア （ディスク）の認識について 

• 書さ換え巧能なメディア（ディスク）に録画された映像を再生ずる場合は、メディアの 
認識に約30秒〜40秒かかることびありまずび、そのままお待ちください。 




CD / DVD ドライブ 


イ r BACK 66 NEXT 卡 


♦ドライブ アクセス中 

• ディスクカバーを開けたり、コンピューターを持ち上げたり、持ち運んだりしないでく 
ださい。 

ディスクびがれて傷ついたり、故障の原因になります。 

また、ディスクにアクセスずるアプリケーションソフトを起動した後は、そのアプリケー 
ションソフトを終了ずるまでディスクカバーを開けないでください。 

-ただし、 B’s CUP で +RW メディアをバックグラウンドフォーマットしているときは、 
ドライブアクセス中であってち B’s CUP の操作でメディアを取り出すことびでをま 
す。 （今110ぺージ） 

• ディスクカバーを強く巧さないでください。 

• ドライブ電源/オープンスイッチを操作しないで<ださい。 

• コンピューターに衝撃を与えたり、ケーブルや力ードなどを抜さ挿ししないでください。 
データの読み書さに失敗することびあります。 



♦レンズの クリーニングについて 

• レンズ （ B ) には、カメラ用のレンズブ□アーの使用をおずずめします。 

(スプレー式の強力なちのは使わないでください。） 

♦内蔵 ドライブの接続インターフェイスについて 

• 本機に内蔵の CD / DVD ドライブは USB 接続です。 

PC 力ード 、 SD メモリーカード、 USB 機器などを取り外ずとさ、「八ードウェアの安全 
な取りかし」画圃こ rUSB 大容量記憶装置デバイス」のひとつとして、内蔵の CD/DVD 
ドライブび表おされまず。内蔵の CD / DVD ドライブは、取り外ずことはでをませんので 
[停止]を選ばないでください。 



CD / DVD ドライブ 


ホ BACK 67 NEXT 卡 



内蔵 CD / DVD ドライブの電源オン/オフにより、内蔵 CD / DVD ドライブや接続しているデ 
バイス （SD メモリーカードやか付けドライブなど）のドライブ文字び変わる場合びありま 
す。ドライブ文字び変わ5ないようにずるには、内蔵 CD / DVD ドライブのドライブ文字を 
アルファベットの L じ I 降などに割り当てておくことをおずずめしまず。 

ただし、ドライブ文字を変更していても、 CD / DVD ドライブの電源をオフにした後に SD メ 
モリーカードや USB デバイスなどを取り付けると、ドライブ文字び変更されてしまう場合 
びあります。 

• ドライブ文字とは Windows び記憶装置（ドライブ)に割り当てる A か 5 Z までのアルファ 
ベット1文字です。 A ドライブ、 B ドライブ、 C ドライブには変更でをません。また、他 
の機器び使用中のドライブ文字やネットワークドライブに割り当て5れたドライブ文字 
ち使用でさません。 

• 工場出荷時、 CD / DVD ドライブは D ドライブになっています。 

• アプリケーシヨンソフトをインス!ルする前に変更することをおすすめします。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンずる。 

② CD / DVD ドライブの電源びオンになっていることを確認ずる。 

ドライブの電源びオフの場合は、オンにしてください。 

③ [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[オプティカルディスクドライ 
ブ文字変更ユーティリティ ] をクリックする。 

④ [新しいドライブ文字:]の卜 I をクリックし、ドライブ文字をクリックして、 [0 K ] 



をクリックずる。 




お知5せ 


• オプティカルディスクドライブ文字変更ユーティリティを起動している場合、ユー 
ザーの簡易切り替え機能を使つて別のユーザーで□グオンして、オプティカルディス 
クドライブ文字変更ユーティリティを起動ずることはでさません。 















CD / DVD ドライブ 
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CD / DVD ドライブの電源をオン/オフする 


CD/DVD ドライブを使用していないとさに、ドライブの電源をオフにして、消費電力を抑え 
ることびでをまず。 


こんなとさは 

この機能を使う 

参照先 

すぐにオン/オフし 
たい 

• ドライブ電源/才ープンスイッチ 
• オプティカルディスクドライブ省電カユー 
ティリティの[手動切替] 

今69ぺージ 

一定時間経過する 
と、自動的にオフに 
なるよラにしたい 

• オプティカルディスクドライブ省電カユー 
ティリティの[自動オフ設定] 

今 70ぺージ 

コンピューターを起 
動したとさ、常に才 
ンまたはオフの状態 
にしたい 

• セットアップユーティリティの「メイン」 
メニューのに D/DVD ドライブ電源] 

247ぺージ 

ドライブの電源状態 
を確認したい 

• CD/DVD ドライブ状態表おランプ 

今 32ぺージ 

• 「ドライブ電源アイコン」(.這^または^ 

今 71ぺージ 


♦消費 電力を節約したい場合（一例） 

• セットアップユーティリティのに D/DVD ドライブ電源]を[オフ]に設定ずる。 

コンピューター起動時は、常にドライブの電源び切れた状態になります。 

• ドライブを使うとさは、ドライブ電源/才ープンスイッチやオプティカルディスクドラ 
イブ省電カユーティリティの[手動切曾]でオンにする。 

• 使い終わった5、オフに戻す。 
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お知 5 せ 


• ドライブ電源/オープンスイッチのオン/オフおよびオプティカルディスクドライ 
ブ省電カユーティリティは、 Windows 起動後のみ働さます。 

• ドライブの電源を切り替えたとさ、タスクトレイに他のアプリケーションソフトの 
メッセージび表ちされている場合は、そのメッセージび消えた後に、ドライブの電源 
状態を示すメッセージび表ちされます。 

• CD / DVD ドライブの電源をオフにしたとき、 rUSB 大容量記憶装置デバイスは取り外 
すことびでをまず」といラメッセージび表示されることびありまずび、 CD / DVD ドラ 
イブは内蔵のため、取りかずことはでさません。 

• ドライブの電源びオフの状態でアプ U ケーションソフトを起動した後、ドライブの電 
源をオンにしてち、アプリケーションソフトびドライブを認識しない場合びありま 
す。その場合、いったんアプリケーションソフトを終了して、ドライブの電源びオン 
になっていることを確認してか5アプリケーションソフトを起動してください。 


ずぐにオン/オフずる 


次の2つの方法びあります。 

ディスクびセツトされている/セツトされていないに関係なく切り替えることびでをます。 



，v 巧が 


オプテイカルディスクドライブ省電カユーテイリテイの [ 手動切替 ] を使ラ。 


① 画面ち下のタスクトレイの「ドライブ電源アイコン」 
リックする。 

② [手動切替]の[オン]または[オフ]をクリックする。 


婦または盛 


をク 


オプティカルディスクドライブ省電カユーティリティの他の機能については、次 
ページをご覧ください。 
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• ドライブ電源/才ープンスイッチ （ A ) を左にスライドする。 

-スライドずるとピッといラ音び鳴り、スライドするごとにオン/オフび切り替わりま 
す。 

-ちにスライドずるとピッといラ音び鳴り、オンになった後ディスクカバーび開きまず。 
ピッといラ音び鳴った後、ドライブの電源びオン/オフするまで、またはディスクカ 
パ'-び開くまで時間びかかりまず。しば5くお待ちください。 （【 fn 】 +【1=4】 を巧す 
などしてスピーカーをオフにしている場合、音は鳴りません。 [ Fn ] + [ F 5] を巧して 
スピーカーのボリュームをルさくしている場合、音ちルさくなりまず。） 

お知5せ 


• オプティカルディスクドライブ省電カユーティリティは、内蔵の CD / DVD ドライブに 
のみ働さます。が付けの CD / DVD ドライブでは使えません。 

• 次の場合は、[手動切替]でオフにすることびできません。 

• B's CUP で フォー マットしたディスクをセットした場合（タスクトレイに 「 B's CUP 

アイコン」 U び表ちされているとを） 

• WinDVD を起動しているとき 

-ディスクの書さ込み/読み込みをしているとさ 

- B's Recorder などドライブを使用するアプリケーシヨンソフトび動作しているとき 
• ドライブ電源/オープンスイッチを連続してスライドしないでください。 

連続してスライドずると rd :¥ は利用でさない場所を ...... 」’ 1 といラメッセージび表ち 

される場合びありますび、異常ではありません。 [ OK ] をクリックしてください。 
rd : J は CD / DVD ドライブのドライブ文字です。コンピューターの使用状況によって変わります。 



—定時間経過したとき、自動的にオフにする （ォプティカルディスクドラィブ省電カユ-ティリティ） 

このユーティリティの[自動オフ設定]は、 CD / DVD ドライブの電源をオンにした後やディ 
スクカバーを開けてディスクを取り出した後、 ディスクをセツトせずに 力/く一を閉じた状態 
びある一定時間経過したとさ、自動的にドライブの電源をオフにずる機能です。 
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コンピューターの起動と同時に起動し、画面ち下のタスクトレイに|(.互 j またはび表示 
されます。 


芭動オフ設定] 
1み (1) 

一 3みな） 

己か互） 

無効也） 


库動切替] 

_オン(が_ 

バ-ジョン隋報(ぶ 
終了(公 


• 工場出荷時は、3分に設定されています。 

• オフになった後、再度オンにするには： 

「ずぐにオン/オフする」の方法をご覧ください。 （今69ぺーシ） 

• ^または^をクリックして[終了]をクリックすると、オプティカルディスクドライ 
ブ省電カユーティリティび終了します。 

再度、起動するには、[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panason 句-[オプティカル 
ディスクドライブ省電カユーティリティ]をクリックするか、コンピューターを再起動し 
て < ださい。 

• r ドライブ電源アイコン」庭 idi または験 I 上に力ーソルを移動させると、ドライブの状態 
と設定時間び表おされます。 



♦オフになる までの時間を変更ずる 



画面ち下のタスクトレイの「ドライブ電源アイコン」または 
をク U ックする。 


ディスクがセツトされて 

いないときのみ働く設定 
I 




[自動オフ設定]の中から、設定したい時間をク U ックする。 

• 現在の設定にチェックマークび付いていまず。 

• [無効]をクリックずると、自動オフ設定び解除されます。 
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お知らせ 

• 次の場合は、[自動オフ設定]で設定した時間び経過してちオフになりません。 

• B's CUP でフォー マットしたディスクをセットした場合（タスクトレイに 「 B's CUP 

アイコン」 P び表示されているとさ） 

-ディスクカバーび開いているとを 
-ディスクびドライブにセットされているとを 

-か付けの CD / DVD ドライブを接続しているとさ（仮想 CD ドライブ使用時ち含む） 

• WinDVD を起動しているとき 

- B's Recorder などドライブを使用するアプリケーシヨンソフトび動作しているとき 
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• 変形したディスク（曲がったり、円形でないちの）は使用しないでください。 

• ディスクの状態（記録品質、傷、ミちれ、変形、コピープ□テクシヨン、作成に使用した 
ドライブまたはディスクのメーカーなど）によっては、正しく読み込み/再生びでさな 
い場合びあります。 


本機で使える CD 
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• その他の種類と□ゴマーク 


か BACK 74 NEXT 节 


• CD - extra 邸腫匿な 

DIGITAL AUDIO 



• Audio-CD 


抽帽歷 

DIGITAL AUDIO 


• CD-TEXT 


团帽歷 



• Photo-CD 



(再生には専用のソフトウエアが必要です。) 


• Video CD 


_n COMPACT 

(1]腹巧ぶ 

[DIGITALVIDEOI VIDEO CD 


ディスクに書き込みや書き換えを行うとき 


• CD - R や CD - RW は、包装に記載されている内容をよく読んでお使いください。 

• ライティングソフトウェアび必要でず。（お買い上げ時は 「 B's Recorder 」 および 「 B's 
CUP 」 びインス!ルされています。 今103ぺージ） 

• 書さ込みや書さ換え速度に応じたディスクをご使用ください。 

(ディスクによっては、指定した速度で書を込めない場合びありまず。） 


CD - R 書さ込み‘ 1 

4倍速、8倍速、8〜16倍速、8〜24倍速 

CD - RW 書さ換え 

4倍速 

High-Speed CD-RW 書き換え 

4倍速、8倍速、10倍速 

Ultra-Speed CD-RW 書き換え 

8倍速、10倍速 


使用するディスクによって、書さ込み速度が遅くなることがあります。 


• 書を込み/書さ換え作業び長時間におよぶ場合は、 AC アダプターを接続しておいてくだ 
さい。作業中にバッテリー切れび起こると書き込みに失敗する場合びありまず。 

• 書さ込み/書さ換え中は、本機を移動させないでください。書さ込みに失敗ずる場合び 
ありまず。 

• CD の1倍速の輯送速度は150 K バイト/秒でず。 
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• 次の推奨ディスクをお使いください。 

• CD-R 

云養化学メディア（株）製、曰立マクセル（株）製、（株） U コー製、太陽誘電（株) 
製 

• CD - RW / High-Speed CD-RW 

王養化学メディア（株）製、（株）リコー製 

• Ultra-Speed CD-RW 

王養化学メディア（株）製 
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ディスクの取り扱い 


本書およびお使いのディスクの取扱説明書や包装に記載されている内容をよ<お読みのラ 
え、ディスクをお使いください。 

ディスクを正しく取り扱わないと、ディスクび巧れたり傷ついたりして、書さ込み速度び 
ほ下したり、データの記録や再生び正常に行われない場合びありまず。また、ドライブの 
故障などの損害び発生するおそれびありまず。 

次のことをお守りください。 

• 再生/記録面に触れない。 

• ディスクの表面を、ゴミやほこり、指紋などでミちしたり、傷つけたりしない。 

• ボールペンなどで表面に字を書いたり、紙を貼ったりしない。 

• 落としたり、曲げたり、重いちのを載せない。 

• ゴ5やほこりのをい場所、温度や湿度の高い場所、直射日光の当たる場所に置かない。 
• 温度差の激しい場所に置かない（結露び生じまず)。 

急に暖かい室内に持ち込んだとをなどに露び付いた5: 

-読み取り専用のディスクの場合は、乾いた柔5かい巧でふく。 

-書さ込み/書さ換え可能なディスクの場合は、巧でふかずにそのまま乾くまで置いて 
お<。 

• ディスクを使用しないとさは、必ず保護ケースまたは力ートリッジに入れる。 

• ディスクび巧れた場合には、次の方法でクリーニングを行ラ。 


巧れをとるには 
<読み取り専巧のディスクの場合> 

乾いた柔らかい巧で、中むから外側へ軽くふい 
てください。ちれがひどい場合は、水を含ませ 
た柔らかい布で中むから外側へんいた後、から 



<書き込み/書き換え可能なディスクの場合> 
パナソニック製ディスククリーナーをお使いく 
ださい。布や CD 用クリーナーなどは、絶巧に巧 
わないでください。 
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• 変形したディスク（曲がったり、円形でないちの）は使用しないでください。 

• ディスクの状態（記録品質、傷、ミちれ、変形、コピープ□テクシヨン、作成に使用した 
DVD レコーダーやディスクのメーカーなど）によっては、正しく読み込み/再生びでを 
ない場合びありまず。 

• 著作権管理技術である CPRM で録画したメディア（ディスク）を本機で再生するには、イ 
ンターネットに接続して CPRM 拡張機能に PRMPack ) プ□グラムをダウン□-ドし、 
WinDVD にインス!ルするぶ、要びありまず。 （今95ぺージ） 

• ディスクの取り扱いについてはに D の種類について」の「ディスクの取り扱い」をご覧 
ください。 （今76ぺージ） 


本機で使える DVD 


種類と 
□ゴ マー ク 

書を込まれてい 
る、または書さ 
込み可能なファ 
イルの種類 

本機ででさること 

(〇 :でさる 、X :でをない、一：でさない（ディスクの仕様)） 

読み込み/再生 
• ビデオの再生には、再生ソフト 
ウェアが必要です。 (WinDVD 
がインストール済み） 

書さ込み 書さ換え 

• ライティングソフトウェアが 
必要です。 (B's Recorder/B's 
CUP がインス!ル済み） 

DVD-ROM 

牲 

ROM 

データ 

〇 


DVD-Video 

ビデオ 
( DVD-Video 
モー ド） 

〇 
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書を込まれてい 
る、または書を 
込み可能なファ 
イルの種類 

本機ででさること 

(〇 ;でさる 、X :でをない、一：でさない（ディスクの仕様)） 

読み込み/再生 
• ビデオの再生には、再生ソフト 
ウェアが必要です 。 (WinDVD 
がインストールミきみ） 

書さ込み 

書 さ換え 

• ライティングソフトウェアが 
必要です 0 ( B's Recorder / B's 
CUP がインス!ル済み） 

データ 

〇 

• B’s CUP 形式の DVD-R 1ま言売 

み込めません。 

〇 

• 本機の B's CUP 
では書さ込みで 
をません。 

B's Recorder を 

お使いください。 


ビデオ 
( DVD-Video 
モー ド） 

〇 

• DVD レコーダーでフアイナ 
ライズ (今83ぺ ーン） して 
おく必要があります。 

〇 

• B's Recorder の 

化張機能で DVD - 
Video が作成でき 

ます。 

(4 "1 ぺ ーシ） 

• 未フォ ー7 ッ 
卜のディスク 
をお使いくだ 
さい。 

• B's CUP では書を 

込みでをません。 


ビデオ 
(VR モー ド） 

〇 

• DVD レコーダーでフアイナ 
ライズ (今83ぺ ーン） して 
おく必要があります。 

X 

• 別途ソフトウェ 
アが必要です。 


4.7 G for Authoring については、シングルセッションのみ再生でき3 

巧。 


種類と 
□ゴ マー ク 















DVD の種類について 


争 BACK 79 NEXT 卡 


種類と 
□ゴマーク 

書を込まれてい 
る、または書を 
込み可能なファ 
イルの種類 

本機ででさること 

(〇 ;でさる 、X :でをない、一：でさない（ディスクの仕様)） 

読み込み/再生 
• ビデオの再生には、再生ソフト 
ウェアが必要です 。 （WinDVD 
がインストール済み） 

書さ込み 書さ換え 

• ライティングソフトウェアが 
必要です 0 ( B's Recorder / B's 
CUP がインス!ル済み） 

DVD-RAM 

• 2.6 G /5.2 G 

(再生専 
用） 

•1.4 G /2.8 G 

♦ 4.7 G /9.4 G 

巡 

RAM 

データ 

〇 

〇 

• ライティングソフトウェアを 
使わずに、エクスプ □- ラー 
で八ードディスクと同様に書 
さ込み/書さ換えでさます。 
(今85ペー ン) 

• B's Recorder で書さ込みが巧能 
でずが、 B's Recorder iil 列■での 
書さ込みがでさなくなります。 
その後、エクスプ□-ラで書 
を込めるよラにするには、物 
理フォーマツトがお要です。 
(物理フォーマツトは、フォー 
マツトのとさに[物理フォー 
マツトを実行する]にチェツ 
クマークを付けます。 87 
ぺー シ） 

• B's CUP では書を込み/書を 
換えでをません。 

ビデオ 
( VR モード） 

〇 

〇 

• MovieAlbum をお使いくださ 
し、 （4 120ぺ ージ） 

• B's Recorder / B's CUP では書 
さ込み/書を換えでさません。 

• 力ート U ツジ無しのディスクまたは力ート U ツジか5取り出せるディスクのみ 
使用でさます。 
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種類と 
□ゴ マー ク 

書を込まれてい 
る、または書を 
込み可能なファ 
イ ルの種類 

本機ででさること 

(〇 ;でさる 、X :でをない、一：でさない（ディスクの仕様)） 

読み込み/再生 
• ビデオの再生には、再生ソフト 
ウェアが必要です 。 （WinDVD 
がインストール済み） 

書 さ込み 書 さ換え 

• ライティングソフトウェアが 
必要です 0 ( B's Recorder / B's 
CUP がインス!ル済み） 

DVD - RW *1 

•1.4 G 

• 4.7 G 

• 9.4 G 

琴 

データ 

〇 

〇 

ビデオ 
( DVD-Video 
モー ド） 

〇 

• DVD レコーダーでフアイナ 
ライズ (今83ベー ン） して 
おく必要があります。 

〇 

• B's Recorder の拡張機能で 
DVD - Video が作成でさます。 
(4 111ぺ ーシ） 

• 未フォーマットのディスク 
をお使いください。 

-作成したディスクは、 書 さ 
換えでさないお式となるた 
め、 DVD - RW に対応した 
DVD レコーダーでフアイ 
ナライズの解除や編集をす 
ることはでさません。 

ビデオ 
(VR モー ド） 

〇 

• DVD レコーダーでフアイナライ 
ズ （今83ベー ン） してお使い 
<ださい。 

X 

• 別途ソフトウェアが必要で 
す。 


DVD-RW ( Ver . 1.0) には対応していません。 












DVD の種類について 


辛 BACK 81 NEXT 卡 


種類と 
□ゴ マー ク 

書を込まれてい 
る、または書を 

本機ででさること 

(〇 ;でさる 、X :でをない、 一 

:でさない（ディスクの仕様)） 


込み可能なファ 

読み込み/再生 

書さ込み 

書さ換え 


イルの種類 

• ビデオの再生には、再生ソフト 
ウェアが必要です 。 （WinDVD 
がインストール済み） 

• ライティングソフトウェアが 
必要です 0 ( B's Recorder / B's 
CUP がインス!ル済み） 

+R 

• 4.7 G 

Bin 

DVD+R 

データ 

〇 

• BisCLiP 形式の + R は読み込 

めません。 

〇 

• 本機の B's CUP 
では書を込みで 
をません。 

B's Recorder を 

お使いください。 



ビデオ 

(+ VR モード） 

〇 

• DVD レコーダーでフ アイナ 
ライズ （今83 ベー ン） し 
ておく必要があります。 

X 

• 別途ソフトウェ 
アが必要です。 
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種類と 
□ゴ マー ク 

書を込まれてい 
る、または書を 
込み可能なファ 
イルの種類 

本機ででさること 

(〇 ;でさる 、X :でをない、一：でさない（ディスクの仕様)） 

読み込み/再生 
• ビデオの再生には、再生ソフト 
ウェアが必要です 。 （WinDVD 
がインストール済み） 

書さ込み 

書さ換え 

• ライティングソフトウェアが 
必要です 0 ( B's Recorder / B's 
CUP がインス!ル済み） 

+RDL 

• 8.5 G 

データ 

〇 

• B’s CUP お式の +R DL は読 
み込めません。 

X 

• 本機では対応し 
ていません。 


励 

DVD + R DL 

ビデオ 

(+ VR モード） 

〇 

• DVD レコーダーで フアイナ 
ライズ （今83ぺ ーン） し 
ておく必要があります。 

• 片面2層ディスクは、2層に 
またがって記録されている 
映像を再生すると、層の変 
わり目で映像や音声が途切 
れることがあります。 

X 

• 本機では対応し 
ていません。 
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種類と 
□ゴ マー ク 

書を込まれてい 
る、または書を 
込み可能なファ 
イルの種類 

本機ででさること 

(〇 ;でさる 、X :でをない、一：でさない（ディスクの仕様)） 

読み込み/再生 
• ビデオの再生には、再生ソフト 
ウェアが必要です 。 (WinDVD 
がインストールミきみ） 

書さ込み 書さ換え 

• ライティングソフトウェアが 
必要です 0 ( B's Recorder / B's 
CUP がインス!ル済み） 

+RW 

• 4.7 G 

BIB 

DVD + Rewritable 

データ 

〇 

〇 

ビデオ 

(+ VR モード） 

〇 

• DVD レコーダーで フアイナ 
ライズ（下記）しておくぶ、 
要があります。 

X 

• 別途ソフトウェアが化要で 
す。 


• 書さ込み速度や書き換え速度に応じたディスクを使用してください。 （今88ぺーシ） 

• DVD-Video モード： 市販の DVD - Video と同じ記録形式でず。 

• VR (Video Recording ) モード：録画や編集び繰り返し行える追記可能な DVD ディスクで 
の基本的な記録形式でず。 

• + VR モード： DVD - Video モードと互換性のある記録形式です。 

• ファイナライズについて 

ファイナライズとは、録画された DVD - R などを再生対応機器で再生できるように処理する 
ことです。ファイナライズの方法は、お使いの DVD レコーダーの説明書をご覧ください。 

• DVD - Audio は 、 WinDVD (今93ぺージ） では再生でさません。 
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u —ジヨンコードについて 


DVD - Video には、販売される地域によって U — ジョンコードび設定されていまず。 


DVD ディスクの 
リージョンコード例 



例） 

日本. ョー□ッ パ： [2] 

アメリカ-カナダ： [1] 

DVD - Video を再生するには、次のリージョンコードび一致している必要びありまず。 
• DVD ディスクのリージョンコード 
-ドライブのリージョンコード 



本機のドライブは工場出荷時にリージョンコードび設定されていません。そのため、はじめ 
て DVD - Video を再生したときは、次のようになりまず。 

• 特定のリージョンコードび設定されている DVD - Video の場合： 

DVD - Video と同じリージョンコードび自動的に設定されまず。 

• 複数のリージョンコードび設定されている DVD - Video の場合： 

リージョンコードの確認画面び表ちされます。デフォルトでは间び選択されていまず。 
リージョンコードを確認して、 [0 K ] をクリックしてください。再生び始まりまず。 

(-部の DVD - Video では、リージョンコードの確認画面び表示されないことびあります。 
現在のリージョンコードと残りの設定回数は、 WinDVD の画面上でちクリックし、[セッ 
トアップ]-[リージョン（地域） ] をクリックしてください。） 


お願い 


• リージョンコードは、最初の設定ち1回に含めて全部で5回設定でをまず。 （ U - ジョ 
ンコー ド间か5リージョン コー ド间のように、同じリージョン コー ドを選択した場 
合はカウントされません。） 

5回目の設定を行ラと、そのリージョンコードに固定され、システムを再インス! 
ルしてちそれ L ソ上変更でをなくなりますので、十分にお気を付けください。 

• 不正にリージョンコードを改変した場合のトラブルはお客様の責任となります。 
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お知5せ 

• ドライブのリージョンコードと異なるリージョンコードのディスクをセットした場 
合ち、リージョンコードの設定画面が表示されます。 


DVD - RAM ディスクをお使いになるとき 

DVD - RAM ディスクにファイルを書き込むため口ま、論理フォーマットを行う必要びあります。 
論理フォーマットした DVD - RAM ディスクは、フ□ッピーディスクや八ードディスクと同様 
にファイルを書さ込むことびでさます。 

詳しくは、 [ スタート]- [ ずべてのプ□グラム ] - [ DVD - RAM ] - [ DVD - RAM ドライバー]- 
[ DVD - RAM ディスクの使いち]をご覧ください。 

お知5せ 


• B's Recorder で書き込むと、 フォー マットび異なる形式になるため B's Recorder じ1外 
での書さ込みびでさなくなりまず。書を込めるよラにずるには、物理 フォー マットび 
必要です。 （今87ぺージ） 


♦論理 フォーマット①お式 

DVD - RAM ディスクの フォー マット形式には 、 UDF (Universal Disk Format ) 形式と FAT 32 
形式びありまず。 

用途に合わせて、使い分けることをおずずめします。 

• UDF 1.5 

DVD - RAM の標準フォーマットです。ファイルサイズの大きなデータ（画像や音声デー 
夕）び高速で読み書きできまず。 DVD - RAM をデータの保を用として使用される場合は、 
この形式をおすすめします。 
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• UDF 2.0 

DVD フォーラム策定の「ビデオレコーディング規格」準拠の DVD ビデオレコーダーや 
同規格準拠の PC 用記録ソフトで使用するためのフォーマツト形式です。本機にインス 
I -- ルされている 「 MovieAlbum 」 （今120ぺージ） を使用ずる場合は、この形式での 
フォーマツトび必要でず。 

• FAT 32 形式’1 

Windows 95( OSR 2)/98 / Me / 2000 / XP でヴポートされているフォーマツトでず。 
FAT 32 形式の DVD - RAM ディスクは 、 Windows 95 ( OSR 2 L ソか）/ Windows NT では使 
用でさません。 

Windows XP L ソ外の OS がインストールされた機器で読み出す場合は、 DVD - RAM に対応したドラ 
イブとドライバーが化要です。 

♦論理 フォーマツト①方法 

本機には、さ形式でフォーマツトを行ラために必要なドライバーとフォーマツト用のソフト 
びインス!-ールされていまず。 


お願い 


• フォーマットを実行ずると、記録されているデータは消去され、読めなくなります。 

必要に応じて、バックアップをとっておいてください。 

• フォーマット用ソフトの起動前に、 DVD - RAM ディスクを使用しているアプリケー 
シヨンソフトはずべて終了してください。 



コンピューターの管巧をの権限でログオンする。 




フオーマットする DVD - RAM ディスクを CD / DVD ドライブにセット 
する。 
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可3 


[スタート]-[すべてのプログラム]- [ DVD - RAM ] - [ DVD - RAM ドライ 
バ ー]-[ DVDForm ] をク U ックする。 




4 [ フォーマツト種別]の二 i をク U ックしてフォーマツト形式を選択 


し、[開始]をク U ックする。 

• [ボリュームラべル] 

UDF 形式を選択したとさは、ボリュームラべルを入力しまず。 

入力しなかった場合、自動的に設定されまず （ UDF 西暦年月日）。 

• [物理 フォーマットを 実行ずる] 

ディスク上の全セクターを検査し、不良セクターの代替処理を行います。（通常 
は選択する必要はありません。） 


お知らせ 

• [スタート]-[すべてのプ□グラム]をクリックした後、 [ DVD - RAM ] び表おされない場 
合は、次の手順で DVD - RAM ドライバーをインス I ルしてください。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンする。 

感 プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を CD / DVD ドライブにセットする。 

③ [スタート]-[ファイル名!を指定して実行]をクリックし、「出軒 amdrvr ¥ setup . exe 」 と 
入力して [0 K ] をクリックする。 

LU 降、画面の指示に従って<ださい。 

「出」は CD の VD ドライブのドライブ文字です。コンピューターの使用状況に合わせて変更してく 
ださい。 


ディスクに書き込みや書き換えを行ラとき 


• ディスクの包装に記載されている内容をよく読んでお使いください。 
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• DVD - RAM は、ライティングソフトウエアを使わずにエクスプ□-ラーでハードディスク 
と同様に書き込み/書き換えできます。 ( DVD - RAM ドライバーび必要です。本機にはイ 
ンス I ル済み。） 

• DVD - RAM じ(かのディスクへのデータ書き込みには、ライティングソフトウエアび必要で 
す。 

お買い上げ時は次のソフトウエアびインス I ルされていまず。 

• fB's Recorded : 103ぺージ 

•「 B ' sCLiP 」： 今 103ぺージ 
•「 MovieAlbum 」 ： 今 120ぺージ 


• 書さ込みや書さ換え速度に応じたディスクをご使用ください。 

_(ディスクによっては、指定した速度で書さ込めない場合びありまず。) 


ディスク 

書さ込み/書さ換え速度 

DVD-R 

for 

General 

1倍速 （4.7 G バイト） 

1〜4倍速 （4'7 G バイト） 

1〜8倍速 （4'7 G バイト） 

1〜16倍速 （4.7 G バイト） 

• 1倍速 

• 2倍速 

• 4倍速 

DVD-RW 

1倍速 （4.7 G バイト /9.4 G バイト） 

1〜2倍速 （4'7 G バイト /9'4 G バイト） 

2〜4倍速 （4'7 G バイト /9'4 G バイト） 

2〜6倍速 （4'7 G バイト /9'4 G バイト） 

• 1倍速 
• 2倍速 
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ディスク 

書を込み/書を換え速度 

DVD-RAM 

2倍速 （4.7 G バイト /9.4 G バイト） 

2〜3倍速 （4'7 G バイト /9'4 G バイト） 

• 2倍速 

+R 

1〜 2.4 倍速 （4'7 G バイト） 

1〜4倍速 （4'7 G バイト） 

1〜8倍速 （4'7 G バイト） 

1〜16倍速 （4.7 G バイト） 

• 2.4 倍速 

• 4倍速 

+RW 

1〜 2.4 倍速 （4'7 G バイト） 

1〜4倍速 （4'7 G バイト） 

• 2.4 倍速 


• 書さ込み/書さ換え作業び長時間におよぶ場合は、 AC アダプターを接続しておいてくだ 
さい。作業中にバッテリー切れび起こると書き込みに失敗ずる場合びありまず。 

• 書さ込み/書さ換え作業中に本機を移動しないでください。書さ込みに失敗する場合び 
あります。 

• DVD の1倍速の転送速度は1,350 K バイト/秒でず。 

• 推奨ディスクをお使いください。 


• DVD-R 

松下電器産業（株）製、 

• +R 

王養化学メディア（株) 

• DVD-RW 

曰本 ビクター （株）製、 

• +RW 

王養化学メディア（株) 

• DVD-RAM 


松下電器産業（株）製、 


太陽誘電（株）製 
製、（株）リコー製 
王賽化学メディア（株）製 
製、（株）リコー製 
曰立マクセル（株）製 
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お願い 


• ディスクをセットずる/取り出すときは、ピックアップのレンズ部に触れないように 
ま意して < ださい。 




コンピューターの電源び入っている状態で、ドライブ電源/オープ 
ンスイッチ （ A ) をちにスライドする。 

• ピッといラ音び鳴り、ディスクカバーび少し開さまず。 

tn 】 +【口 I 】を巧ずなどしてスピーカーをオフにしている場合、音は鳴りま 
せん。 【 Ri 】 + 【 f 5】 を巧してスピーカーのボリュームをルさくしている場合、 
音ちルさくなります。 

• CD / DVD ドライブ状態表示ランプび消な（ドライブの電源びオフ）している場 
合は、ドライブの電源び入り、ディスクカバーび開くまで時間びかかります。 
しば5 くお待ちください。 

• B’s CUP をお使いの場合、条件により取り出しの操作び異なります。 （今118 
ぺー ン） 

• MovieAlbum をお使いの場合、 MovieAlbum を操作してディスクを取り出してく 
ださい。 （今122ぺ ージ） 



ディスクカバーを持ち上げる。 

• ディスクカバーび約80°まで開さまず。それじ(上無理に開けないでください。 
手などび触れて80°じ(上開いてしまった場合は、ディスクカバーを巧し込んで 
か!5ストッパーび元に戻るまで、ゆっくりと手前に戻してください。 

• ディスクカバーの上に手を載せていたり、ディスプレイび閉じていたりして 
ディスクカ/(一び開かないと、ディスクび入った状態でち正しくアクセスでさ 
なくなりまず。その場合は、一度ディスクカバーを開け閉めずるか、コンピユー 
夕一を再起動してか 5 再度アクセスしてください。 
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ディスクをセットする/取り出す。 

• ディスクをセットするとを 

① タイトル面 （ B ) を上にして、ディスクをキーボードの下にすベり込ませる。 

② ディスクの中む部をカチッと音びするまで巧してしっかりとセットずる。 
ディスクは確実にセットしてください。 

確実にセットしないでディスクカバーを閉じると、ディスクび傷つくことびあ 
ります。 

• ディスクを取り出すとさ 

センターホルダー (C) に指を添え、ディスクの端を浮かせなが 5 取り出します。 



可4 


ディスクカバーを閉じる。 

ドライブ電源/才ープンスイッチの左上付近（矢印の位置）を巧して□ックされた 
ことを確認してください。 


お知5せ 


• 自動実行のディスクの場合 

-ディスクの状態によっては、ファイルへのアクセス中に自動実行び開始されること 
びありまず。 

• ディスクか 5 動画を再生したときに、滑 5 かに再生できないことびあります。あ 5 か 
じめご了承ください。 
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CD / DVD ドライブモーターの省電カモードについて 

約30秒間 CD / DVD ドライブにアクセスびないと、省電力のために自動的にドライブモー 
ターの電源び切れます。 CD / DVD ドライブにアクセスびあるとドライブモーターの電源び入 
ります。電源び入った後、ディスクか 5 データび実際に読めるようになるまで、約30秒か 
かる場合びあります。 


ディスクカノ（一び開かないとさ 



ディスクカバーび開かないとさや、コンピューターの電源を入れないでディスクを取り出し 
たいとさは、ゼムクリップを引さ伸ばしたちのやボールペンの先などを底面のエマージェン 
シーホール （ A ) に挿し込み、矢印の方向に動かしてください。 
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rWinDVD 」 は、 DVD - Video 再生用のソフトウェアです。 

ここでは、 rWinDVD 」 の使用上のま意などについて説明していまず。 

使い方について、詳しくはオンラインヘルプをご覧ください。 （今97ぺ ージ) 


起動のしかた 




InterVideo 

WinDVD 


次のどち 5 かの方法で起動ずることびでさます。 

お 

• デスクトップの说;邸をダブルクリックする。 

• [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [InterVideo WinDVD] - [InterVideo WinDVD] をクリッ 
クする。 


使用上のお願い 


♦ DVD - Audio は WinDVD では再生できません。 


♦次の 場合、 WinDVD を起動しないでください。 

• コンピューターの起動直後、八ードディスク状態表示ランプ昌び点滅しているとき 

♦ WinDVD ①起動中に、次の操作を行わないでください。 

• スタンバイ•休止状態に入る 

• [Fn] + [F3] で表ち先を切り替える 

• CD / DVD ドライブの電源を切る 

操作してしまった場合は、 WinDVD を終了し、起動し直してください。 
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♦再生 中、次の操作を行わないでください。 

• ディスクを取り出ず 

• 他のアプリケーシヨンソフトやコマンドプ□ンプトを使ラ 
• 画面のプ□パティを変更する 

• CD / DVD ドライブの電源を切る 

操作してしまった場合は、 WinDVD を終了し、起動し直してください。 

♦ WinDVD と、他の再生ソフトを共存させないでください。 

• WinDVD じ(かの再生ソフトをインス!ルずると、正しく再生でさなくなる場合びあ 
りまず。市販の DVD - Video の中には、再生時に独自の再生ソフトをインス I -- ルずる 
仕組みになっているものびあります。このような DVD - Video で、インス! -- ル開始画 
面び表ちされた場合は、必ずインス!ルを中止してください。誤ってインス!ル 
し、正しく再生でさなくなった場合は、次の方法をお試しください。 

• [スター[コント□-ルパネル]をクリックし、[プ□グラムの追加と削除]でイン 
ス I ルした再生ソフトをアンインス I ルずる。（アンインス I ルする再生ソ 
フトの名称は、市販の DVD - Video の説明書などで確認してください。） 

-再生ソフト独自の設定で、 DVD - Video を再生するソフトを指定できる場合は、 
WinDVD を指定する。 
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CPRM で録画したメディアを再生する 


• デジタル放送などで、 ri 回だけ録画巧能」として放送された番組を DVD レコーダーで録 
画する場合は、著作権管理技術である CPRM で暗号化した情報を扱うことびできる DVD 
( DVD - RAM 、 DVD - R および DVD - RW ) に録画ずる必要びあります。また、録画したデイ 
スクを WinDVD で再生ずるには、インターネツトか5 WinDVD に CPRM 拡張機能に PRM 
Pack ) プ□グラムを組み込んでおくことび必要です。組み込まずに CPRM で録画した内 
容を再生すると再生画面び表ちされません。 

• CPRM で録画した内容を、別のメディアにコピーしても再生でさません。 


お願い 


• CPRM で録画したメディアを再生するには、コンピューターの管理者の権限で□グオン 
して < ださい。 

• インターネットに接続できる環境になく、 CPRM 拡張機能に PRM Pack ) プ□グラ 
ムび必要な場合は、パナソニックパソコンお客様ご相談センター(づ『取扱説明書』 
r 保証とアフターヴービス」）にお問い合わせください。 

• CPRM 拡張機能に PRM Pack ) プ□グラムのダウン□-ドおよびそのインス!ル 
方法については、インタービデオジャパン株式会社へお問い合わせください。 

(今318ページ） 


♦ WinDVD に CPRM 拡張機能 ( CPRMPack ) プ□グラムを組み込む 

• インターネットへ接続でをる潰境び必要でず。 

① Internet Explorer を起動し、 http :// www . intervideo . co . jp / matsushita _ sp / に接続す 
る。 

または、 WinDVD を起動し、コント□-ルパネルに表示されている 丄イ咖 を 
クリックする。 

( 2 ) Inter Video の画面で ^三 "♦ pa す をクリックする。 
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③ 画面の指ちに従って CPRMJ 広張機能に PRM Pack ) プ□グラムをダウン □- 
ドし、インス!ルする。 

④ ダウン□-ドした CPRM 拡張機能に PRM Pack ) プ□グラムは、再インス! 

ル時に必要になるため、おず CD - R などのデイスクに保をする。 

保巧のしかた 

(タスゲートか5 B’s Recorder を利用して CD - R に保巧ずる場合の一例です） 


① タスゲートを起動する。 （今103ぺージ） 

② CD - R をドライブにセットずる。 

③ [Contents Stage ] -[データ CD / DVD ] をクリックする。 

④ ダウン□-ドしたプ□グラムをドラッグして画面下段に登録する。 

⑥ [ボリュームラベル]を設定し、[開始]をクリックする。 

⑥ 書さ 込みの設定を行い、[開始]をクリックずる。 

⑦ 終了した 5[ OK ] をクリックずる。 

詳しくは[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B's Recorder GOLDS 
BASIC ] - [ DOC ] -[タスゲート]または[ユーザーズマニュアル]をクリックしてオン 
ラインマニュアルを参照してください。 
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DVD レコーダーなどで作成した DVD の再生について 


次のよラな制限びありまず。 

• ディスクの状態（記録品質、傷、巧れ、変形、コピープ□テクシヨン、作成に使用した 
DVD レコーダーやディスクのメーカーなど）によっては、正しく読み込み/再生びでさ 
ない場合びありまず。 

• DVD - RAM な外のディスクを再生するには、ファイナライズ(他の DVD プレーヤーなどで 
再生でさるよラにずる処理）びな、要です。ファイナライズの方法は、お使いの DVD レ 
コーダーの取扱説明書を参照して < ださい。 

• 次のディスクはコンピューターの管理者の権限でのみ再生でさます。 

• CPRM で録画された DVD ( DVD - RAM 、 DVD-R および DVD - RW ) 

• CPRM で録画したディスクを再生する場合： 今95ぺージ 

• 再生中または再生しよラとすると画面左上に [ CPRM コンテンツをスキップ]と表ちされ、 
画面びスキップすることびあります。コンピューターの管理者の権限で□グオンし、 
CPRM J 広張機能 （CPRM Pack ) プ□グラムを組み込んでください。 

「本機で使える DVD 」 （み77ぺーン） もご覧ください。 


オンラインヘルプの見かた 



も 

ープレイ一 
ィ オンスクリ-ンを示 
セット 7 ッ /... 

• 

、ル r... 

I 巧 じる 


WinDVD を起動した後に、次のどち5かの方法で見ることびできます。 

• WinDVD のコント□-ルパネル上の「？」をクリックずる。 

• WinDVD の画面上でちクリックし、[ヘルプ]をクリックする。 
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こんなとさは... 


♦最大化した ビデオの再生画面を元に戻したい 

• 画面上でダブルクリックしてください。 


♦音量を 調壁したい 


A 


Windows Media Player 10 

- インストールオプションの:' 

Wndw Media Player10 の巧面な S ミを巧更 


な"ル 

mpeg, .mpc, mpe,. 
tnivv .mp2, .面 pv2、. 
mp2v, もよ U mpa 化 
5^ 子ザ付いたファイルが 
含まれます。 


囚 Windows Media 才ーデ■けファイル 
囚 Windows Media ピテ'オファイルく wi 
囚 Windows Media フル hsf) 

回 Microsoft テレピ瑜函フ 7 イル Gdvr- 
区 DVD 巧寸 
囚音莫 CD の冉ち 
囚 MP3 才ーティオフ7イル （mp3) 

囚 Windows ピデオファイル (avi) 

囚 Windows 才ーディオファイル <wav) 
□ i ム ー£- ファみレ (inpei) I 


B 


パ7*— ス 


ブ巧イン プ示(ルンーむキユリティ I 乃伽桂さ自 

Windows Media Player を巧ミのブレー>一とする乃イル 

ファイルの柩目の 

囚 Wind 的' IS Media 才ーデ材ファイル (nma) 

囚咖 ndows Media ピテ：^ファイル Owmv) 

国 DVD ピデオ 

囚音姿 CD の再生 

囚州 ndows ビデオ TW ル (avi) 

Windows 才ーディオフ7イル (Wav) 

ム -£ 一 六イル (mpeg) 


;曲 


• WinDVD のコント□-ルパネルをお使いください。 

• WinDVD の起動中は、 WinDVD で調整した音量び優先されるため、 【 Rl 】 + 【 F 5】 / 
[ F 6] やタスクトレイのアイコンで音量を調整しても、一時停止や早送り、早戻し、 
チャプターの移動を行ったときに、 WinDVD で調整した音量に戻ることびありまず。 

• WinDVD で調整した音量やミュート設定は、 WinDVD を終了ずると元に戻ります。 

♦ WinDVD で MPEG ファイルを自動的に再生したい 

• コンピューターの管理者の権限で□グオンし、左の A 、 B どち5かの画面で「ムービー 
ファイル ( mpeg )」 のチェックマークをかしてください。 

A . Windows ® Media Player をはじめて起動したときに、設定画面のひとつとして表 
示されまず。 

チェックマークをかした後、[完了]をク U ックしてください。 

B . Windows ® Media Player を起動し、タイトルバーをダブルクリックして[ツール]- 
[オプション]-[ファイルの種類]をクリックすると表ちされまず。 

チェックマークをかした後、 [ OK ] をクリックしてください。 

お知5せ 


• 工場出荷時は WinDVD で MPEG ファイルを自動的に再生するように設定されていま 
す。 Windows ® Media Player を起動ずると設定び変更される場合びありまず。 
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♦ WinDVD で DVD - Video を自動的に再生したい 

• DVD - Video を CD / DVD ドライブにセットすると、 Windows び実行ずる動作の選択画面 
び表示されまず。 [ DVD ムービーの再生 （InterVideo WinDVD 使用） ] をクリックし、 
[常に選択した動作を行ラ]をク U ックしてチェックマークを付けて [0 K ] をク U ックし 
て < ださい。 

♦再生 中の画面をずぐに繰り返し再生したい 


• 再生ボタンの云ち印の中び►になっている場合、再生ボタンをクリックずると 

オートリピート機能び働いて繰り返し再生されます。通常の再生に戻す場合は、再 
度、再生ボタンをクリックしてください。 

通常巧生中 オートリピート中 または 

(オートリピートが可能な場合） オートリピートが不可能な場合の通常再生中 



• オートリピートは、一定時間再生を繰り返ず機能でず。繰り返す時間の長さは1秒、2 
秒、4秒、8秒か 5 選べます。才ートリピートの設定値を変更したい場合は 、 WinDVD 
の画面上でちクリックし、[リピート]をクリックしてメニューか 5 才ートリピートの 
設定値を選んで < ださい。 

♦画面の 色数を増やした5、メッセージび表示されて DVD び再生 
でをな<なつた 

• 画面の色数を減 5 して < ださい。 

• デスクトップ上でちクリックし、[プ□パティ]-[設定]-[詳細設定]- [ トラブルシュー 
ティ ング] をクリックして [ A - ドウエアアクセラ レータ] の値を最大に設定してくだ 
さい。 
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♦ DVD - Video を再生ずる師こ「リージョンコードの確認画面」び 
表示された 

• 「リージョンコードについて」 （今 84ぺ ージ） をご覧ください。 

♦一時的に コマ落ち（映像や音声び途切れる）び発生ずる 

• 動作環境や DVD-Video によっては、一時停止を解除した直後、一時的にコマ落ち（映 
像や音声び途切れる）び発生ずることびあります。 

♦滑らかに 再生できない 

• 動作環境や DVD - Video によっては、滑5かに再生できない、または早送り（タイムス 
トレッチ）時の音声び聞さ取りにくい場合びあります。 

次の手順で、設定を確認してください。 

① WinDVD の画面上でちクリックし、 [セッ ト アップ]- [ビデオ]をクリックする。 

② [八ードウ ェアデコードアクセラ レーション 使用]のチェック マー クを付けたり 
がしたりして、画面の再生状態を確認ずる。 

工場出荷時の設定ではチェックマークび付いています。チェックマークを付け 
るかがすかは、画面の再生状態に合わせてお選びください。 

• 次の場合、チェックマークを外してお使いになることをおすずめします。 

-省電力設定ユーティリティの[画面表示の省電力機能] (今 52ベー ソ） を 
有効に設定している場合 

-チェックマークを付けていてち、画面びち5つくなどして滑5かに再生で 
さない場合 

• 「八ードウェアカラーアクセラレーション使用」にはチェックマークを付け 
ないで < ださい。 

• 拡張デスクトップ使用中や、内部 LCD とが部ディスプレイの同時表をを行っている場 
合、画像やビデオび正しく表をされないことびあります。 

• WinDVDUm の DVD-Video ソフトウェアびインス! -- ルされた場合、画像やビデオび 
正しく表ちされないことびあります。 （今 94ペー シ） 
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♦再生 画面びかずれて白く飛んでいるよラに見える 



• [カラープリセット]を[カスタム]に設定してください。[カスタム拟州こ設定すると、 
再生画面びかずれて白く飛んでいるよラに見えます。 

([カラープリセッ h の設定画面は、 WinDVD の画面上でちクリックし、[セットアッ 
プ]-[ビデオ]をクリックずると表をされます。） 

WinDVD でのカラー設定は、 WinDVD のコント□-ルパネル上の一をクリックし、 
[カラー]をクリックして、サブパネル上で「明るさ」「コントラスト」「カラー」の設 
定を行ってください。 


♦バッ テリーでの駆動時間び短くなった 


• [デインターレース]を[才ート]に設定してください。[アドバンス]に設定していると、 
CPU の使用率び高くなり、バッテリーをよりをく消費します。 

([デインターレース]の設定は、 WinDVD のコント□-ルパネル上の一をクリック 
し、[ディスプレイ]をクリックしてサブパネル上で行いまず。） 


♦博 源の設定]に [Intervideo WinDVD ] と表示されている 

• WinDVD でビデオ再生中は、「電源オプションのプ□パティ」画面の[電源設定]び 
[Intervideo WinDVD] に切り替わりまず。再生を停止ずると元の設定に戻りまず。 


♦ WinDVD を削除してしまった 

• 次の手順に従ってインス I ルしてください。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンずる。 

② プ□ダクトリカバリー DVD-ROM を CD/DVD ドライブにセットする。 

③ [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 
rd:¥windvd¥setup.exej と入力して [OK] をクリックずる。 

な降、画面の指示に従って<ださい。 

「出」は CD の VD ドライブのドライブ文字です。コンピューターの使用状況に合わせて変更してく 
ださい。 
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• WinDVD に CPRM } 広張機能に PRM Pack ) プ□グラムを組み込んでご使用になって 
いた場合は、保巧しておいた CD - R などか 5 CPRM 拡張機能 （CPRM Pack ) プ□グラ 
ムをインス I ルし直してください。 


ヴポート情報 

• WinDVD び正常に動作しない場合、動作環境、オペレーシヨンについての疑問点 
びございました5、まずオンラインヘルプをよくお読みください。 

それでち解ミ夫しない場合は、インタービデオジャパン株式会社にお問い合わせく 
ださい。 （ A 318ぺ ーシ） 



CD/DVD にデータを書き込む （ B’s Recorder/ 

B’sCLiP を使ラ） t BACK 103 next -p 

本機には CD / DVD ライティングソフトウエアの B’s Recorder および B’s CUP びインス I 
ルされていまず。 

♦ B's Recorder / B's CUP を使ってできること 


でさること 

使用するソフト 

ここを見る 

• 音楽 CD 、 データ CD / DVD などを作成ずる 
• CD / DVD をコピーする 

B's Recorder 

今 106ぺージ 

• ディスクをフ□ッピーディスクと同じよ 
ラに使ラ 

B's CUP 

今 109ぺージ 

• 動画を使って DVD - Video を作成する 

B's Expert 

今 111ぺージ 

• 起動（ブート）巧能な CD / DVD を作る 

B's Recorder 

今 115ぺージ 


• B's Recorder および B’s CUP の詳しい使い方、その他の機能についてはオンラインヘルプ 
をご覧ください。 （今104ぺ ージ） 


Function Stage | 


な A 


[ ビデオ CD 


DVD-Video 


デジタルビデオカイラ 


どデオのま） 
ちのブニ; L ' 
してください, 


機能選択ボタン 


複製について 

• 映像-音楽などの著作物の複製は、個人的または家庭内で使用ずる L ソかは、著作権法 
上、権利ちにお断で使用でさません。 


♦便利な 機能：タスゲート 

• [機能選択]ボタンか5項目を選ぶだけで、 B’s Recorder でできるデータ書き込みと同等の 
書さ込みびでさるラウンチヤーでず。 

お知らせ 

• タスゲートか5は、書を込みに関する詳細な設定はでをません。詳細な設定をずる場 
合は、 B's Recorder で行ってください。 

• タスゲートの[機能還択]ボタンのラち、赤枠で囲まれた機能のみ使用でさまず。他の 
機能をご使用になる場合は B . H . A . のホームぺージ （今 318ぺ ーン） をご覧ください。 
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♦使用で をるディスク 


ディスクの仕様 

1回だけ書さ込み 

書さ込み/書さ換え/ 

対応ずるソフト 

可能 

消去可能 

B's Recorder / タスゲート 

CD - R 、 DVD - R、+R 

CD - RW 、 DVD - RAM 、 



DVD - RW、+RW 

B's CUP 

— 

CD - RW 、 DVD - RW *1、+ RW *1 


B's CUP で、 DVD レコーダーで作成された DVD - RW /+ RW デイスクの書さ込みおよび読み込みは 
でさません。 


オンラインヘルプの見かた 


♦B ■S Recorder 


B's Recorder 

タスゲート 

[ スタート]- [ ずべてのプログラム]- 
[ B ' H ' A ] - [ B's Recorder GOLDS BASIC ] - 
[ DOC ]-[ ユーザーズマニュアル ] をク U ッ 
クする。 

[ スタート]- [ ずべてのプログラム]- 
[ B . H . A ] - [ B's Recorder GOLDS BASIC ] - 
[ DOC ]-[ タスゲート]をクリックする。 


♦ B's CUP 

[ スター ト]- [ ずべ ての プ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B's CUP ]-[ ユーザーズマニュアル] をク 
リックずる。 
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使用上のお願い 


♦が 付けの CD / DVD ドライブを取り付けているとき 

• 外付けの CD / DVD ドライブのディスクに B's Recorder / B's CLiP で書き込みを行っている 
とさは、本機の CD / DVD ドライブの電源をオフにしないでください。オフにずるとが付 
けの CD / DVD ドライブび停止するなど、トラブルの原因になります。 


♦B ■S Recorder 

• B's Recorder で記録した DVD - RAM は、読み込み専用になりまず。 

—度 B's Recorder で書き込んだ DVD - RAM ディスクを B's RecorderL ソ外で書き込める 
ようにずるには、物理フォーマットび必要でず。 （今87ベー ン） 

• Windows を□グオフする前に、必ず B's Recorder を終了してください。 

B’s Recorder び起動できなくなる場合びあります。起動できなくなった場合は、コン 
ピューターを再起動してください。 


♦ B'S CUP 


• ユーザーの簡易切り曾え機能を使用しないで < ださい。 


切り替え後、画面ち下のタスクトレイに 


または 


U 


び表示されず、 


B's CUP び使用で 


さなくなります。その場合は、ずべてのユーザーを□グオフした後、使用したいユーザー 
で □グオンして < ださい。 

• Windows のコピー中の表示び消えた後でち、ディスクへの書を込み/読み出し直後は 
ディスクの取り出しを行わないでください。 

• タスクトレイに^び表示されている場合は、スタンバイ、休止状態（システムスタンパ‘ 
イ、システム休止状態を含む）にずることびでさません。あ5かじめディスクを取り出 
しておいて < ださい。 
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B's Recorder/ タスゲートで CD/DVD にデータを書き込む 


• CD / DVD ドライブの電源びオンであることを確認してください。 


園 

B's Recorder 
GOLD 日 


♦ B's Recorder を使う 


起動する。 




.デスクトツプの B,Sq 端 der をタブルクリックしてくださし、。 


または、 [ スタート]- [ ずべてのプ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B'S Recorder GOLDS 
BASIC ] - [ B's Recorder GOLDS ] をク U ックしてく ださい。 



メイン画面 




補助メニュ ー 


CD/DVD に データを 書さ込む。 

• ネ甫助メニューを使ラ場合 

① メイン画面の[ファイル]-[補助メニュー ] をクリックする。 

補助 メニ ューび表示されまず。 

② 目的に合わせて[データ CD / DVD ]、 [音楽 CD ] などをクリックし、画面に従って 



操作します。 

メイン画面を使ラ場合（一例) 


①書さ込むファイルを 
ドラッグ&ド□ップする。 


⑨[書込み]をクリックする。 


LU 降、画面の指示に従って操作して<ださい。 
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• 書さ込みび終了ずると、 CD / DVD ドライブのディスクカバーび自動的に開きま 
す。 

次の手順でディスクカバーび自動的に開かないよラにすることちでさまず。（た 
だし、書き込み終了後に [ OK ] をクリックした場合は、設定にかかわ5ずディス 
クカバーび開さます。） 

① メイン画面の[ファイル]- [ ドライブ設定]-[選択]をクリックする。 

「環境設定のプ□パティ」画面び表示されます。 

② [書さ込み直後に、メディアをイジェクトする]をクリックしてチェックマークを 
かし、 [ OK ] をクリックずる。 


♦タス ゲートを使ラ 



起動する。 

• デスクトップの 


タスザート 


をダブルクリックして<ださい。 


または、 [ スタート]- [ ずべてのプ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B's Recorder GOLDS 
BAS に]- [ タスゲート]をクリックしてください。 





CD/DVD に データを 書さ込む。 

画面の指をに従って操作して<ださい。 

• 次の手順はデータ CD / DVD 作成の例でず。 

① [Function Stage ] を - 

クリックする。 _ 


⑨[作成]をクリックする。 


③[データ CD / DVD ] を 
クリックする。 
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④書さ込むファイルを 

ドラッグ&ド□ップする。 

⑥[開始]をクリックする。 


L ソ降、画面の指ちに従って操作してください。 
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B*s CUP で CD/DVD にデータを書き込む 


• 使用でさるディスクを確認してください。 （今 104ぺ ージ） 

• B's CUP はコンピューターの起動と同時に起動し、画面ち下のタスクトレイに 「 B’s CUP 
アイコン」（次のいずれか）び表ちされます。 



: CD / DVD ドライブの電源びオンで、ディスクび入っていない場合もしくは B’s CUP 


じ(かで フォー マットしたディスクび入っている場合 
重^: CD / DVD ドライブの電源びオンで、 B's CUP で フオー マットしたディスクび入つ 

ている場合 


[!1 : CD / DVD ドライブの電源びオフの場合 

• B’s CUP でデータを書 さ 込むには、 B’s CUP で フォーマツ トされたディスクをお使いくだ 

さい。_ (今 110ぺ ーン） 



書さ込むファイルを準備する。 




B'S CLiP でフオーマツトされたディスクをセツトする。 



( A ) 




• 左のよラな画面び表示されまず。 

• B’s CUP で フォー マットされていないディスクの場合、左のよラな画面び表ち 

されず、画面ち下のタスクトレイに i 画び表おされまず。「ディスクをフォー 
マットする」の手順に従ってフォーマットしてください。 

(今 110ペー シ） 

• 〇び表示されているのに左のよラな画面び出ない場合は、[スタート]-[マイ 
コンピュータ]をクリックし、 CD / DVD ドライブをクリックしてください。 

エクスプローラ ーな どを使って、書さ込むファイルを左の画面 （ A ) 
にドラッグ&ドロップする。 
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♦ディスクを フォーマットずる 

• 新しいディスクをフォーマットずる場合 

① CD/DVD ドライブにディスクをセットずる。 （今 90 ぺージ） 

• fB . H.A Blank Disc Launched 画面び表ちされます。 

② [ CD/DVD を FD や MO のように使う]をクリックする。 

③ 画面に 従って ディスクを フォーマッ トずる。 

• すでに書さ込まれているディスクを新たにフォーマットする場合 

① CD/DVD ドライブにディスクをセットずる。 （今 90 ぺージ） 

感 画面ち下のタスクトレイの〇または重をちクリックし、 口才ーマッ ト]をク 
リックする。 

• フオー マット終了後は、 B’s CUP で書を込みび可能になりまず。 

お知らせ 


• DVD - RW/+RW ディスクは UDF 1.5/ UDF 2.0/ UDF 2.01 形式でフォーマットすることび 
巧能です。ただしここで作成した UDF 2.0 のディスクは、 DVD レコーダーで使用ずる 
ことびでをません。 

• +RW ディスクのフォーマットは、見かけ上短時間で終了しまずび、実際は未フォー 
マット部分を自動的にフォーマットずる バックグラウンドフォーマット が働いてい 
ます。そのため CD/DVD ドライブ状態表示ランプび点滅しまず。バックグラウンド 
フォーマット中に限り、点滅中でもディスクの取り出しは巧能です。ディスクを取 
り出ず場合や、バックグラウンドフォーマット中に本機を持ち運ぶ場合は、ディス 
クを取り出してください。 

-取り出したディスクの フォー マットび完了していなかった場合、ディスクをドライ 
ブに戻すとバックグラウンド フォー マットび再開されまず。バックグラウンド 
フォー マットは、 フォー マットび完了するまで続さまず。 

-バックグラウンドフォーマット中でち、ディスクへの書さ込み/読み出しは巧能で 
す。 
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DVD-Video を作成する 


タスゲートか5 DVD - Video 才ーヴリングソフトである B's DVD Expert を起動ずることで 
DVD - Video び作成でをまず。 

• このソフトには動画の編集機能はありません。 



お願い 

• 作成時は、 B’s DVD Expert ながのアプリケーシヨンソフトはすべて閉じてください。 
• DVD - Video の作成状態によっては、滑5かに再生できない場合びあります。 


□ 

クスザート 



DVD - Video に書き込む動画ファイルを準備する。 

• 動画ファイルを八ードディスクにコピーした0、動画ファイルび保存されてい 
る SD メモリーカードをセツトするなど、ファイルを準備しまず。 

• AVI 形式、 MPEG 1 形式、 MPEG 2 形式、 WMV 形式の動画ファイルが使用できます。 




タスゲートを起動する。 

CD / DVD ドライブの電源びオンであることを確認し、次のどち5かの方法で起動 
して < ださい。 

• デスクトップの aJ をダブルクリックずる。 

妨ザ—卜 

•[ スタート]- [ ずべてのプ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B's Recorder GOLDS BAS に]- 
[ タスゲート]をクリックする。 
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可3 


CD / DVD ドライブに DVD - R 、 DVD - RW *1 または + R *1、+ RW *1 デイス 


作成 Function Stage WDEO 


- S け〜 II Con け n け S1 巧《 | Nfivigallon 

.1，" ■ 

も 

5 i 脫 巧 

■■ パ V ク 7 .■ブ ■» 

1 


左の；*二 1. 
て（けい。 


—れら- けがしモいブデ ■< アをぷ W し 


BHA 


DVD-Video 

DVD-Video 
ビデオ 


Contents Staae 


f GOG 



Function stage 

1 . , :i— 。6 I N か。 aliort s 巧が 


巧 c 


. な ’ 

Cs C| 

» 正* + の™ 


- fUS 山ビ宁 》 占 <5 


E? 才の:舌用。 
ちの;*ニューから- 
し[巧な、 


1；デホこ聞？5巧《?苗析 


BHA 



ファイルか5 


クをセットする。 

• 未使用のディスクをお使いください。 

書さ込み済みのディスクをセットすると、作成中に「ブランクメディアをセッ 
卜してください」といラメッセージび表ちされ、作成でさません。 
DVD - RVV /+ R /+ RVV ディスクを使用してち、 - VR /+ VR モードでは作成されません。 DVD - Video モー 
ドで作成されます。 DVD プレーヤーで再生する場合は、 DVD - R をお使いください。作成したディ 
スクは、 DVD プレーヤーの性能により再生でさない場合があります。 


4 次のどちらかの方法で B's DVD Expert を起動する。 

• [Function Stage ] - [ 作成]- [ VIDEO ] - [ DVD - Video ] をクリックする。 

• [Contents Stage ]-[ ビデオ]- [ DVD - Video ] をクリックずる。 

[DVD Expert ウイザード]画面び表おされまず。 

この機能び含まれていませんというようなメッセージび表ちされた場合は、次の操 
作を行ってください。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンずる。 

② プ□ダクトリカバリー DVD-ROM を CD/DVD ドライブにセットする。 

③ [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックして、 
rd :¥ bha ¥ dvdkit ¥ bsdvdkit 8 .exej っと入力して [ OK ] をクリックずる。 

L ソ降、画面の指示に従って<ださい。 

• r 選択したアプリケーシヨン、およびすベてのコンポーネントを完全に削除しま 
すか？」と表ちされた場合は、[はい]をクリックして画面に従って削除した後、 
再度手順 ③ を行って < ださい。 

つ 「 d :」 は CD / DVD ドライブのドライブ文字です。コンピューターの使用状況に合わせて変更してく 
ださい。 


可5 


(ウイヴード形式で作成する場合 ） [DVD Expert ウイヴード]の [ファ 
イルから]をク U ツクする。 
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• ウイザードを使用しない場合は、[キャンセル]を還んでください。 

• [ライブキャプチャ]をお使いになる場合は別添ビデオキャプチャーカード（本 
機にはこの機能はありません）び必要でず。 

• [DVD Expert ウイザード]は [ B's DVD Expert ] 画面左上の告'をクリックして 

ち起動でさます。 



[追加]をク U ックする。 


追加 



開< 




「ファイルを開く」画面で、動画ファイルをク U ックし、隅く]をク 
U ックする。 

• 動画ファイルびアイテムデータとして登録されます。 

• この手順を繰り返して、ずべての動画ファイルをアイテムデータとして登録し 
まず。登録し終わった5 [次へ]をクリックしまず。 




似降、画面の指示に従ってレイアウトや背景を設定する。 


• [ DVD / VCD の出力先を指定してください]の画面で、出力先を rd:MATSHITA 
DVD-RAM UJ - XXX 」 にすると、ディスクに書き込まれまず。「八ードディス 
ク」にすると、指定したフオルダーに保存されます。 


*1 


rd : J は CD / DVD ドライブのドライブ文字です。コンピューターの使用状況に合わせて変更してく 
ださい。 
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A 




設定び終了した 5 [終了]をク U ックする。 

DVD - Video の作成び始まります。 

• [編集]をクリックすると左の画面でレイアウトなどを変更することびでさます。 

変更後、画面も下の じ J ( A ) をクリックすると、 DVD - Video の作成び始まりま 
す。 

• 作成したディスクは、書さ換えでさない形式となるため、 DVD レコーダーで 
ファイナライズの解除や追加/編集をずることはでさません。 

• MPEG 2 に再エンコードされますので、ファイルによっては作成に時間びかか 
ります。 （ MPEG 2 規格に準拠したファイルの場合は、再エンコードされませ 
ん。） 

• 作成び終了ずると、 「 DVD データび正常に作成されました。」と表示され、ディ 
スクカパーび開さます。 


書き込み時に使用する作業用フオルダーを変更する 


ディスクに書を込めないときは、作業用フオルダー詹を込み時に一時的に使用ずるフオル 
ダー）に十分な空き領域びない場合びあります。（八ードディスクドライブを2つ ULh に分 
割して C ドライブのサイズびルさい場合など） 

次の手順で、空さ領域び十分にある別のフオルダーを指定してください。 

① B's Recorder を起動し、[環境設定]をクリックする。 

② [環境設定]をクリックし、[作業用フオルダ]で空さ領域び大さいフオルダーを選 
択する。 

③ [0 K ] をクリックする。 
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B’s Recorder を使用して起動（ブ ート） 可能な CD/DVD を作成する 


次の手順で、 CD/DVD ドライブか5システムを起動（ブート）できる CD または DVD を作 
成でさます。 

詳しくは、 B's Recorder のオンラインヘルプをご覧ください。 



B's Recorder を起動する。 

次のどち5かの方法で起動してください。 

n 

• デスクトツプの B 。。 说 f ’ をダブルクリツクする。 

•[ スタート]- [ ずべてのプ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B'S Recorder GOLDS BASIC ] - 
[ B's Recorder GOLDS ] をクリツクする。 




CD / DVD ドライブにディスクをセットする。 

• 未使用のディスクをお使いください。 

書さ込み済みのディスクをセットずると、作成中に「ブランクメディアをセッ 
卜してください」というメッセージび表示され、作成でをません。 



己 A 


可3 


起動（ブート）に使用するデータをデータウ エル （ A ) に登録する。 
• 起動（ブート）に使用ずるデータを画面上段に配置されたファイルブラウザか 
5データウエルにドラッグ&ド□ップで登録してください。または、エクスプ 
□-ラーか5ドラッグ&ド□ップして<ださい。 


▼4 


[トラックの種類] ( B : トラックウエル）にある [01 データ 


( ModeX ) ]*1をダブルク U ックする。 

[01 データ ( Model )] または [01 データ ( Mode 2)] が表示されます。 
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可5 


「トラックのプロパティ」画面で[トラック情報]をク U ックし、[ブー 
タブル CD / DVD ] の項目で[ミ凡用的な起動ディスクイメージより作成] 
をク U ックする。 


て 


[ OK ] をク U ックし、[書込み]をク U ックする。 


♦ B's Recorder で使用ずる起動デイスクイメージの変更方法 




B's Recorder を起動し廣示]-[容量表示設定]-[起動ディスク]をク 
U ックする。 




[ フロッピーディスクイメージの管理]で必要な起動ディスクイメー 
ジを選んで [ OK ] をク U ックする。 


お知5せ 


• 工場出荷時は、本機で起動巧能なイメージび設定されています。 

• 起動デイスクイメージは、 rc:¥Program Files ¥ B's Recorder GOLD 8 J フオルダーに保 
巧されていまず。 


♦起動 ディスクイメージについて 

本機で用意されている B’s Recorder で使用可能な起動ディスクイメージは、次の6種類で 
す。必要に応じて使用してください。 
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(1) BSD 0 S 1 .BIN :本機で起動（ブート）可能なイメージ （ B ’ s リストアプ□グラム無し） 

(2) BSD 0 S 2 .BIN :本機で起動（ブート）可能なイメージ （ B ’ s リストアプ□グラム有り） 

(3) BSD 0 S 3 .BIN :本機および ATAPI ( IDE ) で接続されたドライブで起動（ブート）可能 
なイメージ （ B ’ s リストアプ□グラム無し） 

(4) BSD 0 S 4 .BIN :本機および ATAPI ( IDE ) で接続されたドライブで起動（ブート）可能 
なイメージ （ B ’ s リストアプ□グラム有り） 

(5) BSD 0 S 5 .BIN : ATARI ( IDE ) で接続されたドライブで起動（ブート）可能なイメージ 
( B ' s リストアプ□グラム無し） 

(6) BSD 0 S 6 .BIN : ATARI ( IDE ) で接続されたドライブで起動（ブート）可能なイメージ 
( B ' s リストアプ□グラム有り） 

お知5せ 

• 起動ディスクイメージ （1)(2) は、本機専用の起動ディスクイメージです。（内蔵 
CD / DVD ドライブを認識するための KMEUSB . SYS び組み込まれていまず。） 

工場出荷時は、 （1)(2) び選択されています。 

• 起動ディスクイメージ （3) (4) で作成したディスクを使って起動（ブート）すると、 
次のいずれかのエラーメッセージび表おされますび、問題はありません。 

- <本機で起動（ブート）ずる場合> 

Not found CD-ROM !! 

Check CD-ROM power and IDE cable . 

CD-ROM drive is not available . 

• く ATAPI ( IDE ) のドライブが接続されたコンピユーターで起動（ブート）する場合 > 
CD-ROM Drive is not ready , aborting installation . 

• 起動ディスクイメージ （5) (6) で作成したディスクでは、本機は起動（ブート）で 
さません。 

• CF - W 2 シリーズまたは CF - Y 2 シリーズと起動ディスクを共用したい場合は、起動ディ 
スクイメージ （3) または （4) を選択してください。 

• (2) (4) (6) のイメージは、 B’s Recorder の 「 HDD バックアップ」機能で使用され 
るイメージでず。 
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こんなとさは... 


♦画面ち 下のタスクトレイに U び表示されているときにデイス 
クを取り出したい 


• ^をちクリックして、[取り出し]をクリックしてください。 

その他の方法でディスクを取り出さないでください。 

♦ B's cup でディスクに書き込めない 

• 次の手順で Windows の書さ込み機能を無効にしてください。 

(お買い上げ時は、 Windows の書き込み機能を無効にして B’s CUP び使えるように設定 
されています。） 

① [スタート]-[マイコンピュータ]をクリックする。 

② CD / DVD ドライブをもクリックしてヴ□パティ ] をクリックする。 

③ [書さ込み]をクリックし、[このドライブで CD 書き込みを有効にずる]のチェック 
マークをかして、 [ OK ] をクリックずる。 

♦ B'S CLiP を使わない場合など B's CUP を無効にしたい 

• 次の手順に従って設定してください。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンずる。 

② [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B's CUP ] - [ B's Config ] をクリック 
する。 

③ [システム設讶で [ B’s CUP を無効にずる]にチ王ックマークを付け、 [0 K ] をク 
リックする。 

④ 再起動するかどラかのメッセージび表をされた5、[はい]をクリックずる。 

• 再度 B’s CUP を使いたいときは上記手順③で [ B’s CUP を無効にする]のチェックマー 
クをかして [0 K ] をクリックし、再起動してください。 
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令 BACK 119 NEXT で 

♦ re's Recorded .「 B ' sCLiP 」 を削除してしまった 

• 次の手順でインス!ルしてください。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンずる。 

② プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を CD / DVD ドライブにセットする。 

③ [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックして、 
rd :¥ bha ¥ setup . exe 」 ’1と入力して [ OK ] をクリックずる。 

な降、画面の指示に従って<ださい。 

• インス!ル操作の間に、シリアル番号を入力する指ちびありまず。付属 
の『取扱説明書』に D / DVD ドライブ」に記載のシリアル番号を入力してく 
ださい。 

• 再起動を促ずメッセージび表ちされた5、プ□ダクトリカバリー DVD-ROM 
を取り出さずに再起動してください。 

④ B's Recorder をインス!ルしているときのみ、再起動を、[スタート]-[ファ 
イル名を指定して実行]をクリックして、 rcl :¥ bha ¥ update ¥ bsupdate.exej と 
入力して [0 K ] をクリックずる。 

-使用許諾契約を読み、[はい]をクリックしてください。 

• 「展開先フォルダ」画面では、 [0 K ] をクリックしてください。 

- r 上書きしまずか？」では、[はい]をクリックしてください。 
rd:J は CD の VD ドライブのドライブ文字です。コンピューターの使用状況に合わせて変更してく 
ださい。 


ヴポート情報 
• ユーザー登録について 

次の手順でユーザー登録びでをます。 

① インターネットに接続できる状態で、 B'S Recorder を起動ずる。 

感 [ヘルス-[関連サイト情報]-[オンラインユーザー登録]をクリックする。 
L ソ降、画面の指ちに従ってください。 

• B's Recorder および B's CUP び正常に動作しない場合、動作潰境、オペレーシヨン 
についての疑問点びございました5、まずオンラインヘルプをよくお読みくださ 
し)。それでち解ミ夫しない場合は、株式会社ビー-エイチ-王一にお問い合わせく 
ださい。 （今318ぺージ） 





VR モードで DVD-RAM を編集する （ MovieAlbum を使う） 

ホ‘ BACK 120 NEXT ホ 

「 MovieAlbum 」 は、 DVD レコーダーを使って VR (Video Recording ) モードで記録された 
DVD - RAM を編集/再生したり、 VR モードで DVD - RAM を作成ずることのできるソフトウェ 
アです。 

. DVD - RAM レコーダー/プレーヤーで再生可能なディスクの作成 
• VR モードで DVD - RAM に記録された映像の再生や不要部分の削除などの編集機能 
-プレイリストの作成やタイトル名の入力 
など 


DVD - RAM 対応の 



•「 MovieAlbum 」 について詳しくは、 「 MovieAlbum 」 のオンラインマニュアルをご覧くだ 
さい。 （今121ぺージ） 

取り込み可能なファイルフォーマットについては、 「 MovieAlbum 」 のオンラインマニュ 
アルの r 特長：記録機能」をご覧ください。 


複製について 

• 映像-音楽などの著作物の複製は、個人的または家庭内で使用ずる L ソかは、著作 
権法上、権利ちに無断で使用でさません。 





















VR モードで DVD-RAM を編集する （ MovieAlbum を使う） 

争 BACK 121 NEXT す 


オンラインマニュアルの見かた 


次のどち 5 かの方法で見ることびでさます。 

•「 MovieAlbum 」 を起動していないとき 

[ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ DVD - MovieAlbumSE ] - [ 取扱説明 
書]をクリックする。 

•「 MovieAlbum 」 を起動しているとき 

画面ち上の「?」をクリックし、 [ DVD - MovieAlbum の マニュアル] をクリックする。 


起動のしかた 


お願い 


• DVD - RAM のディスクをセツトして認識された後、 MovieAlbum を起動してくださし、 
また、そのディスクのフオルダーび表ちされているとをは、フオルダーを閉じてか 5 
起動してください。 

• UDF 2.0 でフオーマットされた DVD - RAM のみ使用できます 。 （A 85ぺージ） 



コンピューターの管理者の権限でログオンする。 




UDF 2.0 形式でフォーマツト済みまたは記録済みの DVD - RAM ディス 
クを CD / DVD ドライブにセツトする。 

ディスクをセツトして、エクスプ□-ラーび開いたり、使用ずるプ□グラムを選択 
する画面び表ちされた場合は、これ 5 の画面を閉じてください。 







VR モードで DVD-RAM を編集する （ MovieAlbum を使う） 

ホ BACK 122 NEXT で 


DVD-MovieAl 

bumSE 


可3 


なのどちらかの方法で起動する。 


• デスクトップの DVD-MovieAl をダブルクリックずる。 

•[ スタート]- [ すべてのプ□グラム ]- [Panason 句- [ DVD - MovieAlbumSE ] - 
[ DVD - MovieAlbumSE ] をクリックずる。 
rMovieAlbumJ の画面び表示されまず。 

使い方について詳しくは、 「 MovieAlbum 」 のオンラインマニュアルをご覧くださ 
い。 （今121ぺージ） 



♦ディスクを 取り出ずには 


停止または一時停止中に MovieAlbum 画面上の=をクリックしてください。ドライブ電 
源/才ープンスイッチをスライドしても、ディスクは取り出せません。 


♦終了ず るには 

•画面ち下の 「X >7 をクリックします。 






VR モードで DVD-RAM を編集する （ MovieAlbum を使う） 

争 BACK 123 NEXT す 


使用上のお知5せ 


• 本機に内蔵の CD / DVD ドライブは USB 接続です。 

• ビデオキャプチャー機能には対応していません。 

• ドルビーデジタル音声での切り出し機能には対応していません。 

• CPRM で録画された映像には対応していません。 

•「 MovieAlbum 」 を起動しているとさは、次のことを行わないでください。 

-ユーザーの簡易切り替え機能を使用する 
-画面の解像度/色数を変更ずる 
• CD / DVD ドライブの電源を切る 
•「 MovieAlbum 」 を削除してしまったとを 
次の手順でインス I ルしてください。 

① コンピューターの管理者の権限で□グオンずる。 

③ プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を CD / DVD ドライブにセットする。 

③ [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックして、 
rd :¥ dvdmalnn ¥ setup.exej と入力して [0 K ] をクリックする。 

L ソ降、画面の指をに従ってください。 

rd : J は CD の VD ドライブのドライブ文字です。コンピューターの使用状況に合わせて変更してく 
ださい。 


ヴポート情報 

• MovieAlbum び正常に動作しない場合、動作環境、オペレーシヨンについての疑問 
点びございました！5、まず 「 MovieAlbum 」 のオンラインマニュアル （今121ペー 
ン） をよくお読みください。それでも解ミ夫しない場合は、ご相談窓□にお問い合 
わせ < ださい。 





PC 力ードをほう 

ホ BACK 124 NEXT 卡 

PC Card Standard 規格に準拠した PC 力ードを使うことにより、通信機能を活用したり SCSI 
機器などの周辺機器を接続することびでをます。 

力ードは厚みによってタイプ I (3.3 mm )、 タイプ n (5.0 mm )、 タイプの （10.5 mm ) の3 
つのタイプびあります。本機で取り付けることびできるのは、タイプ I またはタイプ n の力一 
ドです。 


お願い 


• PC カードの定格を確認して、動作電流びカードス□ットの許容電流を超えないよラ 
にしてください。許容電流を超えると、故障の原因になります。 

許容電流一 3.3 V : 400 mA 、 5 V ： 400 mA 

• SRAM 力ード、 FLASH 力ード （ ATA インターフェイスを除く）、 ZV 力ードおよび動作 
電圧び12 V の力ードは使用できません。 

• PC 力ードの取り付け/取り出しを繰り返していると、力ードによっては、認識され 
なくなることびあります。この場合、コンピューターを再起動してください。 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームした後にコンピューターび動作しなくなったと 
きは、 PC 力ードを取り出し、取り付け直してください。それでも動作しない場合は、 
コンピューターを再起動して<ださい。 


PC 力ードを ffi 5 


ホ BACK 125 NEXT 卡 


PC カードの取り付け/取り出し 


取り付ける 



カードの表を上にして、しっかりと奥まで挿し込む。 

取り付けち法については、 PC 力ードに付属の取扱説明書をお読みください。 



お願い 


• 周辺機器を接続するタイプの PC 力ード （ SCS し IEEE 1394 など）を使う場合は、次 
の手順で取り付けてください。（一例） 

① 力ードに周辺機器を接続ずる。 

③ 周辺機器の電源を入れる。 

③ 力ードをしっかりと奥まで挿し込む。 

• 力ードび入りにくい場合は、無理に挿し込まないでください。また力ードの形状によっ 
ては、装着後、外にちき出たままになるものもあります。無理に巧さないようま意し 
てください。 PC 力ードス□ットび破損したり、力ードび取り出せなくなったりします。 
• 本機を持ち運ぶとさは、本機か5ちさ出た PC 力ードは取り出してください。 








PC 力ードを ffi 5 


ホ BACK 126 NEXT 卡 


取り出ず 


お願い 


• スタンバイ•休止状態のとさ、 PC 力ードを取り出さないでください。 

• SCSI 力ードを使って八ードディスクを接続している場合など、 PC 力ードや F>C 力ード 
に接続した機器の状態によっては停止処理び正常に完了しないことびあります。この 
場合は、[スターりメニューを使って電源を切ってか5力ードを取り出してください。 




九ー ドの停止処理を行ラ。 

(コンピユーター本体の電源を切つた状態で取り出す場合、この手順は不要です。） 

① 画面ち下のタスクトレイの「八ードウエア取り外しアイコン」 @ をダブルク 
リックし、取り出す力ードをクリックして、[停止]をクリックする。 

② 「八ードウエアデバイスの停止」画面で [0K] をクリックする。 



ス 


取り出しボタン （B) の巧れ巧びり部分を起こす。 

取り出しボタン （B) を押し、そのままカードを引さ出す。 












SD メモリーカードをほう 

辛 BACK 127 NEXT 卡 

本機の SD メモリーカードス□ットは 、 SD メモリーカード専用でず。（セキュア対応（著作 
権保護機能付さ)） 

• mini SD メモ U - 力ードについて 

おず専用の mini SD メモリーカードアダプターに装着し、アダプターごと抜さ挿ししてく 
ださい。ス□ット内にアダプターを残さないでください。 

• マルチメディアカードについて 

本機では対応していませんので、取り付けないでください。 

ご利用になる場合は、マルチメディアカードに対応した別売りの PC 力ードアダプター 
または USB リーダーライターなどび必要です。 



♦活用 方法 

• ファイルなどを保をずる。 

• SD メモリーカードの力ードス□ット搭載機器（デジタルビデオカメラ、デジタルスチル 
カメラなど）とのデータの交換に使ラ。 

• 音楽データを書さ込み（チェックアウト）、別売りの SD オーディオプレーヤーで聞く。 

• パスワード入力の代わりに使う。 （今 133 ぺージ） 

お知5せ 


• SD メモリーカードは、インターネットなどのコンテンツ配信ヴービスに対応してい 
ます。（セキュア対応（著作権保護機能付さ)） 

• 別売りのアプリケーシヨンソフトに D - Jukebox 」 で音楽データを録音した SD メモ 
リーカードをコンピューターにセットしても、直接再生ずることはでさません。詳し 
くはに D - Jukebox 」 の説明書をご覧ください。 


♦SD メモリーカードのドライブ文字について 

• ドライブ文字を変更または固定することはでさません。はじめて認識されたとさに空い 
ている最初のドライブ文字に割り当て5れまず。 




SD メモリーカードを ffi 5 


BACK 128 NEXT 卡 

• ドライブ文字とは Windows び記憶装置（ドライブ)に割り当てる A か 5 Z までのアルファ 
ベット1文字です。 

♦フ ォーマットについて 

• 市販の SD メモリーカードはフォーマット済みですび、再フォーマットする場合は、 SD メ 
モリーカードフォーマットソフトウエアを次のホームぺージか5ダウン□-ドしてお使 
いください。 Windows の「フォーマット」は使わないでください。互換性、性能などで 
問題び生じる場合びあります。 

ノ'ドレ乂： http :// panasonic . jp / support / audio / sd / download / sd _ formatter.html 
(2005 年12月1日現在） 

• オーディオプレーヤーやデジタルカメラなど、コンピューターじ I がの周辺機器で SD メモ 
リーカードを使ラ場合は、周辺機器を 使って SD メモリーカードを フォーマッ トしてくだ 
さい。詳し<は周辺機器の説明書をご覧<ださい。 

♦転送 速度について 

• 本機の SD メモリーカードス□ットによる転送速度は 8 MB/ 秒’ 1 です。高速な転送速度に対 
応した SD メモリーカードをお使いの場合でち転送速度は 8 MB/ 秒‘ 1 になりまず。 

理論値であり、実効速度とは異なります。 

♦取り扱い 上および保管上のお願い 

• 次のことをしないでください。 

-分解や改造 

-強い衝撃を与える、曲げる、落とす、水にめ5す 
-金属端子部を手や金属で触れる 

-貼5れているラベルをはがす、新たにラベルやシールを貼る 
• 次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び高くなるところ（閉めさった車内や直射日光の当たるところなど） 

-湿度の高いところまたはほこりのをいところ 
-腐食性のガスなどび発生するところ 


SD メモリーカードを ffi 5 



BACK 129 NEXT 卡 

♦Windows の□グオン時/スタンバイ • 休止状態か5のリジュー 
ム時 

• Windows の□グオン画面またはデスクトップ画面び表示されるまで 、 SD メモリーカード 
をおさ挿ししないでください。 

• スタンバイ’休止状態か5リジュームした後、約30秒間は SD メモリーカードにアクセス 
しないで < ださい。 

♦データを 保護ずるために 

• 力ードの書き込み禁止スイッチ （ A ) を 「 LOCK 」 にします。新たにファイルの保を/編 
集/録音（チェックアウト）をするとさは解除してください。 

• 大切なデータは他のメディアにちバックアップをとっておくことをおすずめします。 
お客様の記録されたデータの損失な5びにその他の直接、間接の障害につさましては、当 
社は一切の責任を負いかねますので、あ5かじめご了承ください。 

• 廃棄するとさは、個人データなどの流出を防ぐために金おなどで物理的に破壊すること 
をおすすめします。 

•「SD メモリーカードの取り付け/取り出し」のお願いもご覧ください。 （今131ぺージ） 








SD メモリーカードを ffi5 


か BACK 130 NEXT 卡 


SD メモリーカードの取り付け/取り出し 


取り付ける 


お願い 


• 力ードは向をに注意してセツトしてください。間違った方向にセツトずると故障の原 
因になります。 




力ードの表を上にして、_角び欠けた方からしっかりと挿し込む。 





Windows び実行する動作をク U ックして選び、操作を進める。 

• 左の画面は一例です。画面び表示されないときは 、 rsD メモリーカードを挿し 
込んでち、動作を選ぶ画面び表示されない」をご覧< ださい。 （今304ペー シ） 
• [マイコンピュータ]に rsD 記憶装置デバイス」び表示されます。 




















SD メモリーカードを ffi 5 


令 BACK 131 NEXT 卡 

取り出ず 


お願い 


• 取り出すとさは、必ず力ードの停止処理を行ってください。 

• 次の場合、カードを取り出さないでください。大切なデータび壊れたり、次回取り付 
けたとをに正し<アクセスでをないことびあります。 

-スタンバイ-休止状態のとさ 
• SD メモリーカードか5ファイルを開いているとさ 
ファイルを閉じてか5取り出してください。 

-データの読み出し中や書さ込み中 
-書を込みなどの操作の直後 
しば5く断続的にアクセスずることびあります。 




SD メモ U — カード状態表示ランプ画び完全に消えていることを確 
認する。 

• SD メモリーカードによるセキュリティ機能を設定しているとき、画び点滅し 
ていても取り出せる場合びあります。 （今143ベー ン） 


SD 




SD メモ U —力ードの停止処理を行ラ。 


(コンピューター本体の電源を切つた状態で取り出す場合、この手順は不要です。） 

① 画面ち下のタスクトレイの r 八ードウエア取り外しアイコン」 苗 J をダブルク 
リックする。 

@ 「Secure Digital Storage Device 」 をクリックして、[停止]をクリックする。 

感 「八ードウエアデバイスの停止」画面で [0 K ] をクリックする。 







SD メモリーカードを ffi 5 


か BACK 132 NEXT 卡 



カードを押すと、カードびかし出てくるのでそのまま取り出す。 

•挿し込んだ状態か5無理に取り出すと故障の原因になります。 

• 保管するとさは、必ずケースに収納してください。 


SD ゾモ u —カードによるセキユ u テイ機能 

イ r BACK 133 NEXT 卡 

SD メモリーカードによるセキュリテイ機能を設定すると… 

• パスワードを入力せずに、コンピューターを起動したり、 Windows に□グオンできまず。 
• パスワードを入力しているところを第云ちに盜み見5れることびありません。 

次のよラな使い方びでさまず。 


コンピユーターの起動時 Windows の□グオン時/スタンバイ.休止状態 

_やスクリーンセーパ’一からのリジユーム時 

あ5かじめ [ コント□ールパネル]で 



Windows の□グオンパスワードを設定して 
<ださい。 

[ Windows の□グオン画面] 



SD メモリーカードをセツトずる。 


SD メモリーカードをセツトする。 



Windows の□グオン画面び表示 


Windows のデスクトップ画面び表示 


お願い 


• セキュリティ機能び設定されている SD メモリーカードを使ラ場合 
• 力ードを紛失しないでください。紛失した場合： 今144ぺージ 
• コンピューターか5離れるとさは、ス□ット内に力ードをセットしたままにしない 
で < ださい。 















SD メモ U — 力ードにぶるセキュ U テイ機能 


か BACK 134 NEXT ホ 


お知らせ 



• フォーマットされた SD メモリーカードをお使いください （今128ぺージ ）。 

• このセキュリティ機能は、内蔵 SD メモリーカードス□ットのみで使用でをます 。 USB 
リーダーライターなどでは、この機能は使用でさません。 

• セキュリティ機能の設定を行った SD メモリーカードは、通常のメモリーカードとし 
て他の機器でち使用でさまず。 

• 複数のコンピューターで1枚の SD メモリーカードを使う場合、 CF - R が CF - T 4/ CF - W 4/ 
CF - Y 4 のさモデルで利用可能でず。 Windows の□グオン時に使ラ場合は、ユーザー名 
とパスワードの組み合わせを同じにしてください。 


♦登録で さる SD メモリーカードの枚数 


コンピューターの 
起動時に使う場合 

Windows の□グオン時/スタンバイ•休止状態やスクリーンセー 
イ (-か5のリジューム時に使ラ場合 


ザー名： AAA \ 仁 _ザ_ 名： bbb^ 

レくスワード：参参ろ^ レスワード : AAA/ 

。霞^ 

/ 

2 枚までコン 
ピューターに登録 
でさます。 

枚数に制限はありません。 

1 台のコンピューターに複数のユーザー名とパスワードび登録されて 
いるとさち、 1 枚 1 枚の力ードにそれぞれのユーザー名とパスワード 
び登録でをまず。また、複数のカードに同じユーザー名とパスワード 
を登録することちでさます。 

はじめて SD メモリーカードのセキュリティ設定を行う： 今 135 ぺージ 
設定内容を変更する/他の SD メモリーカードを設定ずる： 今 140 ページ 










































SD メモ ij — 力ードにぶるセキュ U テイ機能 


4r BACK 135 NEXT 卡 


はじめて SD メモリーカードのセキュリテイ設定を行う 



コンピューターの管理者の権限で □ グオンする。 




SD メモ U —力ードを SD メモ U —力ードス□ツトにセツトする。 
rsD 記憶装置デバイス」画面び表示された場合は、[何もしない]をクリックして、 
[0 K ] をクリックしてください。 




可3 


SD カード設定プ□グラムを起動する。 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ SD 力ード設定]をクリックする。 
• 左の画面び表ちされた場合： 

SD メモリーカードをセツトして、[再試行]をクリックしてください。 


▼4 


rsD カード-スターターへようこそ」画面で[次へ]をクリックする。 



A 


可5 


力ードのセット方法 （ A ) を選ぶ。 

• [セットしたまま] 

SD メモリーカードをセットして取り出さずにおくと、パスワード入力の代わり 
になります。 

(コンピューターや Windows 起動後に、力ードを取り出ずことびできまず。） 
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• [セットして抜く] 

SD メモリーカードをセットした後、取り出ずと、パスワード入力の代わりにな 
ります。 

• コンピューターの起動時と Windows の□グオン時で、セット方法を別にする場合: 
この設定画面では Windows の□グオン時のセット方法を設定します。コンピュー 
夕一起動時のセッ 卜ち法は、 SD 力ード設定終了後、セットアップユーティリティ 
を起動し、「セキュリティ」メニューの rSD のセット方法」で変更してくださ 
し、。 （今250ぺーシ） 


ン ピューターの 起動時に 
使う.場合：ここをクリック 

即モ法 

の.むこが部稳微職用する.曠 


pWVindows の□クオ:•/巧にほ巧するが 

Windows のログオン時に 
使う場合：ここをクリック 




1 UB (巧王■む-卜雄 *8 け5<1化 

ぶ摇ただぶだ紹 -- 離量 


登 


るの _ r みへ ( N ) > 1 


カードを使用する場面を選ぶ。 

• コンピューターの起動時に使ラ場合 

① [コンピューターの起動時に使用する]をクリックしてチェックマークを付け、 
[次へ]をクリックする。 

SD メモリーカードをコンピューターに登録します。 

• Windows の□グオン時に使う場合 

設定すると、次の機能び使えなくなります。 

• 「よラこそ」画面の表を 
• ユーザーの簡易切り替え機能 
• リモートデスクトップの機能 

① [ Windows の□グオン時に使用する]をク U ックしてチェックマークを付け、[次へ] 
をクリックする。 

[コント□-ルパネル]で設定した Windows の□グオン時に使用するユーザー名 
とパスワードを SD メモリーカードに登録します。 


• コンピューターの起動時と Windows の□グオン時の両方に使ラ場合 
① [コンピューターの起動時に使用する]と [ Windows の□グオン時に使用ずる]を 
クリックしてチェックマークを付け、[次へ]をクリックする。 
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[設定後にコンピューターを再起動する]をク U ックして、[完了]をク 
U ックする。 


画面に従ってパスワードを入力する。 

• 手順 6 で[コンピューターの起動時に使用する]と [ Windows の□グオン時に使用 
する]の両方に設定している場合 

Windows の□グオン時に使用ずるユーザー名とパスワードを入力したを、スー 
パー バイ ザー パスワー ドを入力します。 

• 手順 6 で [ コンピューターの起動時に使用ずる]に設定している場合 
ス ー) くーバイザーくスワードを入力してください。 

• スーパーバイザーパスワードを設定している場合 

スーパーバイザーパスワードを入力して [ OK ] をクリックずる。 


み 黙ぶが煩ず端紋協厳激ミす。 

^ よろしいですか？ 


7—1化マで—1> t 乂かが I 


• スーパーバイザーパスワードを設定していない場合 

ここで、スーパーバイザーパスワードを設定しまず。 

パスワードに使える文字は、半角の英数字とスペースで最大32文字でず。 
スーパーバイザーパスワードを入力して 【 Tab 】 を巧ず。 

4 - 

再度スーパーバイザーパスワードを入力して [ OK ] をクリックする。 

本 

確認の画面で[はい]をクリックずる。 

セットアップ ユー ティリティの「セキュリティ」メ ニュー のスーパーバイ 
ザーパスワード （今2如ぺージ) び設定され、眶動時のパスワード] (今249 
ページ） び [ 有効]に設定されます。 
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• 手順 6 で [ Windows の□グオン時に使用する]に設定している場合 

Windows の□グオン時に使用するユーザー名とパスワードを設定してください。 
ユーザー名を入力して [Tab] を巧ず。 

本 

パスワードを入力して 【 Tab 】 を巧ず。 

4 - 

再度パスワードを入力ずる。 

• [ユーザー名をチェックしない] 

チェックマークを付けていない場合（工場出荷時の設定)、入力したユーザー 
名び本機に設定されているかどラか確認してか5 SD メモリーカードに登録 
されまず。 

チェックマークを付けている場合、ユーザー名を確認せずに SD メモリー 
カー ドに登録されまず。 

例えば、会社など、複数のコンピューターにそれぞれ異なるユーザー名を設 
定している場合、コンピューターごとに1枚1枚 SD メモリーカードに登録 
してい<のは大変な作業です。 

チェックマークを付けていれば、他のコンピューターのユーザー名でち、 SD 
メモリーカードに登録でさます。 

• 他のコンピューターのユーザー名を登録した場合： 

設定終了後の再起動時には 、 SD メモリーカードを使わずに、本機に設定 
されている Windows のユーザー名とパスワードを入力して□グオンして 
<ださい。 

本 

[0 K ] をクリックする。 

4 - 

確認の画面で[はい]をクリックずる。 
















SD メモ ij — 力ードにぶるセキュ U テイ機能 


か BACK 139 NEXT 卡 



rPRIVATEJ フオルダー 

L _^_ 

\ 


_ J 

バ スワード I 


SD メモリーカードに 「 PRIVATE 」 フオルダーび作成され、 Windows のユーザー名 
とパスワードび暗号化された状態で登録されまず。 

この 「 PRIVATE 」 フオルダーは削除しないでください。 Windows の□グオン時に 
使用でさなくなりまず。 


♦ Windows の□グオン時/スタンバイ.休止が態やスクリーン 
セーバーから①リジューム時 

•セット方法を[セットして抜く]に設定した場合 

SD メモリーカードをセットした後、「ピッ」といラカードを認識ずる音び鳴ってか5取 
りがしてください。 （ 【 fn 】 + 【 1=4 】 を巧すなどしてスピーカーをオフにしている場合、 
音は鳴りません。 [Fn] + 皆 5 】 を巧してスピーカーのボリュームをルさくしている場 
合、音ちルさくなりまず。） 

• セット方法を[セットしたまま]に設定した場合 

SD メモリーカードをセットしてください。 Windows へ□グオンした後に、力ードを取 
り出すことびでさます。 （ A 131ページ） 
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設定内容を変更する/他の SD メモリーカードを設定する 



rSD 力ード設定」画面を表示する。 （今135ぺーシ 手順 ブ〜 3) 

現在の設定内容び表示されます。 


このつンビューターの設定 

L ーターの 超蝴巧 こ SD 対ま巧する 
S のロクスン哟 こ SD ぞほ用する 


f りク コンビュー 
^ I ^ yVindows 。 


巧^^^^^^^^^^^^^^ 

がコ乂ュ-夕-の賊 

I コンビューターの拉か巧 I こ SD 5 巧用する 
|7 WitidawsOT ヴ3ン呀こ SD ? 巧巧する 
キーの t ツト方ま 

な t ツトしたまま 
广 せツトして扫 'dW く 

この SD 巧屏 

P このコンビユータ ー aasKi 均じほ用する 
P 脚 ;. iiscer ず制ミ羣 

ユーザーると M スワートで^の J 


設定を変更する/他の SD メモ U —力ードを設定する。 

A . このコンピューターの設定 

コンピューターに登録されている設定を変更でさます。 

セットち法は、コンピューターごとに設定できます。1台のコンピューターに対 
しては SD メモリーカードごとにセット方法を変更ずることはでさません。 

• コンピューターの起動時に SD を使用ずる 

この設定は、セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューでも変 
要することびでさます。 （今249ぺージ） 

• チェックマークを付けると 

コンピューター起動時に SD メモリーカードび使用でをるよラになりまず。 

• チェックマークを かずと 

現在コンピューターに登録されているすべての力ードびコンピューター 
の起動時に使えなくなります。 カードを紛失した場合など、他人にカード 
を悪用される可能性びある場合は、チェックマークを外してください。 
(今 144ぺージ） 

再度、 SD メモリーカードを使用する場合は、[この SD の設定]の[この 
コンピューターの起動時に使用ずる]にチェックマークを付けてください。 
コンピューターに再登録されます。 

• Windows の□グオン時に SD を使用する 
• チェックマークを付けると 

Windows の□グオン時に SD メモリーカードび使用できるよラになります。 

• チェックマークをがすと 

パスワードび設定済みの SD メモリーカードをセットしても、 Windows に 
□グオンでさな<なります。 
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この SD の設定 

りこの つンビューターの起れ巧 I こほ用する 




欄品孤な y お柳ミ綱ずる I 

2-ザーをと;、•スワードの設定を） 


I- を-の巧定 
工/ビュ -3 -の居 か 巧こ SD を5がる 
■*nnio»ii7)a^7iym こ sds 朋する 
キ-の t ットホモ 

なせ'ットしたまま 
广 か卜しで]々巧く 

t SD05 なま 

このコンビユー$-の垃 I * 巧にほ田す i 
口 がみが が牙 洗己は巧子 る; 



ューザー名とパスワードの 
設定を行う場合： 


この SD の設定 

W このコンビューターの起执巧に巧吊する 
W 關 iici 品 i ’ i ' の田ザお71巧ミ if ま巧ず卷 

ー ザーをとバスワードの設ちく P で >1 


B . この SD の設定 

現在セットしている SD メモリーカードにセキュリティ機能を設定したり、設定 
を変更したりでをまず 。 SD メモリーカードびセットされていない場合には選択 
でさません。 

• このコンピューターの起動時に使用する 
• チェックマークを付けると 

コンピューター起動時にこの SD メモリーカードび使用でをるようになり 
まず。 

[コンピューターの起動時に SD を使用ずる]にも自動的にチェックマーク 
び付をます。 

• チェックマークをがすと 

現在登録されているずべての SD メモリーカードび、このコンピューター 
の起動時に使用でさなくな りまず。 

• Windows の□グオン時に使用ずる 
• チェックマークを付けると 

Windows の□グオン時にこの SD メモリーカードび使用できるようになり 
ます。 

• チェックマークをかずと 

ユーザー名とパスワードび SD メモリーカードか5消去され、 Windows の 
□グオン時に使用でさなくなりまず。 

• ユーザー名とパスワードの設定 

• SD メモ U - 力ードに設定されている Windows □グオン時のユーザー名 
とパスワードを変更ずることびでをます。 

-メニューを選ぶと設定済みのユーザー名び表示されます。パスワードを入 
力して [0 K ] をクリックし、その後新しいユーザー名とパスワードを設定 
しまず。 

• [ Windows の□グオン時に使用する]にチェックマークを付けていない場 
合は選択でをません。 
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[ OK ] をク U ックする。 

設定した内容により、じ(降の手順び異なりまず。 

•[ コンピューターの起動時に SD を使用する]にチェックマークを付けた場合： 
画面に従ってスーパーバイザーパスワードを入力しまず。 （今137ぺージ） 

•[ コンピューターの起動時に SD を使用する]のチェックマークをかした場合： 

① パスワードを入力して [0 K ] をクリックずる。 

② 「 BIOS セットアップに登録されている SD 力ード情報を消去します...」という 
画面び表示されるので、[はい]をクリックずる。 

• [ Windows の□グオン時に使用する]にチェックマークを付けた場合： 

画面に従ってユーザー名とパスワードを入力します。 （今138ページ） 

• [ Windows の□グオン時に使用する]のチェックマークを外した場合： 

① パスワードを入力して [0 K ] をクリックする。 

感 rsD 力ードに登録されているユーザー名とパスワードを消去します…」という 
画面び表ちされるので、[はい]をクリックずる。 


ス 


コンピューターを再起動する。 
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こんなとさは... 


• SD メモリーカードをセットしても正常に動作しない。 

-度取り出して数秒待った後、 SD メモリーカードをセットし直すか、キーボードでパス 
ワードを入力して < ださい。 

• SD メモリーカード状態表をランプ画び点滅している。 

SD メモリーカードを抜かず、キーボードでパスワードを入力してください。 

アプリケーシヨンソフトなどび SD メモリーカードにアクセスしている場合びあります。 
•セット方法で [ セットして抜く]に設定した場合 、 SD メモリーカードをセットした後、 
「ピッ」といラカードを認識ずる音び鳴ってか5、一定間隔で SD メモリーカード状態表 
示ランプ画び点滅ずる。 

点滅間隔び一定であることを確認してか5力ードを抜いてください。 

• セット方法を[セットしたまま]に設定した場合、パスワード入力画面や Windows の□グ 
オン画面び表示されたり、表ちされなかったりする。 

-コンピユーター起動時、すでに SD メモリーカードをセットしているとパスワード入力 
画面や Windows の□グオン画面は表をされません。 

-スタンバイ•休止状態やスクリーンセーパ‘一か5のリジユーム時、ずでに SD メモリー 
力一 ドをセットしているとさは、パスワード入力画面び表ちされます。パスワードを入 
力して < ださい。 

•[セットしたまま]に設定していても、コンピユーターか5離れるときは、ス□ット内 
にカードをセットしたままにしないで<ださい。 
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セキュリティ機能を設定した SD メモリーカードを紛失した5 


紛失した力ードびコンピューターの起動時または Windows の□グオン時に使われないよう 
に、次の手順を行ってください。 

• コンピューターの起動時に力ードび使われないよラにする 

① rSD 力ード設定」画面を表をする。 （今 135 ぺージ 手順 ブ〜ぶ 

② [コンピューターの起動時に SD を使用する]のチェックマークを外ず。 

③ [ OK ] をクリックし、画面の指示に従ラ。 

現在コンピューターに登録されているずべての力ードびコンピューターの起動 
時に使えなくなります。 

[コンピューターの起動時に SD を使用する]に再度チェックマークを付けてち、 
紛失した力ードでコンピューターを起動ずることはでさません。 

• Windows の□グオン時に力ードび使われないようにする 


① Windows の□グオンパスワードを変更ずる。 

紛失した力ードび Windows の□グオン時に使えなくなります。 
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別売りの RAM モジュールを増設し、メモリーを増やすことによって Windows やアプリケー 

シヨンソフトの処理速度を上げることびでをまず。（お使いの使用条件により効果は異なり 

ます。） 

• RAM モジュールは CF - BAV 0256 U などの推奨品をお使いくださし、それながは使用しない 
でください。正常に動作しないだけでなく故障の原因になる場合びありまず。また、推奨 
品 LU かの RAM モジュールによっては、発熱して、カバーび変形する場合びありまず。本 
機の拡張メモリース□ットに増設可能な RAM モジュールの仕様については、『取扱説明 
書』の「仕様」をご覧ください。推奨品については製社の最新のカタ□グやホームペー 
ジでご確認ください。 

• 推奨品しソ外の RAM モジュールを使用した場合や誤った方法で装着または取り外した場合 
の故障や損害について、鮮社では責任を負ラことはでさません。 RAM モジュールの種類 
や装着方法をご確認のラえ、正しい方法で装着して<ださい。 


お願い 


• RAM モジュールは、静電気に対して非常に弱い部品で、人間の体内にたまった静電 
気により破壊される場合びあります。取り付けおよび取りかしのとさは、本体内部の 
部品や端子などに触れないでください。 

• クリップなどの異物を入れないでください。機器び破損したり、火災•感電の原因に 
なります。 
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RAM モジユー J レの取り付け/取り外し 


取り付ける 




コンピューターの電源を切る。 

『取扱説明書』「電源を入れる/切る」） 

• スタンバイ•休止状態のとを、取り付け/取りがしを行わないでください。 
• AC アダプターを取りかしてください。 




① 本体を裏返し、バッテ u — パックを取り外す。 

② ネジ （ A ) を取り外してカバー ( B ) を持ち上げる。 

③ カ バーを引さ抜く。 

• ネジ山をつぶさないよラに、ネジの大ささに合ったドライバーを使用してくだ 
さい。 





RAM モジュールを取り付ける。 


① RAM モジュール （ C ) の向さを確認する。 

ス□ットの凸部 （ D ) と RAM モジュールの切り欠き部 （ E ) の向きを合わせて 
持ってください。 
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② ス□ットと平行に RAM モジュールを軽く合わせる。 

(金属の端子 （ F ) び見えている状態） 



③ 金属の端子び見えな<なるまで、平行にしっかりと挿し込む。 

• 挿し込みにくい場合は、無理に力を加えず、再度モジュールの向さを確認し 
て < ださい。 

• しっかりと挿し込まずに次の手順を行ラと、ス□ットび破損する場合びあり 
ます。 


④左 ちのフック （ G ) で□ックされるまで倒す。 

• RAM モジュールを倒ずとき、左ちのフックび少し開き、□ックされると元に 
戻りまず。 

• 倒しにくい場合は、無理に力を加えず、再度モジュールの向きや挿し込み具 
合を確認してください。 
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カバーとバッテ u - パックを取り付ける。 

① カバーを斜めか5挿し込み、取り付ける。 

② ネジで固定ずる。 

③ バッテリーパックを取り付ける。 


お知らせ 


• RAM モジュールの挿し方を間違えたり、推奨品 L ソかの RAM モジュールを取り付けた 
りずると、コンピューターの電源を入れたときにビープ音び鳴り、「増設 RAM モ 
ジュールエラーでず」といラメッセージび表示される場合びありまず。その場合は、 
コンピューターの電源を切り、 RAM モジュールび推奨品であることを確認して、正 
しく取り付け直してください。 

• 増設したメモリーサイズは、セットアップユーティリティの r 情報」メニュ ー( 今245 
ベー ジ） で確認でさます。工場出荷時のメモ U - サイズは『取扱説明書』などの「仕 
様」のメインメモリーをご覧ください。 






メモリーを増設ずる 


令 BACK 149 NEXT 卡 

取り外ず 


H 



「取り付ける」の手順 ブ〜 2 の後、次の手順で取り外して<ださい。 

①左 ちのフック （ H ) をか側にゆっくりと広げる。 

RAM モジュールび斜めに持ち上がります。 



② ゆっくりとス□ットか5取りかす。 


③ カバーを取り付ける。 （今148ぺージ) 





か部デイスプレイを接続ずる 
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外部ディスプレイを接続して大さな画面で使ったり、液晶プ□ジェクターを接続してプレ 
ゼン テーシヨ ンを行ラことびできます。 

ディスプレイ（表ちモード）の用語については、「ディスプレイ（表示モード）について」を 
ご覧ください。 （今3ぺージ） 


接続する 



コンピューターの電源を切る。 

『取扱説明書』「電源を入れる/切る」） 

• スタンバイ•休止状態のとを、取り付け/取りかしを行わないでください。 





外部ディスプレイを本機の外部ディスプレイコネクター （ A ) に接続 
する。 


可3 


外部ディスプレイ、本機の順に電源を入れる。 




か部デイスプレイを接続する 
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表示先を切り替える 


次の2つの方法びあります。 

他の方法（画面のプ□パティなど）では切り替えないでください。 

♦ 【 R 1】 + 【 f 3】 を巧ず （今 24ぺ ーシ） 

• 拡張デスクトップモードには切り替え 5 れません。 

• 表ち先び完全に切り替わるまでキーを巧したり、電源スイッチをスライドしたりしない 
で < ださい。 

令 [Mobile Intel(R) 915GM/GMS. 910GML Express Chipset Family 
のプ□パティ」画面を使う （4 153ぺ ージ） 

お知5せ 


• 休止状態か 5 リジュームしたとさや再起動後の表示先は、休止状態に入る前や再起動 
前とは表お先び異なる場合びあります。 

• Windows び起動するまで（セットアップユーティリティなど）は、同時表示にずるこ 
とびできません。 [Fn] + [F3] を巧ずと、外部ディスプレイまたは内部 LCD に切り 
曾わります。 

• [コマンドプ□ンプト]を全画面表おしているときは、同時表おおよび表お先の切り曾 
えはでをません。 

•「Mobile Intel(R) 915GM/GMS. 910GML Express Chipset Family のプ□パテイ」画面 
で色数、画面領域（解像度）、リフレッシュレートを設定してください。同時表示ま 
たは拡張デスクトップモードを使用しているときは、[デバイス設定]をクリックして、 
表示先ごとに設定してください。ただし、お使いの外部ディスプレイによっては設定 
により画面び乱れたり、マウスカーソルび正し<表おされない場合びあります。その 
場合は、色数や画面領域などをルさめに設定してみてください。 



國 


内部 LCD のみ I しを/」、していると 
さに[色]や[画面領域]を変更する 
と、[リフレッシュレート]が自動 
的に 40Hz に設定されます。 60Hz 
に技疋ししし、た枯 nl ま、巧たし 















か部デイスプレイを接続する 
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Mobile InteKFO 91 5GM/GMS.-.. f? |IX] 


llnteKR) Or が ics Media Acceleratcr Driver 


幻ミ [ ァタブ 3 l _ に5 J トラブルシュづィン。 


巧7巧5;、-阿巧に r 。 巧がさ- ； SS 筋すると.ディスフ K 田;!の 
SP 強!が夫され々すくなります。 

/卜巧Iアア巧巧レー5 

クラフィがパ-ドな iTTIS 供されるの巧レ-化/み-ァノスレ々巧丰かで面 
ちしてくない。史至巧しで[トラブルシュ-チインク闲巧，ほ。してくたな、 


パ-ドウ巧巧でラレづが’ fau I 

で巧惡 t- 巧すへてち知こす•コンビユ-巧こ r 进抓州 n 口こが S 是が S 用 


つ 11づ 


• 内部 LCD とか部ディスプレイに同時表示しているとき、 DVD-Video や MPEG ファイル 
などの動画を再生ずると、スムーズに再生されない場合びあります。 

• イメージびか部ディスプレイに焼さ付くことを避けるため、外部ディスプレイを使わ 
ないとさはディスプレイの電源を切ってください。 

• か部ディスプレイに付属の取扱説明書ち、よ<お読み<ださい。 

• プラグアンドプレイに対応していないディスプレイを接続している場合は、お使いの 
ディスプレイ用のドライバーに変更してください。 

① 「画面のプ□パティ」画面を表をする。 

[スタート]-[コント□ールパネル]-[デスクトップの表示とテーマ]-[画面]をク 
リックします。 

感 [設定]-[詳細設定]-[モニタ]-[プ□パティ]- [ ドライバ]- [ ドライバの更新]をク 
リックずる。 

• 画像び正し<表おされない場合： 

① 「画面のプ□パティ」画面を表示する（上記手順 ①)。 

感 段定]-[詳細設定]- [ トラブルシューティング]をクリックし、[八ードウエアアクセ 
ラレータ]の値を下げる。 


















か部デイスプレイを接続する 
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[Mobile IntelfR) 915GM/GMS. 910GML Express Chipset Family のプ □ パテイ」画面を使う 




[スタート]-[コントロールパネル]をク U ックし、左側の[関連項目]の 
[コントロールパネルのその他のオプション]をク U ックする。 


片^ ] ント □ー ル J はルのその化のオブシ3ン 




[Intel(R) GMA Driver for Mobile]- [デバイス]をク U ックする。 


コントロールバネルを還んで 

InteKR) GHA Driver for Mobile 



ス 


表示巧をク U ックし、[適用]をク U ックする。 

• か部ディスプレイに表示する場合： [ PC モニタ] 

• 内部 LCD に表示する場合：[ノート ブック] 

• 内部 LCD と夕1■部ディスプレイに同時表をする場合: [ Intel ( R ) Dual Display Clone ] 
• 拡張デスクトップ モー ドにずる場合：け広張デスク トップ ] (r 拡張デスクトップ 
モー ドについて」もご覧ください。 今154ぺ ージ） 


確認の画面で [0K] をク U ックする。 
























か部デイスプレイを接続する 
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掘;張デスクトップモードについて 



「「Mobile Intel ( R ) 915 GM / GMS . 910 GML Express Chipset Family のプ□パティ」画面を使う」 
の手順 3 (今153ぺージ） で [ 拡張デスク トップ] をクリックした後、「プライマリデバイ 
ス」と「セカンダリデバイス」の設定び変更でさまず。 

二 J をクリックして、メニューか 5 ディスプレイを選び、 [0 K ] をクリックします。 

• [Fn] との組み合わせによる操作で表示されるポップアップウィンドウは、プライマリデ 
バイス側に表おされまず。 

• 拡張デスクトップモード使用時は、 [Fn] + [F3] を巧して画面の表示先の切り替えを行 
ねないで < ださい。 

• 他の方法（画面のプ□パティなど）ではこの設定を変更しないでください。ウィンドウ 
び正し < 表ちされない場合びあります。 


お知5せ 


• アプリケーシヨンソフトによっては、拡張デスクトップモードを使用でをない場合び 
あります。 

• 最大化ボタンを選ぶと、どち 5 か一方のディスプレイに最大表おされまず。 

• 最大化したウィンドウをもラー方のディスプレイに移動ずることはでをません。 



















か部デイスプレイを接続する 
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使用上のお願い 


♦起動した アプリケーションソフトび画面に表示されないとき 

• アプリケーションソフトび外部ディスプレイにある状態、または外部ディスプレイでそ 
のアプリケーションソフトを終了した後で、拡張表示位置を変更したり拡張デスクトッ 
プモードを終了したりずると、次に起動したとさにアプリケーションソフトび画面に表 
示されない場合びあります。 

この場合は、拡張表示位置を変更前の状態に戻すか、再度拡張デスクトップモードに設 
定するなどして、アプリケーションソフトを内部 LCD に移動した後、拡張表を位置を変 
要、または拡張デスクトップモードを終了してください。 


♦壁紙、 アイコン位置びずれるとき 


心巧 ".. 

るがが 

A 則 J14IW し JI 化を 

巧巧 m 


是巧日時(凶） 

a あとして巧な-. 


。ラフ•け 9 だシヨン 》■ 

-与邸窗こが 1 化） 

巧巧け巧が> • 

- デスクトけアイ]シの 5 示の） 


フ□"ティ@ 

デスウトゥブか-'ノアクブウけ-怖実けの 


壁紙 

壁紙を設定し直してください。 

アイコン 

デスクトップ上でちクリックし、[アイコンの整列い[アイコンの自動整列 ] をクリック 
して、アイコンを整列してください。 



♦マウス ポインターにアニメーシヨンポインターを使うとき 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームしたとをにエラーび発生ずることびありまず。こ 
の場合は、次の手順でマウスポインターを標準のポインターに変更してください。 

① 「マウスのプ□パティ」画面を表示ずる。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他の八ードウ エア ]- [マウ 
ス]をク U ックして<ださい。 

感 [ポインタ]をクリックする。 

③ [デザイン]の中か5[(なし） ] をクリックして、 [0 K ] をクリックずる。 





























USB 機器を接続ずる（か部マウスなど） 
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フ□ッピーディスクドライブやか部マウス、プリンター、イメージスキャナーなど USB 対 
応のいろいろな周辺機器を使用することびでをます。 


USB 機器の取り付け/取り外し 


取り付ける 




USB 機器を本機の USB コネクター ( A ) に接続する。 


USB 機器について、詳し<は USB 機器に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 


お知5せ 


• USB 機器に付属のドライバーのインス I ルび必要な場合びありまず。画面に表示さ 
れるメッセージまたは USB 機器に付属の取扱説明書に従って操作してください。 

-一方のコネクターに USB 機器を接続してドライバーをインストールした後、ちラー 
方のコネクターに接続し直ずと、再度ドライバーのインス I ルび必要になる場合 
びあ0ます。 

• USB 機器は本体の電源を切5なくてち取り付け/取り外しびでさまず。 

• USB 機器を接続した状態では、スタンバイ•休止状態機能び正常に動作しない場合び 
あります。 

-「電源オプションのプ□パティ」画面の[電源設定]でシステムスタンパイ-システム 
休止状態を[なし]に設定してください。 

- 【 Fn 】 + 【 F 7】 （スタンバイ状態）や tn 】 + 【 FIO 】 （休止状態）を巧して設定ず 
る場合は、 USB 機器を取りかしてか5行ってください。 








USB 機器を接続する（か部マウスなど) 
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コンピューターび正南に起動しなくなった場合は、 USB 機器を取り外し、再起動し 
て < ださい。 

• 接続する USB 機器によっては、 USB ハブ（市販）に接続ずるのではなく、本機の USB 
コネクターに直接接続しないと動作しないちのびありまず。 

• USB 機器を抜さ挿しすると、デバイスマネージャに！が表示されて、正しく認識され 
ないことびありまず。その場合は、再度抜を挿ししてください。 

• USB 機器を接続していると、電力の消費びをくなります。特にバッテリーのみで操作 
する場合は、使用していない USB 機器を取りかしてください。 


取り外ず 


お願い 


• スタンバイ•休止状態のとさ、 USB 機器を取りかさないでください。 

• 開いている重要なファイルは保存し、すべてのアプリケーシヨンソフトを閉じてください。 


を 

ふ，‘ 



デバイスの停止処理を行う。 


(コンピユーター本体の電源を切つた状態で取り外ず場合やび表ちされてい 

ない場合、または手順 ①で 取り外すデバイス（機器）び一覧にない場合、この手順 
は不要でず。） 

① 画面ち下のタスクトレイの r 八ードウエア取り外しアイコン」をダブルク 

リックし、取りかすデバイス（機器）をクリックして、[停止]をクリックする。 
(本機では、内蔵の CD / DVD ドライブび 「 USB 大容量記憶装置デバイス」として 
表をされまず。） 

② 「八ードウエアデバイスの停止」画面で、取りかず機器を確認して [0 K ] をクリッ 
クする。 














USB 機器を接続する（か部マウスなど) 
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USB 機器を取りがす。 


外部マウスを使うとき 


か部マウスによっては、ドライバーのインス!-ールび必要な場合びありまず。次の手順で 
内蔵ホイールパッドのドライバーをアンインス I ルしてか5外部マウスのドライバーを 
インス!ルしてください。この場合、内蔵ホイールパッドのスク□-ル機能は使えなく 
な0ます。 

お願い 


• ドライバーをアンインス!ルずる前に、開いている重要なファイルは保巧し、ずべ 
てのアプ U ケーシヨンソフトを閉じて<ださい。 



画面ち下のタスクトレイの「スク□ール アイコン」^ をク U ックし、 
[終了]をク U ックする。 




[スタート]-[コントロールパネル]-[プログラムの追加と削除]をク 
U ックし、[ホイールパッドユーティ U ティ] をク U ックした後、[変 
要と削除]をク U ックしてプログラムを削除する。 

• L ソ降、画面に従って操作してください。 

• [□ックされたファイルの検出]のメッセージび表ちされた場合は、[再起動]をク 
リックして < ださい。 


可3 


[スタート]-[コントロールパネル]-[プログラムの追加と削除]をク 
U ツクし、 rSynaptics Pointing Device Drived をク U ツクした後、 
[変更と削除]をク U ツクしてドライバーを削除する。 





USB 機器を接続する（か部マウスなど) 
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可4 

% 

ス 


画面のメッセージに従って削除を行った後、[スタート]-[終了オプ 
シ ヨン]- [電源を切る]をク U ックしてコンピューターの電源を切る。 

コンピューターの電源を入れ、 Windows を起動する。 

マウスに付属の説明書に従ってマウスドライバーをインストール 
する。 


お知5せ 


• 前ページか5の手順を行ラと、内蔵ホイールパッドのスク□-ル機能び使えなくなり 
ます。か部マウスを使用せず、内蔵ホイールパッドのスク□ール機能を使用する場合 
は、次の r 内蔵ホイールパッドをお使いになる場合」の手順で元に戻してください。 


♦内蔵 ホイールパッドをお使いになる場合 



[スターり-[コントロールパネル]-[プログラムの追力□と削哟をク 

U ックし、夕1ホ t けのマウスドライバーを削除する。 

• お使いのか付けのマウスドライバーによってはち法び異なる場合びありまず。 
詳しくは、マウスドライバーに付属の取扱説明書をご覧ください。 




削除後、 Windows を終了しコンピューターの電源を切る。 

• か部マウスを接続している場合は、電源び切れた状態でマウスを取りがしてく 
ださい。 


可3 


コンピューターの電源を入れ、 Windows を起動する。 







USB 機器を接続する（か部マウスなど) 
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可4 


[スタート]- [ファイル 名を指定して実行]をク U ックし、 
[ c :¥ util ¥ drivers ¥ mouse ¥ setup . exe ] と入力して [ OK ] をク U ックする。 

• L ソ降、画面に従って操作してください。 

• 「セットアップ完了」画面び表ちされた5 [はい、今すぐコンピュータを再起動 
します]び選択されていることを確認して[完了]をクリックしてください。 


可5 


Windows の再起動後に ynaptics ポインティングデバイスの設定」画 
面び表示されたら、[起動時にこの画面を表示]のチェックマークを外 
して[閉じる]をク U ックする。 




[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックし、 
[ c :¥ util ¥ wheelpad ¥ setup . exe ] と入力して [ OK ] をク U ックする。 

• L ソ降、画面に従って操作してください。 

• インス!ル完了後、「ホイールパッド機能と、フラットパッド独自のスク 
□ール機能を、同時に使用することはでさません。」び表おされた場合は、 
[はい]をクリックしてください。 




USB 機器を接続する（か部マウスなど) 
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USB フ□ッピーディスクドライブを使うと 



A 


書き込み可能な状態 



別売りのフ□ツピーディスクドライブ（品番： CF - VFDU 03 J ) を使うときは、次のことにま 
意して < ださい。 

• フ□ツピーディスクドライブのアクセスランプび点打中は、次のことを行わないでくだ 
さい。フ□ツピーディスクの破損の原因になり、データやアプリケーシヨンソフトび使 
えな<なることびあります。 

-電源を切る 

-フ□ツピーディスクドライブを取り外す 
-フ□ツピーディスクドライブの取り出しボタンに触れる 
•フ□ツピーディスクの取り扱いにはま意してください。 

データの破損やフ□ツピーディスクびドライブか 5 取り出せなくなるよラなトラブルを 
避けるために次の点にま意してください。 

• シャツ ターを手で開けない 
-磁気を帯びたちのを近づけない 

-高温•ほ温になりやすいところ、湿気やほこりのをいところに保管しない 
-ラベルを重ねて貼 5 ない 

• 一度使用したフ□ツピーディスクをフォーマツトする場合はその前に内容を確認してく 
ださい。 

フォーマツトを行ラとそのフ□ツピーディスクに保をされていた情報はすべて消えてし 
まいまず。あ 5 かじめ必要なデータびないか確認ずることをおすすめします。 

• 必要に応じて、書き込み禁止タブ（ライトプ□テクトタブ： A ) を使うことをおずすめし 
ます。 

書を込み禁止の状態にずると、データの削除や上書を保存を禁止することびでをまず。重 
要なデータを保巧している場合におずすめしまず。 

• 他のフ□ツピーディスクドライブと同時に使用ずることはでさません。 

• フ□ツピーディスクに保存している Microsoft Word や Microsoft Excel などのファイルは、 
フ□ツピーディスクか 5 直接開かないでください。 

ファイルを八ードディスクにコピーし、コピーしたファイルを開くよラにしてください。 
• フ□ツピーディスクドライブに付属の「外部 FDD 用ドライバーディスク」は 、 Windows 
98用です。本機では使用しないでください。 





USB 機器を接続する（か部マウスなど) 
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プリンターを使うとき 


• プリンタードライバーのインス!ル方法やさ種設定、操作方法などの詳細は、プリン 
ターに付属の取扱説明書をご覧ください。 

• 『操作マニュアル』の印刷方法： 今7ページ 



プ U ンターおよびコンピューターの電源を切る。 

(コンピューターの電源づ『取扱説明書』「電源を入れる/切る」） 

• スタンバイ•休止状態のとを、取り付け/取りかしを行わないでください。 




プ U ンターに USB ケーブル（プ U ンターに付属または別途購入）を 
接続し、ケーブルのもう一方を本機の USB コネクターに接続する。 




プリンターと本機の電源を入れる。 
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インターネットとは？ 


インターネットは、世界的な規模でコンピューターどラしびつなびったネットワークです。 
世界中のさまざまな情報の中から、知りたし V 肩報を探し出したり、情報をやり取りしたりす 
ることびでさまず。 

♦インター ネットでできること 

• 欲しい情報を手に入れる。 

明日の天気やニュース、話題のお店など、インターネットにはたくさんの情報びありま 
す。画像やプ□グラムなどをダウン□-ドして利用することちでをます。’ 1 
• 予約や買い物をずる。‘ 1 

電車やホテルの空さ状況を確認して予約したり、オンラインショッピングを行ったりす 
ることびでさます。 

• コミュニケーションの場として活用ずる。 

電モメールなどで、遠くのち人や海外の人といろし)ろな情報をやり取りすることびできます。 
• 自分び情報の発信源になる。 

ホームぺージ（掲示板など）に投稿したり、自分でホームぺージを開設’ 2 したりでさます。 
サービスによっては、会員登録や会費など別途料金が必要になる場合があります。 

*2 別途アプ IJ ケーションソフトおよび手続さなどが必要です。 
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インターネットに接続するには 


インターネットに接続するには、いくつかの準備び必要です。 

ここでは、一般の家庭か5インターネットに接続する場合の一例を紹介します。 

♦インター ネットに接続するまで①大さな流れ 



Step 1 

インターネットに接続する回線とプ□バイダー (今343ぺ ーシ） を 
ミ夫める（料金やサービスなどを検討)。 

今 165ぺージ 

4^ 

Step 2 

回線の契約とプ□バイダーへの入会手続さを行ラ。 

(回線によっては工事び必要です。） 

今 171ぺージ 

本 

steps 

回線/機器（専用モデムなど）/本機を接続ずる。 

今 172ぺージ 

本 

Step 4 

インターネットに接続する。 

今 173ぺージ 
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Step 1 インターネットに接続する回線とプ□バイダーを決める 


インターネットに接続ずるためには、インターネットへの接続□を提供しているプ□バイ 
ダーと、プ□バイダーへ接続ずるための回線をミ夫める必要びあります。回線の接続会社に 
よって、契約でさるプ□バイダーびミ夫め5れている場合びありまず。また、同じ回線を利用 
してち、プ□バイダーによって料金体系やサービス内容などび違ってをます。 

インターネットに接続する目的や頻度などを考え、最適な回線とプ□バイダーを選びましょ 
ラ。 

♦ブロード バンドとは 

大量の情報を高速で送受信でさるインターネット回線のことです。 

ブ□-ドバンドを利用すると、容量の大さな動画や音楽などち快適にインターネットで楽し 
むことびでさまず。また、ほとんどび定額制なので、長時間利用してち料金を気にする必要 
びありません。 

• ブ□-ドバンドの代表的なものとして、 ADSL 光ファイバー、ケーブルテレビびありま 
す。 （今166ぺージ の緑色の項目） 
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回線の種類 


種類 

説明 

通信速度 

必要な機器 

一般電話回線 

一般電話回線（アナ□グ電話回線）を使いまず。 

• インターネットに接続中は、同じ回線に接続された電 
話やファクスび使えません。 

• アクセスポイントび遠いと、電話代び高くなることび 
あります。 

低速 

• モデム（本機に内蔵） 

に DN 

NTT のデジタル通信網を使って、容量の大さい情報をデジ 
タル信号でやり取りします。 

• 電話やファクスと同時に使えます。 

• アクセスポイントび遠いと、電話代び高くなることび 
あります。 

• ISDN 回線の契約と導入工事び必要です。 

• ヴービス対応エ U ア内であることを確認してください。 

• 詳しくは、 NTT のヴポート窓□にご相談ください。 

一般電話回線よ 
りち高速 

参 DSU 

参 TA 

Windows XP 対応のも 
のをご用意 < ださい。 

ADSL 

一般電話回線を利用し、電話では使わない高い周波数で 
データ通信を行いまず。常時接続したい方に適していま 
す。 

• 電話やファクスと同時に使えます。 

• 回線の契約と工事 （ NTT 交換機の設定）び必要です。 

• ヴービス対応エリア内であること、プ□バイダーび対 
応していることを確認してください。 

• 電話の収容局か5の距離によって通信速度び異なりま 
す。（回線提供会社にご確認ください） 

• 詳しくは、 ADSL ヴービス会社のヴポート窓□にご相談 
<ださい。 

一般電話回線 
やに DN よ0ち 

高速 

参 ADSL モデム 
• スプリッター(必要な 
場合のみ） 
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種類 

説明 

通信速度 

必要な機器 

ケーブルテレビ 
( CATV ) 

ケーブルテレビの専用回線を利用します。常時接続したい 
ちに適していまず。 

• 回線の契約と工事び必要でず。 

• 詳し<は、お住まいの地域で加入可能なケーブルテレ 
ビまたはすでに加入されているケーブルテレビのヴ 
ポート窓口にご相談ください。 

(ケーブルテレビ会社によっては、インターネットをヴ 
ポートしていない場合ちあります。） 

一般電話回線 
やに DN よ0ち 

高速 

• 専用モデム 
• 分配器 

光ファイバー 

( FTTH ) 

光ファイバーケーブルの中に光信号を流しまず。常時接続 
したい方に適しています。 

• 光ファイバーを家庭に引さ込む工事と契約が必要です。 
マンションなどの場合、管理組合（またはマンションの 
所有者）などにご相談ください。 

• ヴービス対応エリア内であること、プ□バイダーび巧 
応していることを確認してください。 

• 詳しくは、光ファイバーサービス会社のサポート窓口 
にご相談ください。 

ADSL ゃヶーブ 

ルテレビよりち 
高速 

• 専用モデム 

携帯電話 

PHS 電話 
データ通信専用 
端末 

お手持ちの携帯電話や PHS 電話を利用し、か出先でちイ 
ンターネットに接続したり、電子メールを送受信したりで 
をまず。 

また、データ通信専用端末 （ PC 力ードタイプや USB タイ 
プなど）の場合は、本機のス□ットに端末を直接つないで 
通信することびでさます。 

携帯/ PHS 電話 
や端末によって 
異なりまず。 

• 専用通信アダプターや 
データ通信専用端末 
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回線接続のイメージ図（一例） 


• ケーブルや接続機器は本機に付属していません。別途、購入ずる必要びあります。 
(機器によってはレンタルされている場合びありまず。） 

機器の名称は、機器のメーカーにより異なる場合びありまず。 

• 回線工事や設置方法については、回線接続会社のを窓□などにお問い合わせください。 


♦一般 電話回線 




♦ 旧 DN 

( TA と DSU び一緒になった TA の場合） 




プ 


•イタ I 


電話会社 


電話会社 


プロバイダ- 
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♦ADSL 




♦ケー ブルテレビ （ CATV ) 




ケ—ブルテレビ会社 


V ダ I 


電話会社 
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♦光ファイバー ( FTTH ) 




(図は戸建住宅などの場合の一例です。マンションなどの集合住宅では接続方法び異なる場 
合びありまず。） 


♦携帯電話/ドり5/データ通信専用端を_ 

無線 


■携帯電話 / PHS 電話の場合 

US 巳コネクターなどへ 
— 



I データ通信専用端末の場合 
PC 力ードスロットや 
USB コネクターなどへ 


専用通信アダプター 
無線 







V ダ I 


プロバイダ I 
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Step 2 回線の契約とプ□バイダーへの入会手続きを行う 


ィ^)卜 

\ \"T I / 


プロバイダー 



回線の契約とプ□バイダーへの入会は、別々に申し込みをする場合と、同時に申し込みをす 
る場合びありまず。申し込み時に十分ご確認ください。 

プ□バイダーに入会する方法は、主に次の2とおりびあります。 

• 書類に必要事頂を記入して申し込む。 

• オンラインサインアップで申し込む（下記は電話回線を使用ずる場合の一例)。 

-オンラインサインアップは、書類を送ってち5ラぶ、要びないので便利でずび、オンライ 
ンヴインアップを始める前に次のちのを用意しておく必要びありまず。 

-モジュラーケーブル（別売 0) 

-クレジットカード 
-筆記道具 

オンラインサインアップの途中で登録情報び表をされまずので、必ずメモ 
して < ださい。 

-オンラインサインアップの方法（一例） 

次の手順は、デスクトップにオンラインヴインアップ用のアイコンび用意されているモ 
デルの場合のちのです。アイコンびない場合は、をプ□バイダーに書類などを請求して 
<ださい。 

① モジュラーケーブル（市販品）のち起部をモデムコネクター(己）の向さに合 
わせて挿し込む。 （今189ぺ ージ） 

② モジュラーケーブルのちラー方を電話コンセントに挿し込む。 

③ デスクトップに表ちされているをプ□バイダーのアイコンか5入会ずるプ□パ‘ 
イダーのアイコンをダブルクリックする。 

④ 画面に従って必要事項を入力し、入会ずる。 

(操作はさプ□バイダーによって異なります。） 
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steps 回線/機器（専用モデムなど）/本機を接続する 








使用する回線によって、コンピューターと回線の間に、専用モデムや ADSL モデム、夕ーミ 
ナルアダプターなどび必要となります。 

また、コンピューターをプ□バイダーに接続するとさに必要な情報を設定する必要びありま 
す。必要な情報は、プ□バイダーによって異なります。 

回線への接続ち法、ドライバーやユーテイリテイのインス I ル、必要な情報の設定は機器 
やプ□バイダーによって異なりますので、機器やプ□バイダーへの接続についての説明書を 
ご覧ください。 

無線 LAN を使って接続する場合は、 r 無線 LAN で通信する 」 （A 200ぺージ） も参照してく 
ださい。 
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Step 4 インターネットに接続する 



♦セキュリティ 巧策 

インターネットに接続ずると、さまざまなコンピューターと情報びやり取りできる代わり 
に、悪質なウィルスびあなたのコンピューターに侵入ずることびあります。 

Windows ファイアウォールの設定を確認した後 、 Windows Update を実行して Windows を 
最新の状態にしたり、ウィルス対策ソフトを使用したりするなど、セキュリティ巧策を行つ 
て < ださい。 

セキュリティ対策につして詳しくは、 ^ 『セキュリティガイド』「ステップ1〜ステップ3」 
をご覧ください。 

デスクトップの JL をダブルクリックすると表をされます。 

• デスクトップに 。簾が びない場合は、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panason 句-[才 
ンライン マニュアル]-[セキュリティ ガイド]をクリックしてください。 


♦インター ネットによるトラブル 

世界につながるインターネットび便利になる一方で、個人情報の流出によるプライバシーの 
侵害や悪用など、さまざまなトラブルび発生していまず。 

送信する電子メールの内容、ダウン□-ドずるソフトウェア、オンラインショッピング業ち 
の信用度など、十分にま意して快適なインターネットライフを楽しむよラにしてください。 
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Web ぺージを見る 



Internet 

Explorer 




ブ デスクトップの h ミこを ダブルクリックし 、 Internet Explorer を起動す 

Explorer 


• —般電話回線を使用している場合： 

ダイヤルアップ接続の画面び表示されまず。ユーザー名やパスワードを入力し 
て < ださい。 

• ご使用の設定や環境によっては、ユーザー名やパスワードの入力び必要となる 
場合びありまず。 

• Internet Explorer を終了するには、画面も上の 因を クリックします。 


♦ Web ページを活用ずる 


「Internet Explored を起動して、他のホームぺージにアクセスしてみましょう。 

• Web ぺージを見るとを、インターネットへ情報を送信しますので、いくつかの警告メッ 
セージび表示されることびありまず。メッセージに従って操作してください。 

• Web ぺージを見ているとき、 「 Windows セキュリティセンター」機能のひとつである「ポッ 
プアップブ□ック」機能び働いて、 Web ページび表おされなくなる場合びありまず。 r ポッ 
プアップブ□ック」機能については r 使用中の操作に関する Q & A 」 （今274ぺージ） を 
ご覧ください。 

• L ソ降に記載の Web ページ画面は一例でず。内容は変更される場合びありまず。 

♦雑誌で 見つけた Web ページを見る 

① URL を入力し、[移動]をクリックする。 
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/け]ン C 旧人なけ >- 


■snote< レゥツ — 卜） J' 


つァイルの福集 (E) ま示な）も黄に入口 (かク—ルの 


♦ Web ページを探ず 


0 戻る，〇 因 画ろ P 概お 

アドレス 也)!^ ht tp：//panason ic.jp/pc/ 

巧ま X f 


巧巧巧くのみ i. ；， 

なおのためのでテコ"リを巧折すな： 
0Web ページの巧ホ化） 

OW ぉのなホを件(山 
) たの义ぞ歹崎含む Web < m . 

ぶ 


[ ウ; L ブ技を！ 


Panason 

ideas for I ホ 


① [検索]をクリックする。 

② キーワードを入力して、[ウェブ検索]をクリックする。 


♦よく 見る Web ぺージを登録ずる（お気に入りに追カロ) 



お気に入りの逆里恒). 



ツ-ルのヘル 
おちに入りに這加(直)-.- . 

おちに入りの製里り).-- ■ 


己 バナソニックわ勧めのサイト 
己 リンり ► 

迫 MSN.co.j 口 



S マイウ□ソフト 
を マイゥ□ソフト旧が 
を ラジオステーションガイド 


① 登録ずる Web ページを表をする。 

② [お気に入り]をクリックする。 

③ [お気に入りに追加]をクリックする。 

④ 名前を入力し、 [0 K ] をクリックずる。 

• 登録した Web ページの表お 

① [お気に入り]をクリックする。 

② 登録した名前をクリックする。 
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電子メールを送受信する 


電子メールを使ラには、メールアカウントとパスワード（メール用）の設定び必要でず。ま 
た、オンラインサインアップで入会申し込みをした場合、入会手続を後、メールび使用でさ 
るよラになるまでに数時間かかる場合びあります。 

ここでは、メールソフト 「Outlook Express 」 を使って電子メールを送る方法を紹介します。 



[スタート]-[すべてのプログラム ]- [Outlook Express ] をク U ックする。 


送信形式を設定する。 

コンピューターウィルスなどか5守るため、または受信する相手び一般電話回線を 
使用していて、画像などびたくさん含まれている HTML メールを受信すると時間び 
かかったりするのを防ぐために、次の設定を行ラことをおずずめします。 

の [ツール]-[オプション]をクリックする。 

② [送信]をクリックする。 

③ [受信したメッセージと同じ形式で返信ずる]をクリックしてチェックマークを 
かす。 

④ [メール送信の形式]の[テキスト形式]をクリックし、 [0 K ] をクリックする。 


ス 


メールを作成する。 


① [メールの作成]をク U ックずる。 

② 宛先/件名/本文を入力する。 


[送信]をク U ックする。 





インターネツトに接続する 


か BACK 177 NEXT 卡 


♦メールを 受信ずるには 

① [送受信]をクリックする。 

② [受信トレイ]をクリックする。 

③ 読みたいメールをダブルクリックする。 

お知らせ 

• コンピューターウイルスによっては、メールを表おしただけでウイルスに感染してし 
まうものちありまず。差し出し人や件名などを確認するようにしましよう。 


令 Outlook Express を終了ずるには 

① 画面ち上の 因を クリックずる。 




インターネツトに接続する 


4^ BACK 178 NEXT 卡 


Internet Explorer/Outlook Express のデータをバックアップする 


再インストールを行うと、八ードディスクの内容は消去され、工場出荷時の状態に戻りまず。 
(=> 『取扱説明書』「再インストールする」） 

次の手順で Internet Explorer のお気に入りやメールデータのバックアップをとっておくと、 
再インストール後に、再インス I ル前の状態に戻ずことびでさまず。 

• CD - R にバックアップをとっているときは、バックアップファイル上でもクリックして[プ 
□パティ]をクリックし、[読み取り専用]のチェックマークを外してか5復元してくだ 
さい。 

Internet Explorer のお気に入りをバックアップ/復元する 


♦バックアップを とる 



1 デスクトップのをダブルクリックし 、 Internet Explorer を起動する。 

Explorer 


3バソ]ン<旧人向け >-—「Let’snote 

煩まの表をが 

わ尉こ入 r 

巧視巧脱 N) 

► 

問く (曲. 

Notepad で漏集を〉 

■'こ-. 

をおを巧けてな巧(か... 

Ctrl+O 

h ぺづ設定 < ぶ.. 

巧刷の… 

En 刷ブレピュ-狐 

Ctrl+P 

II 掛言の 

► 

；[ インボートもれ江ウスポート巧… 





[ファイル]-[インポー トおよびエクス ポー ト]をク U ックする。 
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が M リ^。。"〇ボ-卜 _ 

TVinkift ルイ /ぶート 


臟ラ。お 


はな t77 イ JIA33 ちむ 


みへ(が > 山し 

〔 < 房る(目） ][ ホ^が > I 


占ちじ入口の r ウスボート元のフ*ルタ 
ェウん节-卜元化 WW を*巧店す， 



马 _11、 み- 


ス 


「インポート/エクスポートウイザードへよラこそ」画面で、[次へ] 
をク U ックする。 


[お気に入りのェクスポート]をク U ックし、[次へ]をクリックする。 


「 Favorites 」 フォルダーをク U ックして選び、[次へ]をク U ックする。 


> t 〔 か(が > i)l 



[参照]をク U ックする。 

方 S に A0S Web フ5ウサまがつ片 W ユ5リトトできます， J 

の 抚 ■。頃助び P ’ [スなろ巧 r->W Di 

fb VDocuPMntt and Settrc か Admhistr が orVMy Docurne か s み 

I I 

(] き昭(段… I ) 

I く巧の） 卜 ぶ\妙> ] 
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バックアップフアイルの保存先を SD メモ U —カードなどに指定して 
[保存]をク U ックする。 （ bookmark ファイルび作成されます。） 


ス 


[次へ]をク U ックする。 


▼9 

ス〇 


[完了]をク U ックする。 

「お気に入りのエクスポートに成功しました」というメッセージび表 
示されますので、 [ OK ] をク U ックする。 
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♦バックアップし たお気に入りを復元ずる 



「バックアップをとる」 （今178ぺ ーシ） の手順 ブ〜 3 を行う。 



インホート/ェウスボート® S 巧 

ィンボートれな15スポート巧が〇モ巧巧で巧す， 





[お気に入りのインポート]をク U ックし、[次へ]をク U ックする。 





[参照]をク U ックする。 



バックアップファイル （ bookmark ファイル）び保存されているフォ 
ルダーを選び、 [ bookmark ] をク U ックして、[保存]をク U ックする。 
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可5 


[次へ]をク U ックする。 


占を C 入口 AH ン*ートホ®フがけ 

イン术ート技由に入0が*なする: WW を汪巧けす， 


u .. 

ir , も 


) が ぶへ(が > 

|)1 

( <居る屯 ）II 

‘乂…， I 




「 Favorites 」 フォルダーをクリックして選び、[次へ]をク U ックする。 


ス 


[完了]をク U ックする。 

「お気に入りのインポートに成功しました」というメッセージび表示 
されますので、 [0 K ] をク U ックする。 
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Outlook Express ①メールデータをノ（ックアップ/復元ずる 


♦バックアップを とる 



[スタート]-[すべてのプログラム ]- [Outlook Express ] をク U ックする。 



巧巧苗用 


<をんかた-ジストァは下のフが巧口な持れてぃますピ): 



I ま至に).- I tL OK I) I 村ン扛^ I 




[ツー J レ]-[オプシヨン]をク U ックする。 


ス 


[メンテナンス]をク U ックし、促存フオルダ]をクリックする。 


▼4 


「保存場所」画面で 【 Tab 】 を2回押してフオルダー名（例： 
C:¥Documents and Settings ...) を選び、 【 Ctrl 】 + 【 C 】 を押してコ 
ピーしてから [0 K ] をク U ツクする。 
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可5 


「オプション」画面で [0 K ] をク U ックする。 




[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックし、「ファイル名 
を指定して実行」画面で 【 Ctrl 】 +【 V 】を巧す。 




手順 4 でコピーしたフオルダー名び表示されたことを確認し、 [0 K ] を 


ク U ックする。 


8 フオルダーの画面び表示されるのでをク U ックし、表示される 

フオルダ-覽から 「Outlook Express 」 フオルダーを SD メモリー 

カードなどにコピーする。 

• データの容量に合ったメディアにコピーしてください。 






























インターネツトに接続する 


4^ BACK 185 NEXT 


flSS^ 漏実をま示がツ-ルの如た-ジ(凹） 


巧規巧ぶ化） 

る！ R を円11し■， .. 
'，巧: 7Ti ■": . 
7.;?,•お:' I -I ,が 


じ 

'ドレス 


烏 


フオルタ•の 


UtlOQk 


媽 


寺を 


I め护 

.'I 旧 f 

ユー ザーの切〇智えを） 




アドレス职由)… 
ほかのアドレス馆巧). 

ニュース アカウントの i 



♦バックアップした メールデータを 復元ずる 


ス 


[スタート]-[すべてのプログラム ]- [Outlook Express ] をク U ックする。 


[ファイル]-[インポート]-[メッセージ]をク U ックする。 


ス 


「プログラムの還択」画面で一覽から rMicrosoft Outlook Express 6 j 
をク U ックして[次へ]をク U ックする。 



ゎ6透 

シかホのち师こ是ごか0ましも IS かの用而からインポート7るち合 13. ffiW 口 wwsa 旧し 



I <居るのI 


.づ .. 


▼4 


「場所の指定」画面で [Outlook Express 6ストアディレクトリから 
メールをインポートする]をク U ックし、 [0 K ] をク U ックする。 


可5 


「メッセージの場所」画面で[参照]をク U ックする。 
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ス 


「バックアップをとる」 （今183ぺ ーシ） の手順 8 でバックアップした 
「Outlook Express 」 フオルダーを選んで [ OK ] をク U ックする。 


ゎじ'。の规 

m 

-シかホの点而に是ごか巧し！:。 S かの用而からインボー円る巧合口.防しのがの SS 旧し 






[次へ]をク U ックする。 



可8 


「フオルダの選択」画面で[すべてのフォルダ]をク U ックするか、[選 
択されたフオルダ]をク U ックして読み込ませたいフオルダーを選ん 
で[次へ]をク U ックする。 




「インポートの完了」画面び表示されたら、[完了]をク U ックする。 
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Outlook Express ①アドレス帳をバックアップ/復元ずる 


♦バックアップを とる 


[スタート]-[すべてのプログラム ]- [Outlook Express ] をク U ックする。 


を教言を〉 
すべて同巧の 




[ツール]-[アドレス帳]をク U ックする。 


メッたージルールの 
Windows Messenger 


アカウント迫)... 
オプシヨシに)… 


巧 UC 巧巧ホを)...ひ H+N 
?化いクル-ブを)... Ctrl+G 
フオルタの巧巧の...ひ rl+R 

-ルのヘルプ(ぶ 

肖昼を 

が巧1 でアウシ 

A!t+ Enter 

、力するか、一度からぷ巧 


イシボート巧 ► 


•かれ •仙*ん * ，化，。№91 

- 々 *" !. j\/n\ 



可3 


[ファイル]-[エクスポート]-[アドレス帳 （ WAB )] をク U ックする。 




バックアップデータの保存先を SD メモ U - 力ードなどに指定し、 
ファイル名（例： 123) を入力して[保存]をク U ックする。 



可5 


「アドレス帳び次の場所にエクスポートされました」といラメッセー 
ジび表示されたら、 [0 K ] をク U ックする。 
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♦バックアップした アドレス帳を復元ずる 



前ぺージ「バックアップをとる」の手順 ブ〜 2 を行ラ。 


▼3 


[ファイル]-[インポート]-[アドレス帳 （ WAB )] をク U ックする。 

前ぺージ「バックアップをとる」の手順 4 でバックアップしたファイ 
) レび保存されているフォ J レダーに移つて、バックアップしたファイル 
をク U ックし、[開く]をク U ックする。 


▼4 


「インポートは完了しました」び表示されたら、 [0 K ] をク U ックする。 




電話回線に接続ずる 
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モジュラーケーブルは、 LAN コネクターには接続しないでください。 


凸モデムコネクター 





モジュラーケーブル（市販品： B ) のち起部 （ C ) をモデムコネクター 
(己）の向きに合わせて挿し込む。 




モジュラーケーブルのもう一方を電話コンセント （ A ) に挿し込む。 

電話コンセントの種類や使用上の注意については、次のページをご覧<ださい。 


ス 


モデムの設定を行ラ。 


① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他のハードウエア]-[電話 
とモデムのオプション]をクリックずる。 

• 国や回線を入力する画面び表おされた場合は、入力して [0 K ] をクリックして 
<ださい。 

② [ダイヤル情報]をク U ックし、[編集]をクリックする。 

③ ダイヤル発信ずる場所や回線に合わせて、所在地情報を設定し、 [0 K ] をクリッ 
クする。 
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• 日本国内でお使いになる場合は、[国/地測を[日本]に設定してください。江 
場出荷時は曰本に設定されていまず。） 



お知5せ 


• モジュラーケーブルを取りかずとさは、突起部を押さえなび5引を抜いてください。 
• 通信中は、スタンバイ•休止状態機能を使用しないでください。 

• モデムは、一般電話回線で使用してください。 

-会社、事務所等の内線電話回線等には、接続しないでください。 

-特性び異なる次の回線に接続ずると、本機び故障ずるおそれびありまず。 

NTT のピンク電話の回線 
ホームテレホン （接続ボックス） 

玄関ドアホン等 

• 電話コンセントの種類は、モジュラージャック、□-ゼット、3端子（または4端子） 
ジャックなどびありまず。電話回線とのつなぞ方は、端子の種類によって異なりま 
ず。モジュラージャックの場合、モジュラーケーブルをそのままつなぞます。 

□-ゼット （ A ) の場合 

最寄りの NTT に連絡して、モジュラージャックの取り付け工事を依頼してください。 
資格のない方び工事をすることは認め5れていません。 

3端子 （ B ) (または4端子に)）ジャックの場合 
次の2とおりの方法びあります。 

-最寄りの NTT に連絡して、モジュラージャックの取り付け工事を依頼してくださ 
し、資格のない方び工事をずることは認め5れていません。 

-一方びモジュラープラグで、他方び3端子（または4端子）プラグのケーブル（市販 
品で）を用意し、図のよラにつなぞます。 

• 本機のご使用にあたって、 NTT のレンタル電話機び不要となる場合は、 NTT へご連絡 
ください。ご連絡いただいた曰をちって、 r 機器使用料」は不要となりまず。詳しく 
は、局番無しの116番（無料）へお問い合わせください。 
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モデムによるリジユーム機能（モデムリングリジユーム機能) 


スタンバイ状態のとさに内蔵モデムに接続した回線に電話びかかると、リジュームする機能 
のことです。 

不在時のファクス自動受信などを活用ずる際に便利でず。 

この機能を使用する場合は、電話の待ち受け状態を保持でをるソフトウェアを起動し、待ち 
受け状態にしておく必要びあります。 

モデムリングリジューム機能を有効にずる 



① [スタート]-[プリンタと FAX ] をクリックずる。 

感 左側の[プリンタのタスク]の [FAX のセットアップ]をクリックずる。 

• 「コンポーネントの構成」画面び表示された後、 FAX のアイコンび表をされ 
ます。 

• 2回目 L ソ降は、この操作は不要でず。 




巧刷設定を).. 


一時 f き止を) 


共有が... 

プリンタをオフラインで巧用するお) 


ショ-トカクトの巧ぶを) 
刖除屯） 

るおのを'更 ( M 〉 


③ FAX のアイコンをちクリックし、[プ□パテイ]をクリックする。 


プ□バティ® 
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④ [デパイス]-[プ□パティ ] をクリックする。 


I 掛言 I 長信 术 り-ンァップ 


FAX ま垣旋 S 定の巧定 


祕 をき璋！を離継 


織織»智をち纖織 



⑤ [受信]をクリックし、[デバイスを受信可能にする]をクリックしてチェックマー 
クを付け、 [0 K ] をクリックする。 

⑥ [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウェア]-[デバイスマネージャ ] をクリックする。 

⑦ [モデム]をダブルクリックして、内蔵のモデムをダブルクリックずる。 

⑧ [電源の管理]をクリックし、[このデバイスで、コンピユータのスタンバイ状態 
を解除できるようにする]をクリックしてチェックマークを付け、 [0 K ] をクリッ 
クする。 


上記手順 ①〜⑥ を設定した場合、バッテリーでの駆動時間びをか短<なりまず。モ 
デムリングリジューム機能を使用しない場合は、手順 ⑥の 設定で、[デバイスを受 
信可能にずる]のチェックマークをがしておくことをおずずめします。 
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お願い 


• この機能を使用ずる場合は、 AC アダプターを接続しておくことをおすすめしまず。 

• [システムスタンバイ]* 1 の設定について 

-[システムスタンバイ]は、おおよその通信時間を考慮して設定してください。 

通信中でも設定時間になるとスタンバイ状態に入り、通信び中断されることびあり 
ます。 

-[なし]に設定しておくと、通信の途中でスタンバイ状態に入ることはありませんび、 
リジュームした後、長期不在の場合でち電源び入ったままになりまず。 

• モデムリングリジューム機能を使用している場合、電話びつなびるまでに時間びかか 
ります（リジュームで起動ずる時間相当）。リジュームを行ラには通常の電話呼び出 
しよりも長く呼び出しを行ってください。 

送信側の呼び出しを長く設定でさない場合は、電話の待ち受け状態を保持でをるソフ 
トウエアで着信までのベル回数を少なく設定してください。 



[システムスタンバイ]の設定画面を表示するには： 

[ スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]- [ 電源オプションい[電 
源設定]をク U ックする。 


お知5せ 


• 電源オフ時および休止状態か5はリジュームでさません。 

• スタンバイ状態か5リジュームした後は、画面は消えたままです。キーボードまたは 
ホイールパッドを操作すると元の画面び表ちされます。 

• 内蔵モデム L ソかのモデム （ PC 力ードモデムなど）の回線に電話びかかってもリジュー 
ムしません。 
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AT コマンドでモデムの設定を変更する 


通信を行ラ際に、毎回、 AT コマンドでモデムの設定をずるぶ、要びある場合は、次の手順で設 
定でさまず。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他のハードウエア]-[電話 
とモデムのオプション]-[モデム]をクリックし、変更したいモデムをクリック 
して、[プ□パテイ]をクリックする。 

② [詳細設定]をクリックする。 

③ [追加設定]に AT コマンドを入力ずる。 

(例）スピーカーを常時オフにするには、 fATMOj と入力ずる。（「0」は数字） 

④ [ OK ] をクリックして、再度 [ OK ] をクリックする。 

お知5せ 


• AT コマンドについては、次の手順で ^ 『内蔵モデムコマンドー覧』をご覧ください。 
[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[オンラインマニュアル]-[内蔵モデ 
ムコマンドー覧]をクリックする。 






LAN でネットワークに接続ずる 
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ケーブルテレビ、 ADSL 光ファイバーなどを利用してインターネット接続を行ラ場合には、 
LAN を使用しまず。ここでは、接続ヴービス会社（プ□バイダー)に申し込んで回線工事な 
どび終わった後、必要となる設定について説明しまず。 

また、家庭や会社にある複数のコンピューターや周辺機器などをネットワークで結ぶと、複 
数のコンピューター間でファイルやプリンターなどを共有することびでさます。 



• LAN コネクターにモジュラーケーブルを接続しないでください。 

• ネットワークを正常に動作させるために100 m 未満でカテゴリー 5じ Lb のツイストぺ 
アケーブルを使用してください。 

• コネクター部分にカバーび付いている LAN ケーブルは、接続できない場合びありま 
す。事前にご確認ください。 



コンピューターの電源を切る。 

(=> 『取扱説明書』「電源を入れる/切る」） 

• スタンバイ•休止状態のとさ、取り付け/取りかしを行わないでください。 




LAN でネツトワークに接続する 
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ケーブルを接続する。 

市販の LAN ケーブルで本機の LAN コネクター ( A ) とネットワークシステム（サー 
バー、 ハス ADSL モデム、ブ□-ドバンドルーターなど）を接続します。 


可4 


コンピューターの電源を入れる。 
プロトコル等の各種設定を行ラ。 


LAN まを tt 甚 g インターネ9卜 



W ヤレスネ，トワー贿窃 


g 別典子卿縮! 

I —山 


接続サービス会社（プ□バイダー)または、会社などでのネットワーク担当のシス 
テム管理者におたずねください。 

① [スタート]-[接続]-[ずべての接続の表を]をクリックする。 

感 [□-カルエリア接続]をダブルクリックずる。 



をお gaatsi 


巧巧がも 



a 巧の)'' 



この巧巧は为の項目ちほ巧しますが 



i が月 

反さ》押1ブ0卜: U レ/インター本9トブ日トコ化。 fiS； 巧括されたさまさまな 


③ [インターネットプ□トコル （ TCP / IP )] をクリックして、口□パティ]をクリッ 
クする。 
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④ 接続サービス会社（プ□バイダー)またはネットワーク担当のシステム管理ち 
の指ちに従って設定し、 [0 K ] をクリックする。 


お願い 


• LAN Wake Up 機能を使用せずにネットワーク機能をお使いになる場合は、スタンパ' 
イ•休止状態機能を使用しないで<ださい。データび正し<送受信でをないことがあ 
りまず。データの転送中などでち[システムスタンバイ]や[システム休止状態]び働を、 
自動的にスタンバイまたは休止状態に入ることびありますので 、 LAN Wake Up 機能 
を使用しないとさは、次の項目でさ機能を[なし]に設定しておくことをおすすめしま 
す。（工場出荷時、[システム休止状態]は[なし]に設定されていまず。） 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプシヨ 
ン]-[電源設定] 

• ネットワークコンピューターとして使ラ場合、用途に応じてその他いくつかの設定び 
必要となりまず。詳しくはネットワーク担当のシステム管理ちにおたずねください。 



お知5せ 


• 八ブユニットのリンクランプび点なせず、ネットワーク機能び使えない場合： 

① 「デバイスマネージャ」画面を表示する。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システム] 
-[八ードウ エア]- [デバイスマネー ジャ ] をクリックしてください。 

感 [ネットワークアダプタ]をダブルクリックして、お使いの LAN アダプターをダブル 
クリックずる。 

③ [詳細設定]をクリックずる。 

④ [プ□パティ ] の [Link Speed/Duplex Mode ] をクリックして、[値]をお使いのネット 
ワーク環境にあった通信速度に設定ずる。 

⑥ [0 K ] をクリックし、「デバイスマネージャ」画面でち上の 因を クリックして閉じる。 
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LAN Wake Up 機能を有効にする 


内蔵 LAN の LAN Wake Up 機能により、ネットワーク上のコンピューターを使ってスタンバ 
イ-休止状態か5リジュームずることびでさます。 


きを_•苟些驾.時が—醉！ム'がづ i が饰 a.L 

Realtek RTLW 扣店1的 Fam か' 


m 


向顾 S 

I 囚恤" 
、で] ちま 


i 赏晒.を-が'-挪-可でこ防の文のおオラ.「:徹獨.巧 
IW スで、 ] ンビユ-化〇ス於バイげ!巧臟できるよ光巧 
I ちまス子-シ3ン T のみ、]ンビユ-妳スクンバイがちを賠际で巧よう I 巧る 


① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウェア]-[デバイスマネージャ ] をクリックずる。 

② [ネットワークアダプタ]をダブルクリックして、内蔵の LAN アダプターをダブル 
クリックする。 

③ [電源の管理]をクリックし、[電力の節約のために、コンピュータでこのデバイ 
スの電源をオフにできるようにする]およびにのデバイスで、コンピユータのス 
タンバイ状態を解除できるようにずる]をクリックしてチェックマークを付け、 
[ OK ] をクリックし、「デバイスマネージャ」画面でち上の 因を クリックして閉じ 
る。 


お願い 


• 必ず AC アダプターを接続して電力の供給び巧能な状態にして < ださい。 
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お知らせ 


• セットアップユーティリティでパスワードを設定して胞動時のパスワード]を情効] 

に設定している場合でち、スタンバイ•休止状態か5リジュームする際は、セット 
アップユーティリティで設定した/ くスワードの入力は必要ありません。 

• LAN Wake Up 機能は、次の場合は動作しません。 

• Windows の終了画面か5電源を切った場合 

-電源スイッチを4秒じ Lb スライドして電源を切った場合（コンピューターびハング 
アップしたとさなど） 

- AC アダプターとバッテリーパックを本体か5取りかし、取り付け直した場合 
• スタンバイ状態か5リジュームした後は、画面は消えたままです。キーボードまたは 
ホイールパッドを操作すると元の画面び表ちされます。 

• ネットワーク上の意図しないコンピューターか5アクセスびあると起動ずる場合び 
あります。 

次の手順で、意図しないコンピューターか5のアクセスによる起動を防ぐことびでさ 
ます。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウ ェア]- [デバイスマネージャ ] をクリックずる。 

② [ネットワークアダプタ]をダブルクリックし、内蔵の LAN アダプターをダブルク 
リックして、[電源の管理]をクリックずる。 

⑤ [管理ステーシヨンでのみ、コンピュータのスタンバイ状態を解除でさるよラに 
する]をクリックしてチェックマークを付け、 [ OK ] をクリックし、「デバイスマ 
ネージャ」画面でち上の 因を クリックして閉じる。 
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無線 LAN を使ラと、ケーブル配線のむ配なくネットワークび利用でさます。例えば、無線 
LAN アクセスポイントまたは無線 LAN 対応のブ□-ドバンドルーター似降、無線 LAN ア 
クセスポイントと表記）を設置している部屋か5離れた場所でち、本機でホームページの閲 
覧 や、メールのチェックびでさます。また、無線 LAN 内蔵のコンピユーターどラしでデー 
夕のやり取りを行ったり （今219ぺー ジ）、 プリンターを共用したりでさます。 

• 通信モードの種類 

-インフラストラクチャ通信モード 

無線 LAN アクセスポイントを使って無線 LAN 機能を持った2台 L ソ上のコンピユーター 
でデータのやり取りを行ラモー ド。 無線 LAN アクセスポイントを通じてインターネッ 
卜に接続する場合は、この通信モードを使用します。 

• ad hoc 通信モード 

無線 LAN 機能を持った2台のコンピユーターび、無線 LAN アクセスポイントを使わず 
に直接データのやり取りを行ラモー ド。 

• 本機では、 IEEE 802.11 a / IEEE 802.11 b / IEEE 802.1 1 g の3種類の規格に対応しています。 
本機で使える IEEE 802.11 b / IEEE 802.1 1 g のチャンネルは、1〜13チャンネルです。14 
チャンネルには設定でをません。 

• IEEE 802.1 1 a : 5 GHz 帯の電波を使用している高速無線 LAN 規格。 

• IEEE 802.1 1 b : 2.4 GHz 帯の電波を使用している無線 LAN 規格。 

• IEEE 802.11 g : IEEE 802.1化の高速無線 LAN 規格で、互換性び高い規格。 



お願い 


• 無線 LAN 用アンテナ （ A ) を経由して通信び行われます。 

アンテナ部を手でふさぐなど、電波の巧げになるよラなことはしないで<ださい。 

• ユーザーの簡易切り替え機能は使用しないでください。この機能を使ってユーザーを 
切り替えた後、無線 LAN び使えなくなる場合びあります。 


A 
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お知らせ 


• 通信速度や通信距離は、無線 LAN 対応機器や設置する環境などの周囲条件によって異 
なります。 

• 電波の性質上、通信距離び長<なるに従って通信速度び低下する傾向びあります。無 
線 LAN 対応の機器どラしは近い距離で使用することをおすすめしまず。 

• 電子レンジなどを使用中に、通信速度び低下ずる場合びあります。 

• IEEE 802.1 1g と IEEE 802.1化び混在ずる環境で使用した場合、 IEEE 802.1 1g での通信 
速度び低下する場合びありまず。 
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使用上のお願い 



無線 LAN 切り替え 
スイッチ 

OFF -1—1— I 1111-1 -ON 


♦航空機 内や病院内、その他の場所で無線 LAN の電源を切る必要 
びある場合 

• あ5かじめ無線 LAN 切り替えスイッチを左 （ OFF 側）にスライドしてくださし、また、無 
線 LAN 機能を使わないとさは、無線 LAN 切り替えスイッチをオフにして、電源を切って 
おくことをおすすめします。無線 LAN の電源び入っていると、バッテリーでの駆動時間 
び短< な0ます。 


♦屋外で 使用でさない無線 LAN ①規格 

• IEEE 802.1 1 a (5 GHz の無線 LAN ) を使って匡かで通信を行うことは、電波法で禁止され 
ています。無線 LAN の電源びオンの状態で本機を屋外で使用する場合は、あ5かじめ 
IEEE 802.1 1 a を無効に設定しておいてください。 （今203ぺージ） 


♦無線 LAN によるデータの盗聴やノ \ー ドディスク内への侵入を防 
止ずるために 

• 無線 LAN 機能をお使いの場合、ネットワークを経由して、八ードディスク内のデータを 
盗聴されたり、共有しているファイルなどにアクセスされるおそれびありまず。 

無線 LAN 機能をお使いになる際は、セキュリティに関する設定を行ってか5お使いいた 
だくことをおすすめします。 （今209ベー ジ） 
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無線 LAN の電源を入れる/切る 



無線 U \ N 切り替え 

スイツチ 

OFF - f —1— I 1111-1 -ON 


無線 LAN 切り替えスイッチをスライドし、無線 LAN の電源のオン/オフを切り替えまず。 
• 電源を入れるときは、ち （ ON 側）にスライドしまず。画面ち下のタスクトレイの r 無線 

LAN アイコン」び タピに なりまず。 

• 電源を切るときは、左 （ OFF 側）にスライドしまず。画面ち下のタスクトレイの「無線 
LAN アイコン」び ©になります。 


お知5せ 


• 無線 LAN をお使いになる前に、無線 LAN の電源を入れてください。 

• 無線 LAN 切り替えスイッチを操作してか！5、「ワイヤレスネットワーク接続」画面の 
表をび更新されるまで、を少時間びかかる場合びありまず。 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替える 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (5 GHz の無線 LAN ) を使って屋外で通信を行うことは、電 
波法で禁止されています。無線 LAN 切り替えスイッチびオンの状態で本機を匡かで使用す 
る場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定しておいてください。 



コンピューターの管理者の権限で□グオンする。 

制限ユーザーでは、 IEEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替えることびでさません。 




画面ち下のタスクトレイの「無線 LAN アイコン」 夕^ または @ をク 
U ックする。 
















無線 LAN で通信する 


4^ BACK 204 NEXT 卡 


4 802.1 la ちが]を） 
802.1 la 無が]屯) 

バージョン博卽 M 

が■了域 


IEEE 802.1 1 a を無効にする場合： 

• [802.11a 無効]をクリックずる。 

IEEE 802.1 1 a を有効にする場合： 

• [802.11a 有効]をクリックずる。 

• IEEE 802.1 1a を有効または無効に設定しても、「無線 LAN アイコン」 ク または 
% は変わ0ません。 

• IEEE 802.11 b/g の無線 LAN アクセスポイントに接続中、 IEEE 802.1 1a の有効/無 
効を切り替えると、無線 LAN アクセスポイントとの接続び一時的に切断されま 
す。 


お知5せ 


• 「デバイスマネージャ」やセットアップユーティリティで無線 LAN を無効にしている 
場合や、 r ネットセレクター」 （今224ぺージ） で LAN を選択している場 S ま、およ 
び @ は表おされません。 

• 「デバイスマネージャ」で IEEE 802.1化 /g の設定を変えている場合、タスクトレイの 
r 無線 LAN アイコン」で IEEE 802.1 1a の有効/無効を切り替えると、次の規格での通 
信び巧能になりまず。 


デバイスマネージャでの設定 

「無線 LAN アイコン」での設定 

IEEE 802.1 1a び有効の 

と定 

IEEE 802.1 1a び無効の 

とさ 

[802.11a、802.11b、 802.11 g] 
または [802.11b および802.11 g] 

a+b+g び有効 

b+g び有効 

[802.11g のみ]または 
[802.11a および802.11 g] 

a+g び有効 

g び有効 

[802.11a のみ]または 
[802.11b のみ] 

a び有効 

b び有効 
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• 「デバイスマネージャ」で IEEE 802.11 b/g の設定を変える場合： 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウ ェア]- [デバイスマネージャ ] をクリックずる。 

感 [ネットワークアダプタ]をダブルクリックして、 [ Intel ( R ) PRO / Wireless ...] をダ 
ブルクリックする。 

③ [詳細設定]をクリックし、[プ□パティ ] の中の[ワイヤレスモード]をクリックす 
る。 

④ [デフオルト値使用]のチェックマークをかし、設定内容を選ぶ。（: [802.11 a およ 
び802.11 g ] など） 

⑤ [ OK ] をクリックする。 

• IEEE 802.1 1 a を有効に設定していても、無線 LAN 切り曾えスイッチをオフにしている 
ときは、 IEEE 802.1 1 a は使用できません。 

• 画面ち下のタスクトレイの ブ< または 0 上に力ーソルを移動させると、無線 LAN と 
IEEE 802.1 1 a の状態び表ちされます。 


通信の状態を確認する 



本機で無線 LAN アクセスポイントに接続でをるか、次の操作で確認しまず。 

詳しくは、無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書をご覧ください。 

• 無線 LAN アクセスポイントの電源を入れて設定ずる。 

• 画面ち下のタスクトレイの r ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 ザ) をクリックして 
確認する。 
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無線 LAN アクセスポイントに接続する 


♦無線 LAN を使ラまでの大きな流れ 

コンピュータ ー 1台をはじめて無線 LAN アクセスポイントに接続ずる場合の流れでず。無 
線 LAN アクセスポイントにセキュリティなどの設定をずでに行っている場合や複数のコン 
ピューターを接続する場合は手順び異なります。お使いの無線 LAN アクセスポイントの説 
明書をご覧になり、接続してください。 


Steol 準備 

-必要な機器を準備ずる 
- 無線 LAN のセキュリティについて検討ずる 

今 207 ぺージ 

•インターネットに接続ずる場合は、回線の契約とプ 
□バイダーへの入会手続さを行ラ 

今 165 ぺージ 
今 171 ぺージ 

1 

SteD2 お線 LAN アクわスポイントのわキユ U ティの設を 

今 209 ぺージ または無線 
LAN アクセスポイントに付属 
の説明書をご覧ください。 


本 

Stftn3 未機のわキユ U ティの訪を 

• 無線 LAN を有効にする 
-本機に暗号化を設定ずる 

今 211 ぺージ 

1 

Stftn4 お線 LAN アクわスポイントの巧猛 

今 213 ぺーシ または無線 
LAN アクセスポイントに付属 
の説明書をご覧ください。 

• インターネットに接続ずる 

今 218 ベージ 
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Step 1 準備 


♦必要な 機器を準備ずる 

• 無線 LAN アクセスポイント 

推奨品:株式会社/(ッファ□—製品番: WHR - AMG 54( IEEE 802.1 1 a 準拠 W 52/ W 53 対応) 
本機は、 AOSS には対応していません。 

• ADSL モデムや専用モデムなど、回線に接続するための機器： 今166ページ 

♦無線 LAN のセキュリティについて検討ずる 

• 無線 LAN は配線の手間びい 5 ない反面、電波び届く節囲内であれば通信内容を傍受、あ 
るいはネットワークに侵入されるおそれびありまず。無線 LAN には有線 LAN じ(上にセ 
キュリティ巧策び必要です。セキュリティ機能には第王者び簡単に盗聴-侵入でさない 
よラにずる効果びあります。 

無線 LAN 機能をお使いになる際は、セキュ U ティに関ずる設定を行ってお使いいただく 
ことをおすすめしまず。 （今209ぺージ） 

セキュリティ機能については用語集 （今324ぺージ） の中でも紹介していまず。 

• 無線 LAN で使われるセキュリティ機能 

• WEP : 今 335ぺーシ 

• TKIP ‘1 : 今 334ぺージ 

• AES * l : 今 3% ぺージ 

• MAC アドレスフィルタリング 

• ESS-ID ( SSID ) のステルス機能’ 1 

• ANY 接続拒否機能’1: 今326ぺージ 

• WPA ‘ l : 今 335ぺージ 

無線 LAN アクセスポイントの種類によっては、設定できない場合があります。 
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♦本 機の MAC アドレスについて 

• 無線 LAN アクセスポイントの機種や設定によっては、あ 5 かじめ本機の MAC アドレスを 
登録しておかないとアクセスを受け付けない場合びありまず。 

この場合は、次の手順で本機の MAC アドレスを確認し、無線 LAN アクセスポイントに 
付属の説明書に従ってアクセスを受け付けるよラに登録してください。 

- MAC アドレスの確認方法 


① 「コマンドプ□ンプト」画面を表示ずる。 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[コマンドプ□ンプト]をク 
リックしてください。 

② fipconfig / allj と入力し [Enter] を巧ず。 

ワイヤレスネットワーク接続側の 「Physical Address 」 と表をされた行の12巧 
の英数字び MAC アドレスです。 

③ MAC アドレスをメモしてか 5、 「 exit 」 と入力し、 [Enter] を巧ず。 


準備び終わった5、 rstep 2 無線 LAN アクセスポイントのセキュリテイの設定」を行って 
<ださい。 
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SteD 2 無線 LAN アクセスポイントのセキュリティの設定 


使用する無線 LAN アクセスポイントによって異なりまず。無線 LAN アクセスポイントに付 
属の説明書をご覧ください。 

推奨無線 LAN アクセスポイント（品番： WHR - AMG 54) をお使いの場合は、セキュリティ 
のために、次の手順で無線 LAN アクセスポイントにデータの暗号化 （ WEP / TKIP / AES ) を 
設定してください。 

本機は、 AOSS には対応していません。 



無線 LAN アクセスポイントとコンピューターを LAN な一づ )レでつな 


ぐ。 

無線 LAN アクセスポイントに付属の LAN ケーブルの一方を本機の LAN コネクター 
に、 もう一方を無線 LAN アクセスポイントの LAN ポートに接続しまず。 


S 

Internet 

Explorer 




デスクトップの^ をダブルクリックし 、 Internet Explorer を起動する。 

Internet 

Explorer 

無線 LAN アクセスポイントの接続画面び表をされますび、何ち入力せず、[キャン 
セル]をクリックして画面を閑じてください。 


UNAUTHORIZED - 



ファイルを）漏集® を示な） 

〇 なる，占ぶ 

アドレス© 


巧 2.168 . 11.1 


可3 


アドレスに、無線 LAN アクセスポイントの LAN 側 IP アドレスを入力 

し、 [Enter] を押す。 

LAN 側 IP アドレスは、無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書に記載されていま 
すのでそち5をご覧ください。 （ LAN 側 IP アドレスは、 n 92.168 .11.1 J のような数 
字の組み合わせでず。） 
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無線 LAN アクセスポイントの接続画面でユーザー名とパスワードを 
入力し、 [ OK ] をク U ックする。 

• 初期設定時は 「 root 」 と入力し、パスワードは空欄にしまず。 



可5 


騰能設回の照線 LAN の暗号化を設定する ( WEP / TKIP / AES )] をク 
U ックする。 

① 暗号化方式を [ WEP ]、[ TKIP ]、[ AES ] の中か5選んでクリックずる。 

② 手順 ①で [ WEP ] を選んだ場合： 

入力形式を設定し、 [WEP 暗号化キー ] を入力して[設定]をクリックずる。 

手順 ①で [ TKIP ] または [ AES ] を選んだ場合： 

[ WPA-PSK (事前共有キ ー)] を入力して[設定]をクリックする。 


③ [設定]をクリックする。 

暗号化の設定び登録されまず。 


④ [設定完了]をクリックする。 




LAN ケーブルを本機の LAN コネクターから取り外す。 
お知5せ 


• 設定ずる SSID や WEP などは、本機に暗号化を設定ずるとさにち使用しますので、お、 
ずメモをとってください。また、設定内容は、第 H ちに見5れたりしないよラ大切に 
保管してください。 


Step 2 の設定はこれで完了でず。 rstepS 本機のセキュリティの設定」を行ってください。 
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steps 本機のセキュリティの設定 


無線 LAN アクセスポイントの暗号化を設定した場合、コンピューター側ち同じ暗号化を設 
定する必要びあります。 

暗号化の設定は、後で変更ずることちでさます。無線 LAN アクセスポイントの暗号化の設 
定を変更した場合は、必ずコンピューター側ち同じ設定になるよラに変更してください。 
(今 215ぺーシ） 



無線 LAN 切り替え 

スイツチ 


OFF f I im - lON 


4 802.1 la ち如を) 
802.1 la 無灿屯) 

バージョン博卽咕) 

が了卿 



無線 LAN 切り曾えスイッチをち （ ON 側）にスライドする。 

• IEEE 802.1 1 a を使う場却ま、画面ち下のタスクトレイの「無線 LAN アイコン」 


^ または© をクリックし、 [802.11 a 有効]をクリックする。 

©および; び表ちされていない場合： 

次の設定を確認して < ださい。 

•[ワイヤレスネットワーク接続]び無効にする]に設定されている場合びありま 
ず。次の手順で、[有効にずる]に設定してください。 

① [スタート]-[接続]-[すべての接続の表示]をク U ックずる。 

③ [ワイヤレスネットワーク接続]をちク U ックし、[有効にずる]をクリックする。 
•セットアップユーテイリテイの「詳細」メニューの [ 無線 LAN ] び [ 無効]に設定 
されている場合びありまず。次の手順で、[有効]に設定してください。 

① Windows を終了し、コンピューターを再起動ずる。 


② コンピユーターの起動後ずぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている間 
に [F2] を巧す。 

パスワードを設定している場合は「パスワードを入力してください」と表 
をされますので、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

③ r 詳細」メニユーで[無線 LAN ] を選んで [Enter] を巧し、表ちされたメニユ ー 
か 5 [有効]を選んで tnter 】 を巧す。 
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④ 【 no 】 を巧し、確認のメッセージび表ちされた5、「はしりを選び、 [Enter] 
を巧す。 

セツトアップユーティリテイび終了し、コンピューターび再起動します。 
手順 2 か！5始めてください。 


ワイヤレスネットワーク 
接続アイコン 

> り I または 


お : V* t ご W 




画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 
5。 I または'^をク U ックする。 

• I ザ >| をクリックして r ワイヤレスネットワーク接続の状態」画面び表ちされた 
場合は、[ワイヤレスネットワークの表を]をクリックしてください。 




無線 LAN アクセスポイントに接続する。 

① [ワイヤレスネットワークの選択]か！5接続ずる無線 LAN アクセスポイントをク 

リックする。 

• 推奨の無線 LAN アクセスポイント（品番： WHR-AMG54) をお使いの場合 
巧期設定では無線 LAN アクセスポイント名び、無線 LAN アクセスポイント側 
面のカバーをスライドさせて取りがしたところに記載されている番号（例え 
ば、000740や000 DOB で始まる文字）で表ちされます。 

• 接続ずる無線 LAN アクセスポイント名が表示されない場合 

[ネットワークの一覧を最新の情報に更新]をクリックしてください。 
それでも表示されない場合は、「無線 LAN の Q & A 」 （今307ベー ジ） をご覧 
<ださい。 

② [接続]をクリックする。 

• すでに暗号化び設定されている無線 LAN アクセスポイントに接続ずる場合 
は、ネットワークキーの入力画面び表おされます。ネットワークキーを入力 
して[接続]をクリックしてください。 

• 「セキュリティで保護されていない.…」と表おされた場合は、セキュリティ 
び設定されていませんので、必ず設定してください。無線 LAN アクセスポ 
イントによっては表示されない場合ちあります。 

















































無線 LAN で通信する 


« BACK 213 NEXT 卡 


接続でさると、還択した無線 LAN アクセスポイントの枠のち上に r 接続☆」 
と表示されます。 


お知5せ 


び表示されているとさは、接続中です。そのまましば5くお待ちください。 

の表示び長く続く場合は、 r 織泉 LAN の Q & A 」 （4 311ぺージ） をご覧ください。 


steps の設定はこれで完了でず。 rstep4 無線 LAN アクセスポイントの接続」を行ってく 
ださい。 


Step 4 無線 LAN アクセスポイントの接続 



回線 



無線 LAN アクセスポイントと ADSL モデムなどの機器を接続します。無線 LAN アクセスポ 
イントに付属の説明書をご覧ください。 

推奨無線 LAN アクセスポイント（品番： WHR - AMG 54) をお使いの場合は、次の手順でプ 
□バイダーの設定を行ってください。 


無線 LAN ADSL モデ厶 

アクセスポイント などの機器 

I_ I 

- 体型もあります。 


プロバイダ- 
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Internet 

Explorer 


1サーバーが見つかりません- 


ファイルの漏集を） を働 わ尉こス 

^ ^ ぶ た 

アドレス (が拥 192 . 168 . 11 . 1 "^ _ 



デスクトップの 夕 をダブルクリックし 、 Internet Explorer を起動する。 

Internet 

Explorer 




アドレスに、無線 LAN アクセスポイントの LAN 側 IP アドレスを入力 

し、 [Enter] を押す。 

LAN 側 IP アドレスは、無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書に記載されていま 
すのでそち5をご覧ください。 （ LAN 側 IP アドレスは、 n 92.168 .11.1J のような数 
字の組み合わせです。） 



可3 


無線 LAN アクセスポイントの接続画面でユーザー名とパスワードを 
入力し、 [0 K ] をク U ックする。 

• 初期設定時は「の〇りと入力し、パスワードは空欄にしまず。 


▼4 


必要な情報を入力し、設定する。 


無線 LAN の設定はこれで完了でず。 
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本機の暗号化の設定を変える 



画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 

ザ I または 52 をちク U ックして、[利用でさるワイヤレスネットワー 
クの表示]をク U ックする。 


困ましたタスク 

シワかレスネットワ-ウの託を田の 

表で 


€ 


傷先ネットワ-クの顺立の変更^ 


''来 詳細設定ので至 


▼3 


[ワイヤレスネットワーク接続]の「関連したタスク」から[優先ネット 
ワークの順位の変更]をク U ックする。 

[優巧ネットワーク]から無線 LAN アクセスポイントのネットワーク 
名をク U ックし、[プロパティ]をク U ックする。 


可4 


無線 LAN アクセスポイントに設定した内容に従って暗号化などを設 
定する。 



A 

B 

C 


D 

E 

F 


A . [ネッ トワーク 認証] 

[才ープンシステム]、[共有キー]、 [ WPA ]、[ WPA - PSK ] から、無線 LAN アクセス 
ポイントに設定されている認証を選択します。 

B . [データの暗号化] 

[無効]、 [ WEP ]、[ TKIP ]、[ AES ] か！5、無線 LAN アクセスポイントに設定されてい 
る暗号化を設定しまず。 
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G 


C . [ネットワークキー] 

無線 LAN アクセスポイントに設定されているネットワークキーを入力します。グ 
レー表示となり入力でをない場合は、[キーは自動的に提供される]のチェック 
マークをクリックして外してください。 

•[ データの暗号化]び WEP の場合： 

文字入力 （5 文字または13文字）か16進数 （10 巧または％巧） 

•[ データの暗号化]び TKIP / AES の場合： 

で字入力 （8 文字か5 63文字）か16進数 （64 巧） 

D . [キーのインデックス](データの暗号化び [ WEP ] に設定されているとさのみ設定） 
無線 LAN アクセスポイントに設定されているインデックスを1〜4の範巧で指定 
しまず。 (通常は1を指定しまず。） グレー表ちとなり入力でさない場合は、巧一 
は 自動的に提供される] をクリック してチェックマークをかしてください。 

E . [キーは自動的に提供される] 

ネットワークキーび提供される環境の場合、クリックしてチェックマークを付け 
ます。 

推奨無線 LAN アクセスポイント（品番； WHR - AMG 54) の場合は、チェックマー 
クをがします。 

F . [これはコンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークで、ワイヤレスアクセスポ 
イントを使用しない] 

コンピューターどラしで接続する場合、クリックしてチェックマークを付けま 
す。無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、チェックマークを外します。 

G . [このネットワークで IEEE 802 .1 X 認証を有効にする] 

IEEE 802 .1 X 規格の認証システムを採用されている無線 LAN アクセスポイント 
で、 IEEE 802 .1 X 規格の認証システムを設定した場合は、クリックしてチェック 
マークを付けます。 

IEEE 802 .1 X 規格の認証システムを採用していない無線 LAN アクセスポイントの 
場合、チェックマークを付けると、無線 LAN アクセスポイントに正しく接続でさ 
ないことびありまず。 

使用する無線 LAN アクセスポイントの仕様と設定をよくお確かめください。 
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>トワー如巧化されを場を，^(こ自か的じ巧活する::^^^でそま 
t が巧ド別飽 I 味お巧在なする砂 


H . [このネットワークび節囲内にあるとさ接続する] 

このネットワークび検出されたとさ、常に自動的に接続する場合、クリックして 
チェックマークを付けます。 


可5 


[0 K ] をク U ックする。 
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インターネットに接続する 


Internet 

Explorer 


無線 LAN を使って、無線 LAN アクセスポイント経由でインターネットに接続するよラに設 
定します。 



「インターネットのプロパティ」画面を表示する。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[ネットワークとインターネット接続]-[イン 
夕ーネットオプション]をクリックします。 




[接続]をク U ックして、[ダイヤルしない]をク U ックする。 
[ダイヤルしない]びグレー表示になっているとをは、次の手順に進みまず。 


ス 


[ LAN の設定]をク U ックし、プロバイダーなどの指示に従って設定し 
て、 [0 K ] をク U ツクする。 




[0 K ] をク U ックする。 




デスクトップ のが をダブルクリックし、インターネットに接続する。 

Internet 

Explorer 
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無線 LAN 対応のコンピューター間でデータをやり取りする 


無線 LAN アクセスポイントを経由しないでコンピューターどラしで無線 LAN を使って通信 
をするとさは、それぞれのコンピューターで次の設定を行ってください。 

• IP アドレスとサブネットマスクの設定 

• アクセスするネットワークを [ コンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークのみ]に設定 
• ネットワーク名 ( SSID ) を同じ名前に設定 
• ネットワークの認証と同じ認証に設定 

• 暗号化ずる場合は、同じ暗号化、同じネットワークキーを設定 



画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 

ザ) I またはち g をちクリックして、[ネットワーク接続を開く]をク 
U ックする。 




[ワイヤレスネットワーク接続]をちク U ックし、メニューから[プロパ 
テイ ] をク U ックして選び、[ワイヤレスネットワーク]をク U ックす 
る。 



辛り航 1 


ido«s で]イサレスホジト つー クが S ミを船する化） 


〔W ヤレスホかワ-5®*示] 




[ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する]にチェック 
マークび付いていることを確認し、[追加]をク U ックする。 
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① 


② 





必要に応じて設定する。 

① [これはコンピュータ相互 (ad hoc ) のネットワークで、ワイヤレスアクセスポ 
イントを使用しない]をクリックしてチェックマークを付ける。 

② 同じネットワーク名 ( SSID ) を入力する。 

③ 同じネットワーク認証を選ぶ。（オープンシステムのみサポート） 

④ [データの暗号化]で、同じ暗号化を選ぶ。（暗号化は WEP のみサポート） 

⑤ [キーは自動的に提供される]をクリックしてチェックマークをかし、同じネット 
ワークキーを入力して、ネットワークキーの確認入力を行ラ。 

• ネットワークキ ー ： 

文字入力 （5 文字または13文字）か16進数 （10 巧または26巧） 


可5 


[ OK ] をク U ックする。 


FREESPOT で使う 


FREESPOT とは、無線 LAN でインターネットにアクセスできる環境を開放し、誰でもメー 
ルやインター ネッ 卜を利用でさるエリア-ヴービスのことです。 

FREESPOT を利用ずるためには、無線 LAN の設定を FREESPOT 用に設定する必要びあり 
ます。本機では、 FREESPOT を簡単に利用できるようあ5かじめ FREESPOT 用の設定び 
登録されていまず。 

FREESPOT の設定場所や設定方法については、 http :// www . freespot . com / をご覧ください。 


お願い 


• FREESPOT の設定場所に移動し、電波を受信でをる環境で設定してください。 

• 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面の[ワイヤレスネットワーク]の[プ 
□パティ]では、[キーは自動的に提供される]のチ王ックマークをかし、[データの暗 
号化]、[ネットワーク認証]は設定しないでください。 
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• 屋外で FREESPOT を利用する場合は、 IEEE 802.1 1 a を無効に設定してください。 

(A 203ページ） 




FREESPOT の設定を選択する。 


① 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アィコン」 I ザ ) I また 

は巧^をちクリックして、[ネットワーク接続を開く]をクリックずる。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックし、メニューか5[プ□パティ]をク 
リックして選び、[ワイヤレスネットワーク]をクリックする。 

③ [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する]をクリックしてチエッ 
クマークを付ける。 

④ [ワイヤレスネットワークの表示]をクリックし、[ワイヤレスネットワークの選 
択]の中か 5[ FREESP 0 T ] をクリックする。 

⑤ [接続]をクリックする。 




画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」 fih をちク 
U ックしてネットセレクターのメニューを表示させ、 [ FREESPOT ] を 


ク U ックする。 
お知5せ 


• [ FREESPOT ] をクリックすると、自動的に Windows ファイアウォールび有効になりまず。 
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プ□ジエクターとワイヤレス接続する 


) ':ナソニック液晶プ□ジェクター TH - LB 10 NT / TH - LB 20 NT / TH - LB 30 NT とワイヤレス接続し 
て使ラ場合、プ□ジェクターに付属の CD-ROM を使わずに、ワイヤレス投写用アプリケー 
シヨンソフト Wireless Manager mobile edition 2.0 を使うことびできます。 

Wireless Manager mobile edition 2.0 は、無線 LAN でコンピューターか! 5 プ□ジェクターに 
画面を送るためのアプリケーションソフトです。 

• アプリケーションソフトの使いちについ口ま r オンラインマニュアルの見かた」 （今223 
ぺージ） の手順で、本機のハードディスクにインス!ルされている Wireless Manager 
mobile edition 2.0 のオンラインマニュアルをご覧ください。 


♦起動の しかた 



プ□ジェクターの電源を入れる。 




コンピューターの管巧者の権限でログオンする。 




[スタート]-[すべてのプログラム ]- [Panasonic Wireless Display ] - 
[Wireless Manager mobile edition 2.0] をク U ツクする。 


ス 


「 Windows セキ ュ U ティの重要な警告」画面で [ブロックを 解除す る] 



可5 


をク U ックする。 

「ネットワーク接続」画面び表ちされた5[はい]をクリックしてくださし、。 


接続するプロジェクターを選んで [ OK ] をク U ックする。 
表おされた画面か 5、 使用したい機能を選択して<ださい。 
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♦オンラインマニュアルの 見かた 



[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックする。 




rc :¥ util ¥ wlprjct ¥ jpn _ network.pdfJ と入力して、 [0 K ] をク U ックする。 

合わせて rc :¥ util ¥ wlprjct ¥ hosoku . pdfJ け甫足説明）もご覧ください。 


♦ワイ ヤレスプ□ジェクターヴポートセンター 

パナソニック液晶プ□ジェクターおよび Wireless Manager mobile edition に関するお問い合 
わせは下記 E - mail アドレスをご利用ください。 

_ワイヤレスプ□ジェクターヴポートセンター_ 

projector . support @ ml . jp . panasonic.com 


2005年12月1日現在 
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自宅や会社、出張先など、いろいろな場所でネットワークに接続ずる場合、本機にインス 
I ルされているネットセレクターび便利です。 


♦ネッ トセレクターはこんなときに使う 

• ネットワークの接続方法を頻繁に切り替える 

例えば、自宅では ADSL 会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使っている場合でも、 
ネットワークの設定（ネットワークプリンターを含む）を簡単に切り替え 5 れます。 


自宅 ADSL 会社 サ - パ - 支店 FREESPOT 



• プ□バイダーやアクセスポイントなどの接続先を頻繁に切り替える 

例えば、プ□バイダーは1つだび、出張びをくてその都度アクセスポイントを選択する 
場合でち、簡単にアクセスポイントの選択びでさます。 


プロバイダ- 


会社の サーバー 


/： ^ - A 


《■■川…"■■■み I _ !《■■■■■■■■■■■■■み!_ I €11111111111111^ 


□ 


/— 役.’’\ 




ま京 大阪 名古屋 ネットワ-ク 

03- XXXX-XXXX 06- XXXX-XXXX 052- XXX-XXXX で 使用 
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♦ネッ トセレクターでできること 


ダイヤルアップ 

• ダイヤルアップ登録したインターネット接続設定などびネット 
セレクターの画面か5使えまず。 

ネットワーク設定 

• 会社などで使われているネットワークの設定を9件まで登録する 
ことびでをます。 

-現在使用中の設定内容をそのまま登録することびでをまず。 

-通常使ラプリンターに設定されているプリンターち、そのまま 
登録することびでさます。 

• ネットセレクターの画面か5ネットワークの設定や登録ちでさ 
ます。 

接続方法 

• LAN 、 無線 LAN 丄 AN +無線 LAN の3種類か！5選ぶことができま 

す。 


ネツトワークへの接続方法や接続巧を切り替える 


あ5かじめ、モデム、 LAN または無線 LAN など、ネットワークに接続できる設定にしてお 
いて < ださい。 

• モデム： 今189ぺージ 
• LAN : 今 195ぺージ 
• 無線 LAN : 今200ぺージ 
• 通常使うプリンター:与 『 Windows ヘルプ』 


ネットセレクターを表示する。 

画面ち下のタスクトレイの「ネットセレ クターアイコン」^ をクリックします。 

• ネットワーク関係の情報を収集ずるのに時間びかかり、ネットセレクターの起 
動び遅くなることびありまず。 

















いろいろな場所でネツトワークに接続 


4^ BACK 226 NEXT 


• コンピュー ターを起動した後、はじめてネットセレクターを起動した場合は、 
「ネットワーク設定」の画面び表示されます。2回目 LU 降は、前回使用していた 
画面（[接続方法]または[ネットワーク設定])び表ちされます。 


「ネットワーク設定」画面 




「接続方法」面面 





[接続方法]または[ネットワーク設定]をク U ックする。 

• クリックすると画面び切り替わります。 

• 左の画面は、ネットワークの接続設定をネットセレクターに登録した後の画面 
(一例）でず。登録していない場合、 A の項目と [FREESPOT] のみ表示されま 
す。接続設定の登録方法は、 r ネットワークへの接続設定を登録する」 （み232 
ベー ン） をご覧ください。 

• 接続アイテムについて 
A 有線 LAN/ 無線 LAN を有効にしまず。 

クリックすると、背景び青色で表ちされまず。 

をクリックすると、有線 LAN のみび有効になります。 




廉線 LCvN 
hieKFt) PRO.Mfr. 


をクリックすると、無線 LAN のみび有効になります。 


bHiil をクリックずると、有線 LAN と無線 LAN の両方び有効になります。 
B 接続を切り替えまず。 

接続でさるアイテムをクリックすると、背景びオレンジ色で表示されます。 

をクリックすると、 FREESPOT へ接続します。 （今220ぺージ） 


をダブルク U ックずると、ネットセレクターに登録されている接続 
方法び切り替わります。 
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C 



3 


接続アイテム （ C ) をク U ックし、 10 をク U ックずる。 

接続（または切り替え）び始まりまず。 

• 接続でさるアイテムをクリックした場合は、背景びオレンジ色で表示されます。 
(指定されたネットワークの接続方法び有効になります。） 

接続でさないアイテムを選択した場合は、背景び青色で表をされまず。 

• 接続アイテムをダブルクリックしてち、接続（または切り替え）を始めること 
びでさます。 

• ダイヤルアップ接続の場合 

-[ダイヤル](または[接続])をクリックずると接続中の画面び表示された 
後、接続されます。 



- ADSL でダイヤルアップする場合は、ダイヤルアップ時に使用ずる有線 
LAN または無線 LAN をあ5かじめ有効にしておく必要びありまず。 
r 接続方法」画面で、有効にする接続 （[ LAN ]、 [無線 LAN ]、[ LAN + 無線 
LAN ] のいずれか）をクリックしてか5、ダイヤルアップの接続アイテム 
(電話機のアイテム）をクリックしてください。 

• ネットワーク接続の場合 

「ネットワーク設定を更新していまず…」び表ちされた後、接続されまず。 

• (降、 Internet Explorer や Outlook Express で通信を行う場合、ここで選択した 
接続アイテムを使って接続されます。 
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核 


t C?^ 




インターネットやメール、ネットワークなどを利用する。 

• ダイヤルアップ接続を切断ずるとをは 


① 画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン 」 \ 


m 


をクリックす 




る。 


② 「接続ち法」画面のメこ IL- ボタンか！ 5 EP をクリックずる。 


お知5せ 


• 全機能を利用できるのは、 Internet Explorer 5. 5/6.0、 Outlook Express 5.5/6.0 に限り 
ます。 

• Internet Explorer や Outlook Express でダイヤルアップ接続の既定値を変更した場合は、 
その設定び有効になりまず。 

• ネットセレクターのウィンドウサイズを変更ずることはでさません。 

• Outlook Express の[ツール]-[アカウント]-[メール]-[プ□パティ]をクリックし、[接 
続]の[このアカウントには次の接続を使用ずる]にチェックマークを付けている場合 
は、その接続び有効になりまず。 

•コンピューターの管理ちの権限しソがで □ グオンした場合 
-「ネットワーク設定」画面は表ちされません。 

- r 接続方法」画面の場合： 

• [LAN ] と[無線 LAN] を統一して [LAN] と表おされます。 [LAN ] と[無線 
LAN] を切り替えることはでをません。また、 LAN のデバイス名は表ちさ 
れません。 

-ドメインの設定を行っていない場合、ダイヤルアップ接続の既定の接続ア 
イテムを切り替えることはでさません。 
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画面各部の名称と機能 


接続方法画面 



(左の画面は、登録済み画面の一例です。） 

♦接続 方法画面 

A . [新しい接続]:新しいダイヤルアップネットワークを作成します。 

コンピューターの管理者の権限しソかで□グオンした場合、この機能は使用でさま 
せん。 

B . [接続のプ□パティ]:選択している接続アイテムのプ□パティを表ちします。 

C . [接続のコピ ー] :接続アイテムをコピーします。 

D . [ダイヤルアップを接続ずる]:選択した接続アイテムによる接続開始画面を表おし 
ます。（ダイヤルアップの接続アイテムをダブルクリックしてち接続開始画面を表 
示することびでをまず。） 

E . [ダイヤルアップをずベて切断する]:すべてのダイヤルアップ接続を切断します。 

F . [ネットワーク接続ウィンドウを開く]:ネットワーク接続画面を表ちします。 

G . [閉じる]:ネットセレクター画面を閉じまず。 

H . 現在規定の接続に設定されている接続アイテムにこのマークび付をます。 

I . ダイヤルアップ名を表示します。 

丄モデム名を表ちしまず。（内蔵モデムまたは外付けのモデム） 

K . 登録されている接続アイテムび8個を超える場合に表ちされます。 

D を選ぶと次の画面び表ちされ、 D び表おされます。 

D を選ぶと前の画面び表示されまず。 
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ネットワーク設定画面 
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♦ネッ トワーク設定画面 

コンピューターの管理者の権限 LU かで□グオンした場合、ネットワーク設定画面は表示 
されません。 

L . [ネットワーク設定を登録ずる]:新しいネットワーク設定を登録しまず。 

M . [ネットワーク設定のバックアップとリストア]:登録済みのネットワーク設定内容 
をバックアップ/リストアしまず。 （今239ぺーシ） 

N . [ネットワークアイテムを編集する]:登録済みのネットワーク設定の複写/削除や 
ネットワーク設定名の変更を行いまず。 （4 239ぺージ） 

O. [ネットワーク接続を切り替える]:選択した接続アイテムによる接続に切り替えま 
す。（ネットワークの接続アイテムをダブルク U ックしてち接続を切り曾えること 
びでをまず。） 

P . [パ‘ージョン情報を表示する]:ネットセレクターのパ‘ージョン情報を表ちします。 

Q . [ネットワーク接続ウィンドウを開く]:ネットワーク接続画面を表おします。 

R . [閉じる]:ネットセレクターの画面を閉じます。 

S . 現在設定されている接続アイテムにこのマークび付さます。 

T . ネットワーク名 ( SSID ) を表おしまず。 

U . 接続可能なデバイス名を表おしまず。 
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A B C D E 



♦タスク トレイからのメニュ ー 


画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」 


をちクリックずると、メ 


ニューび表示されまず。 


(左の画面は、ネットワークの接続設定をネットセレクターに登録した後の画面の一例で 
す。） 

A . ダイヤルアップ接続を選びます。（ネットセレクター画面か5選んだ場合と同じで 
す） 

B . 有効になっている LAN の設定にチェックマークび付きまず。’ 1 ’ 2 

C . あ5かじめ登録した LAN などのネットワーク設定を切り替えるとをに選びます。’ 2 

D . FREESPOT へ接続します。*2 ( 今220ぺ ージ） 

E . ネットセレクター画面を表おしまず。 

F . 現在のネットワーク設定を登録（最大9件）します。‘ 2 

G . 登録済みのネットワーク設定内容を複写しまず。’2 ( み239ぺ ージ） 

H . ネットワーク設定名を変更しまず。* 2 

I . 登録済みのネットワーク設定内容を削除しまず。’ 2 

丄登録済みのネットワーク設定内容をバックアップ/リストアします。‘ 2 (今 239 
ぺ ーシ） 

K . ネットセレクターのバージョン情報を表おしまず。 

L . ネットセレクターを終了します。 

ネットセレクターで LAN 環境を切り替えたを、 TCP/IP や LAN の接続設定を個別に変更した場合で 
ちチェックマークは消えません。 

コンピューターの管理をの権限で□グオンした場合のみま示されます。 
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ネットワークへの接続設定を登録する 


会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使ラなど、ネットワークの接続方法を頻繁に切り曾 
える必要びある場合、各ネットワークの接続ち法をネットセレクターに登録しておくことび 
でさます。 

登録しておけば、接続アイテムを選ぶだけで設定び切り替わりまず。 

お知5せ 


• モデムによるダイヤルアップの場合、 Windows で新しい接続を追加ずれば、ネットセ 
レクターで接続先を切り替えることびでをまず。 

■ネットワークへの接続設定の登録/変更/削除は、コンピューターの管理者の権限で 
□グオンして、行ってください。 

• ネットセレクターに登録される設定内容は次のとおりでず。これな外の設定び必要な 
ネットワークの場合は、 r ネットセレクターに登録される項目/されない項目」 
(今235ぺージ） を参考に設定してください。 

• IP アドレス 

• DNS ァ K レス 

• WINS アドレス 
•ゲートウェイ 

• □-カルエリアネットワーク （ LAN ) の設定 
- LAN および無線 LAN の有効/無効 

-通常使ラプリンターの設定 

• Windows ファイアウォールの状態 
-通常使ラ接続の設定 

• ネットワーク設定には、ネットワークに関する高度な知識び必要でず。 Windows の 
ネットワークに関する用語や意味を十分理解したラえで本機能を使用してください。 
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♦未 接続①ネットワークを新規登録ずる場合 


画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクター アイコン」^ をク 
U ックし、[ネットワーク設定]をク U ックする。 


2 E 1 をク U ックし、[入力した設定を登録する]をク U ックする。 

「ネットセレクター(ネットワーク簡易設定)」画面び表ちされます。 


ス 


画面に従ってネットワーク設定を登録する。 
お知5せ 


• このネットワーク簡易設定では、 LAN のプ□キシ設定や TCP / IP など、画面に表ちされ 
る項目のみ設定でをます。ネットワークによっては、この簡易設定で設定でさる項目 
L ソ外に別途設定び必要になる場合びありまず（例： DNS や WINS などの詳細設定)。 
その場合は、設定でをない項目のラちどの項目び必要かをご利用のネットワークのシ 
ステム管理者に確認し、[コント□-ルパネル]などで設定してください。 
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♦ タスクトレイのメニューからでも、現在のネットワーク設定を登録することがでさま 
す。 

① 画面ち下のタスクトレイの r ネットセレクターアイコン」 jf を K をちク U ックする。 

② [現在の設定を登録する]をクリックずる。 

L ソ降の手順は上記手順 4 と同じです。登録された設定内容は、メニューの[ネットワー 
ク設定] の下に表示されまず。 

• ネットセレクターに登録される項目、されない項目びあります。 （今235ぺージ） 
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♦接続 設定済みのネットワークを登録ずる場合 


ネットワークに接続する。 


— - , ん 卜つ-ク 


I 卢:①け 



2 画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」ンをク 
リックし、[ネットワーク設定]をク U ックする。 

r 

3 iJ をク U ックし、[現在の設定を登録する]をク U ックする。 


ス 


ネットワーク設定の名前を入力し、 [ OK ] をク U ックする。 
LAN または無線 LAN で設定されている現在の設定内容び登録されます。 
登録された設定内容は、接続アイテムに表ちされます。 

お知5せ 



EHH 
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ネットセレクターに登録される項目/されない項目 

ネットワークによっては、ネットセレクターに登録されない項目の設定び必要になる場合び 
あります。ネットセレクターに登録される項目と登録されない項目は次のとおりでず。登録 
されない項目のラちのどの設定び必要かは、ご利用のネットワークのシステム管理ちにお問 
い合わせください。 

各画面の表示手順： 今237ページ 


画面 

登録される項目 

登録されない項目 

「□-カルエリアネット 
ワーク （ LAN ) の設赴画面 

• [自動構成]のすベての項目 
• [プ□キシサーパ'-]のずベ 
ての項目 

おし 

「インターネットプ □ トコ 
ル ( TCP / IP ) のプ□パティ」 
画面 

• [詳細設定]しソ外のすべての 
項目 

• [代替の構成]のずベての項 
巨 

「 TCP / IP 詳細設定」画面： 

•「 IP 設定」 

• IP アドレス （ DHCP 有効/ 
無効、ヴブネツトマスク） 

• デフオルトゲートウエイ 
(ゲートウエイ、メトリツ 
ク） 

•[ 自動メトリック] 

• [インターフェイスメト 

U ック] 

「 TCP / IP 詳細設定」画面： 

•「 DNS 」 

• DNS ヴーパーアドレス 
• [この接続のアドレスを 
DNS に登録する] 

• [この接続の DNS サフイツ 
クスを DNS 登録に使う] 

• [プライマリおよび接続専 
用の DNS ヴフィックスを 
追加する]および [ プライ 
マリ DNS ヴフィックスの 
親サフィックスを追加す 
る] 

• [じ1下の DNS ヴフィックス 
を順に追加ずる] 

• [この接続の DNS サフィッ 
クス] 
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画面 

登録される項目 

登録されない項目 

「 TCP / IP 詳細設定」画面： 

•「 WINS 」 

• WINS アドレス 

• WINS アドレスな外のすべ 
ての項目 

「 TCP / IP 詳細設定」画面： 

• 「オプション」 

おし 

• ずべての項目び登録され 
ません。 

「プリンタと FAX 」 画面 

• 通常使ラプリンタの設定 

• 通常使ラプリンタ L ソ外の 

ミ凡中 

な疋 

「 Windows フ アイ アウ ォー 
ル」画面 

• [全般]のすベての項目 

• [例か]のすベての項目 
• [詳細設定]のすベての項目 
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• 「□-カルエリアネットワーク （ LAN ) の設定」画面 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[ネットワークとインターネット接続]-[イン 
夕ーネットオプション]をクリックする。 

② 胺続]- [ LAN の設讶をクリックする。 




〕I キ份りレ I 



r インターネットプ□トコル ( TCP / IP ) のプ□パティ」画面 

① [スタート]-[接続]-[ずべての接続の表示]をクリックする。 

② [□-カルエリア接続]をダブルクリックして、[インターネットプ □ トコル ( TCP / 
IP ) い[プ□パテイ]をクリックする。 



「 TCP / IP 詳細設定」画面 

① [スタート]-[接続]-[すべての接続の表を]をクリックする。 

感 [□-カルエリア接続]をダブルクリックして、[インターネットプ □ トコル ( TCP / 
IP )]- [プ□パティ]-[全般]-[詳細設定]をクリックする。 
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巧^^^^^^^^^ • 「プリンタと FAX 」 画面 

フ?イルの席6の*モのもち!： A 口曲ツ-ルの〜Iけ(ぶ 

〇 居る • 〇 ホ， 技* を 回. 

P ドレスの 1 皆巧ン巧: FAX _ 

0^30 由ち' 了__ _ 1 

'‘ 000000伽伽000脚 

如ン姆 * 前'■巧せん¬ 
ぶ） E 畑のトラカレシュづィソ f ■ 

0J E 阳1|田まかVルブ I 


•「 Windows ファイアウオール」画面 

① [スタート]-[コント□ールパネル]-[セキュリティセンター]をクリックする。 

② [ Windows ファイアウオール]をクリックする。 



フリシ9めタスウ 


团 かン son；/ スト—ル 
♦ > FAX の巧* 


B 脚目 


① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他のハードウエア]-[プリ 
ンタと FAX ] をクリックする。 

(通常使ラプリンターに設定するときは、プリンターのアイコンをちクリック 
し、[通常使ラプリンタに設定]をクリックして〇を表示させまず。） 
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ネットセレクターのその他の機能 


♦ネッ トワーク設定内容のバックアップ/リストア 



^3 をク U ックし、[ネットワーク設定をバックアップする]または[ネットワーク設定をリ 
ストアする]をクリックしてください。 

バックアップ/リストアしたデータは、本機じ(かでは使用しないでください。 

• パックアップ 

• 現在登録されているネットワーク設定の内容は、 C:¥Program Files¥Panasonic 
¥ NSelect¥Backup (フオルダー内）に保巧されます。ここで保巧したバックアップ用 
データじ(がの Program Files 内にあるフオルダーおよびファイルを移動したり削除し 
たりしないで<ださい。 

• Backup フオルダーには TCP / IP 設定ファイル、 LAN 設定ファイルび作成されます。 
Back 叩フオルダーにバックアップファイルびある場却ま、現在登録されているネット 
ワーク設定の内容で上書さされます。 

• U ストア 


. バックアップ時の内容を取り込みます。 

-リストアずると、現在登録されているネットワーク設定の内容は上書さされ、バック 
アップしたとさの状態になります。 


♦ネッ トワーク設定の編集 



をクリックし、表ちされるメニューか5編集項目をクリックしてください。 
• ネットワーク設定を複写する 



-登録済みのネットワークの設定内容を複写します。 

• ネットワーク設定名を変更する 

-登録済みのネットワークの設定名を変更します。 

• ネットワーク設定を削除する 

-登録したネットワークの設定を削除しまず。 

-ネットセレクターへの登録だけび削除されまず。他のソフトウエアによる接続や通信に 
は影響ありません。 
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【タイヤルアップ】 
XXXX 6 

XXXX 5 

XXXX 4 

XXXX 3 

XXXX 2 

は。トワ-ウ i 徒】 

冷な)口り） 

が々<8の 
々從のの 

* xx > ao <3) 

冷が1，<が 


FREESP 0 T ®) 

現なの設ミを登録する ( A )... 

記ミを巧写に)... ► 

設定を城ち伽… ► 

設定を刖除也)... ► 

バックアップとリストア(旦) ... ► 


お知らせ 


• タスクトレイのメニューか5でも、バックアップ/リストアやネットワーク設定の編 
集びでをます。 （今231ページ） 

メニューの項目をクリックしてください。 
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セットアップユーティリティは、コンピューターの動作環境（パスワードや起動ドライブな 
ど）を設定ずるためのユーティリティでず。次の6 メニューびありまず。 

「情報」、「メイン」、「詳細」、「セキュリティ」、「起動」、「終了」 


を起動する 




(パスワード設定時のみ) 



PhoenIxBIOS セットアップユーテイリテイ 




コンピューターの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起 


動する。 


コンピューターの起動後すぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されて 
いる間に【[2】を押す。 

パスワードを設定している場合は、左の画面び表示されます。パスワードを入力 
し、 tnter 】 を巧してください。 

スーパーバイザーパスワードを入力ずると 

• セットアップユーティリティのすべての項目び設定でをます。 

ユーザーパスワードを入力すると 

• 「詳細」メニューと「起動」メニューでは： 

-設定を参照することはでをまずび、変更はでさません。 

• 「セキュリティ」メニューでは： 

• [登録された SD の解除]、[スーパーバイザーパスワード設定]、[ハード 
ディスク保護]、[内蔵セキュ U ティ （ TPM ) 設定]([設定ヴブメニュー保 
護]を [ 保護ずる]に設定している場合）は表ちされません。 

-[データ実行防止機能]、[起動時のパスワード]、 [ SD による起動]、 [ SD の 
セットち法 ]、 [Setup Utility 表を ]、 [Boot First Menu ]、[ ユーザーパスワー 
ド保護]は表おされまずび、設定はでをません。 
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•[ ユーザーパスワード保護]び [ 保護しない]に設定されている場合のみ、 
ユーザーパスワードの変更びでさます。ただし、ユーザーパスワードを削 
除することはでさません。 

• 「終了」メニューでは： 

-[デフォルト設定]び表ちされません。 

•【 F 9】 は使えません。 

お知らせ 


•セットアップユーティリティの画面を内部 LCD とか部ディスプレイの両方に同時表 
をにすることはでさません。 

[ Fn ] + [ F 3] を巧して表ち先を切り替えると、外部ディスプレイまたは内部 LCD の 
どち5かに表をされます。 

• パスワードを設定していて[起動時のパスワード]び[無効]になっている場合 
-コンピューター起動時：パスワードの入力は不要 

. セットアップユーティリティ起動時：パスワードの入力び必要。これにより、セッ 
トアッ フユーテ ィリティの内容び変更されるのを防ぐことびでさまず。 

• 【[2】を巧すタイミングび遅いとセットアップユーティリティは起動しません。その 
場合、 Windows を終了して起動し直してください。 

• セットアップユーティリティを終了するとさ 
① 【 Esc 】 を巧す。 

感 終了方法の頂目を選んで tnter 】 を巧ず。 

③ [はい]を選んで [ Enter ] を巧ず。 
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リテイを操作する 



A 


B 


C 


D 


A . 【令】【今】を巧して力ーソルを移動させ、メニューを選ぶことびでさまず。 

B . 選択でさる項目び複数ある場合は【个】【少】を巧して項目を選ぶことびでをま 
す。選択された項目は色び変わりまず。 

C . 反転表示されている項目は tnter 】 を巧してヴブメニューを表ちさせることび 
でさまず。 

D . ヴブメニューび表示されているとさは【ホ】【少】を巧して項目を選ぶことびで 
さます。 

E . セットアップユーティリティの画面で、設定に使えるキーを表示していまず。 
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設定に使ラキー 


•【 F 1】 ：ヘルプを表示。（【♦】【少】でヘルプの画面を 1 行ずつスク□-ルずる。 【 FI 】 を再 
度巧すと元の画面に戻る） 

•【 Esc 】 ：「終了」メニューを表ち。 

• 【♦】【少】 ：力ーソルを上下に移動。頒目を選ぶときに使用） 

•【令 】 【W :力ーソルを左もに移動。 （ r 情制「メイン」「詳細」「セキュリティ」「起動」 
「終了」のさメニューを選ぶとさに使用） 

• 【1=5】 ：各項目の前候補を選択。（設定値の変更時に使用） 

• 【巧】 ：各項目の次候補を選択。（設定値の変更時に使用） 

• [ Enter ] :各設定項目のヴブメニューを表示。（【♦】 【来】 で項目を選んだ後に使用。 
【 Esc 】 でヴブメニューを閉じる） 

• [ FO ] :を項目の設定値を工場出荷時の値（パスワード、システム時間、システム日付を 
除く）に戻す。 

•【 no 】 ：設定を保巧して終了。 
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(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


S 5 P ( Language ) 

. セットアップユー了イリ了イの言語を選択しまず。 

English 

日本語 ( Japanese ) 

機種品番 

情報の表示-確認用 

製造番号 

です。頂目を選択し 

CPU タイプ 

たり変更することは 

CPU スピード 

BIOS 

電源コント □ —ラー 
メモリーサイズ 
プライマリーマスター 
光学ドライブ 

• 「メイン」メニューのに D / DVD ドライブ電源]を[オフ]に設定しているときは、[電源オフ] 
と表示されます。 

でさません。 
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(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


システム時間 

• 24時間制です。 

- 【 Tab 】 で力ーソルを時、分、秒に移動できます。キーボードか5直接入力するか、 【1=5】扣6】 
で数値の修正びでさます。 

[ xx : xx:xxj 

システム日付 

- 【 Tab 】 で力ーソルを年、月、曰に移動でさます。キーボードか5直接入力ずるか、 扣5】【1=6】 
で数値の修正びでさます。 

[XX 父 x / xx / xx ] 

フラットパッド 

無効 

-ホイールパッドを使う（有効）/使わない（無効）を設定します。 

有効 

Fn / 左 Ctrl キー 

標準 

-内部キーボードの 【 fn 】 と 【 Ctrt 】 （左側）の機能を入れ換えず工場出荷時のまま使ラ（標準） 
/入れ換えて使ラ（入れ換え）を設定しまず。 

-入れ換えた場合、 【 fn 】 （「 Ctrl 」 と印刷されている左側のキ ー) と 【 Ctrl 】 （ち側）のキーを巧 
しなび5ちラ1つのキーを巧す操作はでさません。 

-キー表面の印刷やキーそのちのを入れ換えることはでさません。 

入れ換え 

ディスプレイ 

か部ディスプレイ 

• Windows び起動するまでの表示先を設定しまず。 

•か部ディスプレイを接続してし)ないと对ま、[外部ディスプレイ]を選んでしても、ずべての情報 
び内部 LCD に表示されまず。 Windows 起動後は、次の項目で設定した内容び有効になります。 

[ スタート]- [コン ト□-ルパネル ] - [コン ト□-ルパネルのその他のオプシ ヨン]- [ Intel ( R ) 
GMA Driver for Mobile ]- [デバイス] 

内部 LCD 

拡張表示 

無効 

• Windows が起動するまでの表示を拡張表示にする（有効）/しない（無効）を設定します。 

有効 
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(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


CD / DVD ドライブ電源 

オフ 

• コンピューター起動時に、 CD / DVD ドライブの電源を入れる（オン）/入れない（オフ）を設 

オン 

定します。 


•[オフ]に設定した場合： 


• 次回起動時に、 CD / DVD ドライブか5起動できなくなります。また、 Windows び起動する 


までディスクカバーを開くこともできません。 CD / DVD ドライブか5起動 （ r 起動」メニュー 


で [ USBCDD ] (内蔵 CD / DVD ドライブ）を優先）するときは、[オン]に設定してください。 


-ディスクびセットされた状態で休止状態か5リジュームすると、リジュームずるまでに約 


20秒かかる場合びあります。 


-オン/オフに関係なく、 Windows び起動するまでは、ドライブ電源/才ープンスイッチでドラ 


イブの電源をオン/オフすることはでさません。 


充電中バッテリー状態表示 

点打 

•バッテリーパックの巧電中にバッテリー状態表示ランプを点なする/明滅ずるを設定します。 

明滅 
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お知5せ 

• ユーザーパスワードでセツ ト アップユーテイリテイを起動したとを、 r 詳細」メニュ ー 
は変更でをません。 


(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


モデム 

-内蔵モデムの機能を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。（か付けのモデムに 
は働さません。） 

無効 

有効 

LAN 

無効 

• 内蔵 LAN の機能を使用ずる馆効）/使用しない撫効）を設定します。（か付けの LAN 力一 

有効 

ドには働さません。） 


無線 LAN 

無効 

-内蔵無線 LAN の機能を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。（外付けの無線 

有効 

LAN 力ードには働さません。） 


レガシー USB 

無効 

• Windows び起動ずる前に、内蔵 CD / DVD ドライブ、 USB キーボードおよび USB フ□ッピー 

有効 

ディスクドライブをコンピューターに認識させる機能を使用ずる（有効）/使用しない（無効） 
を設定します。 
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お知5せ 


• ユーザーくスワードでセットアップユーティリティを起動した場合、表示および設定 
でさる項目び制限されます。 （今241ページ） 

• [ SD による起動]、 [ SD のセット方法]、[登録された SD の解除]は、 SD メモリーカード 
び登録されているとさのみ表示されます。 （今135ヘーン） 

• コンピューター起動時、 r 八ードディスク保護により、アクセスび禁止されています」 
び表示された場合、セットアップユーティリティを起動し、設定内容を八ードデイス 
ク保護を設定したとさと同じ内容に設定し直してください。 


(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


データ実行防止機能 

-データ実行防止機能（プ□グラムのメモリー(バッファー)を悪用した不正プ□グラムの実行 
を阻止する機能）を使ラ（有効）/使わない（無効）を設定します。 

-通常は[有効]に設定しておいてください。 

•詳しくは、^ 『セキュリティガイド』「ステップ7」をご覧ください。 

典 

デスクトップのをダブルクリックすると表示されまず。 

デスクトップに け。を《ィ びない場合は、 [ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[オン 
ラインマニュアルい[セキュリティガイド]をクリックしてください。 

お効 
有効 

起動時のパスワード 

無効 

-コンピューター起動時にスーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードの入力を必要 

有効 

とする（有効）/ぶ、要としない（無効）を設定します。 
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(アンダーラインは工場出荷時の設定） 


SD による起動 

-コンピューター起動時のパスワード入力の代わりに SD メモリーカードを使ラ（許巧）/使わ 
ない（禁止）を設定します。 

• SD メモリーカードを登録すると、[許可]に設定されます。 

•[ 起動時の/ ロワード]び [ 無効]に設定されているときは設定できません。 

禁止 

許可 

SD のセット方法 

-コンピューター起動時のパスワード入力の代わりに SD メモリーカードを使う場合、力ードの 
セット方法を[セットしたまま]または[セットして抜く]に設定します。 

• [ SD による起動]び [ 許可]に設定されているとさのみ設定でさます。 

•[ 起動時のパスワード]び [ 無効]に設定されているときは設定できません。 

セツトしたまま 

セツトして抜く 

登録された SD の解除 

-現在登録されているすべての SD メモリーカードび、コンピューター起動時のパスワード入力 
の代わりに使えなくなるよラ登録を解除します。 

ヴブメニユー表ち 

スーパーバイザーパスワード設定 

. セットアップユーティリティの設定を他の人に変更されたくないとき設定します。また、コン 
ピューターち起動されたくない場合は、スーパーバイザーパスワードを設定した後、[起動時 
のパスワード]を[有効]に設定してください。 

ヴブメニユー表示 

Setup Utility 表示 

• コンピューター起動後すぐに表术される|>31135〇111ご」起動画面の下に [Press F 2 for Setup / F 12 
for LAN ] といラメッセージを表示させる（有効）/表示させない（無効）を設定しまず。 

お効 
有効 

Boot First Menu 

-「起動時のメニュー」を表ちさせる(有効)/表ちさせない(無効)を設定します。 （ ) 

無効 

有効 
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(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


八ードディスク保護 

-八ードディスクを別のコンピューターに取り付けた際に、八ードディスクのデータび読み書さ 
でさないよラに保護する（有効）/保護しない（無効）を設定します。 

- 「 A - ドディスク保護」び有効のままスーパーバイザーパスワードを忘れてしまラと、「八ード 
ディスク保護」を無効にすることびでさません。保護びかかったままになり、アクセスでさな 
<なります。八ードディスク保護びかかった状態で修理を依頼された場合、八ードディスクの 
データび読み書をでさず、八ードディスクドライブを修理ずることびでさません。また、修理 
で八ードディスク保護を解除することちでさません。あ5かじめご了承ください。 

-スーパーバイザーパスワードび設定されているとさのみ設定でをます。 

お効 

有効 

ユーザーパスワード保護 

保護しない 

-ユーザーパスワードでセットアップユーティリティを起動したとさに、ユーザーパスワードの 
変更を許可する（保護しない）/許可しない（保護する）を設定しまず。 

保護する 

ユーザーパスワード設定 

-本機を複数の人でお使いになるとさなどに設定します。 

例えば、コンピューターを管理ずる人びスーパーバイザーパスワードとユーザーパスワードを 
設定し、他の利用ちへはユーザーパスワードだけを知5せておくよラにします。こラすること 
により、他の利用ちに対して、セットアップユーティリティの変更を制限することびでさます。 

( ) 

-スーパーバイザーパスワードび設定されているとさのみ設定でさます。 

ヴブメニュー表示 
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(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


内蔵セキュリティ （ TPM ) 設定 ヴブメニュー表お 

• 内蔵セキュリティチップ （ TPM ) に関するヴブメニューを表をします。 


設定サブメニュー保護： 

ユーザーパスワードでセットアップユーティリティを起動したとさに、 [ 内蔵セキュリティ 
( TPM ) 設定]を表をずる（保護しない）/表をしない（保護する）を設定します。 

内蔵セキュリティチップ （ TPM ) : 


内蔵セキュリティチップ打 PM ) を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 


所有ち情報の初期化： 

内蔵セキュリティチップ打 PM ) 内に保持された所有ち情報を初期化することで内蔵セキュリ 
テイチップ （ TPM ) により保護されたデータを利用できないようにします。コンピューターを 


廃棄-譲渡する際に使用してください。 

- 【 Esc 】 を巧すと、設定を保巧してヴブメニューを閉じます。 

-スーパーバイザーパスワードび設定されているとさのみ設定でさます。 


•詳しくは、^ 『セキュリティガイド』「ステップ16」をご覧ください。 

m 

デスクトップの《平《、をダブルクリックすると表示されまず。 

m 

デスクトップに W 平 w びない場合は、 [ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[オン 
ラインマニュアルい[セキュリティガイド]をクリックしてください。 
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「起動」メニユーには、接続されている機器（内蔵を含む）の名称が表示されます。 

「USB CDD : MATSHITA XXXXXX UJ -8 XXXJ は内蔵の CD/DVD ドライブです。 

次の手順でオペレーティングシステムを起動するデバイスの優先順位を設定します。 

• 優先順位を1つ上げる場合は、 【个】【少】 で r 起動順位」内のデバイスを選択して [ F 6] 
を巧す。 

• 優先順位を1つ下げる場合は、 【个】【少】 で r 起動順位」内のデバイスを選択して [ F 5] 
を巧す。 

• 起動順位をデフオルト設定に戻ず場合は、け】を巧ず。 

(デフオルト設定の優先順位 ： USB FDD — IDE HDD — USB CDD — PCI LAN ) 

• 「起動対象が」のデバイスを r 起動順位」に移動する場合（またはその逆）： 

【♦】【少】 でデバイスを選択して 【 K 】 を巧ず。 r 起動対象外」か5 r 起動順位」へ移動 
した場合は、移動したデバイスは最後尾に表示されまず。必要に応じて、起動順位を設 
定してください。 


[T] と [i ] でデバイスを 
選んで [X ]を押す 


PhoenixBIOS セットアップユーテイリ 

起麵 


情報 メイン 詳細 セキニ 


f 起動順位： ^ 

1 

USB FDD: 

2 

IDE HDD: XXXXXXXXXX 

3 

USB CDD: MATSHITA XXXXXXXXXX 

4 

PCI LAN: XXXXXXXXXX 

5 


6 


7 


い 

ノ 


广 起動が象か： 

: USB KEY: 

: USB HDD: 

: USB LS120: 


優先順位のを移 
り ] と [i ] でデバイスを選ぶ 
[F6] を押すと優先順位が 1 つ上がる 
[ 巧 ] を押すと優先順位が 1 つ下がる 


F1 ヘルプ t i 項目の選択 
Esc 終了 — — メニューの懲尺 


B/F6 値の変更 

Enter ►サブメニューの選択 
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お知らせ 


• 内蔵 CD / DVD ドライブか5起動ずる場合 

次の設定になっていることを確認してください。 

• 「メイン」メニューの [ CD / DVD ドライブ電源]び[オン] 

• 「詳細」メニューの[レガシ ー USB ] び南翊 

[オフ]または[無効]に設定されている場合は、起動できません。 

• USB コネクターに接続している機器か5起動する場合 

• 「詳細」メニューの[レガシ ー USB ] び南翊になっていることを確認してくださし、。 
• ユーザーパスワードでセットアップユーティリティを起動した場合、 r 起動」メニュー 
は変更でさません。 

• 同一の機器び複数接続されている場合、1つの機器の名称だけび表おされます。 

• オペレーティングシステムを起動するデバイスは、コンピューター起動時にち選択ず 
ることびできます。電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び表ちされた5ずぐに [ Esc ] 
を巧すと、デバイスを選択する r 起動時のメニュー」び表示されまず。（実際に起動 
可能なデバイスのみ表ちされまず。）セットアップユーティリティの「起動」メニュ ー 
の設定を変更すると、「起動時のメニュー」の表ちち変更されまず。 

「起動時のメニュー」は、「セキュリティ」メニューの [Boot First Menu ] び陌効]に設 
定されているとをのみ表示させることびでさます。 

• 起動でさる別売りのフ□ッピーディスクドライブについては、付属の『ご使用の前 
に』をご覧ください。 

• r 起動対象が」に表ちされているデバイスか5は起動でをません。このため、優先順 
位ち変更でさません。 

• 本機では、 B’s Recorder を使って CF - W 2 および CF - Y 2 シリーズで作成した起動ディス 
クは使用でさません。これ5の機器と起動ディスクを共用したい場合は、新たに本機 
で起動ディスクを作成してください。 （今 115 へー ジ） 

• 本機では内蔵 L ソかの CD / DVD ドライブか5の起動はサポートしていません。 
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設定を保存して終了 

設定内容を保をして終了します。 

設定を保をしないで終了 

設定内容を保をしないで終了しまず。 

デフォルト設定 

セットアップユーティリティを工場出荷時の設定に戻し 
ます。 

• ユーザーパスワードでセットアップユーティリティ 
を起動した場合、この項目は表おされません。 

設定を戻す 

変更前の設定に戻しまず。 

設定を保をする 

設定内容を保をします。 









画面を体のアイコンなどを拡大表示ずる 
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画面上の文字やアイコン、タイトルバー、マウスカーソルなどびルさくて見えにくいとさは、 
「フオントサイズ拡大」を使って、画面表をを切り替えることびできます。 

• Internet Explorer ’ 1 でインターネット接続中に表ちされる画面’ 1 の文字や 、 Outlook 
Express で送受信したメールの文字‘ 1 、メール作成中の文字’ 1 ち、「フオントサイズ拡 
大」の設定に応じて切り替わりまず。 

• 工場出荷時は、[通常のサイズ]に設定されていまず。 

ホームページや HTML メールによっては、文字の大ささが変わらない場合があります。 

お知5せ 

• ディスプレイの解像度を 1024 x 768 ドットよりも低く設定している場合は、 r フオン 
トサイズ拡大」び起動しません。 

• 拡大表ちすると、メニューなどの一部び隠れて見えなくなることびあります。その場 
合は、力ーソルをメニュー上に移動させてポップアップを表示させたり、画面をスク 
□ールするなどしてください。 

• サイズを変更ずるとさは、「フオントサイズ拡大」じ I 外のアプリケーシヨンソフトは 
すべて閉じてください。 


特大のサイズ 


大きいサイズ 
通常のサイズ 




[スタート]-[すべてのプログラム]- [Panasonic] -[フオントサイズ拡 
大]をク U ックする。 




表示するサイズをク U ックする。 

確認のメッセージび表示されたら [OK] をクリックする。 

設定した画面表おになります。 
































画面の一部を拡大表示ずる 
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画面上の文字や画像などびルさ<て見えに<いとさ、虫めがねを使ラよラに画面の見たい部 
分を拡大表をすることびでさます。 

また、別途マイク□ソフト社のアプリケーシヨンソフト Microsoft ® Office Excel びインス I -- 
ルされている場合、 Excel のセルの内容を大きく表をすることびできます。 （今 259 ページ） 
• ズームビューアーをはじめて操作するとをは、スタートメニューか5起動ずる必要びあ 
りまず。 


ズームビューァーを起動する 




ムピユ ー7-B 面面上正地か:で見ゴなとこ3をちのが打のようには大する;!一？ <1ザ■(です， 
で J- ムピューアづ•居田)すな，5スりトレイに巧臣し3す。 



. イコンの占ロリリウに王-瞄君な城走臣更更できまで， 

な Alt 车-を H しなか56ボわ5りリのすなわーソルの垃置3扣;大受モし S す， 

■ らう一度&か-在巧1*ボ5を物ン5ゥリリゥでると化で舌巧ィンドゥ5巧じまで， 
■化す:を巧インドりのかをりおりしてら阻ス舌示ウインドウ5ら1じます。 


-卜7リつに宣はでる■:□口すン巧に自面巧に巧！!1し壬す，） 
©欠画阳このか： P がをまモしない [""ok 


[ キVン t) レI 


[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[ズームビューア ー] 
をク U ックする。 

• [ Panason 句の中に [ ズームビューア ー] び表おされない場合： 

① [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

② に:¥ 11 川 ¥ loupe ¥ setup . exe 」 と入力して、 [0 K ] をクリックずる。 

L ソ降、画面の指ちに従って<ださい。 

• 次回、 Windows を起動したとき、自動的にズームビューアーを起動させたい場合： 
[ スタートアップに登録する]にチェックマークを付ける。 

登録するかしないかは、後で設定を変えることびでをまず。 

• 次回、ズームビューアーを起動したとさ、説明を表おさせたくない場合： 

[次回か5このダイア□グを表示しない]にチェックマークを付ける。 

説明を表示するかしないかは、後で設定を変えることびでをます。 





[0 K ] をク U ツクする。 

• 画面ち下のタスクトレイに「ズームビユーアー アイコン」^ が表ちされまず。 


















画面の一部を拡大表示する 
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拡大表示する 



画面上の拡大表示したい部分にカーソルを合わせる。 



educe the numl 
7 indicator 山 ms gi 
vill increase.' 
computer, in order to reduce 
IS iailen to less than 95% 


ホ argss, the battery will not be rec^ 


ng the battery while the computer is powered off is recon 

vuler's Denver 占 on. the batterv temoerature rises due to the effec 技 of heat fnx 



【 Alt 】 を押しなびらちク U ックする。 

• カーソルのある位置び拡大表示されまず。 

• 次の方法でら拡大表おすることびでをまず。 

-画面ち下のタスクトレイの「ズームビューアー アイコン」^ をダブルク 
リックずる。 

• をちクリックしてメニューか5 [表示する]をクリックする。 


/ing conditi ■- SnSUrGi 

のい娜 batterv does i 


rtemperature range 、 

pmperature is high, the temfj 
|e with ail its windows clos 


fter し ^ arged け its temper 

■the num'Bt^ 

油 or turns gf 一、； 

巧 ase, hastenin が^^ ^で j — 




拡大表示を操作する。 


A . J 広大表ちウィンドウ：この部分をドラッグすると、拡大表おされる部分び移動し 
ます。 

B . 网 (非表をボタン）：クリックずると拡大表をウィンドウび消えまず。 

•拡大表示の範囲かでクリックしたり、ちラー度 【 Alt 】 を巧しなび5ちク 
リックしてち拡大表示ウィンドウび消えまず。 

C . サイズ変更：この部分をドラッグずると、拡大表をウィンドウを拡大/縮ルずる 
ことびでさます。 

-画面の解像度により、拡大/縮ルでをる大ささは異なりまず。 
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お知らせ 


• 拡大表示ウィンドウを表ちしているとさに、スク□-ル操作を行ラと、拡大表示ウィ 
ンドウの真下にあるウィンドウび縦スク□-ルしまず。縦スク□-ル中は拡大表示 
ウィンドウび表ちされません。縦スク□-ルを終了すると、スク□-ル開始前と同じ 
位置に拡大表ちウィンドウび表示されまず。 

• ホイールパッドユーティリティの横スク□-ル機能には対応していません。 （今 11 
ぺー ジ） 

• 拡大表をする瞬間（例えば 【 Alt 】 を巧しなび 5 ちクリックした瞬間）の画面を}広大 
表をします。このため、 J 広大表をしたをで画面び変化してち、拡大表をウィンドウに 
は反映されません。 

反映するには、 } 広大表をウィンドウをクリックしてください。 

• アプリケーションソフトによっては、正しく拡大表示でさない場合びあります。 


Excel のセルの文字を拡大表示する 




Excel のセルの文字を}広大表示する場合、次の手順で 「 Excel テキスト表ち」機能を使ラこ 
とびでをまず。 

「 Excel テキスト表お」機能は、拡大表ちウィンドウの中央にあるセルの文字を左図のような 
ウインドウ （ A : テキスト表ちウインドウ）に大きく表ちずる機能でず。 



画面ち下のタスクトレイの「ズームビューアーアイコン」 0 をちク 
U ックする。 


A 
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ま示するの 

(一 Excel 了もストまでの） 

ィ 2倍が;入屯） 

3巧おスの 

試走を） 

パージョン I 括ま辰な） 

が了公） 




[ Excel テキスト表示]にチェックマークを付ける。 

(工場出荷時はチェックマークび付いていまず。） 

チェックマークをかずと、テキスト表ちウインドウは表おされません。 


お知5せ 


• 次の場合、テキスト表ちウインドウは表をされません。 

• お使いの Excel び、 Microsoft ® Excel 2000 / Microsoft ® Excel 2002 / Microsoft ® 
Office Excel 2003よりも前の/くージョンの場合 
(上記よりち前のパ'-ジョンには対応していません。） 

-セルじ1外（テキストボックス、コメント、グラフなど）の文字の場合 
-印刷プレビュー画面の場合 

-テンプレートを使用してファイルを新規作成し、そのファイルを保存していない状 
態（保をするとテキスト表をウインドウび表ちされまず。） 

• 複数のウインドウで、同じ名前のファイルを開いているとさは、テキスト表をウイン 
ドウび表示されない場合びあります。 

また、ファイルによってちテキスト表をウインドウび表ちされない場合びあります。 
• テキスト表示ウインドウで表ちされる文字は、1き手前に表示されている Excel ファイ 
ル（選択されている Excel ファイル）の}広大表示ウインドウの中央にあるセルの文字 
でず。 

• セルか5はみ出した文字上に力ーソルびあった場合は、テキスト表ちウインドウは表 
示されません。はみ出した文字び格納されているセル上に力ーソル（拡大表おウイン 
ドウの中央部分）を移動させてください。 
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ズームビューアーの設定を変更する 



ま示するの 


Excel テキスト表示を) 


* 2ほが;す也） 

3巧が;穴の 

〔設 ミを) つ 

パージョン I 话沛が 


が了を) 



B C 


D 


E 


A 



画面ち下のタスクトレイの「ズームビューアーアイコン」 圆 をちク 
リックする。 


[設定]をク U ックする。 

拡大表示ウィンドウを表ちずるとさ/消ずとさの操作方ミモをををずる 
か部マウスやホイールパッド、キーボードを使って}広大表ちウィンドウを表ちする 
際のキーの組み合わせを設定しまず。 

• か部マウス/ホイールパッドを使ラ場合 

① [マウス/タッチパッド] ( B ) をクリックする。 

② 【 Hit 】、【 Ctrl 】、【 Shift 】 の中か5組み合わせるキーをクリックしてチェック 
マークを付ける。 （【 JIK 】 + 【 Ctii 】 など、複数キーの組み合わせ可能） （ C ) 

③ ②で 選んだキーとの組み合わせを、ちクリックにするか左クリックにずるかを 
選ぶ。 （ D ) 

• キーボードを使ラ場合 

① [キーボード] ( A ) をク U ックする。 

② エディットボックス （ E ) をクリックし、 シヨー トカットに使ラキーを巧す。 

(例： 【 Alt 】 + 曲、 【 Alt 】 + 【 Ctrl 】 + 阳 など） 


ウィンドウのデザインをををずる 

[円物 （ F ) または[長方形]( I )を選びます。 

Windows の起動と同時にズームビューアーを起動する 
[スタートアップに登録する] ( G ) にチェックマークを付けます。 


FG 


H 
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ブームビューアー阮動時に説明を表ちずる 

[ズームビューアーの起動時に説明を表ちずる] ( H ) にチェックマークを付けまず。 


可3 


[0 K ] をクリックする。 


ま示ずるの 

* Excel テキストま示を) 

倍おス屯) 

V 3倍が;穴の 

試走を） 

パージョン‘话卽む） 

が了を） 


♦ J 広大表示の倍率を変更ずる 

• 画面右下のタスクトレイの「ズームビユーアー アイコン」^ をもクリックし、 [2 倍拡大] 
または [3 倍拡大 ] をクリックします。 











起動/終了/スタンバイ-化止が態の Q&A 
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電源び入5ない/バッテリ ー^1犬態表示ランプび点なしない 


• AC アダプターまたは十分に充電されたバッテリーパックび正しく取り付け5れているか 
確認してください。 

• AC アダプターとバッテリーパックを取り付け直してください。 

• バッテリーパックのラッチ（取り付け/取りタルのときに手動で□ックずるラッチ）び、 
□ック A のち向にあり、しっかりと固定されていることを確認してください。 

• RAM モジュールを増設している場合は、 RAM モジュールを取り外して再度電源を入れ 
てください。 RAM モジュールをかずと電源び入る場合は、 RAM モジュールの問題び考 
え5れまず。 

-コンピューターの電源を切り、推奨品の RAM モジュールであることを確認し、正しく 
取り付け直してください。 

• RAM モジュールの仕様を確認してください。 

RAM モジュールについては、「メモリーを増設ずる」 （今 145 ぺージ） または『取扱説明 
書』などの「仕様」をご覧ください。 


コンピューターび起動しない 


• 周辺機器を接続している場合は、周辺機器を取りかしてください。 

- USB 機器を接続している場合は、セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 
[ レガシ ー USB ] を[無効]に設定してください。 （今248ぺーシ） ただし、 [ レガシー 
USB ] を[無効]に設定すると、内蔵 CD / DVD ドライブか5起動でさなくなりまず。 

-周辺機器を取りかずと起動でさた場合は、周辺機器の問題び考え5れまず。周辺機器の 
メーカーにお問い合わせください。 

• 次の手順で、セーフモードで起動し、エラーの内容を確認してください。 

① コンピューターの電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び消えたとき（パスワー 
ド’ 1 設定時はパスワード入力後）に [ F 8] を巧し続ける。 

② 「 Windows 拡張オプションメニュー」び表をされた5指を離し、【ホ】【少】で 
[セーフモード] を選んで、 [ Enter ] を巧ず。 

L ソ降、画面に従って操作してください。 

‘1 セットアップユーティ U ティで設定したスーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワード 
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• 電源状態表ちランプび点むしている場合は、電源スイッチを 4 秒じ Lb スライドして電源を 
切った後、再度電源を入れて<ださい。 

•セットアップユーテイリテイの設定を工場出荷時に戻してください。 

• RAM モジュールを増設している場合は、 RAM モジュールを取りかして再度電源を入れ 
てください。 RAM モジュールをがずと電源び入る場合は、 RAM モジュールの問題び考 
え5れまず。 

-コンピューターの電源を切り、推奨品の RAM モジュールであることを確認し、正しく 
取り付け直してください。 

• RAM モジュールの仕様を確認してください。 

RAM モジュールについては、 r メモリーを増設する」 （今145ぺ ージ） または『取扱説明 
書』などの「仕様」をご覧ください。 


ビープ音（ピーピ ー） び鳴り、 r 増設 RAM モジュールエラーです」ま 
たは r 標準 RAM のエラーです」と表示される 


• 「増設 RAM モジュールエラーでず」と表ちされた場合は、 RAM モジュールび正しく取り 
付け5れていません。電源を切り、推奨品の RAM モジュールであることを確認し、正し 
く取り付け直してください。 

• r 標準 RAM のエラーです」と表おされた場合は、ご相談窓□にご相談ください。 


SD メモリーカードや内蔵 CD / DVD ドライブのドライブ文字び前回起 
動時と異なる 


• SD メモリーカードのドライブ文字’ 1 は変更できません。 

• 内蔵 CD / DVD ドライブのドライブ文字は変更ずることびでさまず(固定することはでさま 
せん）。 （今67ぺ ーシ） 

ドライブ文字とは Windows が記憶装置 （ ドライブ）に割り当てる A か5 Z までのアルファベット 
1文字です。 
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SD メモリーカードを挿し込んだまま Windows を起動すると、 
チェックディスク ( CHKDSK ) び実行される 


• 書さ込み中に、 SD メモリーカードを取り出しませんでしたか？チェックディスクを中止 
せず、終了するまでそのままお待ちください。取り出し方法について詳しくは 、 rsD メ 
モリーカードを使ラ」をご覧ください。 （今 131ぺ ーソ） 


SD メモリーカードで Windows に□グオンできない 


• Windows のユーザー名とパスワードび、 SD メモリーカードに正しく設定されていないた 
め、 SD メモ U - 力ードで□グオンでさません。 

SD メモリーカードを使わずに Windows のユーザー名とパスワードを入力してください。 
□グオンした後、 [SD 力ード設定]で SD メモリーカード側の設定を変更し、同じユー 
ザー名とパスワードを Windows にも設定してください。 

変更方法は 、 rSD メモリーカードによるセキュリティ機能」 （今133ぺージ） および 
^ 『セキュリティガイド』「ステップ5」をご覧ください。 

デスクトップの e * 叩 W をダブルクリックすると表ちされまず。 

m 

• デスクトップに心严びない場合は、[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Panason 间- 
[ オンラインマニュアルい [セキュリティ ガイド]をクリックしてください。 


Administrator のユーザーアカウントで□グオンしたい 


• Windows のセットアップ後にユーザーアカウントを作成すると、 Windows のセットアッ 
プ時に使用していた 「 Administrator 」 のアカウントは□グオン画面に表おされません。 
rAdministrated のアカウントで□グオンするには、□グオン画面で 【 CtH 】 +【11怕+ 
【 Del 】 を2回巧し、[ユーザー名]に [ Administrator ] と入力して、パスワードを設定して 
いた場合はパスワードを入力して [0 K ] をクリックしてください。 
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内蔵 CD / DVD ドライブか5起動できない 


• 「ディスクとドライブの Q & A 」 の r 内蔵 CD / DVD ドライブか5起動できない」 （今295ぺ一 
ジ） をご覧ください。 


フ□ッピーディスクか！5起動できない 


• パナソニック製か部 FDD 溫番： CF - VFDU 03 J ) を接続しているか確認してください。他 
のフ□ッピーディスクドライブか5は起動でさません。 

• 起動用ディスクび正しくセットされているか確認してください。 

• セットアップユーティリティを起動し、次の設定を確認してください。 

• r 詳細」メニューで[レガシ ー USB ] び[有効]に設定されていること。 （今248ぺ ージ） 
• 「起動」メニューで [USB FDD ] び「起動順位」の1番上に表ちされていること。 

(今253ぺ ージ） 

• コンピューターの電源を切り、か部 FDD を接続し直してください。 


rRemove disks or other media . Press any key to restart 」 0、表术 
された 


• システムを起動でをないフ□ッピーディスクび、フ□ッピーディスクドライブにセット 
されていないか確認してください。セットされている場合は、取り出してか5、何かキー 
を巧して < ださい。 

• USB 機器を接続している場合は、 USB 機器を取り外ずか、セットアップユーティリティ 
の「詳細」メニューで [ レガシ ー USB ] を[無効]に設定してください。 （今248ぺー ジ） 
• すべての項目を確認してち同じメッセージび表ちされる場合、八ードディスクに何5か 
の問題び発生していることびありまず。 

再インストールを行い、八ードディスクをお買い上げ時の状態に戻してください。 

(づ『取扱説明書』「再インストールする」） 
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r バッテリー残量表示補正ユーティリティ」画面び表示された 


• バッテリー残量表を巧正で Windows び終了ずるときに「プ□グラムの終了」画面び表ち 
された場合、[キャンセル]をクリックすると、 Windows の終了処理び中止されます。こ 
の場合、次回コンピューターを起動したとさに、再びバッテリー残量表示補正び始まり 
ます。 

Windows を起動するには、電源スイッチをスライドして電源を切り、もう一度電源を入 
れて < ださい。 


Windows の起動び遅い 


• セットアップユーティリティの設定を工場出荷時に戻してください。1 
• お買い上げ後にインス!ルした常駐ソフトウェアびある場合は、そのソフトウェアの 
常駐を解除してください。 

• メモリーを増設すると改善される場合びありまず。’ 1 

動作は使用するアプ U ケーシヨンソフトに依をすることもあり、すべての動作が改善されるわけで 
はありません。あ5かじめご了承ください。 


スタンバイ-休止状態にな5ない 


• 周辺機器を接続している場合は、周辺機器を取りかしてか5、スタンバイ•休止状態に 
してください。それでちスタンバイ•休止状態にな5ない場合は、コンピューターを再 
起動してください。 

• スタンバイ•休止状態に入るとさ、1〜2分程度かかる場合びありまず。そのままお待ち 
<ださい。 

• モデムで通信しているときは、スタンバイ状態にな5ない場合びありまず。 

通信び終わってか5スタンバイ状態にしてください。 

操作びでさなくなった場合は、電源スイツチを4秒 ULh スライドして強制的に電源を切っ 
て < ださい。 

• 内部 LCD を閑じているとさは、システムスタンバイ • システム休止状態’ 2 にな5ない場合 
びありまず。 
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システムスタンバイ-システム休止状態を働かせるためには、セットアップユーティリ 
ティの「メイン」メニューで[フラットパッド]を[無効]に設定してください。 （今 246 
ぺ ージ） 

*2 一定時間経過すると自動的にスタンバイ•休止状態にする機能 

• 工場出荷時の設定では、 B’s CUP でフォーマットしたディスクび CD/DVD ドライブにセッ 

卜されている場合（画面も下のタスクトレイに 「 B’s CUP アイコン」 U び表ちされてい 
る場合）は、スタンバイ•休止状態（システムスタンバイおよびシステム休止状態を含 
む）にずることびでさません。 

U をちクリックし、[取り出し]をクリックしてディスクを取り出してください。 


スタンバイ•休止が態か5リジューム（復帰）しない/時間がかかる 


• 次の操作を行った可能性びありまず。 

-スタンバイ状態のとを、 AC アダプターおよびバッテ U - パックを取りかした。または、 
周辺機器の取り付け/取りかしを行った。 

-電源スイッチを 4 秒じ(上スライドし強制終了した。 

電源スイッチをスライドして電源を入れてください。保巧していないデータは失われま 
す。 

• バッテリーの残量び少ない、または完全に放電している場合びあります。 AC アダプター 
を接続し、 U ジュームしてみて < ださい。 

• セットアップユーティリティの r メイン」メニューで [ CD/DVD ドライブ電源]を[オフ]に 
設定している場合、 CD/DVD ドライブにディスクびセットされた状態で休止状態か5リ 
ジュームずると、リジュームずるまでに時間びかかる場合びあります。そのままお待ち 
<ださい。 


電源び切れない （ Windows び終了しない) 


• 周辺機器を接続している場合は、取りがしてか5終了してください。 

周辺機器を取りかずと終了でをた場合は、周辺機器の問題び考え5れます。周辺機器の 
メーカーにお問い合わせください。 

• 「応答びない」の項目も確認してください。 （今 279 ぺ ーシ） 
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• アプリケーションソフトをインス!ルした5 Windows び終了しなくなった場合は、[ス 
夕ート]- [ コント□-ルパネル]- [ プ□グラムの追加と削除 ] をクリックし、インス! 
ルしたアプリケーションソフトを削除してください。 

削除すると終了でさた場合は、アプリケーションソフトのメーカーにお問い合わせくだ 
さい。 

• ディスクのエラーチェックを行ってください。 

① か部ディスプレイを含めずベての周辺機器を取りがず。 

② [スタート]-[マイコンピュータ]をク U ックし、[□-カルディスク（じ） ] をちク 
リックして、[プ□パティ]をクリックずる。 

③ [ツール]をクリックして、 [チェック する]をクリックずる。 

④ 「チェックディスクのオプション」で[ファイルシステムエラーを自動的に修復 
する]と[不良セクタをスキャンし、回復ずる]にチェックマークを付け、[開始]を 
クリックする。 

チェックディスクにかかる時間は、ドライブの容量やファイルの内容、「チェッ 
クディスクのオプション」の設定により異なります。 

チェックディスクを行ってち解ミ夫でをない場合は、再インス!ルを行い、ハード 
ディスクをお買い上げ時の状態に戻してください。 （=> 『取扱説明書』「再インス 
I ルずる」） 
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パスワードを入力しても再度入力をホめ5れる 


• キーボードびテンキーモードになっている可能性びありまず。 

のランプび点灯している場合は、 【 NumLk 】 を巧してテンキーモードを解除して入力し 
て < ださい。 

• キーボードびキャップス□ックになっている可能性びありまず。 

国ランプび点なしている場合は、 【 Shift 】 を巧しなび5 【 CansLock 】 を巧してキャッ 
プス□ックを解除して入力してください。 


r パスワードを入力してください」び表示された 


•スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを入力してください。スーパー 
I —- 山 バイザーパスワードを忘れてしまった場合は有償での修理び必要となります。ご相談窓 

□にご相談ください。 


' NumLock びオンになっています」び表示された 


• テンキーモードを使用しない場合は、 【 NumLk 】 を巧してテンキーモードを解除してく 
ださい。 （今29ぺージ） 


スタンバイ•休止犬態か5のリジューム時に「パスワードを入力し 
てください」び表示されない 


• セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューでパスワードを設定し、[起動 
時のパスワード]を[有効]に設定していてち、スタンバイ-休止状態か5リジュームし 
たとさはセットアップユーティリティで設定したパスワード入力は要求されません。 

次の手順で、 Windows のパスワードを設定し、 Windows のパスワード入力び必要となる 
よラに設定してください。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[ユーザーアカウン h をクリックし、変更す 
るアカウントをクリックして、パスワードを設定する。 
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② [コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプション]- 
[詳細設定]をクリックし、[スタンバイか5回復するときにパスワードの入力を 
求める]をクリックしてチェックマークを付ける。 


コンピューターの管理者のパスワードを忘れた 


• 「ようこそ」画面で [ fStrl ] + [ Alt ] + 【 Del 】 を2回巧し、 [ ユーザー名]に 「 Administrator 」 
と入力して□グオンした後、パスワードを設定し直してください。 

•「 Administrator 」 のパスワードも忘れてしまって□グオンでをない場合は、再インス! 
ルして、八ードディスクを工場出荷時の状態に戻ず必要びあります。ただし、再インス 
I ルをずると、作成したデータやインス!ルしたアプリケーシヨンソフト、メール 
の履歴などは消去されます。 

-パスワードリセットディスクを作成していた場合、パスワード入力失敗後に表示される 
メッセージに従って、パスワードを再設定ずることびでさます。 

-パスワードリセットディスクの作成/使用には、別売りのフ□ッピーディスクと USB 
フ□ッピーディスクドライブ、または SD メモリーカードび必要でず。 

パスワードリセットディスクは第云ちに悪用されないよラ、厳重に管理してください。 


Windows び起動せず、数字またはメツセージび表示された 


• システムの起動エラーです。付属の『困ったときの Q & AJ 「エラーコードび表ちされた5」 
の内容に従って操作してください。 

• r Remove disks or other media . Press any key to restart 」 び表示された場合： 今如6ぺージ 
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ネットワークを利用するプ□グラムび動作しない 
ファイルやプリンターび共有できない 



「 Windows セキュリテイセンター」の「ファイアウォール ( Windows ファイアウォール）」 
びち効に設定されているため、動作しないまたは共有できない可能性びあります。 

有効に設定されていると、ウィルスなどか5の被害は軽減されますび、動作しないプロ 
グラムなどびありまず。 

プ□グラムを使用ずるまたはファイルやプリンターを共有ずるには： 

Windows ファイアウォールの設定で例州こ登録することで、 Windows ファイアウォール 
の影響を受けずにプ□グラムなどを使用できまず。 ( Windows ファイアウォールを無効に 
する必要はありません。） 

ただし、例外に登録ずると、ウィルスなどの被害を受ける可能性ち出てをます。例外に 
登録するプ□グラムについては、プ□グラムの開発元などに安全性を確認してか5登録 
して < ださい。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]- [セキュリティ センター]- [ Windows ファイ 
アウォール]をクリックずる。 

② [例が]をクリックする。 

③ ネットワークゲームな户’のプ□グラムを例かにする揚台 : 

[ プログラムの追加 ] をクリックし、プ□グラムをクリックして [ OK ] をクリック 
する。 

特をのポートにがするアクわスを例がにする場ち : 

[ポートの追加]をク U ックし、ポートを設定して [ OK ] をクリックずる。 
ファイルとプリンタの共ちをち巧!にずる場合 : 

[ファイルとプリンタの共旬にチェックマークを付ける。 

④ 例外に登録ずる項目にチェックマークび付いていることを確認し、 [ OK ] をク 
リックする。 
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Windows ファイアウォールは有効にしておく必要びありますか？ 


• Windows ファイアウォールとは、ネットワーク（インターネットなど）経由の不正なア 
クセスか5コンピューターを守るためのセキュリティシステムのことでず。 

か部ネットワークとの間でやり取りされるデータを規制して、認め5れているデータじ ( 
かは通過でさないよラにする働さをします。ウィルスなどか5の被害を軽減するには、有 
効のままお使いいただくことをおずすめしまず。 

• 市販のファイアウォールソフトウェアを追加でインス!ルしている場合は 、 Windows 
のファイアウォール機能と干渉して問題び発生する場合びありますので、 Windows の 
ファイアウォールの設定は無効にしておくことをおすすめします。 

詳細については、インス I ルしているファイアウォールソフトウェアの説明書などで 
ご確認ください。 


自動更新を有効にすると、すべての更新びダウン□ー ド（またはイ 
ンストール）されますか？ 


• 自動的にダウン□-ド（またはインス! -- ル）されるのは 、 Windows Update の優先度の 
高い更新プ□グラムのみです。 

インス I ル巧能なプ□グラムでち比較的重要度び低いちのは、自動的にダウン□-ド 
(またはインストール）されません。定期的に更新プ□グラムび提供されていないか確認 
して < ださい。 


セキュリティセンターの警告機能び働かない 


• 会社などのネットワークでドメインに参加している場合は働きません。 
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Web ページの表示びおかしい（表示されない、真っ白で表示される、 
広告や □ グオンなどのポップアップび表示されない） 


情報バ 
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-「ポップアップびブ□ックされました」と表をされた場合： 

メッセージをクリックし、「ポップアップを一時的に許可」をクリックする。 

ブロックされたポップアップび一時的に表ちされます。 

•「 ActiveX コント□-ルび必要…」と表ちされた場合： 

① メッセージをクリックし、 「 ActiveX コント□-ルのインス!ル」をクリック 
する。 

② 「セキュリティの警告」画面の r 名前」と「発行先」を確認し、安全であること 
び確認でをた 5 インス I ルずる。 

. 情報バーち見つか5ない場合： 

安全なぺージであることを確認のラえ、 【 Ctrl 】 を巧しなび5 Web ぺージのリンクを 
クリックしてください。ポップアップブ□ック機能び一時的に無効になります。 
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Outlook Express で HTML 電子メ ー J レの画像び表示されない 


• Microsoft ® Windows ® XP Professional Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載では、 
HTML 電子メールの画像表ちをブ□ックずる機能びあります。 

HTML 電子メールの画像を表示するには、発信元のヴーパーへアクセスずる必要びあり、 
コンピューターに問題を引を起こずちのびありまず。 

このよラな画像を表ちさせないことで、ウィルスなどか5の被害を軽減ずることびでを 
ます。 

画像を表をするには： 

画像び安全なちのであることを確認のラえ、「...画像びブ□ックされています...」と表ち 
されている部分をクリックします。一時的に表をずることびでさます。 


Outlook Express で添付ファイルび取り込めない（保存されない) 


• Microsoft ® Windows ® XP Professional Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載では、 
Outlook Express で受信したメールに、 「. exe 」 や f . scrj などの拡張子を含んだファイル 
(安全でない可能性びあるファイル）び添付されている場合、ファイルをブ□ックします。 
ファイルを取り込むには： 

ファイルび安全であることを確認してください。その後、[ツール]-[オプション]- 
[セキュリティ] をクリックし、 [ウィ ルスの可能性びある添付ファイルを保存したり開い 
たりしない]をクリックしてチェックマークをかしてください。 


Windows の動作び遅い 


•「 Windows の起動び遅い」の項目も確認してください。 （今267ぺージ） 

• アプリケーシヨンソフトをインス!ルした5遅くなつた場合は、[スタート]-[コント 
□-ルパネル]- [ プ□グラムの追加と削除 ] をクリックし、インス I ルしたアプリケー 
シヨンソフトを削除して<ださい。 

• ディスクデフラグを実行してください。 

ディスクデフラグは時間びかかる場合びありまず。（かかる時間は、ドライブの容量など 
により異なります。） 
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-ディスクデフラグとは 

八ードディスクに繰り返し書さ込みや書さ換えを行っていると、ファイルび分断されて 
保をされることびあります。この分断化び進むと、ファイルの読み込みや書さ換えに時 
間びかかるよラになります。ディスクデフラグとは、この分断化されたファイルを最適 
な順番に並び替え、読み込みや書を込みを早くでさるよラにする機能でず。 

-ディスクデフラグの方法 

① [スタート]-[ずべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[システムツール]-[ディスク 
デフラグ]をクリックする。 

感 ディスクデフラグを行うドライブ（ボリューム）をクリックし、[分析]をクリッ 
クする。 

③ 「ディスクデフラグツール」画面で[最適化]をクリックする。 

最適化び始まります。そのままお待ちください。 

④ 「最適化び完了しました」と表おされた5、[閉じる]をクリックずる。 

• スト U —5ング再生時などに動作び遅<なる場合は、次の手順で画面の色数を変更して 
みて < ださい。’ 1 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]をクリックし、左側の[関連項目]の[コント 
□—ルパネルのその他のオプション]- [Intel(R) GMA Driver for Mobile] -[デバイ 
ス]をクリックする。 

② [色]を [High Color] に変更し、 [0K] をクリックする。 

すべての動作が改善されるねけではありません。あらかじめご了承ください。 


ホイールパッドユーテイリテイを使ってスク□ールできない 


• [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Panasonic] -[ホイールパッドユーティリティ]をク 
リックしてホイールパッドユーティリティを起動してください。 

• [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Panason 句-[ホイールパッドユーティリティの設定] 
-[全般設定]をクリックし、[ホイールパッド機能を使用する]にチェックマークび付い 
ていることを確認してください。 

• 横方向へのスク□ールびでさない場合は、上記手順の[全般設定]で[横スク□ール機能を使 
用する]にチェックマークび付いていることを確認してください。 
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r フラットパッドとの通信に失敗したため、ホイールパッドユーテイリテイを起動できま 
せん。....」び表ちされた場合は、次のことを確認し設定してください。 

-外部マウスを接続している場合： 

外部マウス用のアプリケーシヨンおよびドライバーは、ホイールパッドユーテイリテイ 
と同時に使用でさません。外部マウスまたはホイールパッドのどち5かを使用してくだ 
さい。 


か部マウスを使用する場合 

ホイールパッドを使用ずる場合 

-次の手順で、ホイールパッド 
ユーテイリテイをアンインス 

I ルして < ださい。 

① 画面ち下のタスクトレイの 
「スク□-ルアイコン」 
^ またはん 田を クリック 
し、[終了]をクリックする。 

② [スタート]-[コント□-ル 
パネル]-[プ□グラムの追加 
と削除]をクリックする。 

③ [ホイールパッドユーテイ U 
テイ]をクリックし、[変更と 
削除]をク U ックして削除す 
る。 

-外部マウス用アプリケーシヨンおよびドライバーを 
アンインス!ルしてください。 （今159ぺ ージ） 

-外部マウスを取りがして再起動してください。 

. セットアップユーティリティの「メイン」メニュ ー 
で[フラットパッド]び[有効]に設定されているこ 
とを確認してください。 

-次の手順で、ホイールパッドのドライバーびインス 

I -ールされていることを確認してください。 

① [スター^']-[コント□-ルパネル]-[パフォーマン 
スとメンテナンス]-[システム]- [ A - ドウ ェア]- 
[デバイスマネージャ ] をクリックする。 

② [マウスとそのほかのポインティングデバイス]を 
ダブルクリックする。 

[Synaptics PS 口 Port TouchPad ] びあることを確認 
して < ださい。 


-上記の項目を確認してち改善されない場合、またはが部マウスを接続していない場合： 

• CPU の使用率び高いアプリケーシヨンび起動している場合には終了して、[スタ 
—卜]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [ホイールパッドユーティリティ] 
をクリックしてホイールパッドユーティリティを起動してください。 

• SynapticsTouchPad ドライバーとホイールパッドユーテイリテイを一度アンイ 
ンス I ルした後、再度インス!ルしてください。 （今 1日8 ページ） 
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• [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] をクリックしても[ホイールパッドユー 
ティリティの設定]び表示されない場合は、 [ スタート]- [ コント□-ルパネルい[プ □ 
グラムの追加と削除]をクリックし、 [ ホイールパッドユーティリティ]び表示されてい 
るか確認して < ださい。 

-表をされていない場合： 

ホイールパッドユーティリティをインス I ルする必要びあります。 

[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 rc :¥ util ¥ wheelpad ¥ setup . exe 」 
と入力して [0 K ] をクリックしてください。 

L ソ降、画面の指をに従ってインス I ルしてください。 

-表ちされている場合： 

[ホイールパッドユーティリティ]をクリックし、[変更と削除]をクリックして削除し 
てください。その後、上記 r 表示されていない場合」の手順でインス!ルしてください。 
• アプリケーシヨンソフトにより縦横スク□-ルのどち5か一方にしかスク□-ルでをな 
い画面では、ホイールパッドの操作に関係なく、でさる方向にしかスク□-ルしません。 
(例えば、横スク□-ルだけびできる画面のときに縦スク□-ルを行っても横スク□-ル 
になりまず。） 


アプリケーションソフトなどび正しく動作しない 


• ユーザーの簡易切り曾え機能を使って別のユーザーに切り替えると、次のよラな問題び 
起さる場合びありまず。 

-アプリケーシヨンソフトび正しく動作しない 
•【 Rl 】 とのキーの組み合わせび動作しない 
-画面の設定びでさない 
• 無線 LAN び使えない 

- B’s CUP のアイコンび画面ち下のタスクトレイに表おされず、ディスクに書さ込みびで 
さない 

• MovieAlbum び使えない 

このよラな場合は、簡易切り替え機能を使わずに、すべてのユーザーを□グオフした後、 
再度□グオンして操作してください。それでち正しく動作しない場合は、コンピューター 
を再起動して < ださい。 
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• お買い上げ後にインス! — ルしたアプリケーションソフトび Microsoft ® Windows ® XP 
Professional Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載に対応していない場合びありま 
す。アプリケーションソフトのメーカーのホームページなどで対策などを確認してくだ 
さい。 

• ネットワークを利用ずるアプリケーションソフトやプ□グラムの場合は、「ネットワーク 
を利用ずるプ□グラムび動作しない」の項目ちご覧ください 。 （A 272 ページ） 


応答びない 


• 入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）び別のウィンドウで隠れていません 
か？ 【 Alt 】 + 【 Tah 】 を巧して表ちされている画面を確認してください。 

• 【 Ctrl 】 + 【 Shift 】 + 【 Esc 】 を巧してタスクマネージヤを起動し 、応答のないアプリ 
ケーシヨンソフトを終了してください。 

• 画面び乱れたり、システムの応答びないとさは、すぐに 【 fn 】 + 【巧】 または 【 fn】 + 
【 no 】 を巧して、しりたんスタンバイまたは休止状態に入り、その後リジユームしてく 
ださい。 U ジユームしない場合や改善されない場合は、電源スイッチを 4 秒!; Lb スライド 
して電源を切った後、再度電源を入れてください。 

Windows は正常に動作したび、アプリケーシヨンソフトび起動しない場合は、[スター 
卜]- [コント□-ルパネル]- [ プ□グラムの追加と削除 ] をクリックし、動作しないアプ 
U ケーシヨンソフトを削除してか5、再度アプ U ケーシヨンソフトをインス!ルして 
<ださい。 


WinDVD じ I 外のアプリケーシヨンソフトで MPEG ファイル 
( MPEG 1、 MPEG 2) び正しく再生されない 


• 次の手順で設定を変更して<ださい。 

① 開いている重要なファイルを保存し、すべてのアプ U ケーシヨンソフトを閉じ 
る。 

② [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ B . H . A ] - [ B's Recorder GOLDS BAS に]- 
[ Tools ] - [PC 情铜をクリックする。 
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③ [ MainConcept ] の [Video Decoder]、[Audio Decoder ] 、 [ Splitter ] をそれぞれ[優先 
度（低） ] に設定し、[終了]をクリックする。 

④ 「BG Assist 」 画面び表ちされた5[はい]をクリックする。 

自動的に再起動します。 

• 上記の設定を行っても解ミ夫しない場合は、 MPEG ファイルに問題びある可能 
性びありまず。 


Windows ® Media Plaver で動画ファイルび再生できない 


• 再生しよラとすると、「コーデックび必要」と表示されましたか？ 

一部の動画ファイルでは、標準でインス I ルされていないコーデックを使用するちの 
びありまず。その場合は、インターネットに接続してか5動画ファイルを再生すると、自 
動的にコーデックびダウン□-ドされて再生でさるよラになる場合びありまず。 


ファイルが必要」画面び表示された 



• Windows コンポーネントの追加を行ったときなど、左の画面び表示されることびあります。こ 
の場合は、 「 c :¥ windows ¥ i 386」 と入力して [ OK ] をクリックしてください。 
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バッテリーの駆動時間びカタ □ グでの時間と違 


• カタ□グや『取扱説明書』などに記載されているバッテリーの駆動時間は、 JEITA バッテ 
リー動作時間測定法 （ Ver .1.0) に基づさ測定された数値です。バッテリーの駆動時間は 
使用環境によって異なります（例えば、画面を明るくして使っているとさなどは短くな 
りまず）。 

詳しくは、「バッテリー駆動時間について」 （今35ぺージ） をご覧ください。 

• エコノミーモード （ ECO ) び有効になっていないか確認してください。 （今45ぺーシ） 


バッテリー状態表示ランプが赤色に点なしている 


• バッテリーの残量び少な<なっています。（残量約9% L ソ下） 

AC アダプターを接続してバッテリー状態表示ランプびオレンジ色に変わった!5、そのま 
まお使いください。 AC アダプターびない場合は、ずぐにデータを保ちし、 Windows を 
終了してください。そのを、十分に充電されたバッテリーパックに交換してか5電源を 
入れてください。 


バッテリー状態表示ランプび点滅している 


• ホ色に点滅している場合： 

すぐにデータを保存し電源を切った後、バッテリーパックと AC アダプターを本体か5取 
りがし、取り付け直してください。 

それでも赤色に点滅ずる場合は、ご相談窓□にご相談ください。バッテリーパックまた 
は充電回路の故障び考え5れまず。 

• オレンジ色に点滅している場合： 

次のどち5かの状態び考え5れまず。 

•バッテリーック内部の温度び充電可能な範囲がのため、一時的に充電でさない状態で 
す。温度び充電可能な範囲内になると自動的に充電び始まりまず。そのままお使い<だ 
さい。 

. アプリケーションソフトや周辺機器 （ USB 機器など）びをくの電力を消費し電力不足 
になっているため、充電でをない状態です。起動しているアプリケーションソフトび終 
了し、温度び充電巧能な範囲内であれば自動的に充電び始まります。 
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バッテリー状態表示ランプび明滅している 


• バッテリーの充電中でず。 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューで[充電中バッテリー状態表示]を 
[明滅]に設定ずると、点打状態び明るくなったり少し暗くなったり湖滅）しまず。 


バッテリーの耐义年数をのばしたい 


• エ コノミーモード （ ECO ) 切り替えユーテイリテイで エ コノミーモード ( ECO ) を有効に設 
定すると、バッテリーパックの劣化を防ざ、耐义年数を長くすることびできまず。 （今45 
ぺー シ） 

ただし、エコノミーモード ( ECO ) を有効に設定ずると、充電を80%までで停止ずるた 
め、バッテリーでの駆動時間は短くなります。 

エコノミーモード ( ECO ) の切り替え方法は、「エコノミーモード ( ECO ) を切り替える」 
(A 46ぺー シ） をご覧ください。 
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カーソルび動かない 


• セットアップユーティリティの r メイン」メニユーで[フラットパッド]び[有効]に設定さ 
れているか確認してください。 （今 246ベー ン） 

• キーボードを操作して次の手順で外部マウスのドライバーびインス I ルされていない 
ことを確認してください。インス!ルされている場合、ホイールパッドび使えないこ 
とびあります。 

① 【な]、 【 R 】 の順に巧し、 rdevmgmt . mscj と入力して filter 】 を巧ず。 

② 【 Tab 】 を巧し、 【少】 を数回巧して[マウスとそのほかのポインティングデバイ 
ス]を選び 【み】 を巧す。 

③ [Synaptics PS /2 ..ル U かの名前び表ちされている場合、か部マウスびインス! 
ルされているので、【少】でが部マウスのドライバーを選び 【 ne «、[ Enter ] 
の順に巧し削除ずる。 

④ 再起動確認の画面で[はい]を選び、 [ Enter ] を巧す。 

再起動確認の画面び表をされない場合は、 【な]、【11】 の順に巧し、 【今】【令】 
【ホ】【少】 で[再起動]を選んで [ Enter ] を巧してください。 

キーボードで操作でさない場合は、 r 応答びない」をご覧ください。 （今 279ペー 
ン） 

⑥ Synaptics のドライパ‘一を再インストールする。 

詳しくは、 r か部マウスを使うとき」をご覧ください。 （今 158ぺーシ） 


カーソルび勝手に動く 


• ホイールパッドの感度を調節してください。 

感度の調節は、「ホイールパッドに触れたとさの感度を調節する」 （今 20ページ） をご覧 
<ださい。 

• 外部マウスのドライバーびインス!ルされていないことを確認してください。（上記の 
「カーソルび動かない」の手順 ①〜⑤ をご覧ください。） 
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接続したマウスでカーソルび動かない 


• マウスび正しく接続されているか確認してください。 

• 接続したマウスのドライバーをインス I ルしてください。 

外部マウスのドライバーをインス!ルすると、ホイールパッドび使えないことびあり 
ます。 r か部マウスを使うとき」 （今158ぺージ） をご覧ください。 

マウスのドライバーについては、マウスのメーカーにお問い合わせください。 

(最新の/ (ージョンび提供されている場合びありまず。） 

ドライバーをインス I ルしてち動作しない場合は、セットアップユーティリティの r メ 
イン」メニューで[フラットパッド]を[無効]に設定してみてください。 （今246ぺージ) 


スク□ールでさない 


• 「ホイールパッドユーティリティを使ってスク□-ルでさない」の項目を確認してくださ 
し、 （今276ぺージ） 
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画面び暗い/暗<なつ 


•【 R 1】 +【[2】 を巧してください。明るくなりまず。 

• AC アダプターを抜くと暗くなった場合： 

本機は、 AC アダプターを接続しているとをと接続していないとさの明るさを別々に覚え 
ていまず。工場出荷時の設定では、 AC アダプターを抜くと画面び暗くなるよラに設定さ 
れています。 AC アダプターを接続していない状態で [ Fn ] + [ F 2] を巧して明るくす 
ると、その明るさび保持され、次に AC アダプターを抜いたとさち調整した明るさになり 
ます。（明るくずると、バッテリー駆動時間び短くなります。） 


緑、ホ、青のドットび残る/正しい色び表示されないドットびある 
(常時点な、画素（ドット）欠けなど） 


• これは、故障ではありません。カラー液晶ディスプレイは精度の高い技術で作5れてい 
ますび、画素欠けや常時点な（緑、ホ、青色）するちのびありまず。これは故障ではあ 
りませんので、あ5かじめご了承ください。（有効画素び 99.998 %な上、画素欠け等び 
0.002 %じ I 下の場合は、故障ではありません。） 


画面に何も表示されない 


• 省電力機能び働いていないか確認して<ださい。 

-電源状態表示ランプび点なしている場合： 

ディスプレイの電源び切れています。 【 CtH 】 や 【 Shift 】 など動作に影響のないキー 
を巧してください。選択に使うキー (【 Enter 】、【 Space 】、 【おが、 【 Y 】、【 N 】 や 
数字キーなど）は使わないでください。 

-電源状態表示ランプび点滅しているまたは消打している場合： 

スタンバイまたは休止状態になっていまず。電源スイッチをスライドしてください。 

• チェックディスク （今269ぺージ） を行う場合や巿販のパーティシヨン操作ソフトを使 
ラ場合は、外部ディスプレイを取りがしてか5実行してください。接続したままこれ5 
のソフトを実行ずると、画面に何ち表おされない場合びありますび、処理び完了し画面 
び表ちされるまでそのままお待ちください。 

• 表示先びか部ディスプレイに設定されている可能性びありまず。 

[ Fn ] + 皆3】 を巧して表示先を切り替えてください。 
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【 Rl 】 +【1=3】を続けて巧す場合は、画面の表ち先び完全に切り替わったことを確認して 
か5巧して < ださい。 

• 画面び暗くなっていることびありまず。 【 Rl 】 + [ F 2] を巧して画面を明るくしてください。 


残像び表示される 


• 別の画面を表おして < ださい。 

同じ画面を長時間表ちさせていると残像になることびありまず。 


画面び乱れる 


• 解像度/色数を変更したり、コンピューターの動作中にか部ディスプレイの取り付け/ 
取りかしを行ったりずると、画面び乱れることびありまず。コンピューターを再起動し 
て < ださい。 


画面の表示先び切り替わ5ない 


• MPEG ファイルや DVD - Video などの動画を再生中に、画面の表ち先を切り替えることは 
でさません。再生を終了してか5画面の表ち先を切り曾えて<ださい。 


画面を拡大表示したい 


• 画面全体のアイコンなどを拡大表示する場合は、「フォントサイズ拡大」を使います。 
(今256 ページ） 

• 部分的に}広大表をずる場合は、「ズームビユーアー」を使います。 （今 257 ぺーシ） 

[ スター ト ]- [ ずべてのプ□グラム]- [Panasonic] をクリックして [ ズームビユーア ー ] び 
表巧されない場合： 4 257 ぺージ 


突然、 MPEG や DVD-Video の画像び残った青い画面になった 


• CD/DVD ドライブか5、ディスクを取り出しませんでしたか？ 
取り出したディスクをセットしてディスクカバーを閉じてください。 
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画面び一瞬真っ黒になる 

動画再生ソフトやグラフィックのベンチマークソフトなどび正しく 
動作しない 


• 省電力設定ユーティリティの[画面表示の省電力機能] (み52ぺ ージ) を有効に設定して 
いるときに、 tn 】 + 【 FI 】 / 【 Rl 】 + [ F 2] で画面の明るさを調整したり、 AC アダプ 
ターをおさ挿しすると、次のよラな現象び起さる場合びあります。 

-画面び一瞬真っ黒になる：故障ではありません。そのままお使いください。 

-エラー画面び表をされたりソフトび正しく動作しなくなる： 

省電力設定ユーティリティの[画面表示の省電力機能]を無効に設定してみて < ださい。 


画面の明るさび数回変化する 


• 省電力設定ユーティリティの [ Intel ビデオドライバ省電力機制 (今52ぺ一 'ン） を有効に設 
定しているとさに AC アダプターを抜くと、画面の明るさび自動的に変化します。状況に 
応じて有効または無効に設定してください。ただし、無効に設定ずるとバッテリー駆動 
時間び短< な0まず。 


写真などの画像の色び思うように再現されない 


• 省電力設定ユーティリティの [ Intel ビデオドライバ省電力機能] (今52ぺーシ） を無効に設 
定してください。 


外部ディスプレイに何も表示されない/正しく表示されない 


• か部ディスプレイのケーブル類び正しく接続されているか確認してください。 

• か部ディスプレイの電源び入つているか確認してください。 

• か部ディスプレイの設定び正しいか確認してください。 

• か部ディスプレイび省電力機能に対応していない場合、省電力のためにディスプレイの電 
源を切る状態に入ると、か部ディスプレイに正しく表示されなくなりまず。この場合は、 
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か部ディスプレイの電源を入れ直して<ださい。 

ただし、お使いのか部ディスプレイによっては設定により画面び乱れたり、マウスカー 
ソルび正しく表示されない場合びあります。その場合は色数、画面領域（解像度)、リフ 
レッシュレートをルさめに設定してみてください。 


外部ディスプレイと内部 LCD の両方に表示したい 


• か部ディスプレイを接続し、 【 R 1】 + 【 f 3】 を巧して表を先を切り替えてください。 
切り替え5れない場合は、次の手順で切り替えて<ださい。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]をクリックし、左側の[関連項目]の[コント 
□—ルパネルのその他のオプション]- [ Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] -[デバイ 
ス]をクリックする。 

② 表を先をクリックし、 [0 K ] をクリックする。 

• 同時表をする場合： [ Intel ( R ) Dual Display Clone ] 

-拡張デスクトップ モー ドにする場合：[拡張デスク トップ] 

• [コマンドプ□ンプト]を起動しているとき、 [Alt] + [Enter] を巧して全画面表をにす 
ると、片方の画面にしか表ちされません。 [Alt] + [Enter] を巧してウィンドウ表をに 
戻してください。 

• Windows び起動するまで（セットアップユーティリティなど）は、同時表示にすること 
びでさません。 


同時表术しているとき、内部 LCD の表术び乱れる 


• 内部 LCD のち5つきび目立つようになったり、 DVD - Video び滑5かに再生されない場合 
は、次のち法で内部 LCD のリフレッシュレートを確認してください。 

① 上記①を行ラ。 

② [ Intel ( R ) Dual Display Clone ] をクリックし、[デバイス設定]をクリックずる。 

③ ノートブックのリフレッシュレートび [40 Hz ] になっている場合は、 [60 Hz ] に変 
要し、 [ OK ] をクリックずる。 
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r コンピュータびを険にさ 5 されている可能性びあります」のメッ 
セージび 表示された 


画面はすべて一例です。 


9 ] ンむータがを R じさらされている巧をせがあります • 1X1 

ルス巧実 V フトウ I 巧?インスト — J 巧れていな t 呵 Sg 巧げあは 

P 。 邸投ホするには、この;りトンモウりがし只 ㈱ 、 


ゾ 


or.* *" I 


• Windows の「セキュリティセンター」機能び表ちしているメッセージです。 

「セキュリティセンター」は、コンピューターをまむしてお使いいただくために、ウィル 
ス対策などの Windows のセキュリティ設定びよりま全になっているかを監視ずる機能で 

す。 

次の頂目を定期的にチェックし、ま全に設定されるまでメッセージを表をしてお知5せ 
しまず。 

• ファイアウォール： Windows ファイアウォールび有効かどうか 

* 自動更新 ： Windows Update の自動更新び有効かどうか 

-ウィルス対策：ウィルス対策ソフトびインス I ルされ、ソフトのバージヨンび最新か 
どうか、およびリアルタイム検索び有効（オン）になっているかどうか 


• 「コンピュータび危険にさ5されている可能性びあります」は、「セキュリティセンター」 
機能び表をしているメッセージで、エラーや故障のメッセージではありません。「セキュ 
リティセンター」機能びチェックしている項目（上記3項目）び、安全な設定になって 
いない場合はこのよラなメッセージでお知5せします。 

表おされ続けてちそのままお使いいただけまずび、ウィルスなどか5の被害を減5すた 
めにち、次の手順で表ちされないよラにすることをおすすめします。 

① メッセージを読む。 



② タスクトレイの 「 Windows セキュリティ アイコン」^ をクリックずる。 

「 Windows セキュリティセンター」画面び表ちされまず。 

⑤ 「ファイアウォール」、 r ウィルス対策」の中か!5[推奨される対策氧を、 r 自動要 
新」か5[自動更新を有効にする]をクリックずる。 

対策び不要な場合は、[推奨される対策案]または[自動更新を有効にする]は表ち 
されません。 

④ 画面に従って、適切な対策を行ラ。 
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慶び 表示された 



• Windows の「セキュリティセンター」の「自動更新」び無効または設定されていない場 
合に、このアイコンび表ちされまず。（お買い上げ時は設定されていません。） 

「自動更新」は、インターネットに接続していると、優先度の高い更新プ□グラム（セ 
キュリティの更新など）び Windows Update に提供されていないか定期的に確認し、自 
動的にインス I ルして Windows を最新の状態にする機能です。 

表示され続けてもそのままお使いいただけまずび、 Windows を最新の状態にずるために 
「自動更新」を有効にすることをおすずめします。 

① メッセージを読む。 

② タスクトレイの 「 Windows セキュリティアイコン」をクリックする。 

「自動更新」画面び表ちされます。 

③ 間細オプション]をクリックし、自動更新を有効（[自動更新を無効にず到 L ソか) 
に設定する。 

• 自動更新を有効に設定しているとさ、自動的に更新プ□グラムびダウン□-ドされ、要 
新の準備びでさた場合にちこのアイコンび表示されます。 


曰付と時刻び正しく表示されない 


•[ スタート]-[コント□-ルパネル]- [ 日付、時刻、地域と言語のオプシヨン]- [ 日付と時 
刻 ] をクリックし、日付と時刻を訂正してください。 

• 正しく設定してちずぐに表示び違ってくる場合、日付と時刻の情報を保持している内蔵 
バックアップバッテリー（リチウム電池）び消耗している可能性びあります。ご相談窓 
□にご相談ください。 

• LAN (ネットワーク）に接続している場 S ま、ヴーバーの日付/時刻を確認してください。 
• 西暦2100年 L ソ降は、日付と時刻び正しく認識されません。 
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タスクトレイのアイコンび隠れて見えない 


• タスクトレイのをクリックすると、隠れていたアイコンび表示されます。 

• 常にすベてのアイコンを表示しておきたい場合は、タスクバーをちクリックし、[プ□パ 
ティ]をクリックして、 [ タスクバー]の [ アクティブでないインジケータを隠ず]をク 
リックしてチェックマークをかしてください。 
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日本語び入力できない 


ツールバー 



ツールバーに「あ」び表ちされていない場合は、日本語入カモードになっていません。 
【半角/全角】を巧して日本語入カモードにしてください。 

それでち「あ」び表ちされない場合は、【カタカナ/ひ5びな】を巧してください。 
(ツールバーはタスクバーに格納されている場合びあります。） 


アルフアベツトのキーを押しても数字び入力される 


• キーボードびテンキーモードになっている可能性びあります。 

田ランプび点なしている場合は、 【 NumLk 】 を巧してテンキーモードを解除して入力し 
て < ださい。 


アルフアベットび大文字でしか入力できない 


• キーボードびキャップス□ックになっている可能性びありまず。 

国ランプび点なしている場合は、 【 Shift 】 を巧しなび5 【 CapsLock 】 を巧してキャッ 
プス□ックを解除して入力してください。 


欧文特殊文字化、含、？など）や記号び入力できない 


• 次の手順で、文字コード表を使って入力してください。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[システムツール]-[文字 
コード表]をクリックする。 

② フオント名を欧文用フオントなどに指定して、入力したい文字を選ぶ。 
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Fn キーと組み合わせた操作びできない 


•セットアップユ—ティリティの「メイン」メニュ—で 「 Fn / 左 Ctrl キー」を [ 入れ換え ] に設 
定していないか確認してください。 （今 246ぺ ージ） 

設定を[標準]に戻すか、[入れ換え]のまま使う場合は [Fn] の代わりに 【 CtH 】 （左 
側）を巧して<ださい。 
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A - ドディスクの容量び少なく表示される 


• 八ードディスク容罰ま、一般的に 1 G バイト= 1,000,000,000バイトで表おしていまず。 
しかし、[マイコンピュータ]や一直 B のアプリケーシヨンソフトでは、1 G パ'イト=1,024 X 
1,024 X 1,024 =1,073,741,824バイトで表をしているため、表ちされる値びルさくなります。 


A - ドディスクのデータの読み出しや書き込みびできない 


• ドライブやフアイルの指定に誤りびないか確認してください。 

• 八ードディスクの空さ容量び不足していないか確認してください。 

• □グオンしているアカウントに読み出しや書さ込みの権限びあるか確認してください。 
• 八ードディスクの内容び壊れている場合びありまず。ご相談窓□にご相談ください。 


ディスクのエラーチェックを行いたい 


• か部ディスプレイを含めずベての周辺機器を取りかし、チェックディスクを行ってくだ 
さい。 （今269ベー ジ） 


フ□ッピーディスクの読み出しや書き込みびできない 


• パナソニック製か部 FDD (品番： CF - VFDU 03 J ) を使っていまずか？ 

• フ□ッピーディスクドライブは正しく接続されていますか？ 

• フ□ッピーディスクは正しくセットされていまずか？ 

• フ□ッピーディスクは正しく初期化（フォーマット）されていますか？（下記） 

•フ□ッピーディスクび破損していないか確認してください。 

• 読み出しはでさるび、書さ込みびでさない場合は、フ□ッピーディスクび書さ込み禁止 
になっていないか確認して<ださい。 


フ□ッピーディスクを初期化したい 


• 次の手順で初期化してください。ただし、 1.2 M バイトと 720 K バイトのフ□ッピーディス 
クは初期化でをません。 

① [スタート]-[マイコンピユータ]- [3.5 インチ FD ( A :)] をクリックする。 

② メニユーの[ファイル]-[フォーマット]をクリックずる。 

③ ディスクの容量や フォー マットの種類を確認し、[開始]をクリックずる。 
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内蔵 CD / DVD ドライブか5起動できない 


• 起動用ディスクび正しくセットされているか確認してください。 

• セットアップユーティリティを起動し、次の設定を確認してください。 

• r 詳細」メニューで[レガシ ー USB ] び[有効]に設定されていること。 （今248ぺージ） 
• 「メイン」メニューで [ CD / DVD ドライブ電源]び[オン]に設定されていること。 

(今247ぺージ） 

• 「起動」メニューで [USB CDD ] び r 起動順位」の1番上に表ちされていること。 

(今253へーシ） 

• 本機では、 B’s Recorder を使って CF - W 2 および CF - Y 2 シリーズで作成した起動ディスクは 
使用でさません。これ5の機器と起動ディスクを共用したい場合は、新たに本機で起動 
ディスクを作成してください。 （今115ぺーン） 

• か付け CD / DVD ドライブを接続しているときは、内蔵の CD / DVD ドライブか5起動できま 
せん。 


市販の DVD レコーダーで録画したテレビ番組び再生できない 


• DVD - RAM じ(外のメディアを再生するには、 DVD レコーダーでフアイナライズしておいてくだ 
さい。 

• CPRM で録画されたメディアを WinDVD で再生する口ま、インターネットか 5 CPRM 拡張 
機能に PRMPack ) プ□グラムを WinDVD に組み込んでおくことび必要です。 

プ□グラムの組み込み方法は 「 DVD - Video を見る （ WinDVD )」 （今93ぺージ） をご覧く 
ださい。 

• 本機で使える DVD か確認してください。 （今77ぺージ） 


CPRM 掘;張機能を組み込んでも CPRM で録画したメディアび再生で 
さない 


• CPRM で録画したメディアを本機で再生ずるには、コンピューターの管理者の権限で □ 
グオンして < ださい。 
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• Windows®Media Player など、 WinDVD しソかのアプリケーシヨンソフトでは再生ずること 
びでさません。 


CD / DVD ドライブ状態表示ランプが点な/点滅しない 


• ディスクび正し<セットされているか確認して<ださい。 

• ドライブの電源び切れている場合びあります。 

次の方法で電源をオンにすることびでさます。 

-ドライブ電源/オープンスイッチを左にスライドする。 

-画面ち下のタスクトレイの「ドライブ電源アイコン」©をちクリックし、[手動切替] 
で[オン]をクリックする。 

• セットアップユーティリティの [ CD / DVD ドライブ電源]を[オフ]に設定していませんか？ 
(今247ぺージ） 

オフに設定している場合は、 Windows び起動していないとドライブの電源を入れること 
びでさません。 


ディスクの再生や書き込みびできない 


• セットしたディスクび対応メディアであることを確認してください。 

対応メディアについてはに D の種類について」 （今73ぺ ージ） または 「 DVD の種類に 
ついて」 （今77ベー ジ） をご覧ください。 

• 指定のち法で、レンズやディスクのクリーニングを行ってください。 

• レンズのクリーニン グ今 66ベーシ 
•ディスクのクリーニン グ今 76ぺージ 
• ディスクび変形していたり、傷やミちれび付いていないか確認してください。 

• ディスクび正しくセットされていることを確認してください。セットの方法は「ディス 
クのセット/取り出し」 （今90ベー ン） をご覧ください。 

• ディスクに書さ込めないとさは、作業用フオルダーに十分な空さ領域びない場合びあり 
ます。作業用フオルダーを確認し、空さ領域び少ない場合はフオルダーを変更して<だ 
さい。 （今114ぺ ージ） 
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ディスクをセツトしてら自動再生しない 


• ドライブか5ディスクを取り出し、再度セットしてください。 

スタンバイや休止状態か5リジュームした後、自動実行のディスクを挿入してち実行さ 
れない場合は、15秒 L ソ上待ってか5ディスクを入れ直してください。 

それでち自動再生しない場合は、ディスクの説明書などに従って再生してください。 

• CD / DVD ドライブのプ□パティの[自動再生]をクリックし、[実行ずる動作を選択]で[何も 
しない]び選択されている場合は、自動再生したい項目を選んでください。 


CD / DVD ドライブの振動や動作音び大きい 


• 変形したディスクや、ラベルを貼ったディスクを使用していませんか？ 

• ディスクび正し<セットされているか確認して<ださい。 

• B's Recorder を使って CD に書き込むときは、書き込み速度を [8 x ] (8 倍速）じ(下に設定し 
て書さ込むと振動を抑えることびでさます。 


CD / DVD ドライブの電源をオン/オフできない 


• CD / DVD ドライブの電源をオフにしたあと、すぐにオンにしませんでしたか？ 

• 工場出荷時の設定では、 B's Recorder 起動中または画面右下のタスクトレイに 「 B’s CUP 

アイコン」^び表示されているときは、ドライブの電源をオフにすることびでをません。 
• 画面も下のタスクトレイに 「 B’s CUP アイコン」ぎ弓び表ちされている場合： 

-をちクリックし、[取り出し]をクリックしてディスクを取り出してください。ず 
ぐにオフずる場合は、取り出した後、画面ち下のタスクトレイの「ドライブ電源ア 
イコン」 |( g ! をクリックし、[手動切替]でオフにしてください。 

-ディスクを取り出した後でも自動的にオフにな5ない場合は、[手動切替]でオフに 
して < ださい。 
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• ドライブ電源/才ープンスイッチを連続してスライドすると、 CD / DVD ドライブの電源を 
オン/オフでさなくなることびありまず。その場合は、コンピューターを再起動してく 
ださい。 

• 次の場合は、オプティカルディスクドライブ省電カユーティリティの[手動切替]でオフに 
することびでさません。 

• WinDVD を起動しているとを 
-ディスクの書さ込み/読み込みをしているとさ 

. B’s Recorder などドライブを使用するアプリケーシヨンソフトび動作しているとき 


ディスクカバーび開かない 


• コンピューターの電源び入っているか確認してください。 

ドライブ電源/オープンスイッチは、コンピューターの電源び入っているとをのみ動作 
します。 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューでに D / DVD ドライブ電源]を[オフ] 
に設定している場却ま、 Windows び起動していないとディスクカバーを開くことびでき 
ません。 

• ドライブ電源/オープンスイッチの左上付近を巧してディスクカバーび□ックされてい 
ることを確認してください。□ックされていないと、ディスクカバーを開くことびでさ 
ません。 

• コンピューターの電源を切った状態でディスクカバーを開けるには、エマージェンシー 
ホールをお使いください。 （今92ぺージ） 

• MovieAlbum を起動している場合は、停止または一時停止した後、 MovieAlbum 画面上の 
* をクリックしてください。 


使えるディスクを知りたい 


•「 CD の種類について」 （今73ぺ ージ） または 「 DVD の種類について」 （今77ぺ ージ） を 
ご覧ください。 
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音び出ない 



【 Ri 】 +【口 I 】 または 【 fn 】 + 【 f6 】 を巧してミュートを解除してください。 

次の手順で、 Windows のヴウンド機能び働いているか確認してください。 

(働いていない場合、 【 fn 】 + 【 f5 】 または 【 Fn 】 + 【 f6 】 を巧ずと左記のポップアップ 
ウインドウは表おされますび、音は出ません。） 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウエア]-[デバイスマネージャ ] をクリックする。 

② [サウンド、ビデオ、およびゲームコント□-ラ]をダブルク U ックして、！が表 
示されていないか確認する。 

!が表示されている場合は、！が表をされているドライバーをクリックし、 
【 Del 】 を巧して、削除確認の画面で [ OK ] をクリックしてください。その後、コ 
ンピューターを再起動して < ださい。 


音量を変えたい 


• [ Fn ] + t 5】 宿量を下げる）または [ Fn ] + [ F 6] (音量を上げる）を巧してください。 


音び乱れる 


• 音声を再生中に 【 fn 】 キーとのキー操作を行ったとを、音び乱れることびありまず。再 
生を停止し、再生し直してください。 
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周辺機器び動作しない 


• 接続した機器のドライバーびインストールされているか確認してください。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウェア]-[デバイスマネージャ ] をクリックする。 

② 該当の機器に！び表ちされていないか確認ずる。 

!が表おされている場合： 

機器を一度抜さ挿ししてください。再び表おされた場合は、再起動してください。 
• 周辺機器のメーカーのホームページなどで、最新のドライバーび提供されていないか確 
認して < ださい。 

• ドライバーをインス!ルした後は、必ずコンピューターを再起動してください。 

• 接続する機器によっては、コンピューターび機器の抜さ挿しを認識しなかったり、正常 
に動作しない場合びあります。 

次の手順を行って<ださい。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウェア]-[デバイスマネージャ ] をクリックずる。 

② 該当の機器を選び、[電源の管理]の[電力の節約のために、コンピュータでこの 
デバイスの電源をオフにでさるよラにする]をクリックしてチェックマークを 
かす。（この項目びない場合らありまず。） 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームした後、か部マウス、モデム、 PC 力ード、その他 
のデバイスび認識されないことびありまず。この場合、コンピューターを再起動してく 
ださい。 

• 上記の項目を確認してち動作しない場合は、周辺機器のメーカーにお問い合わせ<ださ 
し、。 
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ドライバーのインス I ル中にエラーび起きる 


• OS に対応したドライバーか確認してください。未巧応のドライバーを使用すると不具合 
び発生ずることびあります。 

• セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで[データ実行防止機能]を 
[無効]に設定してください。エラーび解消される場合は、使用するドライバーびデータ 
実行防止機能に対応していない可能性びあります。 

ドライバーについては、使用する周辺機器のメーカーにお問い合わせください。 


他のマウスドライバーをインス I ルすると正常に動作しない 


• マイク□ソフトインテリマウスの IntelliPoint など他のマウスドライバーをインス! 

ルするとをは、本機にインス I ルされているマウスドライバーのアンインス I ルび 
必要になる場合びあります。 （今158ぺージ） 

• ホイールパッドを使わず外部マウスのみでお使いの場合は、セットアップユーテイ U 
テイの「メイン」メニューで[フラットパッド]を[無効]に設定してください。 （今246 
ぺージ） また、本機にインス!ルされているマウスドライバーをアンインス!ルし 
てください。 （今158ぺージ） 


PC カードび使えない 


• PC Card Standard 規格に準拠した PC 力ードを使っていまずか？ 

• PC 力ードび正しく取り付け5れているか確認してください。 （今125ぺージ） 

• PC 力ードで使われている I/O ポートび正しいか（競合していないか）確認してください。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウ エア]- [デバイスマネージャ ] をクリックする。 

感 [PCMCIA アダプタ]をダブルクリックし、該当のデバイスをダブルクリックす 
る。 

[リソース]の[競合ずるデバイス]に[競合なし]と表示されていれば、競合してい 
ません。 
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• PC 力ードに付属の取扱説明書をお読みください。または、 PC 力ードのメーカーにご相談 
<ださい。 

• OS に対応したドライバーを使用しているか確認してください。 


使える RAM モジュールを知りたい 


• 「メモ U - を増設する」 （今145ベー ジ） または『取扱説明書』などの r 仕樹をご覧く 
ださい。 


RAM モジュールを正しく増設できたか確認したい 


• 正しく増設でさた場合は、セットアップユーティリティの「情報」メニューに本体メモ 
リーと RAM モジュールの合計サイズび表示されます。 （今245ページ） 

• RAM モジュールび認識されていない場合： 

• コンピューターの電源を切り、 RAM モジュールを取り付け直してください。 

• RAM モジュールの仕様を確認してください。 

RAM モジュールについては、 r メモリーを増設する」 （今145ぺージ） または『取扱説 
明書』などの「仕様」をご覧< ださい。 


割り込み要求 （ IRQ ) 、 I / O ポートアドレス等、アドレスマップびわ 
か5ない 


• 次の手順で確認でをまず。 


① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス]-[システ 
ム]-[八ードウ エア]- [デバイスマネージャ ] をクリックずる。 

② [表示]メニユーか5[リソース（種類別） ] をクリックずる。 
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PC 力ードに接続した機器び正常に動作しない （ IEEE 1394 PC 力ード 
で動画を DV カメラに書き出す場合に動画び乱れるなど） 


• CPU の省電力機能によって、パフオーマンスび低下するために起さる現象です。コン 
ピューターの管理者の権限で□グオンした後、次の操作を行ってください。 

① [スタート]-[ファイル名を指定して実行]で r c:¥util¥cpupower¥setup.exeJ と入 
力して [OK] をクリックずる。 

L ソ降、画面の指をに従って<ださい。 

② [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic] - に PU 省電力設定]をクリック 
する。 

③ [パフオーマンス優先]をクリックし、 [OK] をクリックして、[はい]をクリックす 
る。 

自動的に再起動します。 

• 上記の設定を行ってち現象び起さる場合は、[スタート]-[コント□-ルパネ 
ル]-[パフオーマンスとメンテナンス]- [ 電源オプシヨン]- [ 電源設定]を 
クリックし、[電源設定]か5 [常にオン]をクリックして選んで、 [OK] をク 
リックして < ださい。 

• この操作により、 CPU の省電力機能び原因で発生する現象は軽減されまず 
び、その他の原因による現象には効果びありません。（例：動画再生時など 
CPU の負荷び高い場合に才ーディオデバイス（スピーカーなど）か5発生 
するノイズ） 

• この操作を行ラとバッテリーでの駆動時間びを少短<なりまずので、周辺機 
器を使用しない場合は、 [CPU 省電力設定]で [バッ テリー優先 (Windows 
XP 標準）]に、 [ 電源 オプション] の [ 電源設定]を [ ポー タブル/ラップ 
トップ] に戻しておくことをおすすめしまず。 

LAN の通信速度び極端に遅いことや無線 LAN の接続び切れることび原因で 
CPU 省電力設定を設定したとさち、 LAN などを使用しない場合は、上記の 
よラに設定を戻しておくことをおずずめします。 
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SD メモリーカードのセキュリティ機能び使えない 


• SD メモリーカードのセキュリティ機能を使用するには SD 力ード設定を行ラ必要びあり 
ます。 （今 133へー ソ） 

•「SD メモリーカードで Windows に□グオンできない」の項目もご確認ください。 （今265 
ベー シ） 


SD メモリーカードを挿し込んでら、動作を選ぶ画面び表示されない 


• 実行ずる動作を Windows び自動的に選ぶ設定にしていませんか？ 

挿し込むごとに動作を選ぶには、次の手順で設定してください。 

① [スタート]-[マイコンピュータ]をクリックずる。 

② SD メモリーカードの [ SD 記憶装置デバイス]をもクリックして口□パティ]をク 
リックする。 

③ [自動再生]をクリックする。 

④ ファイルの種類を選び、[動作を毎回選択ずる]をクリックして [ OK ] をクリックす 
る。 


マルチメディアカードび動作しない 



• 本機の SD メモリーカードス□ットは 、 SD メモリーカード専用です。マルチメディアカー 
ドには対応していませんので、 取り付けないでください。マルチメディアカードをご利 
用になる場合は、マルチメディアカードに対応した別売りの PC 力ードアダプターまたは 
USB リーダーライターなどび必要でず。 
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ネットワークに接続できない 


• セットアップユーティリティの「詳細」メニューでお使いのネットワーク（[モデム]、 
[ LAN ] または[無線 LAN ]) び[有効]に設定されているか確認してください 。（み248 
ベー シ） 

• コンピューターを再起動してください。 

• ネットワークコンピューターとして使ラ場合、用途に応じてその他いくつかの設定が必要と 
なります。詳しくは、ネットワーク担当のシステム管理ちにおたずねください。 

• 八ブユニットのリンクランプび点打しない場合、次のような問題び考え5れます。 

- 八ブ ユニッ トの異常または故障 
-ケーブルの種類の間違いまたは誤配線 
•ケーブルの断線 

また、ハブユニットに合わせた速度の設定を行ってください。 （今197ぺージ） 


電子メール、 WWW 、 イントラネットなどび見えない 


• 電話回線に接続している場合 

-プ□バイダーとの契約び必要でず。プ□バイダーの指おに従って、ダイヤルアップ接続 
の設定を確認してください。 

• ケーブルテレビ、 ADSL 光ファイバー、または LAN 経由で接続している場合 

-プ□バイダーとの契約、またはネットワークのシステム管理ちへの届け出などび必要で 
す。 

-プ□バイダーまたはネットワークのシステム管理ちの指をに従ってプロトコルなどの 
設定を行ってください。 

- LAN ケーブルは正しく接続されていますか？ 

• 無線 LAN で接続している場合 

「無線 LAN の Q & A 」 の項目をご覧ください。 （今307ぺージ） 





ネツトワークを販の Q&A 


4 r BACK 306 NEXT 卡 


通信速度び遅い 


•「 CPU 省電力設定」を使って[パフォーマンス優先]に設定ずると、改善される場合びあり 
ます。設定方法は、 「 PC 力ードに接続した機器び正常に動作しない」をご覧ください。 
(今 303ペー シ） 


MAC アドレスを確認したい 


• MAC アドレスは次の手順で確認できます。 

① セッ ト アップユーテイリテイ、 デバイス マネージャ、ネットセ レ クターの LAN 
やお線 LAN び有効になつていることを確認する。 

② [スタート]-[すべてのプ□グラム]-[アクセヴ U ]- [コマンドプ□ンプ h をク 
リックする。 

⑤ fipconfig / allj と入力し [Enter] を巧ず。 

④ 無線 LAN の MAC アドレス： 

ワイヤレスネットワーク接続側の 「Physical Address 」 と表ちされた行の12巧 
の英数字をメモする。 

有線 LAN の MAC アドレス： 

□-カルエリア接続側の 「Physical Address 」 と表示された行の12巧の英数字 
をメモする。 

⑥ 「 exit 」 と入力し、 [Enter] を巧す。 


ADSL やケーブルテレビなどでインターネットに接続できない 


• IP アドレスや DHCP ヴーパ'-などの設定び、プ□バイダーの指おずる設定になっているか 
確認してください。 
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無線 LAN アクセスポイントび検出されない 



• 無線 LAN アクセスポイントの電源び入っているか確認してください。 

• 本機と無線 LAN アクセスポイントの距離を近づけて、再度検出してください。 

• 「ワイヤレスネットワークの選択」画面に無線 LAN アクセスポイントび表ちされるまで、 
時間びかかる場合びあります。しば5くお待ちください。 

「ワイヤレスネットワークの選択」画面は、画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレス 

ネットワーク接続アイコン」 r す ' 1 またはをちクリックして、[利用できるワイヤレス 
ネットワークの表示]をクリックすると表ちされまず。 

• 次の設定を確認して<ださい。 

•セットアップユーテイリテイの「詳細」メニューの [ 織泉 LAN ] び [ 有効]に設定され 
ていることを確認してください。 （今248ぺージ） 

• 無線 LAN の電源： 

無線 LAN 切り替えスイッチびも （ ON 側）になっていることを確認してください。 

• IEEE 802.1 1 a の設定 

IEEE 802.1 1 a を使う場合は、画面も下のタスクトレイの「無線 LAN アイコン」;^?ピをク 
リックし、 [802.11 a 有効]をクリックしてください。 

無線 LAN 切り曾えスイッチをもにスライドした後、または IEEE 802.1 1 a を有効にした 
後、すぐには無線 LAN アクセスポイントび検出されません。次の手順で検出してくだ 
さい。 


ワイヤレスネゥトワーウ巧疫 


ネブトワーウのタスク 


巧 (1 蜜 


をッ か。の-居を最巧の.巧、 

-た鄉繫總徽！ 


① 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 I ザ 3 また 
は 设をク リックずる。 

ザ >をクリックして「ワイヤレスネットワーク接続の状態」画面び表ちされた 
場合は、[ワイヤレスネットワークの表を]をクリックしてください。 

② [ネットワークの一覧を最新の情報に更新]をクリックずる。 
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-ワイヤレスネットワーク接続 

① 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 I ち 巧 また 

は3!/をちクリックして、[ネットワーク接続を開く]をクリックする。 

② 「ネットワーク接続」画面の[ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックして、 

^^^^ィ*レスゎトトゥ《)*モが 1 無効にする]び表示されていることを確認ずる。 

樹跑 ' [有効にする]び表おされている場合は、無線 LAN び無効です。[有効にする]をク 

リックして <ださい。 



-ワイヤレスオン 

① r ネットワーク接続」画面を開く（上記「ワイヤレスネットワーク接続」の手順 

①)。 

② ロイ巾レスネットワーク接続]をもクリックして、口□パティ]-[全般]-隅贿 
-[詳細設定]をクリックする。 

③ [ワイヤレスオン]と表おされていることを確認する。 

[ワイヤレスオフ]と表おされている場合は、[ワイヤレスオフ]をクリックし、 
[ワイヤレスオン]をクリックして <ださい。 

コンピューターどうしび、直接通信を行う方式 （ad hoc モード）になっていないか確認 
して < ださい。 

① r ネットワーク接続」画面を開く（上記「ワイヤレスネットワーク接続」の手順 

①)。 

感 [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックして、[プ□パティ]-[ワイヤレス 
ネットワーク]をクリックずる。 

③ [詳細設定]をクリックする。 

④ [コンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークのみ]び選択されている場合は、[利 
用可能なネットワーク（アクセスポイント優先） ] をク U ックずる。 

無線 LAN アクセスポイントによっては、無線 LAN アクセスポイントの自動検出を制限する 
機能び付属している場合びありまず。無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書に従っ 
て、無線 LAN アクセスポイントの SSID を確認し、手動でコンピューター側に設定して 
<ださい。 
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• 無線 LAN アクセスポイントの無線機能び無効になっている場合びあります。 

無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書に従って、無線 LAN アクセスポイントの設定 
を確認してください。 

• ファイアウォール機能を持つソフトを使用する場合は、無線 LAN アクセスポイントか5 
の通信を許可する設定（信頼でさるコンピューターとして登録ずるなど）に変更して< 
ださい。 

• 無線 LAN アクセスポイントのファームウエアを最新版にしてください。詳しくは、お使 
いのお線 LAN アクセスポイントのメーカーのホームページなどをご覧ください。 


無線 LAN アクセスポイントと通信びでさない 


全巧 WV レスネゥトりイ r ; 

0V" か " S で ウイ V けネ > の-クがな巧を t? る仙 
f 拥巧おなネゥトワーウ曲 • 

巧 巧にあるつイサレスネリト9—ウじ巧巧-切がまたは討加5表示すなこ 
は、下のポタンをかクウしてびな U 

1 W ャレスネ，トワ-。の 呆モ〕 

1|_ホネゥトワ-クの： _ 


• 次の手順で、 [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成ずる]にチェックマークび 
付いているか確認してください。 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今308ぺージ 「ワイヤレスネットワーク接 
続」の手順 ①)。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をもクリックして、[プ□パティ]-[ワイヤレス 
ネットワーク]をクリックする。 

③ [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成ずる]にチェックマークび付 
いていることを確認する。 


• 次の設定び、無線 LAN アクセスポイントと一致しているか確認してください。 

-致していない場合は、無線 LAN アクセスポイント側の設定をご確認のラえ、コンピユー 
夕一側を再設定して く ださい。 

• ネットワーク名 ( SSID ) 

-データの暗号化の設定 
•ネットワーク認証の設定 
• ネットワークキー 
-キーのインデックス値 
確認方法 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今308ぺージ 「ワイヤレスネットワーク接 
続」の手順 ①)。 
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② [ワイヤレスネットワーク接続]をもクリックして、[プ□パティ]-[ワイヤレス 
ネットワーク]をクリックずる。 

③ [優先ネットワーク]か5無線 LAN アクセスポイントのネットワーク名 （ SSID ) を 
クリックして、[プ□パティ]をクリックずる。 

④ 「 XXXX プ□パティ 」（XX XX は無線 LAN アクセスポイントの名称）画面で 
設定する。 

• 次の手順に従って、本機のプ□トコル設定び間違っていないか確認してください （ TCP / 
IP を使用している場合のみ）。 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今308ぺージ 「ワイヤレスネットワーク接 
続」の手順 ①)。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をもクリックして、[プ□パティ]-[全般]-[イン 
夕ーネットプ□トコル ( TCP / IP ) い[プ□パティ]をクリックする。 

③ IP アドレスなどの TCP / IP プ□トコルの設定を確認し、正しく再設定する。 

• 無線 LAN アクセスポイントの機種や設定によっては、あ5かじめ本機の MAC アドレスを 
登録しておかないとアクセスを受け付けない場合びありまず。 

この場合は、本機の MAC アドレスを確認し （今306ぺー ジ）、 無線 LAN アクセスポイ 
ントに付属の説明書に従ってアクセスを受け付けるよラに登録してください。 

• 「ワイヤレスネットワークの選択」画面で、接続ずる無線 LAN アクセスポイントのち側 
に「オンデマンド」または「手動」と表示されている場合は、無線 LAN アクセスポイ 
ントをクリックして、[接続]をクリックしてください。 

自動接続するには、次の手順に従ってください。 

-「オンデマンド」と表をされている場合： 

無線 LAN アクセスポイントび通信範 H 内にあっても、自動で接続しないように設定 
されていまず。自動接続ずるには次の設定を行ってください。 

① 「関連したタスク」にある「優先ネットワークの順位の変更」をクリックする。 

② r 優先ネットワーク」か!5接続する無線 LAN アクセスポイントをクリックし、 

[プ□パティ ] をクリックする。 

③ [接続]をクリックする。 
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ネ 5 トワーウ巧民 


カイル旧福ま(口ま6鼠认口のり-ルの BMIS 走狙）ヘルプ妙 


Q 〇 • / 任， tC っ ，が 回. 


'■M 1.。」♦ス，トワ-_ 

r 曰 Rw 賴が械 T 5 I ( I がむミ 巧こ巧筑が?*が打 打） 

I 。重-が, 咧をむぶ的■.か ■ mac ブにジ こご三ト ーノ 


④ 「自動接続」の[このネットワークび範囲内にあるとき接続ずる]にチェックマー 
クを付け、 [OK] をクリックする。 

次回か5は自動接続されまず。 

-「手動」と表示されている場合： 

前回、接続中の無線 LAN アクセスポイントを切断したため、手動接続になっていま 
す。一度接続し直すと、次回か5は自動で接続されまず。 

• 画面ち下のタスクトレイに^または 田 j び表ちされている場合は、次の手順を行っ 
て < ださい。 

-13な]び表おされているときは、 IP アドレスなどび正しく取得でさなかった場合びあ 
ります。 

3^] をク U ックし、[ヴポート]をクリックして[修復]をク U ックしてください。 

上記を行ってち ISb] び表示される場合は、ネットワークのさ設定を確認してくださ 
し)。 

- I 晴", j び表示されている場合は、接続中です。そのまましば5くお待ちください。 
p'? の表示び長く続く場合、次の手順を行ってください。 

① をクリックし、[ワイヤレスネットワークの表を]をクリックずる。 

② 接続する無線 LAN アクセスポイントをクリックし、[切断]をクリックする。 

③ 再度、接続する無線 LAN アクセスポイントをクリックし、[接続]をクリックする。 
• ネットワーク接続の画面にネットワークブリッジび作成されていませんか？ 

ネットワークブリッジを使用しない場合は削除してください。 
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通信速度び遅い 


• 本機び接続している無線 LAN アクセスポイントの他に、同じチャンネルまたは近いチャ 
ンネルを使用している無線 LAN アクセスポイントび近くにある場合、速度び低下ずるこ 
とびあります。接続している無線 LAN アクセスポイントのチャンネルを変更して、速度 
び回復ずるか確認してください。チャンネルの変更方法については、無線 LAN アクセス 
ポイントに付属の説明書をご覧ください。 

• 次の理由により、通信速度び遅くなっている場合びあります。本機と無線 LAN アクセス 
ポイント間の距離を近づけてください。 

• IEEE 802.1 1 g または IEEE 802.1化の場合は、電子レンジなどの影響を受けるため、電 
子レンジ使用中に通信速度び低下する場合びあります。 

• IEEE 802.1 1 a は、 IEEE 802.1 1 g や IEEE 802.1 1 b に比べて障害物による影響を受けやす 
し、ため、 無線 LAN アクセスポイントと本機の間に壁びあったり、離れていたりずると 
通信速度び低下ずる場合びあります。 

• IEEE 802.1 1 g と IEEE 802.1化び混在ずる環境で使用した場合、 IEEE 802.1 1 g での通信速度 
び低下ずる場合びあります。 

• に PU 省電力設定」を使って[パフォーマンス優先]に設定すると、改善される場合びあり 
ます。設定方法は、 「 PC 力ードに接続した機器び正常に動作しない」をご覧ください。 
(今 303ページ） 
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無線 LAN アクセスポイントとの通信び切れる 



無線 LANffi アンテナ 


• 本機の無線 LAN 用アンテナ部分を手でふさぐなど、電波の巧げになるよラなことをして 
いないか確認してください。 

• 本機と無線 LAN アクセスポイント間の距離を近づけて、再度検出してください。 

• IEEE 802 .1 X 規格の認証システムを採用していないネットワーク環境の場合は、次の手順 
に従って、[このネットワークで IEEE 802 .1 X 認証を有効にずる]にチェックマークび付 
いていないことを確認してください。 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今308ぺージ 「ワイヤレスネットワーク接 
続」の手順 ①)。 


② [ワイヤレスネットワーク接続]をもクリックして、[プ□パティ]-[ワイヤレス 
ネットワーク]をクリックずる。 

③ [優先ネットワーク]か5接続するネットワーク名 ( SSID ) をクリックして、[プ 
□パティ ] をクリックずる。 

④ [認証]をクリックして、にのネットワークで IEEE 802 .1 X 認証を有効にする]に 
チェックマークび付いていないことを確認ずる。 

• 本機び使用している無線 LAN アクセスポイントの他に、複数の無線 LAN アクセスポイント 
びある場合は、各無線 LAN アクセスポイントにそれぞれ異なるチャンネルを設定してい 
ることを確認してください。 

• に PU 省電力設定」 を 使って [パフ ォ ーマンス 優先]に設定ずると、改善される場合びあり 
ます。設定方法は、 「 PC 力ードに接続した機器び正常に動作しない」をご覧ください。 
(今 303ペー ン） 

• 次の手順で、電源管理の設定を変更してみて<ださい。 


① 「ネットワーク接続」画面を開く （今308ぺージ 「ワイヤレスネットワーク接 
続」の手順 ①)。 

② [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックして、[プ□パティ]をクリックする。 

③ 嗎成]をクリックして、[詳細設定]をクリックし、「プ□パティ」の[電源管理]を 
クリックする。 

④ スライのく一を[最大]側へドラッグし、 [ OK ] をクリックする。 
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ネットワークやインターネットに接続できない 


• WEP / TKIP / AES キーなどの通信設定び正しく行われていない場合びありますので、確認 
して設定し直してください。 

• 無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書に従って、無線 LAN アクセスポイントの IP アド 
レスを再設定してください。 


無線 LAN の有効または無効の設定びできない 


• コンピューターの管理者の権限で□グオンしましたか？ 

• 「ネットワーク接続」画面で、無線 LAN の有効または無効の設定を繰り返していると、こ 
れ5の設定びでさな<なる場合びありまず。この場合は、コンピューターを再起動して 
<ださい。 

• セットアップユーティリティを起動し、 【 F 9】 を巧して、いったん工場出荷時の設定（パ 
スワード設定を除く）に戻してください。 
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ご相談窓□への相談時の情報として PC 情報ビューアーを活用することびでさます。（コン 
ピューターの管理者の権限で□グオンしないと、一部 r 未検出」と表ちされる情報びありま 
す。） 

♦PC 情報ビューアーを起動ずる 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panason 句- [ PC 情報ビューアー]- [ PC 情 
報ビューアー ] をクリックする。 

項目をクリックするとを項目の詳細情報び表ちされます。 

( PC 情報ビューアーの画面は、常に手前に表ちされます。） 

♦情報を ファイルに保存ずる 

表示している内容をテキスト形式 (. txt ) にファイル保存することびでをます。 

① PC 情報ビューアーを起動し、保存したい情報を表ちさせる。 

② [保存]をクリックする。 

• 表示されている項目を保存する場合 

[表おしている情報だけ保存する]をクリックして、 [0 K ] をクリックずる。 
ウインドウの外に隠れている部分ち含めて保巧でさます。スク□-ル操作で 
表示位置をず5す必要はありません。 

• すべての項目を保存ずる場合 

[ すべての情報を保巧ずる]をクリックして、 [0 K ] をクリックする。 

③ フォルダーを指定し、ファイル名を入力して[保存]をクリックずる。 

♦画面の コピーをファイルに保巧ずる 

表示している画面のコピーをビットマップ形式 （. bmp ) でファイル保をすることびできます。 

① 保巧したい画面を表示させる。 

② 【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 + [F8] を巧ず。 

③ 「画面のコピーを ....... 保巧しました。」と表をされるので、 [0 K ] をクリックする。 
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「マイドキュメント」フォルダーに rpcinfo . bmp 」 ファイルび作成されまず。 
rpcinfo . bmp 」 ファイルびある場合は上書きされます。（ファイルを読み取り専用 
や隠しファイルに設定している場合は、上書き保存できません。） 

• ファイルの拡張子 （. bmp ) を表示するには、エクスプ□- ラーの[ツー ル]- 
[ フォルダオプシ ヨン]- [表示]をクリックし、 [ 詳細設定]の [ 登録されている 
拡張子は表ちしない]のチェックマークをがしてください。 


お知5せ 

• 次の操作で画面のコピーをファイルに保存することちでさます。 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [PC 情報ビューア ー]- [画面コピ ー] 
をクリックずる。 

• 工場出荷時は、 【 Ctii】 + [Alt] + [F8] を巧すと画面のコピーをファイル保をでき 
るよラに設定されていますび、次の操作で変更することちでさます。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [PC 情報ビューア ー] をク U ッ 
クする。 

② [画面 コピ ー] をちクリックし、 [プ□パティ]-[シヨー トカッ h をクリックする。 

③ [シヨートカットキー ] に力ーソルを移動させてクリックし、シヨートカットに 
使ラキーを巧し、 [0 K ] をクリックずる。 

• 色数は、256色で保存されます。 

• 拡張デスクトップモードでお使いの場合 

プライマリデバイス側に表示している画面を保をしまず。 
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本機に付属のアプリケーションソフトび正しく動作しない場合、まず、本書のを Q & A やアプリケーションソフトのヘルプを 
十分にご確認ください。インターネットに接続でをる場合は、をアプリケーションソフトのメーカーのホームぺージにある、 
よくある質問などのヴポート情報ちご参照ください。ここにち問題解ミ夫方法やヒントび記載されていない場合は、下記へお 
問い合わせください。お問い合わせの際には、必ず、お使いのコンピューターの状況をご連絡ください。 

(2005 年12月1日現在） 


圆 

• マカフイー® •ウイルススキャン（デスクトップに ゥイ 採な ン...が 表示されている場合のみ） 

お問い合わせは当社ご相談窓□ではなく、下記にお問い合わせください。 

マカフイー® •ウイルススキャンび付属しているコンピューターを購入されたお客様向け 
の窓□です。 

マカフイー-カスタマオペレーシヨンセンター 

登録方法に関ずるご相談やお客様登録情報の変更善、オペレーシヨン上のお問い合わせ 
をいただく窓□でず。 

-お問い合わせ時間帯：月〜金曜日9:00〜17:00 (祝祭日を除く） 

• 電話‘1: 0570 -030-088 

• E - mail ’ 2 :カスタマオペレーシヨンセンターへ E - mail でお問い合わせをご希望されるお客 

様は、下記ヴポートぺージ内にあるお問い合わせフォームをご利用ください。 

• Web ぺ ージ： お問い合わせフ オーム http :// www . mcafeesecurity . com / japan / mcafee / 

support/consume し contact'asp 

ヴホートぺージ http :// www . mcafeesecurity . com / japan / mcafee / 

support / 


マカフイー*テクニカルヴポートセンター 

ソフトウエアの操作方法や不具合等の技術的なお問い合わせをいただく窓□です。 

• お問い合わせ時間帯：年中無休 9:00-21:00 
• 電話‘1: 0570 -060-033 

- E - mail ’ 2 :テクニカルサポートへ E - mail でお問い合わせをご希望されるお客様は、次 
ページのヴポートぺージ内にあるお問い合わせフオームをご利用ください。 

( Web ページは次ページをご覧ください。） 
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• Web ぺージ：お問い合わせフォーム http :// www . mcafeesecurity . com / japan / mcafee / 

support / contact.asp 

ヴ ホー ト ぺージ http :// www . mcafeesecurity . com / japan / mcafee / 

support / 


FAX によるお問い合わせは受け付けておりません。 

*2 E-mail の受信は24時間行っております。 

• goo スティック咐属のに使用の前に』に goo スティックについての説明びある場合のみ） 
goo 事務局 

goo スティックに関するお問い合わせをいただく窓□です。 

-お問い合わせ時間帯：月〜金曜日10:00〜17:00 (年末年始、祝祭日を除く） 

• 電話‘3 : 045-848-4190 

• E-mail : info 做 goo . ne.jp 

• Web ぺージ： http :// stick . goo . ne . jp / 

ッ FAX によるお問い合わせは受け付けておりません。 

• B's Recorder / B's CUP 

お問い合わせの前にユーザー登録び必要です （今119ぺージ） 

ヴポートページよりオンラインヴポートをご利用ください。 

• Web ヴィト 

ヴポー ト ぺージ http :// help . bha . co.jp 
ホームへーシ http :// www . bha . co.jp 

-株式会社ビ ー• エイチ.王ーテクニカルヴポートセンター 
Windows 用製品向け代表番号 
電話： 06-4861-8234 

お問い合わせ時間帯：月〜金曜日10:00〜12:00、13:00〜17:00盾季-年末年始 
特定休業日、祝祭日を除 <) 

• WinDVD 

-インタービデオジャパン株式会社 
Web ヴイト： http :// www . intervideo . co.jp 


アプリケーシヨンの巧い合わせ巧 
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-ヴポート情報： 

インタービデオジャパンのホームページにあるヴポートページの情報を確認してくだ 
さい。 

. ユー ザー ヴポ ート： 

E - mail : techsupp@intervideo.co.Jp 

お問い合わせ時間帯：月〜金曜日、9:30〜12:00 13:30〜17:00 (祝祭日、夏季-年末 
年始特定休業日を除く） 

• 電話： 045-2%-3899 
• FAX : 045ぶ 6-3895 

• そのほかの導入済みソフトウェア 

『取巧説明書』およびに使用の前こ』の r 保証とアフターヴービス」に記載されている 
r ； け■ソニックパソコンお客様ご相談センター」までお願いいたします。 


本機を最新のが態にずる 


イ T BACK 320 NEXT 


Windows を最新の状態にする （Windows Update ) 


驅 

セキユ严 


インターネットに接続している場合は、 Windows Update を実行し、 Windows 用の最新サー 
ビスパックや修正プ □グラムを利用して、 お使いのコンピューターの Windows を最新の状 
態にすることびでをます。また、ウィルスなどの不正侵入に対する対策としてち有効です。 

詳しくは、^ 『セキュリティガイド』「ステップ2」をご覧ください。 

P 

『セキュリティガイド』は、デスクトップの e * 叩 W をダブルクリックすると表をされまず。 

m 

• デスクトップに eh " 严ィびない場合は[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panason 句-[才 
ンライン マニ ュア ル]-[セキュリティ ガイド]をクリックしてください。 




本機を最新のが態にする 


令 BACK 321 NEXT 卡 


ドライバーや BIOS などを更新する 


Internet 

Explorer 


ドライバーや BIOS の更新び必要な場合は、/ ':ナソニック PC のホームぺージでお知5せし 
ます。必要かどうか確認のうえ、必要な場合は各種ドライバーや BIOS をダウン□-ドして 
<ださい。 

Adobe Reader などのアプリケーシヨンソフトについては、备アプリケーシヨンソフトの製 
造元のホームページなどで確認でさまず。 



デスクトップの 夕 をダブルクリックし 、 Internet Explorer を起動する。 

Internet 

Explorer 




[お気に入り]- [パナソニック お勧めの サイト]-[パナソニック PC の 
ホームページ]をク U ックする。 


可3 


必要なファイルをダウン□ー ドする。 

ホームページの記載内容をよく読んで、ダウン□ー ドした手順などに従って操作し 
てください。手順書などは印刷しておくことをおずすめしまず。 




Windows 巧連情巧 
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Windows 関連フアイルについて 


市販の Windows CD - ROM に収められているファイルは、次のフオルダーにインス!ルさ 
れています。 

c :¥ windows ¥ docs 、 c :¥ wmdows ¥ dotnetfx 、 c :¥ windows ¥ i 38 日、 c :¥ windows ¥ support ¥ tools 、 
c :¥ windows¥valueaaa 


Windows のセキュリティ機能について 


本機のセキュリティ機能を強化するために、セットアップユーティリティのセキュリティ機 
能に加えて、 Windows のセキュリティ機能を設定しておくことをおすずめします。 

詳しくは、 ^ 『セキュリティガイド』および Windows のヘルプをご覧ください。 

P 

『セキュリティガイド』は、デスクトップの e * 叩 W をダブルクリックすると表をされまず。 

m 

• デスクトップに W 平け、びない場合は、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panason 句-[才 
ンライン マニュアル]-[セキュリティ ガイド]をクリックしてください。 






システムの梶ぶを見る ( DMI ビ ユーア ー ） 
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本機は DMI (Desktop Management Interface ) の規格に準拠しています。 

CPU やメモリーをはじめ、本機びサポートしているシステムの情報を知りたいとさに使い 
ます。 


DMI ビューアーを起動する 




[スタート]-[すべてのプログラム]- [ Panasonic ] - [ DMI ビューア ー] を 

ク U ックする。 

左のよラな画面び表示されます。 

項目をクリックすると詳細情報び表示されます。 


情報ファイルを保存する 


表示している内容をテキスト形式 (. txt ) にファイル保をすることびでさます。 
DMI ビューアーを起動し、保巧したい情報を表おします。 



保存方法を選ぶ。 

• 表ちされている項目を保存ずる場合 

[ ファイル]をクリックして、 [ 表示中のデータを保存]をクリックずる。 
• ずべての項目を保存する場合 

[ ファイル]をクリックして、 [ すべてのデータを保存]をクリックずる。 


フオルダーを指定し、ファイル名を入力して[保存]をク U ックする。 












用語集 


ホ BACK 324 NEXT 

コンピューターをお使いいただくラえで、知っていると便利な用語の解説を記載していま 
す。 


• 英字 （今325ぺージ） 

• あ行 （今336ぺージ） 

• か行 （今337ぺージ） 

• さ行 （今338ぺージ） 

• た行 （今339ぺージ） 

• な行 （今341ぺージ） 

• は行 （A 342ぺージ） 

• ま行 （■^ 344ぺージ） 

• や行 （4 344ぺージ） 

• 5行 （4 345ぺージ） 

• わ行（用語の解説はありません) 


用語集 
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♦英字 


+R データの書さ込みび一回だけでさまず。また、書さ込み容量の範囲内であれば、追加書さ込み 

(プラス-ァール） をすることもできます。 +RW (下記）に比べて DVD-ROM との互換性び高くなっていまず。 

• 本機では、 B's Recorder を使って書き込みができます。 


BIB 

DVD + R 


+RDL 

(プラス•アール•ダブル • 
レイヤー ） 


データの書さ込みが一回だけでをます。また、書を込み容量の節囲内であれば、追加書さ込み 
をすることちでさます。二層で書さ込むことで、 +R (上記）に比べ約 1.8 倍の容量のデータを 
記録できます。 +RW (下記）に比べて DVD-ROM との互換性が高くなっています。 



DVD + R DL 


+RW データの書さ込み、消去、書さ換えがでさます。書さ換え回数は約1,000回です。 

(プラス•アール•ダブ • 本機では、 B's Recorder / B's CUP を使って書き込み、消去、書き換えができます。 


U ュ ー) 



□VD+Rewritable 

ad hoc 通信モード 無線 LAN の通信方法のひとつで、無線 LAN 機能を持った2台のコンピューターび、無線 LAN 

(アドホック通信モード）アクセスポイント （今336ぺーシ） を使わずに直接データのやり取りを行う方式のこと。 

これに対して、無線 LAN アクセスポイントを使って2台じ Lb のコンピューターでデータのや 
り取りを行ラ方式は、インフラストラクチャ通信モードといいます。 


ad hoc 通信 モー ド インフラストラクチャ 通信 モー ド 


Administrator 

(アドミニストレーター) 




コンピューターやネットワークの全機能を利用、管理する権限を持ったユーザーまたはアカウ 
ント （今336ぺージ） のこと。 














































用語集 
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♦英字 


AES 

(エ——イ——エス） 

米商務省標準技術局 （ N 旧 T ) によって2001年に米国政府の次世代標準暗号化技術として認定 
されたち式。無線 LAN で AES を利用ずる場合は、 AES に対応した無線 LAN アクセスポイン 
卜び必要になります。 WEP との互換性はありませんび 、 TKIP (今334へー ジ） と違い、暗 
号. 復号化処理び速<、通信速度への影響び少ないと言われていまず。 

ANY 接続拒否機能 

(エニイセツゾクキヨヒキ 

ノヴ） 

コンピューター側の SSID を 「 ANY 」 または空白のままに設定すると、通信可能範囲内に巧在 
ずる無線 LAN アクセスポイントに接続できてしまう場合びあります。このような場合 、 「ANY 
接続拒否機能」を有効に設定すると、コンピューター側か5無線 LAN アクセスポイントの検 
索びでさなくなったり、コンピューター側か5の接続びでさなくなります。 

「 ANY 接続拒否機能」は、無線 LAN アクセスポイント側に搭載される機能でず。ただし、機 
器により機能名び違ったり、搭載していない場合もあります。お使いの機器をご確認ください。 

ADSL 

(エー•デイー•エス•エル） 

ブ□-ドバンド接続のひとつ。電話では使用しない高い周波数でデータを流すことによって、 
アナ □ グ電話回線をそのまま利用して高速なデータ通信を行ラヴービスのこと。電話局と一般 
電話を結ぶ電話回線の両端に、 ADSL モデムという装置を取り付け、このモデム間で高速デー 
夕通信を行います。 

BIOS 

(バイオス） 

Basic Input/Output System の略。コンピューターのき本的な制御を行っているプ□グラムの集 
まりのこと。コンピューターの電源を入れると自動的に起動するので、基本的にはこの BIOS 
の存在を意識する必要はありません。 

• 本機では、 Windows び起動するまでは BIOS だけで、 Windows 起動後は BIOS と Windows び 
協調してコンピューターの動作を制御していまず。また、この BIOS 上で動作しているプ 
□グラムのひとつびセットアップユーティリティ （今338ぺ ーシ） です。 

CD-DA 

ソー • 了イー • 了イー • 

ェ ー) 

Compact Disc Digital Audio の略。 CD-Digital Audio という音楽用 CD の規格で音楽を記録した 
CD のこと。一般的には、音楽 CD 、 オーディオ CD と呼ばれています。 

抽帽歷 

DIGITAL AUDIO 

CD-EXTRA 

(シー.デイー.エキスト 
ラ） 

音楽 CD ( CD - DA 上記）に、ビデオクリップなどの動画や静止画を追加した CD のこと。 

四 











用語集 
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♦英字 


CD-R 

(シー•デイー.アール） 

データの書さ込みび一回だけでさる CD のこと。 また' 書さ込み容量の範囲内であれば、追力 □ 
書を込みをずることちでをます。一度書を込むと消去でをません。 

• 本機では、 B's Recorder で書き込みびできます。 

抽腰歴 

CD-ROM 

(シ ー• デイー.□ム） 

コンピューターで処理でをるデータを記録した、読み取り専用のディスクのこと。データの書 
さ込み、消去はでさません。 

抽腰歴 

CD-RW 

(シー.デイー.アール. 
ダブ U ユー） 

データの書さ込み、消去、書を換えびでさる CD のこと。 

• 本機では、 BisRecorder / B ’ sCLiP を使って書き込み、消左書き換えびできまず。 

nCOMPACT nCOMPACT^ _nCOMPACT 百 

抽□昼區抽□昼陌 m を抽□昼歷き 

[Rewritable! iReWritable! ™ (Rewritable! ^ 

CD-TEXT 

(シー.デイー.テキスト） 

音楽 CD ( CD - DA : 今 326 ぺ ージ） にアルバムのタイトルや曲名、アーティスト名などの文字 
情報び記録された CD のこと。文字情報を見るには、 CD - TEXT 対応の CD - ROM ドライブと 
CD プレーヤーび必要でず。音楽の再生だけな5—般的な音楽用 CD プレーヤーでち再生でを 
ます。 

咖昼歷 

DIGITAL AUDIO 

(text 1 

CPRM 

(シー•ピー•アール.エム） 

n 回だけ録画巧能」として録画制限のかかっているデジタル放送を、 DVD レコーダーで記録 
可能なディスク （ DVD - RAM 、 DVD - R および DVD - RW ) に録画する際に用い5れる著作権管 
理技術のこと。 

CPRM で録画したデジタル放送などは、別のメディアにコピーしても再生できません。 
録画には CPRM に対応した記録可能なディスクと CPRM 対応機器び必要です。 

また、そのディスクを再生する場合にち CPRM 対応機器び必要です。 

• 本機では、 WinDVD に CPRM 拡張機能 (CPRM Pack ) プ□グラムを組み込むことび必要で 
す。 （今95ベー ジ） 
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♦英字 


DDR2SDRAM 

(デイー.デイー.アール 
•ツー•エス•デイー•ラム） 

コンピューター内部のデバイス （今339ぺ ージ） は、一定間隔でオン/オフを繰り返すク□ッ 
ク信号に合わせていろいろな動作を行っていますび、このク□ック周期に同期して動くメモ 
リ ー（ 今344ぺ ージ） び SDRAM (Synchronous DRAM) です。この SDRAM の4倍のデー 
夕転送速度を持つメモリーび DDR2 SDRAM です。 

Desianed for M に rosoft 

Windows XP 

(デザインドフォーマイ 
ク□ソフトウインドウズ 
エックスピ ー) □ゴ 

このマークは、各種コンピューター機器の規格を守り、 Windows XP の新しい機能び使えるよ 
ラにデザインされていることび、 Microsoft 社び規定した検証テストで確認された製品に付け 
5れています。 

か 

Designed for 


Microsoft 。 

Wlndows®XP 

DVD MULTI 

C 了イー •フイ• 了イー • 

マルチ） 

DVD-ROM の読み出し、 DVD-RAM/DVD-RW/DVD-Rfor General の読み出しおよび書き込みに 
対応した DVD ドライブのこと。 

DVD-R 

t 了イ ー • 夕つ • 了イー • 

ァー ル） 

データの書さ込みび一回だけでをまず。また、書さ込み容量の範囲内であれば、追加書を込み 
をすることもできます。 DVD-RW (今329ベー ン） に比べて DVD-ROM との互換性び高くなっ 
ています。 

• 本機では、 B's Recorder を使って書き込みびできます。 

DVD-RAM 

C 了イ ー • 夕つ • 了イー • 

ラム） 

データの書を込み、消去、書を換えびできる DVD のひとつ。 Windows XP は標準でヴポート 
していまず。 DVD レコーダーで最もをく使われているディスクで、書を換えは約10万回可能 
です。 

製 

RAM 
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♦英字 


DVD-ROM 

1 了イー•フイ•フ■イー • 

□ム） 

読み取り専用の DVD のこと。 CD - ROM の約7〜25倍のデータを記録できまず。容量び大き 
いことか5、主に図鑑や地図などデータ量の大をなアプリケーションやゲームなどに使われて 
います。 

ROM ™ 

DVD-RW 

、了イ ー• ソイ•了イー • 

ァール.ダブリュー） 

データの書を込み、消去、書を換えびでさる DVD のひとつ。書を換え回数は約1,000回でず。 
• 本機では、 BisRecorder / B ’ sCLiP を使って書き込み、消左書き換えびできます。 

巡 

RW 

DVD-Video 

、了イ ー• ノイ•了イー • 

ビデオ） 

デジタル動画を圧縮する巧術に再生品質の高い MPEG 2 ( 今332ページ） を使用し、映像や音 
声び記録された DVD のこと。 

• 本機では、 WinDVD を使って再生することびできます。 

牲 

VIDEO 

ESS-ID 

(イー • エス.エス.アイ • 
ディー) 

SSID 今 334ぺージ 

FLASH 力ード 
(フラッシュカード） 

データを記録ずるための力ード状の機器のこと。電源を切ってもデータは消えず 、八ードディ 
スクと同じよラな性質を持っていまずび、機械的な部分びないため、八ードディスクより手軽 
に扱うことびでをます。種類としてコンパクトフラッシュやスマートメディアなどびあり、携 
帯型コンピューターやデジタルカメラなどに幅広く利用されていまず。 
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♦英字 


Hotkey 
(ホットキー ) 


IEEE 802.1 1a 


2 つ ULh のキーを組み合わせて巧し、割り当て5れた特定の機能を実行すること。 

(1 つのキーでら特定の機能を実行でさればホットキーと呼ぶ場合びあります。） 

• 本機では [ Fn ] を巧しなび5皆9】を巧してバッテリー残量のポップアップウィンドウを 
表をするなどの操作び行えまず。また、 Fn キーを□ック状態にしたり、ポップアップウィ 
ンドウの表示/非表ちを設定ずることちでをまず。 （今 27 ヘーン） 

IEEE (Institute of 曰 ectrical and Electronics Engineers/ 米国電気電子学会）び承認した無線 


(アイ.トリプルイ- 
802.11 ェ ー） 


LAN の規格のこと。最大 54 Mbps’ 1 の通信び可能でず。 5 GHz の周波数帯域を使用する規格 
です。ただし、 IEEE 802.1 1a (5 GHz の無線 LAN) を使って匡かで通信を行うことは、電波法 


で禁止されています。 WEP (Wired Equivalent Privacy) ( 今 335 ぺー ジ)、 AES ( 今 326 ペー 
ン）、 TKIP ( 今 334 ぺージ） という方式で暗号化もヴポートされていまず。 


表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すちのではあり 
ません。 



IEEE 802.1 1b 

(アイ.トリプルイ- 
802.11 ビ ー） 


IEEE (Institute of 曰 ectrical and Electronics Engineers/ 米国電気電子学会）び承認した無線 
LAN の規格のこと。 2.4 GHz の周波数帯域を使用し、最大 11 Mbps' 2 の通信び巧能です。 
WEP (Wired Equivalent Privacy ) (今 335 ぺー ジ）、 AES (今 3% ぺー ジ）、 TKIP (今 334 
ページ） といラ方式で暗号化ちヴポートされていまず。 

‘ 2 表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度をおすちのではあり 
ません。 


最大 11 Mbps 通信 

))))))))))))))))))))))))))) 
I — I ((((((((((((({((((((((((((( 

む 毎',... セキュリティ機能に対応 

4 Q \ 
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♦英字 


IEEE 802.1 1 g 

(アイ.トリプルイ- 
802.11ジ ー） 

IEEE (Institute of Electrical and 曰 ectronics Engineers / 米国電気電子学会）び承認した無線 
LAN の規格のこと。最大54 Mbps ’ 3 の通信び巧能でず。 IEEE 802.1化と同じ 2.4 GHz の周波 
数帯域を使用しなび 5 約5倍のデータ輯送を可能にずる規格でず。 

WEP (Wired Equivalent Privacy ) (今 335ぺー シ ）、 AES (■^ 3% ぺー シ ）、 TKIP (今 334 
ページ） といラ方式で暗号化ちヴポートされていまず。 

‘ 3 表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度をおすものではあり 
ません。 

化の約 5_Jg) 

最大 54Mbps 通信 

))))))))))))))))))))))))))))) ^ 
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/ こつ \セキュリティ機能に対応 


IEEE 802.1 X 

(アイ.トリプルイ ー802.1 
エックス） 

IEEE (Institute of Electrical and 曰 ectronics Engineers / 米国電気電子学会）び承認した無線 
LAN のユーザー認証に関ずる規格のこと。コンピューター通信を開始ずる前に認証を行い、認 
証されているユーザーのみび通信でさます。 

LAN 

(ラン） 

Local Area Network の略。社内や学校内など、比較的限 5 れたエリア内でのコンピューター 
ネッ トワークのこと。 

MAC アドレス 
(マック.アドレス） 

ネットワークで使用する機器（ネットワークカード、内蔵の無線 LAN モジュールなど）ごと 
に付け 5 れた固有の番号のこと。 00:11:22: AA : BB : CC といった形式で表されまず。これはユー 
ザーび割り当てるちのではなく、メーカーびあ 5 かじめ割り当てているちので、同じ番号は存 
在しません 。 Windows XP 上では 、 [Physical Address ] と表示されまず。 

• 本機の MAC アドレスの確認方法： 今306ぺージ 
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♦英字 


MP 3 

(エム.ピ ー• スリー ） 

コンピューターで聞くことびでさる音楽形式のひとつ。音質をあまり損なラことなく、音楽 
データのサイズを音楽 CD のデータと比較して約10分の1に圧縮ずる技術を使っています。 

- t 約に圧縮！！ J 

參)•■►慰 

音楽 データ 

MPEG 

(ェム-ペグ） 

デジタル動画を効率的に圧縮するための技術。そのひとつである MPEG 2 はずぐれた画質で、 
DVD - Video (今329ぺージ） などに利用されていまず。圧縮率び MPEG 2 より低い MPEG 1 も 
あり 、 Video CD (今335ページ） で利用されています。また、電話回線など通信速度の低い 
回線を通じた低画質、高圧縮率の映像の配信を目的とした MPEG 4 といラ規格ちあります。 

• 本機では、 MPEG 2は WinDVD を使って、 MPEG 4は Windows®Media Player を使って再生す 
ることびでさまず。別途コーデックのインス I -ールび必要となる場合びあります。 

NTFS 

(エヌ•テイー•エフ•エス） 

WindowsNT ®、 Windows ® 2000、または Windows ® XP で、ファイルやデータを記録•管理す 
る仕組み（ファイルシステム）のこと 。 NTFS LU 前には、 DOS や Windows で利用できるファ 
イルシステムとして FAT (円 le Allocation Table ) びありましたび、より堅を性やセキュリティ 
などにすぐれているのび NTFS です。 
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♦英字 


PC 力ード 

(ピ ー. シ ー. 力ード) 


コンピューターにさまざまな機能を追加ずる力ード型デバイス （今339へー シ） のこと。モ 
デムカード、ネットワークカード、フラッシュメモリーカード、 SCSI 力ードなどびあり、力一 
ドの厚みにより、 Type I . Type 正 Type 血びあります。 

• 本機の PC 力ードス□ットは Type し Type I に対応しています。 



RAM モジュール 
(ラム-モジュール) 


半導体メモリーチップを1枚の基板に搭載してまとめた部品。コンピューターのメモリー 
(今344ページ） を増やしたいとさに}広張メモリース□ットに挿し込んで使います。メモリー 
( RAM ) を増やすと、プ□グラムの操作びより快適になる、大さなデータを扱えるよラになる、 
たくさんのプ□グラムを同時に使えるといったメリットび得5れまず。 RAM モジュールには 
いろいろな種類や容量びあり、そのコンピューターにあった RAM モジュールを使います。 


SD メモリーカード 
(エス.デイー.メモリー 
力ード） 


ほぼ切手大のメモ U - 力ードに固有の ID を加えたちの。音楽や映像を記録ずることびでを、 
強力な著作権保護機能ち備えていまず。コンピューター、デジタルカメラ、携帯電話など、さ 
まざまな機器で使用でを、データ交換ち行えます。 


SRAM 力ード SRAM は Static RAM の略。 DRAM (Dynamic Random Access Memory ) のように言日憶内容保 

(エスラム-力ード） 持のためのデータの再書さ込み（リフレッシュ）び必要ないため、データの処理速度び速いと 

いうメリットびありまず。その SRAM を利用した RAM の力ード型デバイス （今339ぺージ） 


です。 
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♦英字 


SSID 

(エス•エス•アイ•デイー） 

Service Set ID の略。無線 LAN を使用ずるときに、通信ずる相手を識別するための文字列のこ 
と。無線 LAN は電波を使って通信するので、たくさんのネットワークと交信巧能になりまず。 
そのため、各コンピューターと無線 LAN アクセスポイント （今 336 ベー シ） はこの文字列を 
確認し、 SSID び一致しているものどラしだけび通信でをるよラにしまず。 

TKIP 

(テイ ー. キップ） 

Temporary Key Integrity Protocol の略。 

WEP (Wired Equivalent Privacy) (- » 335 ぺージ） の後継にあたる暗号化の規格でず。 

WEP の暗号化キー (WEP キ ー) は固定ですび、 TKIP では一定時間ごと、ちしくは一定パケッ 
卜量ごとに自動的に暗号化キーを変更します。暗号化キーを変化させることで暗号化キーの解 
読び困難になり、セキュリティの向上を図ることびでさます。 

TPM 

(テイー.ピ ー• エム） 

Trusted Platform Module の略。 

高レベルの暗号処理と、そこで利用する暗号鍵の安全な保管を目的とずるセキュリティチップ 
のこと。 

• 本機では TPM チップを搭載しており、 Infineon Security Platform ソリューシヨンソフトウェ 
アで使用でさまず。 

詳しくは^ 『セキュリティガイド』「ステップ16」をご覧ください。 

デスクトップのをダブルクリックすると表ちされまず。 

• デスクトップにびない場合は、 [ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [Panason 词- 
[オンラインマニュアル]-[セキュリティガイド]をクリックしてください。 
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♦英字 


USB 

(ユー.エス.ビー) 


コンピューターとキーボード、プリンター、デジタルカメラなどの周辺機器をつなぐための規 
格。 USB に対応した周辺機器であれば、本機と周辺機器にある USB コネクターどうしを USB 
ケーブルでつないで使用でさまず。 USB に巧応した周辺機器は、基本的にはコンピューター 
本体の電源を切5なくてち取り付け、取りかしびでさます（ホットプラグ)。 

• 本機では USB 2.0 に対応しています。 USB 2.0 対応の周辺機器を使用ずれば、高速で周辺機 


器との通信び可能でず。 



Video CD 動画び記録された CD 、 またはそのフォーマットのこと。映画などの動画を MPEG 1方式 

(ビデオ-シ ー• デイー) (今332ぺ ージ） で圧縮し、 CD に収めていまず 。 Video CD に対応した DVD プレーヤー/レ 

コーダーで再生可能ですび、ソフトウエアによる MPEG デコーダーを用意ずれば、コンピユー 
夕一上でち Video CD を再生することびでさます。映画じ(外にちカラオケのデータを収めたち 
のなどびを< あ0ます。 


• 本機では、 Windows ® Media Player や WinDVD を使って再生ができます。 


_n COMPACT 


[DIGITALVIDE リ VIDEO CD 


WEP 

(ウエップ) 


WPA 

(ダブ U ュー.ピー.ェ ー) 


Wired Eq 山 valent Privacy の略。無線 LAN (今344ぺ ージ） で使用されている暗号化の巧術。 
情報伝達のセキュリティを守るため、通信を行う双方で、同じネットワークキ ー(今 336ペー 
ン') び登録されている場合のみ通信び行えます。_ 

Wi-Fi Protected Access の略 。 WEP (上記）の弱点を補い、セキュリティをより向上させたも 
の。 IEEE 802.1 X のユーザー認証規格を含み、ネットワークキ ー( 今336ぺ ージ） を一定時間 
ごとに自動的に更新しまず。 
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♦あ 行 


アイコン 

デスクトップやタスクトレイに表ちされるルさな図柄のこと。図柄でアプリケーションソフト 
の内容や機能をわかりやずくしています。このアイコンをダブルクリック （今339ページ） す 
ることで、そのアプリケーションソフトび実行でさます。また、フォルダーや文書ファイルな 
どをアイコン上にドラッグ&ド□ップすることで実行できるアプリケーションソフトもあり 
ます。 

為 盛^ 

Internet } 枯テリー等の - . み巧 

Explorer 上手ねほいち しかす曰 

アカウント 

Windows に□グオン （今346ぺ ージ） したり、電子メールを使ったり、インターネットなど 
のネットワークに接続したりするとさの権限のこと。ユーザーを識別するために使われまず。 

• Windows では、ユーザーごとにアカウントを割り当てることにより、ユーザーごとにデス 
クトップ画面など、 Windows の機能設定を変えることびでをまず。 

アカウントの作成方法：=>『取扱説明書』「はじめて使ラとき」 

• 制限付さのアカウントでは、一部使えない機能やアプリケーションソフトびありまず。 

アクセスポイント 

インターネットなどに接続ずる際、コンピューターとインターネットを結ぶ中継点のこと。モ 
デムを通してインターネットに接続ずる場合はプ□バイダーび用意します。 

無線 LAN (今344ぺ ージ） の場合は、通信を中継する機器のことも無線 LAN アクセスポイン 
卜といいまず。 

暗号化 

データを他人にはわか5ない形に変換ずること。送信ちと受信者の間でデータを変換するため 
のルール（アルゴリズム）と鍵（ネットワークキー）をミ夫めておを、送信ちび変換（暗号化） 
したデータを受信者び元に戻します（復号化）。重要なやり取りを他人に解読されることなく 
行ラことびでさます。 
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♦あ 行 


ウイルス コンピューターウイルス（下記) 


♦か 行 


解像度（ディスプレイ）ディスプレイの表ちの細かさの尺度。ディスプレイ上に並ぶ表ち点の数を横 X 縦で表しまず。 

この表示点の数びをい（解像度び高い）ほど、をくの情報を表ちでさます。 



休止状態 


現在の作業の状態をそのまま八ードディスクに保存して電源を切ることびでさ、次に電源を入 
れると、電源を切る前に使用していた状態び画面に表おされる機能のこと。 


ク U ック 


マウスボタン（左ちボタン）やフラットパッド（ホイールパッド）を、短く1回だけ巧して離 
す操作のこと。この操作を素早く 2回続けて行うことをダブルクリック （今339ぺージ） と 
いいます。プ□グラムやデータ、メニューの選択や実行をするとさに使います。ちボタンをク 
リックするとをはちクリック、左ボタンをクリックずるとをは左クリックといいますび、通 
常、単にクリックというと左クリックのことです。 


コー アツク 


CODEC = compression / DECompression の略。 DVD-Video (今329へー ン） など容量の 
大さいファイルを圧縮して保ちし、保をされたデータを映像や音声記号に戻ずドライバー 
(今341ぺ -ソ） やデパ‘イスのことです。 


コンピューターウイルス 


コンピューターからコンピューターへ感染し、増殖ずるちの。ウイルスの中には、コンピュー 
ターのデータを破壊したり、コンピューターを起動でさな<ずる悪質なちのびあります。な 
お、ウイルスか5コンピューターを守るためにはウイルス対策ソフトなどの使用び有効でず。 
また、定期的に Windows Update を行い、 Windows 用の最新ヴービスパックや修正プ□グラ 
ムを利用して、 Windows を最新の状態にしておくことび大切です。 
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♦さ 行 


再インストール 

ソフトウエアやドライバーなどをコンピューターへ入れ直すこと。または一括して 0 S を入れ 
直すこと。ソフトウエアなどび正常に動作しなくなった場合などに行います。 

• 本機では、プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を使うことにより、 Windows を一括して再イ 
ンス1-ールすることびでさます。 

スーパーマルチ 

DVD MULTI (今328ベー ン） の読み出しおよび書き込み対応に加え 、 +R (今325ぺー シ）、 
+RW (今325ぺーシ） の読み出しおよび書き込みにち対応した DVD ドライブのこと。 

スク U - ンセーバー 

コンピューターを起動した状態で一定時間放置した場合、画面を消したり、動画や静止画を表 
おさせる機能。 

スク□-ル 

ウィンドウに表术する文字や画像などの情報び画面に収まりを5ないとさ、上下左ちに表术内 
容を動かずこと。 

スタンバイ 

現在の作業状態をメモリーに保巧して電源を切ることびでさ、次に電源を入れると、電源を切 
る前に使用していた状態び画面に表术される機能。電力の供給びなくなるとメモリーに保をさ 
れていたデータび失われまずので、 スタン! くイ中は必ず、 AC アダプターまたはバッテリーパッ 
クを接続しておいてください。 

セーフモード 

コンピューターにトラブルび起きて Windows び正常に起動できなくなったときに利用する起 
動モードのこと。アイコン等び拡大表ちされた画面になり、セーフモードで起動していること 
び表をされまず。拡張機能を極力がしたお、要最低限の状態で起動しています。不具合の原因調 
査や修復を行ラことびでさます。 

• 本機では、コンピューター起動時、 「 Panasonic 」 起動画面び消えたときか5 [F8] を巧し 
続け、 「 Windows 拡張オプションメニュー」び表おされた5指を離すことで、セーフモー 
ドを起動する ことびでさます。 

セットアップユーティリ 
ティ 

BIOS (今326ぺーシ） 上で動作し、コンピューターのシステム構成を設定するソフトウエア 
のこと。コンピューター本体の動作やセキュリティなどの設定-変更を行ラことびでさまず。 

• 本機では、コンピューターの起動後すぐに [F2] を巧ずと、セットアップユーティリティ 
を起動することびでさます。 
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♦た 行 


タイトルパー 

ウィンドウ画面の上部にあり、アプリケーシヨンソフトのタイトルや、現在開いているファイ 
ルのファイル名などび表をされる部分のこと。力ーソルでドラッグ （み 341ページ） ずると、 
ウィンドウ全体を移動でさます。 

1 I 

タスクトレイ 

画面の下に表をされているタスクバー（下記）のち端（時刻表示やアイコンび並んでいるとこ 
ろ）。音量調節など、を種設定の切り替えツールなどび登録されていまず。 

可 •.，乃、 r 

タスク八‘一 

画面の1番下（お買い上げ時の状態）にある現在実行されているソフトウェアの情報び表示さ 
れている部分のこと。タスクバーの [ スタート]メニューとタスクトレイの間に複数のソフト 
ウェアの情報び表ちされている場合、ここをクリックずることで使用ずるソフトウェアを切り 
替えることびでさます。 

^ な ♦{•ホ!か 叫"■イ f ' r . g ' i ^ 

ダブルク U ック 

マウスボタンやフラットパッド（ホイールパッド）を、続けて2回素早く巧して離す操作のこ 
と。データを表ちさせたり、プ□グラムやメニューを実行するとさなどに使いまず。ダブルク 
U ックは左ちボタンのラち、左ボタンを使います。 

ディザリング 

表現したい中間色を、複数の色を組み合わせて表現ずること。例えば、黒い点と白い点を交互 
に並べると、全体として灰色に見えるのもディザリングのひとつでず。 

デバイス 

キーボードや八ードディスクなど、コンピューターに接続して使用ずる周辺装置全般のこと。 
八ードディスクドライブやモデム、 LAN のよラにコンピューター本体に内蔵されているちのち 
デバイスと呼びます。 


た コントトル"ネ A 口同闪 
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♦た 行 


デュアルディスプレイ 内部 LCD (今341ぺージ） とか部ディスプレイを連続した表示領域として使うこと。両方の 

け広張デスクトツプ） ディスプレイの間で、ウィンドウのドラッグ移動などびでをまず。 


テンキーモード 



<3 


キーボードの一部を使って、テンキーとほぼ同じ並びで数字、または演算記号び入力でさる 
モードのこと。モード設定を解除すると通常のキーとして操作でさます。 

• 本機では 【 NumLk 】 を巧ずとテンキーモードになり、設定されたことをお知5せする 


「 NumLock お知5せ」画面び表示されまず。テンキーモードを解除ずるにはもう一度 
【 NumLk 】 を巧します。 （今 29ぺーシ） 
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♦た 行 


同時表示 

( Intel ( R ) Dual Display 
Clone ) 

内部 LCD (下記）と接続されたか部 X ィスプレイの両方 L 同じ画面を表术させること。 

• 本機では [Fn] + [F3] を巧ずと、表を先びが部ディスプレイ、内部 LCD または同時表を 
に切り替え5れまず。（同時表ちは、 Windows 起動後のみ切り替え可能） 


么 

> 

V V 


V V 



同時表示 





同時表示 

< 









ノ \ ) J 

む 3 

ci:r> 

k 



一 


ドライバー 

接続されている周辺機器びどのような製品で、どのように動作すればいいかという情報を OS 
に伝えて、 0 S び周辺機器を正しく動作させることびでさるよラにずるためのソフトウェア。 
デバイスドライバーとも呼ばれまず。 Windows にドライバーび含まれている周辺機器もあり 
ますび、ドライバーび含まれていない周辺機器は、必要なドライバーをインス!ルして使い 
ます。 

ドラッグ 

マウスのボタンを巧したままマウス本体を移動させ、領域を選択したり、選択されたアイコン 
やウインドウを移動させる操作のこと。フラットパッド（ホイールパッド）では、ボタンを巧 
したまま、操作面上で指を移動させることによりドラッグすることびでをまず。 


♦な 行 


内部 LCD 

コンピューター本体の液晶ディスプレイのこと。外部ディスプレイ（接続されたか付けのディ 
スプレイ）と区別して呼びます。 

ネッ ト ワークキー 

暗号化 今 336 ぺージ 
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♦は 行 


パーティシヨン腔画）ハードディスク上に作成した領域のこと。1つのハードディスクに1つ、あるいは複数のパー 

ティシヨンを作成することびでさます。 複数のパーティシヨンを作成した場合には、1つの 
ディスクを複数のディスクのよラに扱ラことびでさまず。例えば 20 G バイトの八ードディス 
クを C ドライブに 10 G バイト、 D ドライブに 10 G バイトと、2つのパーティシヨンに分け、 
C ドライブを Windows などのシステムとアプリケーシヨンソフト用に、 D ドライブをデータ 
_保を用に使用ずるということびできまず。_ 

八ブ 同じ種類のケーブルを集めて、情報を中継するための装置のこと。 USB 八ブやネットワーク 

八ブなどびあります。 



ビデオ CD Video CD * 335ぺージ 

ファイアウォール 外部ネットワーク（インターネットなど）経由の不正なアクセスか5コンピューターを保護ず 

るためのセキュリティシステムのこと。外部ネットワークとの間でやり取りされるデータを規 
制して、認め5れているデータじ(かは通過でさないよラにする働さをします。 

• Windows XP には Windows ファイアウォールが搭載されています。 
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プロトコル 

コンピューターどラしでデータ通信をするために必要な共通の約束事。異なるコンピューター 
どラしでデータのやり取りびでさるよラにするためには、データ送受信のタイミングや送受信 
される情報のフォーマットなど、双方に同じ約束事び必要となりまず。例えばインターネット 
では TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol ) と呼ばれるプロ トコルを使っ 
て、さまざまなソフトウエアびデータ通信を行っています。 

プ□バイダー 

インターネットに接続してくれる会社のこと。 

サービス内容や料金体系はプ□バイダーによって異なりますので、プ□バイダーに入会する前 
に十分確認ずるよラにしましょラ。 

ホイールパッド 
(フラットパッド） 

マウスと同じよラに力ーソルを動かしたり、機能を選択したりずるとをに使ラパッドのこと。 

• 本機ではスク□ールしやすい独自の円形パッドを搭載しており、ホイールパッドと呼びま 
す。 

ポップアップウインドウ 

特定の画面び表のされたとをや、特定の位置に力ーソルを移動したとさなどに、自動的に表の 
されるウインドウのこと。ウインドウには使い方の説明、選択でをる機能のメニューなどび表 
示される場合びあります。これ5は一時的に表おされることびをく、必要びなくなった5消え 
ます。 

• 本機では 【 fn 】 と組み合わせて特定のキーを巧したときに表ちされるウインドウちこラ呼 
びます。 

雨^^^? 本 -Vb 

uy —". が ドキュタント ] フォルタカ欄き、キ抵レポ - 卜、巧がのドキュタントをは营できま 

d 7 イミ •！ -かウ 
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ちクリック 

ボタンび 2 つあるマウスのちボタンをクリックすること。そのときに表ちされるメニューの内 
容は使ラアプリケーシヨンソフトによって異なりまずび、をくはメニューパ'-の内容の一部 
(シヨートカットメニュ ー) び現れます。 

無線 LAN 

電波を利用して、無線で通信を行ラ LAN (4 331 ぺ ーン） のこと。共通の無線周波数を使っ 
てデータの送受信を行いまず。 LAN ケーブルの配線び不要なので、無線 LAN アクセスポイン 
卜 （今 336 ベー ジ） か 5 離れた場所でも利用できまず。情報伝達のセキュリティを守るため、 
SSID (今 334 ぺ ーン） や WEP (今 335 へー シ） を利用できます。 

メニユーバー 

各ウインドウの上部にあるタイトルバー (今 339 ぺーシ） の下のソフトウエアの機能び表ち 
されている部分のこと。「ファイル」「編集」「表ち」などび表をされていまず。 

I ファイルの編まを）まちがわちじ入。(がツ-ルのヘルブ出） ホ' 

メモリー 

コンピューターの中でデータを記憶ずるための装置のこと。メモリーには RAM と ROM びあ 
りますび、一般的には、メインメモリーである RAM のことを指します。 RAM は記憶内容の書 
き換えび可能で、メインメモリーやキャッシュメモリーなどに使用されます。 ROM は記憶内 
容の書さ換えはでさず、 BIOS などに使用されます。 


かコ ：/卜□ールバネル ロロ 冈 


♦や 行 


ユーザーアカウント 

アカウント 今 336 ぺージ 
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U - ジョンコード 
(リージョナルコード） 

地域コードともいい、 DVD-Video (今329ぺ ージ） の再生可能地域を限定するためのコード 
のこと。 DVD - Video の新作映画やソフトなどび解禁前の地域に流出しないようにミ夫め5れて 
います。世界を6つの地域に分割して1〜6のコードを割り当て、 DVD ディスクと DVD ドラ 
イブのリージョンコードび一致しないとディスクを再生でさないよラになっています。 

日本にはリージョンコード间び割り当て5れており、日本で販売されている DVD プレーヤー 
のリージョンコードは间になっています。通常、海外で販売されている DVD ディスクは日 
本向けのプレーヤーでは再生でさません。 

• 本機のドライブは工場出荷時にはリージョンコードび設定されていませんので、はじめて 
DVD - Video を再生したときの設定び1回目となりまず。この最初の設定も含めて全部で5 
回リージョンコードの設定びできます。（リージョンコード [2] か5リージョンコード [2] の 
よラに、同じリージョンコードを選択した場合はカウントされません。）5回目の設定を行 
うと、そのリージョンコードに固定され、それじ1上変更でをなくなります。 0 S を再インス 
トールしてち変更でをませんので、十分お気を付けください。 

リフレッシュレート（画 
面） 

1秒間に画面を更新する（再表术）回数のこと。外部了‘ィスプレイに画面のち5つさび感じ5 
れる場合は、リフレッシュレートび低いと考え5れまず。 

レガシー USB 対応 

コンピューターの電源を入れてか5 Windows び起動する前に 、 USB (今335ぺージ） 機器を 
コンピューターに認識させるための仕組み。 MS - DOS は USB 機器び開発される前の OS なの 
で USB 機器を認識でさませんび、コンピューターびレガシー USB 対応であれば、 USB 機器 
を認識することびでをまず。 

• 本機ではセットアップユーティリティで[レガシ ー USB ] という項目びありまず。[有効]に設 
定しておくと、 Windows び起動ずる前に内蔵 CD / DVD ドライブ、 USB キーボード 、 USB 
フ□ッピーディスクドライブを認識します。 
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□グオフ 

ネットワークやコンピューターのシステムにアクセスできる状態（□グオン）を解消するこ 
と。□グアウトとち呼ばれます。 

□グオン 

ネットワークやコンピューターのシステムにアクセスできる状態のこと。□グインとも呼ばれ 
ます。 





Fn キー 

Fn キーを使う 
□ック機能… 
FREESPOT. 


DMI ビユーアー 

DVD-ROM. 

DVD-Video. 


F 


さ < いん 


ページ番号をクリックずると、該当 
ページにジャンプします。 

A 


AT コマンド . 194 

B 

B's CUP 

ヴポート情報 . 119 

B's Recorder 

ヴポート情報 . 119 

C 

Caps Lock ランプ . 31 

CD/DVD ドライブ 

使用上のお願い . 65 

状態表示ランプ . 32 

省電力 . 51 

電源 . 68 

ドライブ文字の変更 . 67 

CD-R/CD-RW (「ディスク」も参照) 

. 73 

CPU 省電力設定 . 303 


D 


Hotkey 設定 


LAN 

LAN Wake Up 機能 
接続 . 


MovieAlbum 
ヴポート情報 
起動 . 


NumLk ランプ . 

NumLock お知 5 せ 


PC 力ード . 

PC 情報ビューァー 


ScrLk っソ J . 

SD メモリーカード 
Q&A. 

状態表示ランプ 
セキュリティ… 
データ保護 ...... 

転送速度 . 

取り付け/取り出し 
フォーマット . 


2 70 
2 22 
.-2 


371 
271 
3 . 1 


USB 機器 


力ーソルの Q & A .... 
拡大表示 

アイコンや文字 
操作マニュアル 
拡張デスクトップ.. 


お 

お手入れ 

ドライブのレンズ . 66 

ホイールパッド . 21 

オプティカルディスクドライブ 
省電カユーティリティ ...... 69,70 

音声出力のオン/オフ . 25 

音量調整 . 25 

か 


WinDVD 

起動 . 93 

ヴポート情報 . 102 


友 


156 き 

キー操作の Q&A . 292 


アプリケーシヨンの問い合わせ先 

. 317 

123 

121 し、 

インターネット . 163 

31 え 

29 

エマージェン シー ホール . 92 


« BACK 347 NEXT 卡 

USB フ□ッピーディスクドライブ 
. 161 


3 

8 

2 


6 5 4 
5 5 
2 


4 5 
21 
13 


1 4239808 
3 0332232 
3 




99 





















































さ < いん 


システム構成の見かた . 

周辺機器の Q&A . 

終了時の Q&A . 

省電力 

省電力設定ユーティリティ 


ネットセレクター.. 
ネットワーク 

Q&A . 

接続の切り替え 


ず 


数字入力 . 29 

ズー ムビュ ーアー . 257 

スク□-ル . 10 

スタンバイ . 54 

スタンバイの Q&A . 263 


せ 

セツ ト アップユーテイリテイ.. 241 

た 


タスクトレイ . 3 

Q&A . 289 

タップ . 8 

ダブルクリック . 8 


アクセスポイント... 
使用上のお願い ...... 

セキュリティ . 

通信モードの種類... 
使ラまでの流れ ...... 

電源を入れる/切る 


か BACK 348 NEXT 卡 


バッテリー 

Q&A . 281 

エコノミーモード （ ECO )... 45 

駆動時間について . 35 

交換 . 48 

残量確認 . 38 

残量表を . 25 

残量表を補正 . 43 

状態確認 . 37 

バッテリー状態表をランプ ...... 37 


バッテリー状態表おランプの Q&A 

. 263, 281 

バッテリー等の上手な使い方…34 

ふ 


フアイナライズ . 83 

プリンター . 162 

ほ 

ホイールパッド 

Q&A . 276 

感度調節 . 20 

操作 . 8 

ホイールパッドユーテイリテイ11 
ポップアップウインドウ . 23 

む 

無線 LAN 

IEEE 802.1 1 a の有効/無効203 
Q&A . 307 


は 

A - ドディスク状態表示ランプ. 32 
パスワード 

Q&A . 270 

設定 . 63 


ダブルタップ . 8 

て 

ディスク 

CD/DVD のセット . 90 

CD/DVD の取り扱い . 76 

CD の種類 . 73 

DVD の種類 . 77 

Q&A. 294 

フ□ッピーディスクの取り扱い 

. 161 

ディスプレイ 

明るさ調整 . 23 

画面表をの Q&A. 285 

表を先の切り替え . 24 

テン キーモード . 29 

電源状態表示ランプ . 31 

電源を入れたときの Q&A. 263 

電話回線 

接続 . 189 

と 

ドラッグ . 8 


ね 


起動の Q&A . 263 

休止状態 . 54 

Q&A . 263 

< 

ク U ック . 8 

コンピユーターの使用状態を確認す 

る . 315 

さ 

サウンドの Q&A . 299 

し 


3 0 3 
2 0 6 
3 3 2 


の 


4 5 5 
2 0 2 
2 3 2 


7 2 7 0 6 3 
0 0 0 0 0 0 
2 2 2 2 2 2 






























































さ < いん 


ち 

文字入力の Q&A. 292 

モデム 

設定 . 189 

リジューム機能 . 191 

ゆ 

ユーザーの簡易切り替え機能の Q&A 

. 278 

じ 

U —ジョンコード . 84 

リジューム . 61 


か BACK 349 NEXT 卡 








BACK 350 


• Microsoft とその□ゴ、 Windows、Windows □ゴ、 Outlook 、 インテリマウスは、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

• Intel 、 Pentium は、米国 Intel Corporation の商標または登録商標です。 

• SD □ゴは商標です。 SSf . 

• Adobe、Adobe □ゴ 、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステ 
ムズ社）の商標です。 

• McAfee 、 VirusScan およびマカフイーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社 
の登録商標です。 

• WinDVD は 、 InterVideo Incorporated の商標です。 

• B's Recorder および B's CUP は、株式会社ビー•エイチ.エーの登録商標です。 

-ホイールパッドは、松下電器産業株式会社の登録商標です。 
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